






ための拠点化」を目指しました。事業にメリハリをつけ、この

プロジェクトは社会課題の解決に役立つかどうかという観点か

ら、全ての事業を見直しました。館内の活動にとどまらず、積

極的に地域やコミュニティの現場に出て行くようにしました。

アートやアーティストには、既成の体制や規制、つまり当たり

前になってしまっている状況に揺さぶりをかける力があります。

あるコミュニティに対して、どのような利害関係からも独立し

たアーティストが異邦人として入り、作品の制作や作品という

場に人々を巻き込むなかで、新たなコミュニケーションや出来

事を誘発していきます。またアーティストのアイデアを実現す

るプロセスで、公共空間に張り巡らされた様々な規制が顕在化

され、その乗り越えを通じて公共空間の活用の幅が広がってい

きます。

デザインは、いうまでもなく社会の問題を解決する強力な手段

です。しかし社会の問題、特に公共空間にどこまでデザイナー

が関われているかというと、そのポテンシャルを十分に活かし

切れているとは言えません。行政内では、デザインは単に表層

の美しさを装う余剰的なものという認識がまだ根強く、様々な

規制が公共の仕事をデザイナーに依頼することを難しくしてい

ます。その一方で、これからの市町村はブランディングが重要

ということで、逆説的ですがクリエイティビティが持ち上げら

れている風潮もあり、デザインに対する理解やクリエイターと

のコミュニケーションが不足している市町村からは、単に格好

いいだけのポスターや、面白いだけのプロモーションツールが

次々に生みだされています。

重要なのは、そのような社会課題を私たちenocoが解決するの

ではなく（そんなことはできません）、行政やクリエイターと協

働しながら、地域や組織が自ら解決に向かって歩みを進められ

るようサポートする、そのような環境づくりを進めることだと

私たちは考えてきました。

社会課題に取り組む市民を支援する行政やその仕組みを、更に

サポートするのがenocoの仕事。ということで、5年経った今

でも相変わらずenocoは「何をやっているのかよくわからない」

わけですが、当初のわかりにくさとは、全く別の質のわかりに

くさが前景化していきました。

具体的な成果は出始めています。私たちがお手伝いをしてつく

ったプラットフォームを活かし、独自に地域活性化に取り組む

地域が出てきています。私たちがコーディネートしたクリエイ

ターに、直接業務を依頼してデザインにチャレンジする市町村

も出てきています。私たちの本当の成果は、私たちがサポート

した人や組織や地域がその後、自分たちで何をなしえたかで決

まります。その成果が見えるまでには時間がかかるし、本当の

成果が出たときには、それは既に私たちのものではなく、その

人たちのものになっているのです。

そんなよくわからないenocoの5年間を少しでも理解いただけ

たらと、このドキュメントをまとめました。タイトルは「enoco

と -江之子島文化芸術創造センターのつかいみち -」です。

「enocoと」は、本書で紹介している事業が常に誰かとの協働の

成果であることを表すと共に、enoco自体が誰かと誰か、地域

や組織をつなぐ接続詞の「と」でありたいとの想いを込めまし

た。そしてサブタイトルの「つかいみち」にあるように、皆さ

んがenocoを使いこなすガイドブックのように本書を活用した

り、「と」の役割を果たそうとされている方々にとっての参考書

になれば嬉しいです。

2012年4月に新しく開館した大阪府立江之子島文化芸術創造

センター/ enocoも、2017年で5周年を迎えることになりました。

5年という期間は私たちが運営を担う指定管理の区切りでもある

ので、これを節目に、これまでの活動を記録しておこうとまと

めたのが本書です。

スタートアップのこの5年は、所轄の大阪府文化・スポーツ課

（当初は文化課）にとっても、指定管理者の私たちにとっても、

まさに試行錯誤の5年間でした。5年という指定管理の期間は、

大阪府の他施設と比べると比較的長い期間です。これがもし1年

とか3年といった短いスパンで成果を求められる施設であった

ら、これほどじっくりと悩むこともできなかったでしょう。そ

ういう意味では幸いでした。

開館当初、江之子島という町名の知名度の低さもあって（本当

に誰も知らない）、都心の便利な場所にあるにも関わらず、施設

の認知度は一向にあがりませんでした。また施設のことは知っ

ていても、「何をやっているのかよくわからない」という意見

を、度々耳にしました。確かに、クリエイティブなジャンル全

般を対象にすると宣言したものの、それは幕の内弁当のようでも

あって、これといった特徴のない施設に映ったことは否めません。

その背景には、enoco設立の経緯も関係しています。最初の指

定管理者を決めるプロポーザルの募集要項を読み返してみると、

そこには担うべき業務として、大阪府の美術コレクションの管

理・活用と貸館業務に加えて、新しく再開発の進む江之子島エ

リアのまちづくりや、そこに交流・対話・協働の拠点づくりと

プラットフォーム形成支援事業というよくわからない事業（詳

しくは本文を読んで下さい）が加わり、更には近代建築をリノ

ベーションした歴史的建築物の活用も任されるなど、幕の内弁

当でもこれほど詰め込まないだろうというくらいに、脈略なく

たくさんの事業が並んでいました。ちょうど2010年に第2次大

阪府文化振興計画が策定され、従来のように社会に保護される

文化から、社会を支える文化への転換が求められ、文化の予算

が大幅に削減されていた時期です（今もそうですが）。そんな状

況下で新たに文化施設を建設することは極めて難しく、ちょう

ど江之子島の広大な府有地を民間に売却する計画があり、その

地に残っていた近代建築は保存するということで、渡りに船で

はないですが、そこに文化施設という機能を結びつけたのです。

そしてこの小さな近代建築にここぞとばかり、様々な文化事業

が詰め込まれました。ちょっと大げさな喩えですが、府の文化

芸術事業のノアの方舟といった側面があったのです。

しかし、本当にただ詰め込んだだけというわけでもありません。

もう少し俯瞰的に眺めれば、そこには大阪の文化行政の大きな

2筋の流れを見出すことができます。府と市、経済界がオール

大阪で取り組んでいた「水都大阪」の都市再生の動きと、enoco

の前身に当たる大阪府立現代美術センターのアートフェスティ

バル「大阪・アート・カレイドスコープ」による、都市の中で

のアートの実践です。共通して「都市」というキーワードを持

つ2つの流れが交差したのが、2009年に開催された「水都大阪

2009」でした。建築家やまちづくりに取り組む人たちと、ア

ーティストやアートの裏方として動く人たちがそこで出会い、

中之島をフィールドに協働のプラットフォームが形成され、都

市の魅力を高めるアート、公共空間の可能性を切り開くアート

の可能性が示されたのです。その後「水都大阪」は水都大阪パ

ートナーズによる「水都大阪フェス」へ、アートの動きは「お

おさかカンヴァス推進事業」へと展開し、全国的にも注目を集

めて高い評価を得るプロジェクトへと成長していきます。このよ

うな流れを背景に、enocoが文化芸術の創造によって、「大阪と

いう都市の魅力の向上に資する」施設として計画されたことは、

必然でもありました。

enocoは3年目から、幕の内弁当状態を脱して、その存在意義を

明確に打ち出すべく、「アートやデザインで社会課題を解決する

はじめに
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本書はenocoの５年間の活動の記録をまとめ、さらにその成果や培われたノウハウを、同じく文化芸術

に関わる多くの方々に使っていただけることを目指してつくられています。そのため、通常の活動報告

書のように実施順に事業が並ぶのではなく、enocoがこの５年間に生み出した成果を、タイムスパン（事

業期間）とネットワーク（人）によって整理し、収録しています。本編に進む前に、この「本書のつか

いみち」に目を通していただくことで、ただの記録集を超えた、より一層有用なアーカイブとしてみな

さんに使っていただけることを願っています。

タイムスパン別に事業の成果を知る

本書の最大の特徴は、過去から未来へと向かうタイムライン（時間軸）ではなく、3時間から150年まで

の15段階のスケールに分けられたタイムスパン（時間の幅）によって、enocoが取り組んできた55個の

事業を紹介している点にあります。地図がその縮尺（スケール）を変化させることで異なる意味を持つ

ように、enocoの活動もその時間のスケールによって様々な意味や役割を見出すことができます。それ

ぞれのタイムスパンで実現可能な事業内容や、そこでの成果は何かということを知ることができます。

ネットワークによって人を知る

enocoが歩んだ5年間を振り返りこれからを考えるために、enocoに関わりのある方々にインタビュー

をしています。多様な分野や立場におられるみなさんは、enocoが「プラットフォーム」としてつない

できたネットワークを象徴しています。各インタビューページには「市民」「行政職員」「専門家」「クリ

エイター」というひとまずの区分けで、インタビューを受けてくださった方々を紹介する「インタビュ

ーネットワーク図」（次頁参照）をつけています。

キーワードを知る

本書の後半では、enocoの5年を整理する中で、そしてenocoと関わりのある方々にインタビューする

中で見えてきたキーワードを50選び、enocoの視点も交えながら解説をしています。文化芸術の基礎用

語はもちろん、一般化しつつある専門用語、行政のあり方や社会的状況にまつわる語まで様々。各キー

ワードに主要な参照ページもつけていますので、読み終えてから眺めるも、各キーワードにつながるペ

ージを再読するも、これ自体を活用するも、自由にお使いください。

002 ......はじめに
006 ......本書のつかいみち
008 ......タイムスパン別事業紹介
009 ...... 3HOURS
 大阪府20世紀美術コレクション連続講座/ミニコレクション展
 中学生のための「アイデアをカタチにするワークショップ」
 ご近所映画クラブ～3時間で映画を作る～
 enocoのそうだん [eno so done!]個別相談会
 enocoのそうだん [eno so done!]フォーラム
 クラウドファンディングセミナー
 Osaka Creative Forum

017 ....... 1DAY
 創造人を肌で感じるツアー ～肌感 hada kan～
 enocoアート・キャラバン
 安威川フェスティバル
 えのこdeマルシェ
 えのこじま文化祭
023 ...... 3DAYS
 enoco WORKSHOP LABO.「美梱のいろは」
 エノコトコトコムービー部
 アートフォーラム〈こどもとアート〉の現場を考える
 enocoわがまち文化コーディネータ―講座
 enoco×KIITO×BRITISH COUNCIL スペシャルセッション
029 ...... 2WEEKS
 大阪府20世紀美術コレクション展
 eno co-labo. 

 Private Talk

033 ...... 1MONTH
 100 OSAKA

 Be Creative Festival

 えのこじま仮設映画館
037 ....... 3MONTHS
 アーティスト・サポート・プログラム enoco[study?]

  インタビュー：堀川すなお（アーティスト）
 市民キュレーターワークショップ
 dracom「gallery (extra version)」
　 《なんだこれ？》サークル
　 木津川遊歩空間整備計画ワークショップ
　 かたのカンヴァス
　 浸水どうぶつものさしのデザイン
 パブリック・リデザイン
  インタビュー：増永明子（デザイナー）
055 ...... 6MONTHS
　 木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ
　 西区発見！
 西区文化・芸術創造型ラウンドテーブル
  インタビュー：松原真美（西区役所 まち魅力創造課）
 enocoの学校
  インタビュー：林佑磨（ enocoの学校２期生）
 DECO×enoco 壁画プロジェクト

067....... 1YEAR
 クリエイティブカフェ
　 えのこじま凸凹ラジオ（FM凸凹）
 大阪成蹊大学×enoco連携アートプロジェクト
 安威川地域マスコットキャラクターの展開
 木津川遊歩道空間整備事業における制度設計補助
073 ....... 3YEARS
 オヤトコエノコ
 enocoのそうだん [eno so done!]

  インタビュー：東映道（河内長野市 総合政策部 都市魅力戦略課）
 enocoニュースレター
081 ....... 4YEARS
 クリエイティブルーム・シェアルーム
 江之子島まちづくり事業との連携
 わがまちカンヴァス
  インタビュー：河田泰之（泉南市埋蔵文化財センター）
 安威川ダム周辺整備基本構想 (案 )作成事業
 安威川ダムファンづくり会
  インタビュー：下村良希（前安威川ダム建設事務所所長）
095 ...... 5YEARS
 大阪新美術館建設準備室との連携
  インタビュー：菅谷富夫、植木啓子（大阪新美術館建設準備室）
 大阪府20世紀美術コレクションの活用
 タチョナ×enoco

  インタビュー：小島剛（一般社団法人タチョナ）
 大学間連携
  インタビュー：松下岳生（大学間連携事務局長）
 木津川遊歩空間整備
  インタビュー：萩信之、田崎真吾（西大阪治水事務所）
 プラットフォーム形成支援事業
116 ........ 5YEARS「enocoについて」
　　  インタビュー：enocoの人
  忽那裕樹（プラットフォーム部門チーフディレクター）
  甲賀雅章（館長）
  高岡伸一（企画部門チーフディレクター）
130 ....... 12YEARS「大阪府の文化行政」
133 ....... 40YEARS「大阪府20世紀美術コレクションの形成」
135 ....... 80YEARS「大阪府工業奨励館附属工業会館について」
138 ....... 150YEARS「江之子島と大阪」
143 ....... enocoをより深く知るためのインタビュー
 後藤哲也（デザイナー / 江之子島アート＆ライフ事業ディレクター）
 寺浦薫（大阪府 都市魅力創造局 文化・スポーツ課）
 吉澤弥生（共立女子大学文芸学部准教授 / 社会学者）
 米田雅明（ON THE BOOKS店主）
 岩淵拓郎（編集者 / メディアピクニック）
 佐藤千晴（大阪アーツカウンシル総括責任者）
 雨森信（Breaker Projectディレクター）
 大谷燠（DANCE BOX代表）
160 ....... enoco的キーワード解説
169 .......事業一覧
182 .......あとがきにかえて。
184 .......編集後記・奥付

本書のつかいみち
目次
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一般の市民が日常の仕事や家事を行いながら、2ヶ月でゼロか
ら展覧会を完成させる作業は非常にハードなものになりますが、
やり遂げたときの達成感や満足は非常に大きく、一緒に苦労し
た同士の連帯感も生まれ、展覧会終了後も連絡を取り合ったり
しているようです。いろいろと難しい面はありますが、特に計画中
は作品の画像や図録を主に用い、展示作業が始まって初めて実
物と対面することになるので、大きさやテクスチャーがイメージと
違ったりして、戸惑うということがよくあります。また、ギャラリー
トークの際はご家族や友人がたくさん訪れるので、普段美術館
等に足を運ばない人にコレクションを観てもらう良い機会にもな
っています。

2MONTHS

46  美術コレクションの新たな活用方法を考案する

47  鑑賞するだけではない、市民と美術作品の関わりを生み出す

48  学芸員の仕事や美術館の役割についての理解を促す

事業概要

 »「5人の市民キュレーターによる、大阪府20世紀美術コレクション展」 
 （略称：市民キュレーターワークショップ）
公募で選ばれた5名の一般市民がそれぞれの展示空間を与えられ、コンセプトメイキングから作品
の選定、展覧会タイトルの決定、展示計画、そして会期中のギャラリートークまで、展覧会の一通り
の作業を自ら体験してもらうプログラム。最初に学芸員から計画の進め方と学芸員の仕事について、
そして大阪府20世紀美術コレクションに関するレクチャーを受け、学芸員のサポートを受けながら、
約2ヶ月間で展覧会を実現させた。

2012年11月20～25日 「市民キュレーターによるミニ展覧会」
主催： 大阪市、大阪府

2013年12月3日～14日 「市民キュレーターによるミニ展覧会」
主催： 大阪新美術館建設準備室、enoco

2014年8月19日～30日 「アートでつむぐ、5つのストーリー 」
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco

2015年1月13日～1月24日 「OPEN YOUR BOX」
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco

2015年12月15日～26日 「あなたをうつす5つの鏡」
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco

市民キュレーター数：26名（のべ）

関連事業
 ▷5YEARS 大阪新美術館建設準備室（大阪市）との連携
 ▷5YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷2WEEKS 大阪府20世紀美術コレクション展
 ▷2DAYS アートフォーラム　〈こどもとアート〉の現場を考える
 ▷1DAY enocoアート・キャラバン

実施のコツ！

 » 本物を味わう
本物の美術作品を使うことや、チラシ・ポスター、プレスリリースの作成な
ど、通常の展覧会と同じステップを踏むことで、参加者のモチベーションが
高まった

 » 少数精鋭で進める
社会人がアフターファイブや週末に学芸員と綿密な打ち合わせを個別に
重ねるため、定員を絞って丁寧に対応できるようにした

 »こまめに議論する
各自の進捗や考えなどを全体で共有できるよう、中間報告会やタイトル決
めなど、議論の機会を設けた

展覧会の設営にも立ち会い、運送・展示業者に指示を出して作業を進め、自分がイメージする展示をつくりあげていく

3M
O
N
TH

S

42

タイムスパン別事業紹介の読み方 インタビューネットワーク図の読み方
タイムスパン別に分けられた各事業紹介ページでは、まずどのような成果が生み出せ
るかが提示されています。その中から、今の自分が抱えている課題や問題の解決につ
ながるものが発見できます。また「事業のコツ」では、その成果を達成するために必
要なポイントをわかりやすく提示しています。それぞれの状況に合わせてアレンジし、
しかるべき成果につなげていってください。

③ 活動風景
事業実施中の様子です。キャプション
ではこの時の工夫が示されています。

⑥ 実施のコツ
事業を実現するにあたって押さえるべ
きポイント。細かい条件は違ったとし
てもコツを守れば実現に近づけます。

⑦ スタッフコメント
enocoスタッフによるコメント。事業
を実施してみた感想や反省などが語
られています。

① インタビューネットワーク図
市民、行政職員、専門家、クリエイタ
ーの4つにわけて、本書でインタビュ
ーを受けている人を紹介しており、そ
れぞれの人がどのページでインタビュ
ーを受けているかを示しています。

② 拡大図
インタビューを受けている人が拡大さ
れます。拡大された円の中では、
enoco視点でインタビューを受けて
いる人の紹介をしています。

④ 事業内容
実際の事業内容を紹介します。enoco
の場合はこういうことができたという
報告です。

⑤ 関連事業
複数の事業が積み重なることで、大き
な事業が成り立っていることがあります。
事業の親子関係を紹介しています。

② 達成可能な成果
enocoで事業を実施したことによって
得られた成果。何をやるかではなく、
先に目的（達成したい成果）を決め、そ
こから必要な事業内容を検討するこ
とができます。

① タイムスパン
実施に必要な時間を示しています。
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3HOURS

1  美術について理解するきっかけをつくる

2  自治体が所蔵する美術作品を気軽に活用する

3  アイデアを生み出し、伝えることの楽しさを知る
4  クリエイターという職業を理解する

5  初対面のメンバー間にチームワークを生み出す

6  地域の隠れた魅力を発見し共有する

7  行政職員・市民の個別具体的な悩みや課題に応える
8  実務に役立つ文化施設をつくる

9  地方自治体の課題とその解決の糸口を共有する

10  行政職員どうしの交流を促し、連帯感をつくる
11  アーティストやクリエイターのプロジェクト、 

 社会活動の実現を資金面からサポートする

12  事業の趣旨と、これまでの取り組みの内容を広く発信する
13  国内外の先進事例から、質の高い議論をつくりだす

タイムスパン別事業紹介
enocoの5年間でどのような成果が生まれたかに
着目し、とっておきの55事業+αを、タイムスパン別
に紹介していきます。
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事業概要

 »タチョナ×enoco企画  
中学生のための「アイデアをカタチにするワークショップ」
現役のプロのクリエイターからアイデアの出し方・ひらめき方を学び、そのアイデアを「絵」にして相
手に伝える楽しさを共有するワークショップ。言葉ではなかなか伝わりにくいことを絵にすることによ
って、そのイメージをお互いに共有しより深い理解につなげていく。一連の作業を通して、絵が日常
的に使えるコミュニケーションツールであるということを実際に体験してもらった。

2013年８月4日 14:00～16:00
講師：中村征士（アートディレクター）
参加人数：9名
共催：タチョナプロジェクト（NPOcobon）

関連事業

 ▷5YEARS タチョナ×enoco企画

お題の一例「1個10万円のハンバーガー。さてどんなの？」（3分間で1枚仕上げる）

従来の子ども向けワークショップは中学生も対象となっているこ
ともありますが、小学生と一緒に参加することをためらう中学生
も多いのではないかと思います。このワークショップは同世代だ
けということもあって、伸び伸びとお題に取り組んでいました。ま
たプロのクリエイターとの関わりにより、クリエイターへの職業理
解も進んだのではないかと思います。

3  アイデアを生み出し、伝えることの楽しさを知る

4  クリエイターという職業を理解する

実施のコツ！

 »プロの手法をアレンジする
クリエイターの発想手法を中学生向けにアレンジし、様々なお題に基づい
て絵を描く「大喜利」方式を採用した

 » 大人からのフィードバックを得る
Facebookのグループページをつくり、描かれたイラストを即時的にアップ
し、その場にいない大人たちに共有しフィードバックをもらうことで子どもた
ちの自信に繋げた

 » 同世代を集める
子ども向けワークショップでは対象年齢から外れることも多い「中学生」に
限定し、同世代同士で発言しやすい環境をつくった

2HOURS

コレクションの展覧会を頻繁に開催することは予算や労力の面
で難しいので、活用機会を増やす手軽な方法として考えた企画
です。また、部屋が小さすぎて稼働率の低いルーム3をもっと活
用したいということもありました。堅苦しい講義ではない少人数
でのお茶会のような雰囲気は、とっつきにくいと思われがちな20
世紀美術の入口としては良かったと思います。

3HOURS

1  美術について理解するきっかけをつくる

2  自治体が所蔵する美術作品を気軽に活用する

事業概要

 » 大阪府20世紀美術コレクション 連続講座/ミニコレクション展
大阪府20世紀美術コレクションを代表する作家をテーマに掲げ、大阪府の主任研究員による講座
を定期的に開催。併せて展示室に作品を少数展示することで、実物を見ながら理解を深められる
内容とした。

2013年11月13日 浅野竹二 ユーモアとペーソス 20世紀を生きた京都の超俗の版画家
2013年12月11日 須田剋太 具象と抽象 司馬遼太郎と歩き描いた『街道をゆく』
2014年1月8日 上前智祐 具体美術協会と上前智祐 集合と稠密のコスモロジー
2014年2月12日 三尾公三 70年代具象絵画の変貌、エアーブラッシュと雑誌『フォーカス』
2014年3月12日 前田藤四郎 関西モダニズム版画の誕生と変遷

講師：中塚 宏行（大阪府都市魅力創造局文化課 主任研究員）
参加人数：43名

※前後でミニコレクション展として、講座で取り扱った作家の作品を扱う展示を広く一般にも公開
した

関連事業
 ▷40YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの形成
 ▷5YEARS大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷2WEEKS大阪府20世紀美術コレクション展

実施のコツ！

 » 展示がおまけで付いてくる
展覧会のギャラリートークではなく、もっと気軽に開催できる連続企画とし
て、最も小さい展示室を使った展示付きのレクチャーという形式を考えた

 » 対話重視のゼミ形式
参加者を10名の少数に絞ることで、大学のゼミのような、一方的な聴講で
はない対話を重視した内容とした

 » 昼と夜の２回開催
毎回、平日の昼・夜の2回開催とすることで、昼間が参加しやすい高齢者
層と、夜間でないと参加できないオフィスワーカーの両方に対応できるよ
うにした

 » 一回からでも参加しやすい
「作家」という軸にしたため、途中からでも、興味のある作家の回に、参加で
きるようにした

講師との距離が近いゼミのような形式でのレクチャーとし、対話が生まれるようにした

3H
O
U
RS

3H
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U
RS
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事業概要

 » enocoのそうだん[eno so done!] 個別相談会
市町村職員や地域活性化に取り組む市民等を主な対象に、enoco館長、ディレクター、そして各ジ
ャンルの一線で活躍する専門家がアドバイザーとなって、各 の々抱える課題に対してマンツーマンで、
じっくりと相談にのる個別相談会をシリーズ開催。地域活性化や市民協働、プロモーション、そして
クリエイティビティの活用などをテーマに実施した。

［2014年度］（全15回）
6月12日 アドバイザー：甲賀雅章（enoco館長）
6月26日 アドバイザー：大南信也（NPO法人グリーンバレー理事長）
7月10日 アドバイザー：忽那裕樹（enocoプラットフォーム部門チーフディレクター）
7月24日 アドバイザー：塩山諒（NPO法人スマイルスタイル代表）
8月7日 アドバイザー：渡辺豊博（NPO法人グラウンドワーク三島専務理事・事務局長）
8月28日 アドバイザー：甲賀雅章（enoco館長）
9月18日 アドバイザー：茶谷幸治（ツーリズムプロデューサー／一般社団法人大阪あそ歩委員会代表理事）
10月2日 アドバイザー：甲賀雅章（enoco館長）
11月12日 アドバイザー：河井孝仁（東海大学文学部広報メディア学科教授）
11月20日 アドバイザー：忽那裕樹（enocoプラットフォーム部門チーフディレクター）
12月11日 アドバイザー：日下慶太（コピーライター／写真家／セルフ祭顧問）
1月29日 アドバイザー：中島淳（株式会社140B代表取締役）
2月19日 アドバイザー：醍醐孝典（株式会社studio-L ディレクター）
2月26日 アドバイザー：忽那裕樹（enocoプラットフォーム部門チーフディレクター）
3月26日 アドバイザー：藤原明（りそな総合研究所 リーナルビジネス部長）
相談件数：25件

［2016年度］
8月25日、26日　アドバイザー：甲賀雅章（enoco館長）、忽那裕樹（enocoプラットフォーム部門チーフディ
レクター）、河上友信 （空間デザイナー／GLAN FABRIQUE inc. 代表）
10月8日　「大相談会」の一環で開催（※詳細は次ページ）
12月14、15、20、21、22日　「デザイン相談会」　アドバイザー：増永明子、山内庸資、池田敦、 
タナカタツヤ、鰺坂兼充（「パブリック・リデザイン」展に連動して開催）
相談件数：15件

関連事業

 ▷3YEARS enocoのそうだん[eno so done!]
 ▷3HOURS enocoのそうだん[eno so done!]フォーラム

数多くの人を集めて講演会を行っているようなゲストから、直接アドバイスを受けることができる

7  行政職員・市民の個別具体的な悩みや課題に応える

8  実務に役立つ文化施設をつくる

実施のコツ！

 »しっかりと時間をかける
十分にコミュニケーションが取れるように1件あたり約90分の時間を
取った

 » 個別で相談を受ける
公開の場では難しい突っ込んだ話を、マンツーマンの個別相談にすること
で具体的にアドバイスできるようにした

 »コーディネーターが加わる
enocoのスタッフがコーディネーターとして同席し、議論を円滑に進めた

 » 調整役を置く
相談で出た課題とアドバイスを整理し、一般化してカルテを作成、WEBで
公開して共有できるようにした

1.5HOURS3HOURS

5  初対面のメンバー間にチームワークを生み出す

6  地域の隠れた魅力を発見し共有する

事業概要

 »ご近所映画クラブ～3時間で映画を作る～
フランスの映像作家、ミシェル・ゴンドリー氏が開発した「映像ワークショップ」を元に構成されてい
る、少数のメンバーが「企画し」「計画をたて」「撮影をする」の3段階を経て3時間で1本の映画をつ
くるというワークショップ。2009年よりNPOremoがゴンドリー氏の公認を受け、enocoのシェアオ
フィスに居を構えている一般社団法人タチョナとも協働しながら、全国各地で実施しているものを
enocoでも開催した。

・2015年3月21日 10:00～14:00
・2015年8月22日 11:00～15:00
指導・進行： NPO remo [記録と表現とメディアのための組織 ]
参加人数：63名
共催：一般社団法人タチョナ

関連事業
 ▷5YEARS タチョナ×enoco企画
 ▷1MONTH えのこじま仮設映画館

実施のコツ！

 »リテイクしない
作成したシナリオに基づき順撮り、リテイクなしで勢いよく撮影していくこと
で表情豊かな作品が生まれた

 » 役割を明確にする
チーム内での役割分担を明確にし、多様な意見を活かした合意形成を促
した

 » 全員が出演者になる
全員出演という条件により、参加者全員の参加度を高めた

 » 撮影地域を限定する
撮影場所をenoco近隣に限定し、様々な視点から「地域」を映し出した

enocoの中だけでなく、周辺も「ロケ地」として活用（enoco隣にある喫茶店の外観を使用させてもらった）

第一線で活躍する専門家をアドバイザーに招きましたが、マンツ
ーマンというシチュエーションがハードルを上げたのか、応募は
思ったより多くありませんでした。行政課題の多くは一度のアド
バイスで解決する単純なものではありませんが、参加した方のほ
とんどは有意義な気づきを得て帰りました。この相談をきっかけ
にして、その後も継続してenocoと関わりをもつ方が増えていっ
たことも特筆すべき効果です。

自己紹介もそこそこに怒濤の映画づくりが始まりますが、初めて
会った人同士でも思いもよらないチームワークを見せてくれるの
がこのワークショップの面白さです。必要な小道具等も、あるも
のを使ったり即興でつくったりするため、参加者のDIY精神に驚
かされることもしばしば。地域の魅力発見プログラムとしてはも
ちろん、多くの人がカメラやスマートフォンで日常的に動画撮影
に親しんでいることから、企業研修や学校授業でも活用できる可
能性があります。

3H
O
U
RS
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事業概要

 »クラウドファンディングセミナー
クラウドファンディングサイトを運営するFAAVO大阪と大阪府による、環境活動分野における協定
締結を踏まえて、環境活動等の社会活動や、アートプロジェクトといった文化活動におけるクラウド
ファンディングの普及啓発をはかることを目的に、enocoを会場にしたセミナーを開催。基礎知識
から成功事例の紹介に始まり、具体的な企画の練成からプレゼンまで、一連のプロセスをサポート
して成功に導く継続的なプロジェクトとして開始した。

第1回：2015年3月18日 18:00～21:00
第2回：2016年1月27日 18:30～21:00
主催：大阪府、FAAVO大阪、enoco

［発表内容（第2回目）］

• 地域の森林と共に育つ GROW UP furniture kit の開発  
 アルブル木工教室 米地徳行  

• アートデスマッチを開きたい！  
 コタケマン（異空間演出家）  

• 「森の天空広場」を創りたい！  
 NPO法人里山倶楽部 寺川裕子  

• ベイエリアを渡船で回るロゲイニングを行いたい！  
 前田茂樹（大阪工業大学渡船部）

アドバイザー：川辺友之（株式会社NFL代表）、甲賀雅章・忽那裕樹（enoco）

アーティストによるプレゼン。事前にenocoによるアドバイスを行い、アーティストの個性を活かしたプレゼン内容にした

11  アーティストやクリエイターのプロジェクト、  
 社会活動の実現を資金面からサポートする

実施のコツ！

 » 運営事業者と組む
FAAVO大阪と大阪府の連携にenocoが加わることで、クリエイティブ
分野やまちづくり活動に、クラウドファンディングを広げることができると
考えた

 » 説明会で終わらさない
単なるクラウドファンディングのレクチャーや企画の募集だけでなく、企画
内容の改善や資金計画、魅せるプレゼン方法まで、トータルでサポートで
きる体制をつくった

3HOURS3HOURS

9  地方自治体の課題とその解決の糸口を共有する

10  行政職員どうしの交流を促し、連帯感をつくる

事業概要

 » enocoのそうだん[eno so done!]フォーラム
2014年度に実施した個別相談の結果から、地方自治体が共通して抱える課題として「市民協働」
「シティプロモーション」そして「アートの活用」の3つのテーマを抽出し、2015年度は各テーマに基
づく3回のフォーラムを開催。専門家による基調講演と先進的な取り組みの事例報告、そしてパネ
ルディスカッションを行った。2016年度は「大相談会」として個別相談と組み合わせて開催。

第1回 2015年12月4日 「市民協働」 14:00～17:30
講師：松下啓一（相模女子大学人間社会学部社会マネジメント学科教授）
事例紹介：鶴見活性化 楽園会議／安威川ダム
共催：大阪府都市魅力創造局文化・スポーツ課　参加人数：30名

第2回 2015年12月21日 
「戦略的な広報ーPR冊子作りからシティプロモーションまで」 14:00～17:30
講師：河井孝仁（東海大学文学部広報メディア学科教授）／中島淳（株式会社140B代表取締役）
事例紹介：千葉県四街道市／奈良県生駒市／大阪府河内長野市
共催：大阪府都市魅力創造局文化・スポーツ課　協力：公共コミュニケーション学会関西支部
参加人数：52名

第3回 2016年3月4日 「都市はアートに何をもたらすか」 18:30～21:00
パネラー：北澤潤（現代美術家、北澤潤八雲事務所代表）／曽我部昌史（建築家／神奈川大学工学部
建築学科教授）／廣野研一（グランフロント大阪TMO事務局長／三菱地所大阪支店副支店長）／
忽那裕樹（ランドスケープデザイナー／enoco PF部門チーフディレクター）
共催：大阪府都市魅力創造局文化・スポーツ課　参加人数：38名

第4回 2016年10月8日 「大相談会」 13:30～16:30
ゲスト：古田菜穂子（岐阜県国際観光戦略顧問／山形県ASEAN戦略アドバイザー）、影山裕樹
（編集者／プランニング・エディター）、河上友信 （空間デザイナー／GLAN FABRIQUE inc. 代表）、
甲賀雅章（enoco館長）　参加人数14名

関連事業

 ▷3YEARS enocoのそうだん[eno so done!]
 ▷1.5HOURS enocoのそうだん[eno so done!] 個別相談会

実施のコツ！

 »リサーチをプログラムに反映させる
昨年度の個別相談によるリサーチに基づいて、フォーラムのプログラムを
組み立てた

 » 同じ悩みを持つ者を集める
第1回と第2回は参加者を行政職員に限定して、行政固有の課題を議論し
やすくし、同じ悩みを共有できるようにした

 » 理論と実践をつなぐ
専門家の講演と行政職員が取り組む先進事例をセットで用意し、登壇者
全員のパネルディスカッションで理論と実践をつなぎ、参加者が自身の活
動に取り込みやすくなるようにした

 »しっかり交流する
フォーラム終了後に交流会の場を設け、参加者同士の交流を促した

フォーラム後に講師を囲んで即席合同相談会が行われることも

アーティスト・クリエイターの企画や、市民によるまちづくり活動
はどこも資金の獲得が大きな課題ですが、予算面でもenocoが
役立てないかと始めたプロジェクトです。お金がないのは行政も
同じなので、公的な事業もクラウドファンディングで実現できな
いかと考えています。まだ試行錯誤の段階ですが、セミナーでプ
レゼンされた企画のなかには、既に資金獲得に成功して事業を
実施したグループも出てきています。

同じ悩みを抱える行政マンが多く参加する、熱気のあるフォーラ
ムとなりました。フォーラム終了後に参加者が登壇者の前に列を
つくり、長時間にわたって相談に乗ってもらっている様子が印象
的でした。行政の施策は先行事例の模倣になりがちですが、地
域に固有の課題に即して考え、独自に立案できるようになっても
らえればと思います。
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2.5HOURS

12  事業の趣旨と、これまでの取り組みの内容を広く発信する

13  国内外の先進事例から、質の高い議論をつくりだす

事業概要

 » Osaka Creative Forum
プラットフォーム形成支援事業として、2013年から毎年秋に大規模なホールを会場に開催したフォ
ーラム。アメリカのブライアントパークやシンガポールの都市デザインなど、海外の成功事例のキー
パーソンを大阪に招いて先進事例を学ぶと共に、国内各都市の注目すべき動きと比較しながらの議
論を通じて、プラットフォームの独自性と手法、しくみ、プロセス等の可能性を明らかにしようとした。

2013年11月15日 18:30～21:00
「新しいパブリックの形はここにある –プラットフォーム形成支援事業の試みと可能性 -」
会場：大阪市中央公会堂 小会議室／主催：大阪府、enoco
基調講演：Norman Mintz（アメリカ、PPS取締役）
パネリスト：西村浩（建築家）、山崎亮（コミュニティデザイナー）、
忽那裕樹（enocoPF部門チーフディレクター/ ランドスケープ・デザイナー）

2014年10月24日 18:00～20:30
「まちの魅力のつむぎ出しかた –まちが魅力的であり続けるためのプラットフォームとは？-」
会場：朝日生命ホール／主催：大阪府、enoco
基調講演：Eliza Choo（シンガポール、国家開発省アーバンデザインディレクター）
パネリスト：木下斉（エリア・イノベーション・アライアンス代表理事）、
嘉名光市（大阪市立大学）、忽那裕樹

2015年9月4日 18：00～20：30
「新しいパブリックはいかに持続可能なものとなるのか –まちが魅力的であり続けるためのプラット
フォームとは？-」
会場：大阪市中央公会堂 小会議室／主催：大阪府、enoco
パネリスト：藻谷浩介（日本総合研究所主席研究員）、馬場正尊（建築家／Open A代表）、忽那裕樹

2016年11月11日 18:30～21:00
「パブリックスペースが開く、都市の未来」
会場：朝日生命ホール／主催：大阪府、enoco
パネリスト：山名清隆（ミズベリング・プロジェクト事務局 代表）、山崎亮、忽那裕樹

関連事業

 ▷5YEARS プラットフォーム形成支援事業

実施のコツ！

 » 幅広い関心を集める
海外と国内の先進事例を担ったキーパーソンを招聘し、enocoではなく外
部の大きなホールを会場として、多様な関心層をターゲットとした

 » 今後を見据える
注目すべきテーマで多くの人の関心を引き、プラットフォーム形成支援事業
の今後の可能性の検討、及び手法の周知を図った

 » 議論の深度を分ける
フォーラムの翌日にはenocoを会場に、同パネリストによる人数限定のデ
ィスカッションを実施し、よりプロ向けの突っ込んだ議論を行った

海外からもゲストを招き、海外の先進事例を知るとともに、ゲストに対しても大阪の現状をアピールする機会とする

1DAY

なかなか大阪に呼ぶことのできない注目すべき人物を招聘する
ことで、主催する私たちも多くの学びを得ることができました。参
加者も皆熱心で、特に地域活性化やエリアマネジメントを担う職
員が多く、翌日開催する人数限定のスペシャルセッションでは、
活発な議論が交わされました。

14  各界で活躍するクリエイターとの 
 密なコミュニケーション機会を提供する

15  まちの多様な楽しみ方、見方を発見する
16  美術コレクションを活用し、教育活動をおこなう
17  子供が本物の美術作品に触れ、想像力を育む
18  複数の地域・市民活動が一堂に集う
19  将来の地域活動を支える新たなファンを増やす

20  子供も参加することで活動を次世代へつなぐ

21  地域住民を中心とした新しい来館者層の獲得

22  地域のクリエイターや店舗とのネットワークづくり

23  地域の人が気軽に参加し、施設や事業内容に  
 興味を持つきっかけをつくる
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事業概要

 » enocoアート・キャラバン
「大阪府20世紀美術コレクション」はenocoでの展覧会の他、大阪府内での様々な場所での展示
とともに、全国の美術館等への貸出展示も積極的に行っているが、さらにより多くの人にコレクショ
ンの存在やenocoの活動を知ってもらうための草の根運動として、府内の学校や施設での出張展
示を開始した。enocoのコレクション活用事業の特徴の一つとしてある「参加型」の要素を取り入
れたプログラムもあわせて実施した。

2016年度～
実施場所数：6カ所（2017年3月時点）
2016年12月9日　大阪成蹊短期大学附属こみち幼稚園
2016年12月15日、16日　豊能町立東ときわ台小学校
2017年1月18日、25日　大阪府立港南造形高等学校
2017年1月31日　千早赤阪村立千早小吹台小学校
2017年2月16日、17日　大阪市立森之宮小学校
2017年3月9日　寝屋川市立田井小学校

関連事業

 ▷40YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの形成
 ▷5YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷2WEEKS 大阪府20世紀美術コレクション展
 ▷2DAYS アートフォーラム〈こどもとアート〉の現場を考える

対話型鑑賞は5～30名程度（1クラスずつ）で行う。オリジナルの可動展示パネルを持ち込むので教室での実施も可能

16  美術コレクションを活用し、教育活動をおこなう

17  子供が本物の美術作品に触れ、想像力を育む

実施のコツ！

 » 体験学習と組み合わす
対話型鑑賞や造形ワークショップ、展覧会企画ワークショップなどの体験
学習を組み合わせてより深く作品に親しんでもらった

 » 展示パネルを開発する
展示用の専用パネルをクリエイターに製作してもらい、教室など展示する
ための壁面がない場所でも展示できるようにした

 » 行政と連携する
行政の担当部局を通して、府内の小中学校、府立高校・支援学校すべてに
実施希望調査（公募）を行い、府内遠方の学校にも訪問した

1DAY1DAY

14  各界で活躍するクリエイターとの  
 密なコミュニケーション機会を提供する

15  まちの多様な楽しみ方、見方を発見する

事業概要

 » 創造人を肌で感じるツアー 肌感 ～hada kan～
OSAKA旅めがね等の着地型観光を展開する株式会社インプリージョンとの共催企画。各界で活
躍するクリエイター（創造人）に、仕事場や普段よく訪れる場所や店などを案内してもらうことで、そ
の感性や世界観に肌で触れてもらうスペシャルツアー。定員5名という少人数でおよそ半日を一緒
に過ごす設定にしたことで、クリエイターとじっくりコミュニケーションできる環境を提供した。

第1回 2012年10月13日 鰺坂兼充（デザイナー／SKKY.inc・iTohen）
第2回 2012年10月20日 中立公平（クリエイティブ・プロデューサー／KIO・TACT/FES）
第3回 2012年10月27日 江弘毅（編集者・著述家／140B）
第4回 2012年12月15日 村上美香（コピーライター／文筆家）
第5回 2013年1月26日 澤田充（プロデューサー／株式会社ケイオス代表）
第6回 2013年2月15日 茂木美佐（ジェラート職人／ジェラテリア・チルコドーロ）
第7回 2013年2月23日 田中宏幸（よしもとアドミニストレーション本部長）
第8回 2013年2月25日 山﨑紀子（シネ･ヌーヴォ支配人）
第9回 2014年3月22日 石原由美子（チアリーダー）
第10回 2014年3月23日 中川和彦（スタンダードブックストア代表）
第11回  2014年4月6日 谷口仁則（テレビ映像制作会社ウォークオン代表）
※肩書きは全て当時

参加人数：37名（のべ）
共催：株式会社インプリージョン

実施のコツ！

 » あの人の「日常」をめぐる
各界で活躍するクリエイターには、仕事場や普段よく行く場所や店などを
案内してもらうよう依頼し、その人の「日常」を追体験できる内容となること
を重視した

 »ツアーコンダクターが同行する
時間管理やコミュニケーションを円滑にする役割としてツアーコンダクター
が同行し、プログラム上の「日常」をうまく演出するよう努めた

 » 規制を超えるために協働する
参加費を徴収するまちあるきツアーは旅行の販売に当たるので、アイデア
やスキルの面だけではなく、規制上も旅行業会社であるインプリージョン
との協働は不可欠だった

 »プレミア感と価格のバランス
5名という参加者の少なさをカバーするために参加費がやや高いため、
いわゆる「知っている人にとっては憧れの人」をゲストに設定した

犬の散歩コースを一緒に歩くなど、日常生活に同行することでクリエイターの素顔をみることができる

対話型鑑賞では、子供たちから想像を超える多くのユニークな
意見が出ました。子供たちの目を通して私たちも改めて作品に向
き合うことになり、そこから多くの新しい気づきを得ました。高校
への出張で実施した展覧会企画ワークショップはその完成度の
高さから急遽実際にenocoで展示することになったのもひとつ
の成果です。

参加した人の満足度は異常に高いプログラムでしたが、半日を
一緒に過ごすという濃密な体験と価格設定（¥3,000～5,000）
がハードルを上げたのか、集客にはかなり苦労しました。誰で
も知っている有名人であれば集客は簡単ですが、それでは趣旨
がずれるし収支が全く合いません。本プログラムではゲストに、
趣旨を理解頂いて謝金も低く抑えてもらいましたが、それでも
補助金等を活用しないと収支は合わず、観光商品として定着さ
せるのは難しい内容でした。
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事業概要

 »えのこdeマルシェ
年4回季節ごとに、enocoの駐車場を中心に開催するマルシェ。enoco北側タワーマンション竣工
を見据えて、地域の人が気軽にenocoを訪れるきっかけづくりとなることを目指し、2015年度より
開始した。毎回、共同企画者やコーディネータ―を設定し、テーマを変えて実施している。

2015年5月16日 11:00～18:00 「春の古本市！」
2015年8月22日 17:00～21:00 「おとなの夜市」
2015年11月21日 11:00～17:00 「古本市 [アートブック特集 ]」　
2016年1月30日 11:00～17:00 「都会の冬に、ちび火とマルシェ」
2016年5月14日 11:00～17:00 「特集/古本と園芸」※えのこじま文化祭と共催
2016年8月27日 16:00～21:00 「特集/おとなの夜市」
2016年11月23日 11:00～17:00 「読書＆食欲の秋」※えのこじま文化祭と共催
2017年2月25日 11:00～17:00  「世界旅行」
来場者数：8,479名（のべ）　※1回平均約1,000名

関連事業

 ▷4YEARS 江之子島まちづくり事業との協働
 ▷1YEAR えのこじま凸凹ラジオ
 ▷1DAY えのこじま文化祭

普段は搬入出専用駐車場として使用している場所を活用し、オープンな雰囲気をつくった

21  地域住民を中心とした新しい来館者層の獲得

22  地域のクリエイターや店舗とのネットワークづくり

実施のコツ！

 » 季節感を出す
季節ごとにテーマを変えることで毎回足を運ぶ楽しみや意味をつくりだす

 » 滞留時間を延ばす
ワークショップやミニFM放送といったプログラムも実施し、滞留時間を長
くする工夫をする

 » 無理のない出店料を設定する
立地や認知度を考慮し、出店料は500円という安価で設定している

 »ノウハウを蓄積する
消防・保健所申請も行い、マルシェ開催のノウハウを蓄積していく

1DAY1DAY

18  複数の地域・市民活動が一堂に集う

19  将来の地域活動を支える新たなファンを増やす

20  子供も参加することで活動を次世代へつなぐ

事業概要

 » 安威川フェスティバル
安威川ダム及び周辺の「活用と保全」に向けたプラットフォームづくりの具体的アクションとして、「出
会いの場としてのダムをめざして」をコンセプトに安威川ダムファンづくり会が運営主体となって開
催するフェスティバル。安威川ダムおよび周辺について広く市民に知ってもらう/安威川ダム周辺の
地域の方、下流の方に参加してもらい交流機会を増やす/来場者の方にダム周辺の資源を活用し
て楽しみながら学んでもらう/市民の方に安威川（ダム）周辺へ誇りと愛着を持ってもらう、安威川ダ
ムのファンになってもらうということを目的としている。

2014年11月16日 安威川フェスティバル2014
2015年10月31日 安威川フェスティバル2015
2016年10月16日 安威川フェスティバル2016

主催：安威川ダムファンづくり会
（茨木市観光協会、大林組・前田建設工業・奥村組・日本国土開発特定JV、オプスデザイン、安威川上流
漁業協同組合、茨木市環境教育ボランティア、NPO法人nature works、淀川管内河川レンジャー、茨木
芸術中心、大阪府立茨木高等学校、NPO法人cobon、bioa、大阪産業大学、大阪府立江之子島文化
芸術創造センター、いばらぼ北部応援隊、千提寺 farm、大阪府、茨木市）

[来場者数 ] 約1,300名（2016年度）
[関係者協力] 約300名、48団体（2016年度）
[プログラム数 ] 45件（2016年度）

関連事業
 ▷4YEARS 安威川ダム周辺整備基本構想 (案 )作成事業
 ▷4YEARS 安威川ダムファンづくり会
 ▷3YEARS 安威川地域マスコットキャラクターの展開

実施のコツ！

 » 現場で学ぶ
ダム整備エリアで開催することで、来場者に実際にダム周辺地域を様々な
プログラムを通して見てもらい、より深く人や自然から学び、交流する機会
とした

 »ファンづくり会内での連携を高める
ファンづくり会を構成する3つの部会が中心となって、行政や企業と連携し
て実施するプログラムを企画し、各部会にあてられた予算を結集させてフ
ェスティバルを運営した

「自然に学ぶ」「文化に学ぶ」「ダムに学ぶ」「つなぐプログラム」という4つのテーマに分類した多彩なプログラムを展開

enocoイチの人気イベント。家族連れが多いのが特徴で、隣の
マンションだけでなく区内から自転車で来られるお客さんも多い
です（駐輪場が足りません…）。enocoの事業で関わったクリエ
イターなどにも出店をお願いすることで、他のマルシェにはない幅
の広さや、出店者同士の新しい繋がりを生み出しています。また
公立施設で開催しているマルシェという信頼感からか、共同企
画者の方や出店者の方に、他のマルシェの開催者などからお声
がかかることもあります。

このフェスティバルは地元の協力や市街地の活動団体の支援、
様々な関係者の力を結集して実現しています。プログラムを提
供する団体にとってはそれぞれの活動の発表の場であると同時
に、プログラム実施者同士の出会いの場ともなっています。家族
連れなどにも気軽に参加していただけるフェスにすることで、こ
れをきっかけにダムや地域に興味を持ってもらう場としても機能
しています。
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1DAY

23  地域の人が気軽に参加し、施設や事業内容に  
 興味を持つきっかけをつくる

事業概要

 »えのこじま文化祭
2016年春にタワーマンションが竣工し、「江之子島まちづくり事業」の南地区の施設がすべてオ
ープンすることに伴い、A&Lマネジメント（DEBOBOCO）が管理運営する2つのスタジオやenoco
の存在を知ってもらうためにまちびらきイベントを開催。「えのこdeマルシェ」と連動して開催する
とともに、それぞれのスタジオでもライブやヨガや卓球等、屋外エリアでは「えのこじま凸凹ラジオ」
生放送を行い、江之子島二丁目地区全体を回遊できるようにした。今後は年1回の開催を予定
している。

第1回目：2016年5月14日 えのこじま文化祭2016SS
第2回目：2016年11月23日 えのこじま文化祭2016AW
主催：A&Lマネジメント（DEBOCOBO）、enoco

関連事業
 ▷4YEARS 江之子島まちづくり事業との協働
 ▷1YEAR えのこじま凸凹ラジオ
 ▷2YEARS えのこdeマルシェ

実施のコツ！

 » 親しみのある名をつける
特定の年齢層や参加者層に限らない、様々な世代の方に気軽に参加して
もらいやすい「文化祭」とした

 »まちをひらく
「えのこdeマルシェ」と連動して開催し、江之子島地区外の人にまちに遊
びにきてもらうきっかけをつくった

 » 施設のテーマを分ける
enocoはマルシェ（古本市）、タワーマンションのFLAGスタジオは音楽、
板状マンションのマークスタジオは体を動かす体験教室など、各施設のテ
ーマを分けることで、場所の使い方の様々な事例を示した

 » 屋外で魅せる
各施設の間にあるオープンスペースを活用し、まちの一体感を高めた

マンションとenocoの間にある公開空地では屋外向けのプログラムを展開した　© 2016 Nobuya Fuke

3DAYS

2016年春にenoco北側のタワーマンションの入居が始まり、多
くの人が江之子島で暮らし始めました。都心部のマンションとい
うことでいきなり密なコミュニケーションをとるようなプログラム
は向かないと思い、気軽に立ち寄れる「文化祭」という形式にし
ました。幸いにも新しい住民の方も多く参加してくださりとても賑
わいました。マンションからは、enocoは裏側しか見えないとい
う立地の悪さがありますが、このようなまち全体を使ったイベント
を通して、少しずつ親しみを持ってもらえればと思います。

24  プロの美術品梱包技術を身につける

25  多様化する美術品の現状を把握し、様 な々課題を共有する

26  様 な々視点からのまちの魅力を発見する

27  映画監督がワークショップで映画をつくる

28  美術を通して子どもたちの感性や想像力、 
 コミュニケーション能力を育む

29  美術の現場と教育の現場が課題を共有し、交流する
30  アートやデザインを活用した地域づくりの  

 事業立案ができる人材を育成する

31  地域や組織の課題を明確にし、行動へとつなげる
32  社会におけるアート・デザインの役割を再考する
33  プロジェクトの効果測定や評価の手法を身に付ける

1D
AY

26 27



事業概要

 » エノコトコトコムービー部
大阪出身の２人組映画監督、大力拓哉・三浦崇志とともに江之子島周辺をトコトコと歩いて散策し
ながら、手持ちカメラ、ウェアラブルカメラなどを使って自由に撮影するワークショップ。《えのこじま
仮設映画館》の一環で実施した。参加者が撮影した作品は、講師によって編集され一本の映画作
品として「仮設映画館」開館中に上映した。

ワークショップ：2015年8月2日、3日
上映会：2015年8月30日
講師：大力拓哉・三浦崇志（映画監督）
協賛（機材提供）：パナソニック株式会社
参加者数：11名（ワークショップ）

関連事業

 ▷1MONTH えのこじま仮設映画館

文字通りenoco周辺を「トコトコ」歩きながら参加者それぞれの視点で撮影を行う

26  様 な々視点からのまちの魅力を発見する

27  映画監督がワークショップで映画をつくる

実施のコツ！

 »プログラムから講師とつくる
講師にとってもほぼ初めてのワークショップで、プログラムづくりから協働し
て行った

 » 講師の独自性を残す
最後に1本の映画作品に編集して上映するというゴールを設定し、映画監
督である講師の独自性を活かした

 » 参加者の幅を広げる
協賛でウェアラブルカメラの機材提供を受け、カメラを持つことが難しい小
さな子供でもワークショップに参加できるようにした

3DAYS2DAYS

24  プロの美術品梱包技術を身につける

25  多様化する美術品の現状を把握し、様 な々課題を共有する

事業概要

 » enoco WORKSHOP LABO. 美梱のいろは
関西の美術館をはじめ様々な美術品の運送・梱包・展示を行っている、美術品梱包のプロ、カトー
レック株式会社のスタッフを講師に、美術作品の状態にあわせた梱包資材の選び方、紐の縛り方
やテンションの掛け方、梱包箱の作り方など、梱包方法の解説とデモンストレーションを行い、実際
に美術品梱包を体験した。もともとはスタッフ向けの研修として企画されたが、美術梱包を学ぶ講
座はなかなかないため、一般公開イベントとして実施した。

2014年1月25日 絵画・額装の日
2014年1月26日 彫刻・陶芸・機材の日
（好評につき、翌年2015年2月7日に1日集中講座を実施）
講師：カトーレック株式会社
参加人数：延べ20名（2日間）

実施のコツ！

 » 研修を公開する
美術梱包の講座はあまりないため、スタッフ向けの研修を一般の参加者に
もオープンにし、関心を持つ人たちが学ぶことのできる機会をつくった

 » 作品を持ち込む
美術館の所蔵品レプリカや若手アーティストの作品の借り受け、参加者に
よる作品持ち込みも可能とし、様々な美術品の形態にも対応した

 » 立場を逆転させる
普段は発注する立場の参加者が受講生側に回るという立場の逆転が、互
いの疑問や問題をぶつけあうことを可能にした

普段コレクションの運送・展示業務をお願いしているカトーレックの方に講師を依頼した

文字通りトコトコと散歩しながらの撮影でしたが、風景の切りと
り方や撮影のクセなど、同じ場所にいるのにこんなにも違うもの
を見ているのかと驚きました。散歩から帰ってきて撮った映像を
みんなで観るという時間もとてもよかったです。個人差があるの
で編集にはだいぶ苦労されていましたが、出来上がった作品は
江之子島をトコトコと歩きたくなるような、大力さん・三浦さんの
「作品」となっていました。

スタッフ向けの研修をオープンにすることで、スタッフの技術習得
だけでなく、ギャラリー運営者、アートセンター職員、若手アーテ
ィストなどの参加があり、多様化する美術品の現状の把握、様々
な課題の共有ができました。講師を務めた美術運送の専門スタ
ッフにとってもこういったレクチャーの機会は初めてであり、その
技術や経験を活かす新たな場を提供することもできたと思いま
す。梱包方法だけでなく作品に適した梱包材の選び方などにつ
いてもレクチャーがあり、新しい発見がありました。

3D
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事業概要

 » enocoわがまち文化コーディネーター講座  
 ～アートやデザインを活用した地域づくりの担い手育成プログラム～
地域文化の魅力発信や地域活性化、市民と協働してのまちづくりなどの行政課題や社会課題に対
して、アートやデザイン、地域の文化、地域固有のモノやヒト・コトを活かした企画や事業を立案し、
実践するための基礎を学ぶ講座。実際の事例から学ぶレクチャーと体験型ワークショップの2部制
とし、基礎的な知識と技術・応用力を身につけることを目的とするプログラム構成とした。また、年度
末に振り返りワークショップを行い、参加者同士の課題等を共有する場とした。

2014年11月6日 13:00～17:30 （レクチャー）
2014年11月7日 10:00～18:00 （レクチャー＆フィールドワーク＆ワークショップ）
2015年2月6日 13:00～17:00 （振り返りワークショップ）

講師：山出淳也（NPO法人BEPPU PROJECT代表理事）、寺浦薫（大阪府文化課主任研究員）、甲斐
健（かたのカンヴァスプロデューサー）、増永明子（デザイナー）、松本雄吉（維新派主宰）、泉英明（ハー
トビートプラン代表/水都大阪パートナーズプロデューサー）、enocoスタッフ

協力：大阪府
助成：一般財団法人 地域創造

関連事業

 ▷3YEARS わがまちカンヴァス
 ▷6MONTHS enocoの学校

企画立案ワークショップではenoco館長甲賀が入り、アドバイスなどを行った

30  アートやデザインを活用した 地域づくりの  
 事業立案ができる人材を育成する

31  地域や組織の課題を明確にし、行動へとつなげる

実施のコツ！

 » 可能性の幅を広げる
レクチャーでは、大阪内外の事例、アートだけではなくデザインの事例も取
り上げ、様々な可能性を示した

 » 受講者を見極める
受講生には地域の人を巻き込んでのワークショップファシリテーターとな
る立場の人も多いと予想し、多様な人 と々合意形成をしながら企画を立て
る簡単な流れを体験できる内容とした

 » 現場を知る
過去にイベント等が行われている場所（中之島GATE）を対象とし、フィー
ルドワーク体験も実施した 

 » 継続的な関わりをつくる
レクチャー＆ワークショップ終了1ヶ月後に中間アンケート、3ヶ月後に振り
返りワークショップを行い、参加者が自分の抱える課題を掘り下げること
ができるようにした

3DAYS2DAYS

28  美術を通して子どもたちの感性や想像力、  
 コミュニケーション能力を育む

29  美術の現場と教育の現場が課題を共有し、交流する

事業概要

 »アートフォーラム 〈こどもとアート〉 の現場を考える
enocoと大阪新美術館建設準備室の協働企画。子どもを対象としたアートワークショップと、大人
を対象としたトーク＆ディスカッションの2部で構成されたフォーラムを毎年開催。ワークショップで
は、小学生から中学生までを対象に、大阪府20世紀美術コレクションを活用して、作品を鑑賞する
だけでなく、作品を用いて展覧会づくりをしたり、対話型鑑賞の後に作品のコピーで絵本を制作し
たりと、実物の美術作品を所蔵している施設だからこそできるワークショップを企画した。トーク＆
ディスカッションでは、子どものワークショップの成果を共有したあと、毎回ゲストを招いて事例を
学び、最後に参加者全員によるディスカッションで理解を深め、課題を共有した。トーク＆ディスカ
ッションでは、美術関係者と教育関係者の参加が多かった。

第1回：2013年2月9日
主催：大阪市、大阪府
企画運営：enoco、NPO cobon

第2回：2014年2月15・16日
主催：大阪新美術館建設準備室、enoco

第3回：2014年8月8日・11月1日（8月10日開催予定が台風で延期）
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco
企画運営：キッズプラザ大阪
助成：一般財団法人 地域創造

第4回：2015年8月26・29日
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco
ワークショップ協力：キッズプラザ大阪
助成：一般財団法人 地域創造

関連事業
 ▷5YEARS 大阪新美術館建設準備室（大阪市）との連携
 ▷5YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの活用

実施のコツ！

 » 専門家に助けを借りる
対話型鑑賞などの子ども向けワークショップでは、専門のスキルと経験を
持つNPOやキッズプラザ大阪のサポートを得た

 » 子供の想像力を信じる
対話型鑑賞では大阪府20世紀美術コレクションの中心をなす抽象絵画
を意識的に用いたが、子どもたちからは様々な想像が生まれ、他の発言を
聞くことで見方もどんどん変化した

 » 対象年齢を考慮する
一言で子どもといっても年齢によって理解度や関心は大きく異なるので、対
象年齢を変えたりグループに分けたりと工夫を重ねた

通常の美術展ではなかなかできない床に座っての鑑賞。視点が低くなることで見えてくるものもある

参加者層は、行政職員、文化施設職員、NPO等のスタッフと多
岐に渡り、特に行政職員の方からは、他の自治体の職員や施設
の指定管理者側の方との横のつながりを持つことができる機会
は貴重だという声がありました。この講座を受講し、現在抱えて
いる課題が明確となり、「eno so done!」に相談に来られるとい
うケースもいくつかあり、実際に行動に移してくださる方がいたこ
とが何より嬉しいです。

本物の美術作品を用いることで、子どもたちのモチベーションも
高まったようです。欧米の美術館では子どもたちが床に座って対
話型鑑賞を行ったり、自由にスケッチをしたりする風景が日常で
すが、日本でもこのような実証を重ねて定着していけばと思いま
す。また学校の教育現場はカリキュラムや施設の制約などで美
術教育に課題が多く、公立の文化施設がもっとサポートできる
ような仕組みづくりが必要だと痛感しました。子どもの対象年齢
としては、中学生は忙しいのか関心が低いのか参加者が非常に
少なく、微妙な年頃でもありワークショップの進め方も難しかっ
たです。初回は1日での開催としましたが、時間的な問題と、大
勢の大人が見守るなかでの作業は子どもたちが萎縮してしまう
ので、2回目からは2日間に分け、成果物の展示や映像によって1
日目の内容を共有するようにしました。
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3DAYS

32  社会におけるアート・デザインの役割を再考する

33  プロジェクトの効果測定や評価の手法を身に付ける

事業概要

 » enoco×KIITO×BRITISH COUNCIL スペシャルセッション  
 「課題解決に向けたアートとデザインの役割と可能性」
アートやデザインが様 な々課題解決に対して重要な役割を果たすという認識が高まっており、enoco
も社会課題解決に取り組む拠点として活動しているが、それをしっかりと評価し、次につなげていく
プロジェクトのデザインまでには至っていない。そこで同様の課題を抱える神戸のデザイン・クリエ
イティブセンター神戸（KIITO）、英国の公的国際文化交流機関であるブリティッシュ・カウンシルと
共同で、アートやデザインプロジェクトの効果測定・評価手法の必要性を学び、今後の活動に役立
てていくことを目指し、プロジェクトの評価モデル開発において世界的に定評のある英国のコンサル
ティング会社abdiから講師を招き、レクチャーとワークショップ形式で実践的に学ぶプログラムを
実施。明確な目標設定と評価指標に基づいたプロジェクトプランニングができるようになるために、
プロジェクトがもたらす成果や効果とその測定・評価手法の意義と役割、「セオリー・オブ・チェンジ」
「インパクト／アウトカム」などの概念、プランニングのプロセスを実践的に学んだ。

2016年1月22日 クリエイティブフォーラム「アートとデザインプロジェクトの未来形」
会場：enoco
2016年1月23日、24日 連続ワークショップ「社会変革を起こすプロジェクトデザイン」
会場：KIITO
講師 :ジェーン・マッシー（abdi CEO）
主催：大阪府立江之子島文化芸術創造センター（enoco）、デザイン・クリエイティブセンター神戸
（KIITO）、ブリティッシュ・カウンシル

参加者数：クリエイティブフォーラム：88名/連続ワークショップ：40名

実施のコツ！

 » 他の組織と課題共有
KIITO、プリティッシュ・カウンシルとの共催で、課題の共有と幅広い層へ
の波及効果を狙った

 » 2段階形式で実施する
まずフォーラムで全体像を掴み、翌日から2日間連続で少人数でのワーク
ショップに参加するという2段階の形式の集中講義とした

 »フォローアップを行う
終了後に参加者に向けてアンケートを実施。ワークショップで学んだ手法
などの活用状況や学んだことに対する質問や疑問を拾った。それをもとに、
翌年度にフォーラム・ワークショップ参加者を対象にフォローアップ企画を
実施した

チームに分かれて、手法のひとつである「セオリーオブチェンジ」を実践し、講師から直接コメントをもらった

2WEEKS

企画段階の際、ブリティッシュ・カウンシルとの打ち合わせは内
容を詰めていくというよりは、今回のプログラムで学ぶ「セオリー・
オブ・チェンジ」「ロジック・モデル」などのキーワードを理解する
「予習」のような印象があり、KIITO担当者と打ち合わせ内容の
確認作業が、ほぼ理解度を確認する作業になってました。広報
活動などの資料作成にもとても苦労しました。
しかし、この3日間で学んだ手法はソーシャル・デザインに取り組
む専門家が備えている思考法、デザイン手法と共通するものが
多いと感じました。
enocoが掲げる「クリエイティブ思考で社会課題解決に取り組
む」という目標を達成する上では、備えるべき思考法のひとつで
はないかと思います。

34  所蔵コレクション内の隠れた名作に光をあてる

35  所蔵コレクションへの市民の関心を高める

36  現代作家の視点を通して、 
 所蔵コレクションの新たな魅力を発見する 

37  地域で活躍するイラストレーターとのつながりを生み出す

3D
AYS
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事業概要

 » eno-co-labo ふるさかはるか「木版風景：木はわたしの鏡」
大阪府が所蔵する大阪府20世紀美術コレクションと関西で活動するアートに関わる人 と々の協働
作業を通じて、コレクションの新たな魅力を発見する展覧会。コレクションの中核をなす「現代版画
コレクション」と、大阪を拠点に活動している木版画家ふるさかはるか氏とのコラボレーション。コレ
クション中から「風景」を連想させる木版画作品を中心に作家にセレクトしてもらい、自身の作品と
ともに展示をする。eno-co-labは「enoco」「collaboration(協働作業 )」「laboratory(実験所 )」を
かけあわせた造語。

2013年８月1日～11日

関連事業
 ▷40YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの形成
 ▷5YEARS  大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷1MONTH Be Creative Festival
 ▷2WEEKS 大阪府20世紀美術コレクション展

現代の作家の版画作品と作家がセレクトしたコレクションの版画作品が並んでいる　撮影：草木貴照

今回のふるさかさんの作品（新作）は江之子島で採取した土を
使った絵の具をつくり、それで版画を刷りました。版木も展示し
たので、反転した画面、版木に重ねて載せられる絵の具など作
家の仕事がリアルに伝わってきました。展示したコレクション作
品もそのようにして刷られたのだろうかという想像力をかき立て
られ、そういった視点でみる作品はまた生き生きとした魅力を発
していたように思います。

36  現代作家の視点を通して、  
 所蔵コレクションの新たな魅力を発見する

実施のコツ！

 » 技法に着目
版画の中でも、浮世絵など昔から日本にあった技法であり、日本の風土に
よって培われてきた木版画にあえて絞って展示することで、版画技法の多
様さや表現の幅があることを伝える

 » 現代作家の視点でみせる
作家自身の作品もあわせて展示することで、昔からある技法でも様々な新
しい表現が可能でであることを提示する

 » 制作風景を伝える
作家のアトリエを再現する展示を行い、木版画の素材や制作の様子を見
せることで技法や作家の仕事について知ってもらう

2WEEKS

須田剋太の『街道をゆく』シリーズなど、一定の固定ファンがい
る作品は外部への貸出機会は多いのですが、それ以外にもたく
さんの名作や注目すべき作家がいることを知っていただきたいと
enocoで定期的に展覧会を開催しています。ただ、展示室は普
段は一般に貸ギャラリーとして使っていただき、それが施設の収
入になるので、コレクション展示を長い期間数多く開催すればよ
いというわけでもないのが、多様な機能を担うenocoとしては悩
みどころです。

2WEEKS

34  所蔵コレクション内の隠れた名作に光をあてる

35  所蔵コレクションへの市民の関心を高める

事業概要

 » 大阪府20世紀美術コレクション展
大阪府の所蔵品である大阪府20世紀美術コレクションを展示する無料展覧会の定期的な実施。
展示内容に合わせてギャラリートークや講演会を行い、作品に対する理解を深めてもらう機会を設
けた。

2012年10月9日～28日 「エノコジマ•セレクション ～ザ•大阪ベストアート展関連作品を中心に～」
 展示総数：14点
2014年1月9日～25日 「上前智祐展 ̶時を刻む̶ 点描 • マッチ • 縫い • 版画」
 展示総数：59点
2014年6月17日～29日「ミクロコスモス ー大阪府20世紀美術コレクションより」
 出品作家：エドワード・ウェストン、河口龍夫、藤本由紀夫、李禹煥、粟津潔、ほか
 展示総数：24点
2014年9月23日～10月5日 「津高和一 展 ～抽象のエスプリ～」
 展示総数：18点
2014年11月21日～12月5日 「齋藤眞成展 [パラレル]」
 展示総数：19点
2015年3月20日～4月4日 「眼と心とかたち「学芸員N」が出会った大阪府20世紀美術コレクション」
 展示総数：60点
2015年4月24日～2015年5月16日 「マイク•カネミツ／金光松美 － ふたつの居場所」
 展示総数：40点
2016年9月1日～18日 「須田剋太展 -『街道をゆく』挿絵原画 海外のみちをゆく –」
 展示総数：95点

関連事業
 ▷40YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの形成
 ▷5YEARS  大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷5YEARS 大阪新美術館建設準備室との連携
 ▷4MONTHS dracom「gallery（extra version）
 ▷3MONTHS 市民キュレーターワークショップ
 ▷2WEEKS eno co-lab
 ▷1DAY enocoアート・キャラバン
 ▷3HOURS 大阪府20世紀美術コレクション連続講座/ミニコレクション展

実施のコツ！

 »テーマで魅せる
作家など展覧会にテーマ性を持たせ、コレクションとしての特徴を活かした
企画を心がけた

収集に携わった大阪府の学芸員によるセレクション展「眼とかたち」展示風景　撮影：表 恒匡

2W
EEKS

2W
EE

KS

34 35



普段アーティストと接することが多いので、仕事の進め方など、
イラストレーターの方たちの仕事ぶりを知ることができるいい
機会でした（ただ、美術作家としての活動経験のある人も多く
あまり変わりはありませんでしたが…）。元々、イラストレーター
とのご縁はあまりないenocoでしたが、参加したすべての方に、
この後enoco関連の事業で協力・参加いただき、いい機会に
なりました。

2WEEKS

37  地域で活躍するイラストレーターとのつながりを生み出す 

事業概要

 » Private Talk
関西を拠点に活動する若手イラストレーター6名による展覧会。各作家が“プライベート”をテーマ
に作品を制作して展示するとともに、自らの活動を紹介する資料も展示した。会期中トークイベント
を開催し、関西を拠点にイラストレーションの活動を続けているメンバーがイラストレーターの活動
についてプライベートな内容も交えて語った。

2016年6月21日～7月10日
出展者（五十音順）：タダユキヒロ、とんぼせんせい、西武アキラ、makomo、山内庸資、yamyam
展示協力：NO ARCHITECTS
トークイベント：「イラストレーターのミーティング」 2016年6月25日開催
ゲスト：竹内厚（編集者）
共催：江之子島A&L事業（DECOBOCO）
参加者数：45名（トークイベント）

実施のコツ！

 » 企画内容を委ねる
イラストレーター相互の関係性や個々の違いをなるべくストレートに見せ
るため、企画はイラストレーターに委ねた

 » 聞きにくいを聞き出す
トークでは参加者に質問シートを配布し、普段は聞きづらい「プライベー
ト」な質問ができるようにした

トークイベントはプライベートの飲み会を来場者が覗きみる／見守るようにまわりを囲むというかたちで実施した

1MONTH

38  地域のクリエイターと市民に対して  
 施設の理念やコンセプトを表明する

39  協働のベースとなる地域のクリエイターと  
 短期間でネットワークを形成する

40  何はともあれ多くの人に足を運んでもらう 

41  施設の使いこなし方をアピールする

42  アートを媒介とした子どもたちの夏休みの居場所をつくる

43  多様な人々の参加が可能な文化的コミュニティを生み出す

タダユキヒロ とんぼせんせい 西武アキラ

makomo 山内庸資 yamyam

2W
EEKS
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事業概要

 » Be Creative Festival
enocoのグランドオープンを記念したフェスティバル。大阪府20世紀美術コレクションの展示や、そ
の会場にて行うダンス公演、地域の小学生とワークショップを行い制作した作品の展示、アーティ
ストがenocoのアトリエを使って制作した作品の展示、フリースペースを活用しての古書市、トーク
イベントなど多彩なコンテンツを展開した。またこのフェスティバル期間中に、一般から募集してい
た愛称の審査会も行い「enoco」という愛称が決定した。2013年にも開催した。

グランドオープン企画「Be Creative Festival2012」
2012年10月9日～28日
• 100 OSAKA展 Vol.1
• ニシハラ★ノリオ「カブリモノ・ギャラリー」
• 「大阪！しでかす観光」上映
• エノコジマ ブランディング会議＆愛称公開審査会
• Monochrome Circus「Dance in Building」
• エノコジマ古書ノ市＆約100人の本棚展
• セレノグラフィカ「絵を踊る/絵と踊る」
• KIO「DOLLS」　ほか
来館者数：7,222名

「Be Creative Festival2013」
2013年8月1日～13日
• 100OSAKA Vol.2 U35展
• eno-co-labo. vol.1木版風景：木はわたしの鏡
• FIELD TRIP PROJECT/遠足プロジェクト展
• 「TACT/FEST 2013」連携プログラム：劇団コープス「ひつじ」 ほか
来館者数：2,722名

関連事業
 ▷1MONTH 100 OSAKA
 ▷2WEEKS eno co lab

ニシハラノリオによるカブリモノをエントランスに展示。自由にかぶってSNSなどに投稿してもらうことを促した

多種多様なコンテンツを混在させることを意識し、今後のenoco
の方向性や使い勝手を探るような1ヶ月でした。コレクション展
示とパフォーマンスのコラボレーション、子供向けのワークショッ
プ、古書市をはじめ、この中で実施したプログラムや試みがその
後のenocoの自主企画に繋がっているものもあり、enocoにとっ
ても重要な実験の機会だったように思います。

40  何はともあれ多くの人に足を運んでもらう

41  施設の使いこなし方をアピールする

実施のコツ！

 » 建物全体を使う
展示室だけでなく、エントランスや多目的ルームなども展示会場として
活用した

 » マイナスをプラスに変換する
ホールがないことを逆手にとり、展示空間や裏口でのダンス、演劇公演な
どを展開した

 »プログラムの複合化
展示、ワークショップ、パフォーマンス、トークなど様々なプログラムを展開
することにより、来館者層の拡大を狙った

1MONTH

ほぼ2名のスタッフで、思いも寄らないアイデアを提示してくる100
名のクリエイターを相手に準備を進めるのは大変でしたが、この
ときのつながりが、後のenocoの様々なプロジェクトで活かされ
ることになりました。参加者総数192名（Vol.1とVol.2で8名重
複）のうち、5年間で85名のクリエイターと協働することになりま
した。特にグラフィックデザイナーやライター・編集者、建築・ま
ちづくり系のクリエイターとの協働が多く生まれています。

1MONTH

38  地域のクリエイターと市民に対して  
 施設の理念やコンセプトを表明する

39  協働のベースとなる地域のクリエイターと  
 短期間でネットワークを形成する

事業概要

 » 100 OSAKA
大阪を拠点に活躍する様々なジャンルのクリエイターに、それぞれの視点で「大阪」を提示してもら
った企画展示。多くのクリエイターを巻き込みながら、従来のステロタイプな「大阪」とは異なる、ク
リエイティブな「大阪」をここから発信していこうという、enocoの基本姿勢を示す機会とした。また
クリエイターのプロフィールを合わせてパネル展示することで、大阪のクリエイティブシーンを俯瞰す
ることもできる。2回目の2013年は「U35」と題して、35歳以下の若手に絞った展示とした。

［開催日時］

「100OSAKA Vol.1」
2012年10月9日～28日

「100 OSAKA Vol.2 U35」
2013年8月1日～11日

関連事業
 ▷1MONTH Be Creative Festival

実施のコツ！

 » 根拠のない数字
アート、デザイン、音楽、パフォーミングアーツ、料理、ライター、建築、まち
づくりなど、考え得るあらゆるジャンルから、大阪で活動するクリエイターに
声をかけた。根拠のない100という数字を掲げることで、これまで全くつな
がりのなかった様々なジャンルのクリエイターに声をかけることができた

 » 表現の幅を認める
各クリエイターが提示する「大阪」の内容や展示形態については、写真1枚
から映像、能舞台まで、可能な限りクリエイターの意向に沿って、表現の多
様性が示せるよう努めた

 » データベースを意識する
逆に各クリエイターのプロフィールについてはフォーマットを定め、大阪の
クリエイターに関するデータベースとして、今後の事業にも活用できるよう
にした

展示風景。パネルによる参加クリエイターの紹介とクリエイターが提示する「大阪」を実物や写真等で展示した

1M
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初めて実施した「夏休み企画」でしたが、ターゲットやテーマの
リサーチ不足があり、常に人が行き交う場となるところまでは至
りませんでした。子供たちの居場所をつくるには、単に場所をつ
くるだけでなく、そこにいつもいる「大人」としてのスタッフの存在
が必要不可欠ではないかと思いました。ワークショップ等へのプ
ログラムへの参加者満足度は高く、encooにとっても新しいクリ
エイターとの出会いがあったと同時に、参加クリエイター同士の
新たなネットワーク形成にも貢献できました。

1MONTH

42  アートを媒介とした子どもたちの夏休みの居場所をつくる

43  多様な人 の々参加が可能な文化的コミュニティを生み出す

事業概要

 » ―アートでつなぐみんなの実験場― えのこじま仮設映画館
夏休みの1ヶ月間、ギャラリー空間内に仮設の「映画館」をつくり、夏休みの１ヶ月の間、作品上映
と様々な映画・映像にまつわるワークショップ、イベントを開催した。シアター・ラボ・ロビーから構成
される会場では「みる／つくる／はなす・もちよる」という３つのテーマのもと、映画・映像作品の上
映会や、多彩なクリエイターによる映像制作ワークショップ、映画について考えるトークイベントなど
を実施。参加者の関心に応じて自由に遊び方や関わり方を選ぶことのできるプログラムを毎日開催
し、多様な人々の参加を促し地域における新しい文化的コミュニティスペースをつくった。さらに事
業実施方法のメソッド化を行い、他の地域でも実践可能なモデルケースとなることを目指した。

2015年8月1日～30日

［プログラム］
• プレイベント remoscope workshop in enoco
• オープニングトーク「映画館という存在のこれから」
• 上映会「大人も子どもも楽しめる短編映画上映会」
• 常時上映プログラム：4つの上映プログラムを日替わりで上映
• ラボプログラム：気軽に映画や映像を撮影できるラボを設置
• 「映画館をつくろうー映画館製作部ー」
• 「映画のしくみ工作部」
• 大力拓哉・三浦崇志「エノコトコトコムービー部」
• 「ご近所映画クラブ～3時間で映画を作るワークショップ～」/「ご近所映画をみる」
• SCOPP「みんなでつくろう！コマドリアニメーション」
• 林勇気「遠くをみるために」
• ジョナス・メカス《ウォールデン》上映会
• 「とびだせ！一般批評学会 THE MOVIE」
• 「この夏、みんなが撮った写真を持ち寄って上映する会」
• 「妄想映画祭の公開ミーティング」

空間設計：アトリエカフエ/ 企画協力・プログラムコーディネート：岩淵拓郎
協賛：パナソニック、インターオフィス　協力：キネプレ、神戸映画資料館、一般社団法人タチョナ、
remo [NPO法人記録と表現とメディアのための組織 ]　助成・協力：大阪市
参加人数：948名

関連事業
 ▷3DAYS エノコトコトコムービー部
 ▷3HOURS ご近所映画クラブ～3時間で映画を作る～

実施のコツ！

 » 誰もがイメージできるテーマにする
一般にもイメージしやすい「映画館」というテーマを設定することで、美術
に興味がない層にもアピールすることを狙った

 »自分でつくる
単に「みる」だけでなく「つくる」「はなす」という参加型プログラムを展開す
ることで繰り返し訪れる機会をつくった

 » 夏休みの自由研究にもなる
カメラやスマートフォンで映画や映像を撮る、映像の仕組みを学ぶプロ
グラムを実施し、夏休みの自由研究等にも活かすことのできるような内
容にした

自分で使い方を考える「映画館」なので、床に座っての鑑賞も可、椅子も企業協賛を受けて様々なものを用意した

3MONTHS

44  アーティストが社会や地域と関わる挑戦や実験の場をつくる

45  アーティストの仕事に対する市民の理解度を高める

46  美術コレクションの新たな活用方法を考案する

47  鑑賞するだけではない、市民と美術作品の関わりを生み出す
48  学芸員の仕事や美術館の役割についての理解を促す

49  演劇と美術の新しいコラボレーションのかたちをつくる

50  地域の子どもたちの居場所をつくる

51  前例のないアートワークショップをつくる

52  公共空間の利活用、維持管理のアイデアを地域住民とつくる
53  管理運営を担う地域の人材を発掘する

54  地域が持つ資源や魅力をアートの力で発信する

55  市民協働の仕組みと仕掛けをつくる

56  区民の防災意識を高める 

57  官民が一緒になって考える仕組みを生みだす 

58  行政職員にデザインの意味と重要性を認識してもらう

59  クリエイターが公共的な仕事に関わる経路を生み出す
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3MONTHS

44  アーティストが社会や地域と関わる挑戦や実験の場をつくる

45  アーティストの仕事に対する市民の理解度を高める

事業概要

 »アーティスト・サポート・プログラム enoco [study?]
アーティストを公募し、3ヶ月間enocoのアトリエルーム等で制作を行い、最後に個展を開催する
若手アーティスト支援プログラム。社会に対して自らの制作活動を拓いていくことをテーマとし、
enocoと協働あるいはenocoのサポートを受けながら公募で選出されたプランをもとに制作を進
めていく。公募は毎年度1組選出とした。

［入選アーティスト］

2013年度 友枝望
制作期間：2013年7～9月
展覧会：「CLUSTER」2013年10月5日～19日

2014年度 堀川すなお
制作期間：2014年9～12月
展覧会：「解釈と行為　SEEING AND PRACTICING」2015年1月10日～24日

2015年度 湯川洋康・中安恵一
制作期間：2015年9～12月
展覧会：「流暢な習慣」2016年1月10日～30日

2016年度 冬木遼太郎
制作期間：2016年12月～2017年2月
展覧会：「A NEGATIVE EVAGINATE」2017年3月11日～26日 

実施のコツ！

 » 徹底的に公開
審査～制作までプロセスを可能な限り開示した（オープンアトリエ、ワーク
ショップなどの参加型プログラムの実施、中間発表の実施や最終報告書の
提出を必須条件とした）

 » 地域や公共機関とアーティストをつなぐ
アーティスト個人ではアクセスが難しい地域や公的機関へのアプローチを
enocoがバックアップすることにより、アーティストの活動やテーマの幅を
拡げた

 »この先をつくる
公募の審査員には関西で活動する学芸員、コーディネータ―、研究者など
を招き、今後の活動に向けてのネットワークづくりの機会とした

展覧会の会場は個展に最適なルーム2を使用。会期は2週間設定した（写真は#2アーティスト・堀川すなおの展示）
撮影：植松琢磨

̶堀川さんはenoco[study?]の2年目の
入選アーティストですね。

堀川：そうです。公募時に「社会との関
わり」が重視されていたのが印象に残っ
ています。普段の制作は、日常的によく
目にしている“もの”をみんながどのよ
うに捉え、コミュニケーションの中でど
のように共有しているのか、ということ
に関心があります。でも当時の制作の仕
方は、自分ひとりのものの見方で発展さ
せていくという方法だったんです。ちょ
うど自分の見方だけではなくて、他の人
がどのようにものを見ていて、それを他
人とどのように共有しているのかについ
て考えたいなと思っていたところでし
た。study?ではワークショップなどもで
きるということなので、企画書を書いて
応募して、選んでもらいました。今の自
分の制作は、他者と関わることからつく
られているのですが、そのように発展で
きたのはstudy?での経験が大きいです
ね。人との関わりの中で、人のものの考
え方、伝え方、解釈の仕方、そして共有
の仕方から何が伝わっていて何が伝わっ
ていないか、それが一体なんなのか、と
いうところにどんどん視点が移っていき
ました。今まで一人だったのが、もっと
広い捉え方をできるようになりました。
高坂：enocoはパブリックな施設という
こともあり、やりたいプランのための場
や環境を設定する、協力する役割を担う
という意識を持っています。そのアーテ
ィストに適した環境を整えるというか。ワ
ークショップもそのアーティストにあわせ
て実施場所やターゲットを変えています。

堀川：ワークショップ経験者に話を聞き
に行ったり、実際に自分がワークショッ
プを受けに行ったりしました。そこで私
の場合は学校に行くといいのではないか
となり、スタッフの方に繋いでもらい、
高校に出張したんです。でも実際してみ
ると、私が頭の中で思い描いている通り
には進まないんです。ワークショップ前
に、人はこのようにものを捉えて、この
ような言葉を選ぶのではないかなど、長
年考え続けてきた自分のものの捉え方か
ら、他人のものの捉え方を想像して予想
を立てていたのですが、いざやってみる
と思わぬところで全く私が想像していな
かったところに全員が向かったり、私の
言葉が思わぬ捉えられ方をされたりと、
自分と他人の捉え方の違いに気付くこと
ができ、すごく勉強になりました。

̶enocoと高校と、両方でワークショッ
プをしたんですね。

堀川： enocoでやったワークショップは、
目の前にあるものを目で見て描く際に、
目で見た瞬間に「これは何か」が分かっ
た状態だから、描く時にはもう既に今ま
で知っているものとして勝手に処理して
描いているんじゃないか、という仮説が
前提になっています。つまり目の前にあ
る物体を見ているのではなく、“コップ”
や“イス”という既に知っているイメー
ジを通して見ているということです。本
当はものってもうちょっといろいろな側
面があるのに、このように見ましょうと
教えられたような処理の仕方をしている
と思うんです。その処理の部分がどうな

っているのか見たいということで、中身
が見えない箱の中に手を入れてその感覚
を描く、みたいなことをやってもらいま
した。目で見て描くのと、感触で描くの
で、繋がりはありつつも違いもあるんだ
な、という気づきがありました。ただ、
その時はそれで終わって発展はなかった
です。  

一方で高校ではものを描く前に一度言葉
を通すというワークショップをしまし
た。具体的には、始めに2人1組になって
もらいます (以下AとB)。次に私が、Aに
見えないようにBにものを渡し、そのも
のの形をBに観察してもらい言葉でその
ものの形をAに伝えてもらいます。そし
て、Aはその言葉を受け取った通りに線
で描きます。それが終わると先ほどとは
逆に、私がBに見えないようにAにもの
を渡し同じようにやってもらう、という
ことをしました。普段、言葉を使って意
思疎通はしているけど言葉から発想され
る互いのイメージは違うじゃないです
か。言葉はどのように伝わって、どのよ
うに伝わらなくてっていうのを見てみた
いなと思いやってみました。
高坂：反応はどうでしたか？
堀川：ワークショップは違う生徒で合計
2回しました。1回目は両方の子に葉っぱ
を渡したら、2人目のほとんどの子が始
めの早い段階で「これ葉っぱや」と分か
ってしまって。線でものの形を描く際に、
伝えられた言葉を全て“葉っぱ”として
受け取っていました。そのため、1人目の
子と2人目の子にかなり差があったんで
すよね。なので2回目は、1人目の子に葉
っぱを渡して、2人目の子に洗濯バサミ

アーティスト・サポート・プログラムenoco[study?]

堀川すなお  
（アーティスト）

2016年9月9日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる

Project Related Interview01

周辺地域の住民の集まりに飛び入り参加する、高校に出向いて
ワークショップをする、動物園の裏側に潜入させてもらうなど、ア
ーティスト自身も果敢に行動してくれました。3ヶ月という期間は
じっくりと制作するには短い時間ではありますし、その中でも中
間発表やワークショップという条件が課されるためハードではあ
りますが、その勢いがあるからこそ、新たな挑戦や実験ができる
のだと思います。
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ユニオンに半年間行っていたことがきっ
かけになっています。ニューヨークに行
く前までは、全く違うことをしていまし
た。ずっと制作はしていたんですけど、
どこかで「自分のやることではないな」
という思いがあったんです。それでニュ
ーヨークに行った時に、自分は本当に制
作を通して何をするべきかを思案してい
たんです。学校ではスタジオとして真っ
白いキューブが与えられて、机も椅子も
白いんですが、そこにコンセントが埋ま
ってたんですよ。「このコンセントでも描
こうかな」と思って描いたんです。その
後食堂へ行った時に日本の100均ライタ
ーと形が同じものがあって、それを見た
時に言葉が通じにくい場所でも、そのも
のの持っている共有性、共通の使い方、
イメージなど、言葉を超えてものの持っ
ている強さがあるのではないかと思いま
した。そこからその考えを探るためにも
のを観察して、一体、目の前にあるもの
とは一体なんなのかということを考え出
しました。なので、ニューヨーク行って
からですね。
高坂：ところで堀川さんはバナナが好き
ですよね。
堀川：バナナは2008年の時に、最初に
描き出しました。その後、いろいろなモ
チーフでものの捉え方を探り続けていて、
今の考えで描き出したらどうなるんだろ
うと思って2014年にもう1回描き出した
んです。それぞれの考えにあったモチー
フを選んでいるんですが、バナナは今は
その全ての考えの実験場所のようになっ
ていますね。そしてモチーフの選び方は、
日常的によく目にし、いろんな国にある

もので、名前を聞いてみんながひとつの
イメージを思い浮かべやすいものを選ん
でいます。例えば、リンゴだったら青と
赤の色があるけど、バナナだったらひと
つのイメージを思いつきやすいと思って。
高坂：バナナは良き実験相手ですね！最
後にstudy?に参加されてどうでしたか？
堀川：思い返すと後々から繋がることも
study?の3ヶ月でたくさんありました。
展示方法など、ワークショップのやり方
や人との関わり方、今まで制作していた
ことの展開方法など、この3ヶ月ですご
く密に組み込まれていて。その期間で消
化はできないですけど、これを土台に発
展できる、すごい得られるものがあるプ
ログラムやなと思います。
高坂：そういう点では、 3ヶ月って、失敗
も許されて新しい実験ができる、という
スパンなのかもしれませんね。

堀川すなお（アーティスト）
1986年大阪の発明家の家系に生まれる。2008年
クーパーユニオン芸術大学（ニューヨーク）交換
留学生。2010年京都精華大学芸術学部造形学科
洋画専攻卒業。2012 年京都市立芸術大学美術研
究科絵画専攻油画分野修了。2015～2016年ポー
ラ美術振興財団在外研修員としてニューヨークに
て研修。主な個展に「クリテリオム87 堀川すな
お」（水戸芸術館現代美術ギャラリー、2013年） 。
2017年には「清流の国ぎふ芸術祭ーArt Award IN 
THE CUBE2017」にも出展。

を渡したんですよね。1回目の様な先入観
で言葉を受け取ることは無くなったので
すが、洗濯バサミの構造が複雑すぎて、
複雑なものを言葉で表すのはめちゃめち
ゃ難しいんやな、と改めて感じました。
「丸があって、2本生えていて」とか、全
体を一言で表せないので、沢山の生徒が
どのように同じ形の物体を言葉で伝えよ
うとするのかの違いがすごい面白いなと
思いました。
高坂：「そのもの」として、それをどう
表して、どう捉えるかというところです
よね。
堀川：そうですね。高校でやった、言葉
で人に伝えることがstudy?が終わった今
でもずっと残って発展していますね。
高坂：アーティストによってはワークシ
ョップ自体、ハードルに感じることも少
なからずあると思いますが、なんとかや
ってみようと思ってくれる人にこそ応募
してほしいと。そう考えワークショップ
をこのプログラムの特徴として残してい
ます。study?におけるワークショップは
トライであったり、リサーチであったり、
という位置づけをイメージしています。

堀川：こういうところでやれることのメ
リットは人と繋がれることだと思いま
す。1人で制作を黙々とやっていたら、
日本であっても海外であっても、どこに
いても変わらないじゃないですか。出会
った人との関わりとか、おもしろい意見
が頭のどこかに残っていてアイデアにな
っていたり、そういうことかなと思って
ます。
高坂：堀川さんは滞在制作記録があっ
て、これが面白くて。この事業をやる上
で、オープンにしていくことっていうの
がひとつの大きなテーマなんです。作家
が考えていることってなかなか分からな
いし、伝わらないことも多いじゃないで
すか。なので、思考を少し垣間見ること
ができた方が作家に対する一般の方の理
解も進むかなということで公開する。嫌
がる人もいるかもしれないけど、それは
条件にしています。そういったところか
ら次への思考も見えてくると、専門家に
とっても面白いと思いますし。
堀川：enocoに応募する前は「どういう
風にものを見て、解釈しているのか」と
いう意識だったんですけど、study?を通

して「見る」から「捉える」に変わった
な、というのが大きな違いだと思います。
その捉えるということは、ワークショッ
プや展示の期間に毎日在廊して他人と関
わることで、自分の先入観にも気付くこ
とができ、今でも人の話や行動から何か
少しでも新しい気付きを得られないかと
いう姿勢に繋がっています。これは
study?の「社会と関わりオープンにして
いく」という考えがなかったら気付かな
かったことかもしれません。公開されて
いる滞在記録を読んでくれた方がいて、
そこから何かまた話が出来ることがあれ
ば、それはすごく嬉しいです。
高坂：「捉える」というところに行ったの
は面白いですよね。自分ひとりだったら
「見ている」だけど、「捉える」はひとり
の作業だとなかなか意識が向かない。

̶日常的なものを多角的に見て、作品に
反映するという制作の方針はいつ頃か
ら？

堀川：京都精華大学に通っていたんです
が、2008年にニューヨークのクーパー・

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図
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一般の市民が日常の仕事や家事を行いながら、2ヶ月でゼロか
ら展覧会を完成させる作業は非常にハードなものになりますが、
やり遂げたときの達成感や満足は非常に大きく、一緒に苦労し
た同士の連帯感も生まれ、展覧会終了後も連絡を取り合ったり
しているようです。いろいろと難しい面はありますが、特に計画中
は作品の画像や図録を主に用い、展示作業が始まって初めて実
物と対面することになるので、大きさやテクスチャーがイメージと
違ったりして、戸惑うということがよくあります。また、ギャラリー
トークの際はご家族や友人がたくさん訪れるので、普段美術館
等に足を運ばない人にコレクションを観てもらう良い機会にもな
っています。

2MONTHS

46  美術コレクションの新たな活用方法を考案する

47  鑑賞するだけではない、市民と美術作品の関わりを生み出す

48  学芸員の仕事や美術館の役割についての理解を促す

事業概要

 »「5人の市民キュレーターによる、大阪府20世紀美術コレクション展」 
 （略称：市民キュレーターワークショップ）
公募で選ばれた5名の一般市民がそれぞれの展示空間を与えられ、コンセプトメイキングから作品
の選定、展覧会タイトルの決定、展示計画、そして会期中のギャラリートークまで、展覧会の一通り
の作業を自ら体験してもらうプログラム。最初に学芸員から計画の進め方と学芸員の仕事について、
そして大阪府20世紀美術コレクションに関するレクチャーを受け、学芸員のサポートを受けながら、
約2ヶ月間で展覧会を実現させた。

2012年11月20～25日 「市民キュレーターによるミニ展覧会」
主催： 大阪市、大阪府

2013年12月3日～14日 「市民キュレーターによるミニ展覧会」
主催： 大阪新美術館建設準備室、enoco

2014年8月19日～30日 「アートでつむぐ、5つのストーリー 」
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco

2015年1月13日～1月24日 「OPEN YOUR BOX」
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco

2015年12月15日～26日 「あなたをうつす5つの鏡」
主催：大阪新美術館建設準備室　共催：enoco

市民キュレーター数：26名（のべ）

関連事業
 ▷5YEARS 大阪新美術館建設準備室（大阪市）との連携
 ▷5YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷2WEEKS 大阪府20世紀美術コレクション展
 ▷2DAYS アートフォーラム　〈こどもとアート〉の現場を考える
 ▷1DAY enocoアート・キャラバン

実施のコツ！

 » 本物を味わう
本物の美術作品を使うことや、チラシ・ポスター、プレスリリースの作成な
ど、通常の展覧会と同じステップを踏むことで、参加者のモチベーションが
高まった

 » 少数精鋭で進める
社会人がアフターファイブや週末に学芸員と綿密な打ち合わせを個別に
重ねるため、定員を絞って丁寧に対応できるようにした

 »こまめに議論する
各自の進捗や考えなどを全体で共有できるよう、中間報告会やタイトル決
めなど、議論の機会を設けた

展覧会の設営にも立ち会い、運送・展示業者に指示を出して作業を進め、自分がイメージする展示をつくりあげていく

初日は顔合わせと、学芸員の仕事、コレクションについてのレクチャー。参加者は普段
から美術館によく通うというアート好きから、思い切って応募してみたという方まで様々

1. オリエンテーション

プロセス

ここで初めて現物の作品と対面。イメージしていたサイズとの相違に驚き、この場で展
示点数を減らしたり、配置を変えたりということも頻繁に起こる

3. 設営風景 作業が始まると基本的に学芸員とのマンツーマンになるので、途中のプランをプレゼン
テーションしてもらい、互いに議論してアイデアを共有する場を設定。刺激を受けて計
画を変更する人も

2. 中間発表

これまで3ヶ月間練ってきたコンセプトを「展示作品」を前に発表してもらう。家族や友
人が多く集まり温かい雰囲気に

4. ギャラリートーク

3M
O
N
TH

S
3M

O
N
TH

S

46 47



事業概要

 »タチョナ×enoco企画  
  「《なんだこれ？》サークル」
enocoとタチョナの共催企画として行っていた「子どもアートワークショップ」の第6回として実施。
編集者の岩淵拓郎が「ブッチーぶちょう」となり、小学5・6年生の児童7名がenocoを部室に繰り
広げた2ヶ月間のサークル活動。最後に公開で「何か」を発表することだけが条件として与えられ、
「ぶちょう」との対話を通じて「なんだこれ？」と常識を疑うところから、ナンセンスな表現を自分たち
で真剣に練り上げていく体験をしてもらった。最終日には70名を超える観客を前に、「くりきんとん
を体で表現する」「みんなで昨日あったことをいっせいに話す（でもだれも聞いてない！）」「誰かがおっ
たおりがみをほかの人がていねいに広げてクシャクシャに丸めてすてる」などが発表された。

第1回ワークショップ：2014年2月9日
第2回ワークショップ：3月1日
第3回ワークショップ：3月30日
成果発表：2014年4月6日
※ワークショップ以外にもenocoでのミーティング（自由参加）、リハーサルなどを実施
参加人数：7名

関連事業
 ▷5YEARS タチョナ×enoco

発表後に話し合う様子を「来場者」である家族やアート関係者の「大人」が見守る

参加してくれた子どもたちは全員女子児童だったため、とても賑
やかなワークショップになりました。何より「ブッチーぶちょう」の
愛されっぷりが凄かったです。学校も学年も異なる子どもたちが
enocoをきっかけに仲良くなり、ぶちょうの来ない日でも集まるよ
うになるなど（ほとんど遊んでいるだけですが）、enocoが子ども
たちの居場所となる可能性を感じさせたワークショップでした。
終了後も、近くに住んでいる子が、何もなくてもふらっと立ち寄っ
てくれるようになったのが嬉しかったです。

50  地域の子どもたちの居場所をつくる

51  前例のないアートワークショップをつくる

2MONTHS

制作段階で重要な位置を占めるワークショップは演劇ワークシ
ョップでもあり、美術（鑑賞）ワークショップでもあるという、美術
と演劇のそれぞれの専門性を等価に設定するものでした。その
ようなフラットな状況の中で、作品にまつわる様 な々「声」を集め
ていくと、美術の専門家である学芸員も驚くような鑑賞者の見解
に出会うことができました。ジャンル横断というよりも、肩を並べ
てそれぞれの歩みを進めていくという新しいコラボレーションの
あり方を提示できたのではないかと感じています。

4MONTHS

49  演劇と美術の新しいコラボレーションのかたちをつくる

事業概要

 » dracom×大阪府20世紀美術コレクション  
 dracom祭典2014「gallery (extra version)」
美術作品（大阪府20世紀美術コレクション）を展示する空間の中で、演劇作品を上演するという、大
阪を拠点に活動する演劇集団dracomとのコラボレーション事業。美術作品を鑑賞する人 を々描
いたdracomの「gallery」という作品をenocoでの上演バージョンとしてアレンジした。学芸員に
よる作品解説で「大阪府20世紀美術コレクション」の作品を鑑賞しながら＜鑑賞者の声＞を集め
るという全3回のワークショップを開催し、その時の感想などを再構成して作・演出した。

2014年9月26日～10月5日（計8回の公演）

ワークショップ 『gallery』の声
2014年5月17日、6月14日、7月5日
講師：筒井潤（dracomリーダー/演出家・劇作家・俳優）
作品解説：中塚宏行（大阪府都市魅力創造局文化課 主任研究員）

dracom×大阪府20世紀美術コレクション特別展 『gallery』の声
2014年9月30日～10月2日

共催：dracom

関連事業
 ▷5YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷2WEEKS 大阪府20世紀美術コレクション展
 ▷1DAY enocoアート・キャラバン

実施のコツ！

 » 展覧会そのものを舞台にする
美術展に関連した演劇公演といった従属するコンテンツという扱いではな
く、展覧会そのものが内容に深く関わり、舞台となるようなものとした

 » 新しい鑑賞方法を試みる
公演日ではない期間は展覧会として一般公開し、劇中で使用されている音
声を聴いて鑑賞するという独自の音声ガイドを提供し、演劇を通して美術
を知り、美術を通して演劇を知るという補完作用を狙った

 » 異なる専門性を等価に扱う
ワークショップは演技ワークショップと美術鑑賞ワークショップが一体とな
ったものであり、演劇と美術それぞれの専門性が等価に設定された

ワークショップの様子。学芸員の解説付きで作品観賞後、展示空間で演技や身体表現のワークショップを行った

実施のコツ！

 » 最初に道筋を示す
最初に「教科書」のようなものを配布し、考える道筋を提示した

 » 場所を用意する
活動場所を確保し、放課後など、いつ来ても良い環境を整えた

 » 適度な緊張感をつくる
成果発表会は50円の有料とし（金額も自分たちで考えた）、会場を設営し
て正式なイベントとして開催することで、子どもたちに緊張感を与え、終了
後の達成感や反省を感じてもらうようにした

 » 見えないところはしっかりサポート
子どもたちがフリーに活動するための環境を維持するために、スタッフ間で
は常に打ち合わせを重ね、保護者とは綿密に連絡を取り合った
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事業概要

 » かたのカンヴァス2013
プラットフォーム形成支援事業「わがまちカンヴァス」の1年目に交野で開催したイベント。交野市
と、プラットフォーム形成支援事業を手がける大阪府・enocoで協議を重ね、集客目的のイベントで
はなく、市民協働の仕組みづくりを主眼に置いたアートイベント「かたのカンヴァス」を開催すること
を決定し、enocoがその実施までのサポートを行った。市民大学「交野おりひめ大学」をベースとし
た住民主導の実施体制を作り、交野市にある学術施設・大阪市立大学理学部附属植物園（植物
園）、地域連携事業を検討していた大阪市立大学にも参画を依頼し、植物園を会場として開催する
ことになった。また、産業界・大学、団体などの連携も得て、新しい地域のお祭りをつくった。

ワークショップ：2013年10月～12月
本番：かたのカンヴァス2013「森のクリスマスパーティー！～ピザとアートが森の中」
2013年12月21日（日）開催

市民サポーター：約340名
来場者：約3,000名

関連事業

 ▷5YEARS プラットフォーム形成支援事業
 ▷4YEARS わがまちカンヴァス

普段は入園料のいる大阪市立大学附属植物園だが、この日は無料開放した

友達を連れてくる…という連鎖によってあれよあれよと300名が
集まったことに驚きました。そして、チーム内はもちろんのこと、リ
ーダー同士の良好な関係性もかたのカンヴァスの特徴。地縁を
活かしながらもオープンな雰囲気をつくる絶妙なバランスとまち
の規模感が成功の一因ではないかと思います。翌年2014年に
2回目を開催して以降、諸事情により中断されていましたが、
2016年には「夏のカンヴァス」として復活。それが叶ったのは、
初回の段階で市民が主体となる仕組みづくりと意識づくりがで
きたからではないかと思います。

地域住民の協力なしに空間の維持管理や利活用は進められま
せん。地域住民への周知はまだ充分とはいえず、認知の輪をどう
広げていくか、また、供用開始までの期間、この場に興味を持っ
た人たちのモチベーションを維持し、小さなアクションをいかに
積み重ねていくかが課題としてあがりました。

3MONTHS

52  公共空間の利活用、維持管理のアイデアを地域住民とつくる

53  管理運営を担う地域の人材を発掘する

54  地域が持つ資源や魅力をアートの力で発信する

55  市民協働の仕組みと仕掛けをつくる

事業概要

 » 木津川遊歩空間整備計画ワークショップ
地域から愛され、誇りとされる親水空間を生み出すため、供用開始後の管理、利活用のアイデアと
担い手を発掘するワークショップを開催した。プロジェクトの周知をはかるための一般向けイベント
と、より主体的に関わる層に向けてのワークショップという構成で、地域の内外から将来の担い手を
掘り起こした。

2013年11月9日：キックオフイベント「だんだんカフェ」開催
2014年2月8日：アイデアワークショップ実施
参加者数：43名（キックオフイベント）、25名（ワークショップ）

［前段階として］
2013年4月20日：木津川遊歩空間意見交換会①
参加者数：25名
2013年6月2日：木津川遊歩空間意見交換会②
参加者数：23名

［その後の動き］
2014年7～8月：関係者並びに地域住民へのヒアリング
2015年1～2月：コミュニティ育成事業の説明会の実施

関連事業

 ▷5YEARS プラットフォーム形成支援事業
 ▷1YEAR 木津川遊歩空間整備事業における制度設計補助
 ▷6MONTHS 木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ

実施のコツ！

 » つくる人も混ざる
ワークショップには設計者である建築家も参加し、クリエイターと市民との
協働でつくっていく空間であることをアピールした

 » 参考事例を活用する
維持管理に関する地域住民の不安を解決し、独自の利活用を実現するた
めのアイデアを出し合う場とするため、参考事例をテーマごとに整理して話
題提供を行った

 » 地域のツボを丁寧に押さえる
ワークショップの前段階では、連合町会をはじめ様々なまちづくり活動や
NPO、近隣マンションの管理組合など、漏れのないようにきめ細かに調査
を行った

段ボールで実寸大の模型を参加者とともにつくり、空間のイメージを膨らませた

実施のコツ！

 » チームづくりを最優先させる
チームビルディングを最優先し、市民サポーターをリーダーとする6チーム
を編成し、ワークショップを通じてサポーターの意見を反映できる環境を
つくった

 »自主性に任せる
3回の全体ワークショップでは全体方針や進捗の確認を行い、各チームの
準備作業や詳細ミーティングはチームの自主性に任せることで、全体での
意識共有と全員参加の環境づくりを行った

 »口コミを誘発する
サポーターには年齢制限を設けず、途中参加も可能としたことで、子供か
ら中高年層まで幅広い層の口コミを誘発した

3MONTHS
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与えられた情報を美しくデザインするだけでなく、「何をデザイン
すべきか」から考えるプロセスの重要性を行政に理解してもらう
ことが重要でした。一方、クリエイターには西区で活動する生活
者の視点から、いかに街を良くしていくかを考え、直接街に触れ
る経験をしてもらいました。今回の成果が行政とクリエイター、そ
して地域が協働してまちづくりに取り組む仕組みを考えるときの、
ひとつのモデルとなればと思います。

3MONTHS

56  区民の防災意識を高める 

57  官民が一緒になって考える仕組みを生みだす 

事業概要

 » 浸水どうぶつものさしのデザイン
南海トラフ巨大地震が起こった際に想定される、津波の浸水深さを表示したサインのデザイン。
0.5mから3.5mまでの7段階の深さを、7種類の動物の体高で表現しており、直感的に高さが
把握できるようになっている。西区文化・芸術創造型ラウンドテーブルのメンバーが議論を重
ね、各々のプロフェッションを活かした防災ワークショップを区内の小学校で実施、その成果
をデザインに反映させた。2016年時点で区内約100カ所の場所に掲示されている。2014年
グッドデザイン賞受賞。

大阪市立九条北小学校5年生47名を対象とした防災まちあるきワークショップの実施
2013年11月27日、29日

関連事業
 ▷6MONTHS 西区文化・芸術創造型ラウンドテーブル

実施のコツ！

 » ゼロからアイデアを生み出す
区の防災担当部署で計画されていた浸水深サインを問題として取り上げ、
区民に普段から感心を持ってもらえるサインのデザインとはどのようなもの
か、 ラウンドテーブルで一から議論し直した

 » 生活者としての子供の視点を重視する
生活のほとんどを区内で過ごす子供たちに防災の知識を持ってもらうこと
が重要との意見が出て、当初の予定になかったワークショップを企画し、区
内の小学校の5年生を対象にして、クリエイターたちが防災ワークショップ
を実施した

 » 親しみやすいデザイン
ワークショップでわかった街の様子や子供たちの反応を踏まえ、ラウンドテ
ーブルのメンバーであるデザイナーの増永明子氏が、動物をモチーフにした
サインをデザインした

小学校の校門に張られた「どうぶつものさし」　撮影：森善之

西区を拠点に活動するクリエイターで構成されたラウンドテーブルを定期的に開催し、
課題の抽出から解決に向けてのプロセスの設定、成果のあり方など、議論を重ねなが
ら進めていった

1. ラウンドテーブル

ワークショップの2日目はまちあるきの内容を模造紙にまとめ、みんなに発表してもらっ
た。デザイナーチームはまちにあるサインを色毎に分類し、その意味や効果を考えた

3.ワークショップの成果をまとめて発表 区内の小学校で5年生を対象に、４つのチームに分かれて防災まちあるきを実施。建
築家チームは避難ビルに指定されたマンションを訪れ、想定される浸水深さを測ってそ
の深さを実感した

2. まちあるきワークショップ

どうぶつものさしの認知度を高めるため、転居届で多くの新区民が訪れる3月を狙い、
区役所のエントランスホールで実物大のどうぶつものさしを展示した（2016年3月）

4. 西区役所を会場にしたどうぶつものさしの展示

プロセス
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情報発信におけるデザインの重要性は認識されていても、実際
にデザイナーが行政の仕事に関わる機会は限られています。この
ような状況を打開するためには、実際に体験してもらうことが何
より大切だと考えました。当初は意図していなかったことですが、
クリエイターがいわゆる「業者」ではなく、行政と対等な立場に
立つ状況をつくれたことが、良い成果を生みだすことに繋がった
と思います。今回の経験を踏まえ、いくつかの自治体では、デザ
イナーを起用した具体的な業務を検討し始めました。

3MONTHS

58  行政職員にデザインの意味と重要性を認識してもらう

59  クリエイターが公共的な仕事に関わる経路を生み出す

事業概要

 » パブリック・リデザイン
ポスターやチラシといった広報物の制作を予定している地方自治体と、関西を拠点に活動するデザ
イナーやイラストレーター等を5組マッチングし、業務として実際にデザイン制作を行うプロジェクト。
成果物をenocoで展示し、そのプロセスを巡ってシンポジウムを開催した。加えてeno so done! 
の一環として、5名のクリエイターがアドバイザーとなり、個別のデザイン相談会を行った。

［デザインワーク］
1. 鰺坂兼充 (SKKY) × 茨木市こども政策課「子ども・若者自立支援センター周知チラシ」
2. 池田敦 (G_GRAPHICS INC.) × 生駒市市民課「二人の門出に贈るスペシャル婚姻届」
3. タナカタツヤ × 岸和田市文化国際課「地域アートイベントの開催告知ポスター・チラシ」
4. 増永明子 ( マスナガデザイン部 ) × 八尾市市民ふれあい課  
 「次の世代に伝えたい!校区まちづくり協議会 PR チラシ」
5. 山内庸資 × 貝塚市人権政策課「ご当地キャラを活用した人権週間の周知ポスター」

［展覧会］
会期：2016年12月13日～25日

［シンポジウム「公共とデザインのこれまでとこれから」］
日時：2016年12月17日
参加者数：73名

［デザイン相談会（eno so done! として実施）］
2016年12月14日：増永明子
2016年12月15日：山内庸資
2016年12月20日：池田敦
2016年12月21日：タナカタツヤ
2016年12月22日：鰺坂兼充
相談件数：6件

関連事業
 ▷1.5HOURS enocoのそうだん[eno so done!] 個別相談会

実施のコツ！

 » enocoがデザイン料を負担する
行政が特定のデザイナーに業務を発注する困難さを回避した

 »コーディネーターを入れる
enocoのスタッフがコーディネーターとして制作に入り、双方のコミュニケ
ーションが円滑に進むようにした

 » デザインの本質を共有する
ターゲットの設定や情報の整理、広報戦略など、紙面のビジュアルだけで
ない、デザインの考え方やプロセスを理解してもらうことを重視した

リデザインした人権啓発ポスターを水間鉄道の車内に掲示した　撮影：麥生田兵吾

撮影：葵生田兵吾山内庸資 × 貝塚市人権政策課
「ご当地キャラを活用した人権週間の周知ポスター」
貝塚市のご当地キャラである「つげさん」を、イラストレーターがまさにリ・デザイ
ン。人権週間のためだけの「つげさん」が誕生した。電車の中吊り広告だけでな
く、車両のヘッドマークにも展開

展覧会の会期中にシンポジウムを開催。参加クリエイターと行政職員のペアで
登壇し、デザインワークの振り返り、行政の業務の中でのデザインの必要性や役
割について議論した

鰺坂兼充 (SKKY) × 茨木市こども政策課
「子ども・若者自立支援センター周知チラシ」
細かい情報を羅列するのではなく、とにかく手にとってもらうこと、そして必要にな
る時が訪れるまで、手元に置いておいてもらえるデザインを重視。手にしたときの
紙質の感触にもこだわった

池田敦 (G_GRAPHICS INC.) × 生駒市市民課
「二人の門出に贈るスペシャル婚姻届」
デザイン婚姻届がブームのなか、単に美しいだけでなく、相手に向けて書いた手
紙が3年後に送られてくるという仕組みを提案。婚姻届の用紙に加えて、封筒や
ポスターまでトータルでデザインした

タナカタツヤ × 岸和田市文化国際課
「地域アートイベントの開催告知ポスター・チラシ」
アートイベントのテーマである「竹」を使ったアート作品をモチーフに、ポスターと
フライヤーをデザイン。フライヤーはタテに開く仕様にすることで、竹の成長する
イメージを込めた

増永明子 (マスナガデザイン部 ) × 八尾市市民ふれあい課
「次の世代に伝えたい!校区まちづくり協議会 PRチラシ」
非常に複雑な仕組みと膨大な情報をそぎ落とし、不特定多数の「市民」ではな
く、明確なターゲットを設定するようにした。八尾市の担当者とデザイナーが繰り
返し議論を重ねて生まれたデザイン
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̶増永さんとenocoとの関わりは？

増永：「100OSAKA」にもお声がけいた
だきましたが、大きいのは2013年の西区
ラウンドテーブルですね。ちょうど天王
寺区が無報酬でデザイナーを募集してい
たことに対して、極端な募集方法に疑問
を抱き撤回いただくよう抗議していまし
た。その後、天王寺区長と対話を重ねて
いくうちに、ますます行政と市民の温度
差を感じることになり「なんでこんなに
距離ができてしまったのだろう」と考え
始めところに、西区ラウンドテーブルへ
の参加のお声がけをいただきました。
高岡：2013年にenocoが西区のプロポー
ザルを取りました。西区で活動している
クリエイターを集めて西区の課題を議論
し、解決してもらうためのラウンドテー
ブルをつくりなさい、という業務だった
んです。増永さんにお声がけしたのは、
最初は後藤哲也さんの推薦でした。
増永：そこで最初の会議のときに「西区
の課題をデザインの力で解決してほしい
んです」という説明があったんですが、
行政側がふわっとしたところで問題を考
えている感があって。
高岡：その時に増永さんが言われたこと
が印象的でしたね。「デザイナーは与えら
れた課題に対して応えるのが仕事であっ
て、課題はあなたたちで見つけてくださ
い」と。
増永：求められてることがあって初めて
動けるわけですからね。
高岡：そこから南海トラフ巨大地震が起
きた際の災害対策など、具体的に課題を
探って、初年度は浸水どうぶつものさし

のデザインという方向性が固まってきま
した。

̶災害対策という課題はenocoと西区の
間で決めていったんですか？

高岡：最初から西区としては想定してい
たと思います。ただ、それを前面に出さ
ずに議論してもらおうとしていたんです
けど、具体的な課題があった方が良さそ
うだということで、出てきたものだと思
います。

̶その際どういうプロセスでどうぶつも
のさしが生まれてきたんですか？

増永：私たちの仕事は通常、まずターゲ
ットを設定します。行政の人たちは満遍
なく全員に、と考えてしまうんですが、
一番伝えたい人を設定しないとどのよう
にアプローチすればいいのか分からなく
なってしまうと思うんです。  

それで、ターゲットを「常に西区にいる
人」と想定したとき、「それって子供なん
じゃないか」という話になったんです。
子供に意識を持ってもらって次の世代に
つなげてもらうということでも将来性が
ある。でもいきなり南海トラフ巨大地震
のことを子供に話しても難しいので、小
学校でワークショップを企画しました。
高岡：4つのグループに分かれて、参加
するクリエイターの職能に沿ったワーク
ショップをするという。
増永：私はグラフィックデザインチーム
だったんですが、まちあるきをして子供
たちが一番気付くものを採集していくこ

とにしました。どうぶつものさしをつく
る中で、私にとってこのワークショップ
はすごく大きかったんです。子供たちの
目に一番付きやすいのはやはりキャラク
ターなんですよね。それに反して驚くほ
どに青いサインには全く目がいかない。
黄色や赤は目につくのですが。  

そこから、「サイレントなサイン」という
か、世の中に馴染ませながらも気づいて
もらうサインができたら面白いなと思い
ました。全く気づかない色と動物の2つ
を合わせたどうぶつものさしをつくった
らどうだろう、というのはその子供たち
の反応から抽出されたものなんです。

̶キャラクターだと見やすい、というこ
とで動物になったのですか？

増永：そうです。こういう種類のサイン
には「海抜何m」と書いてあるものが多
いんですけど、「だから何がどうなるの
か」がわかりづらいんですよね。今回の
テーマでは南海トラフ地震が来たら何m

沈んでしまうのか、が具体的に分かった
方がいいのではないかと。

̶2年目以降はどうでしたか？

高岡：2年目は不法駐輪問題、3年目は複
数の社会課題を取り上げるというお題だ
ったのですが、成果は1年目ほどには出て
いなくて ......。
増永：行政のプロジェクトは単年度ごと
じゃないですか。どうぶつものさしが、
区民から80%以上の認知があるのも3年
継続できた結果だと思います。ただでさ

パブリック・リデザイン／西区ラウンドテーブル

増永明子  
（デザイナー）

2017年1月26日 @マスナガデザイン部

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる

Project Related Interview02

え行政のプロジェクトは時間がかかるこ
とが多いのに、1年で成果を出すのは難し
いと思います。

̶行政的には何かを出さなければならな
くなってしまうわけですよね。

増永：行政との関わりではそれがネック
ですね。行政の担当の方が数年で変わっ
てしまいがちですが、西区ラウンドテー
ブルの場合は西区役所の松原さんがずっ
と関わってくださって関係性が築けてい
るので、それがすごく良かったですね。

̶その後、増永さんは「パブリック・リ
デザイン」にも関わっていますが、これ
はどんなスタートだったんですか？

高岡：行政からデザイナーへの直接発注
が難しい状況の中で、enocoに何ができ
るかを考えたときに、すごくシンプルに
「ウチがお金払ったらええんちゃう？」と
なったんですよ。それで5組の行政とク
リエイターのペアを設定して。行政側は
公募ですが、クリエイターはenocoの

方で直接声をかけました。

̶企画段階で増永さんと高岡さんはどん
なやりとりをしたんですか？

増永：デザイナーを誰にしようか、とい
う話をしましたね。私はイラストレータ
ーの山内庸資くんが入っていると面白い
なと思いました。この企画の理念をしっ
かり理解した上で、わかりにくい行政PR

をイラストレーションで表してくれるの
ではないかと。

̶良いセッティングでしたね。

高岡：行政の人はデザインに関する一般
的な用語がわからなくて、行政とはコミ
ュニケーションがうまく取れないと言わ
れがちですけど、もちろんクリエイター
側にも課題はあるわけです。彼らにとっ
ても、行政と仕事をするのはこういうこ
とかと知ってもらう、逆に教育的な意味
もありましたね。
増永：ビジュアルだけでジャンプさせる
よりは、相手が伝えたいことを丁寧にヒ

アリングし、問題の抽出と解決法を共有
して進めることで考え方を残していける
方が、お互いの勉強になるのではと思い
ました。進めていくうちに、私と行政の
それぞれの当たり前が露呈してきて、固
定観念を外して違う視点を持つことがポ
イントになってきました。また、「ターゲ
ットを絞る」ということはここでも言っ
ていました。
高岡：増永さんと組んだ八尾市市民ふれ
あい課は、最初の資料は多いんですけど、
読んでも読んでも何にも頭に入ってきま
せんでしたね。
増永：「なんでかな？」と思うと、それは
向こうがこちら側も分かっているだろう、
という前提で話しているからなんです
ね。「伝えたい！」という気持ちも分か
る、でも伝わってないぞ、という。じゃ
あ彼女たちが伝えたいことを伝えられる
ようにしてあげよう、というのがまず最
初のきっかけでしたね。
高岡：まずはひたすら質問していくって
いうスタイルで。「これとこれは関係ある
の？」など、どんどん浮き彫りになって
いく感じでした。

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図
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̶そういうプロセスが大事なんですね。

増永：いろんな部署にまたがって行われ
ているプロジェクトなので担当の方も把
握しきれていなくて、でも私が質問する
と他部署を回って聞いてくれたり、そう
いうことが何度かありましたね。
高岡：そうでしたね。そうやって何度も
やりとりをしているうちに見えてきたと
いう感じですね。でも、なかなかビジュ
アルのデザインがあがってこない。
増永：ビジュアルがまとまっていかない
んですよね。「ここの素材が集まってな
い」とか。
高岡：担当の方は「こんな感じです」と
いう絵を早く上司に出したいんだけど、
増永さんは意識的に出さない（笑）。
増永：そこを簡単にやってしまうと「相
手はやってくれるもんだ」と思われると
感じたので。

̶中途半端な状態で、提案を出さないわ
けですね。

高岡：挙句の果てには写真のダメ出しま
でしてもらって。
増永：それもヘトヘトになるぐらいダメ
出しして。記録じゃなくて「人に伝える」
広報の視点で写真の撮り方をレクチャー
したら、改めて撮影しに行ってくださっ
たカットもありました。そんな前向きな
エネルギーを持っている方が行政の中に
いないと新しいことはできないなと感じ
ましたね。担当者が上司との間で攻防す
るエネルギーはなかなか生まれない。

̶そういう存在が行政の中にいることが
重要ですよね。

増永：やっぱり同じ「つくる」なら、市
民に伝わらないものをつくっても意味が
ない、ということがベースにあります。
だからターゲットを決めて、伝わるもの
をつくろうと。初めての取り組みで頑張
って吸収いただいたと思うので次にどう
つながるかが大事ですね。　  

そして、主催側の取組み方として今回の
「パブリック・リデザイン」は、プロセス
を重視するのか、アウトプットを重視す
るのか、そこは議論しないといけなかっ
た部分ではあると思います。アウトプッ
トも大事なんですけど、私は今回はプロ
セスを重視するべきだと思いました。

̶八尾市の担当の方には、デザインとは
何かを理解してもらえたようですね。

増永：そうですね。現場のヒアリングを
重ねて必要な情報を精査して仕上げてい
く。そういう役割もデザイナーの仕事と
理解いただけたと思います。
高岡：ただ、増永さんのような考え方の
デザイナーばかりではないですよね。
増永：もちろんそうなんですけどね。で
もこのままでは、デザイナーが誤解され
たままになってしまうんじゃないかと思
うんです。最初の無報酬の話も造形者、
アーティストという認識があったんじゃ
ないかなと。デザイナーがそれを言語化
なりしてちゃんと伝えていかないといけ
ません。これだけ世の中でデザイン、デ
ザインと言われているけど、本当にデザ

インのことを理解している人がどれくら
いいるんだろう、と。だからこそデザイ
ナーとして行政と関わることはやるべき
ことと思っています。

増永明子（デザイナー）
ブランディングを軸にグラフィック、パッケージ、
空間等を通じて本質的な解決を目指したコミュニケ
ーションデザインを展開。教育、地域、社会に関わ
る展覧会、ワークショップ、講演多数。国内外のコ
ンペティションにて多数入選・受賞。
大阪芸術大学短期大学部講師、東京2020エンブレ
ム委員会審査員。共著書「デザインのプロセス」
（MdN）

6MONTHS

60  デザイン面を重視した新しい公共事業の実施体制をつくる

61  市民の意見を反映し、 
 先進的なデザインコンペスキームを構築する

62  施設周辺エリアの歴史や特性を楽しく学ぶ

63  地域のキーパーソンと仲良くなる

64  行政とクリエイターがまちの課題に対し 
 フラットにコミュニケーションする

65  クリエイターのアイデアを社会に実装する

66  創造性をもって社会課題の解決に取り組む人材を育成する

67  地域の課題を抽出し、その解決方法を提案する
68  参加者による継続的な活動を生み出す

69  新規住民と近隣の既存住民のための交流の場をつくる

70  工事現場の壁面を彩り、コミュニケーションツールへ変える
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事業概要

 » enocoクリエイティブカフェ 「西区発見！」
enocoが位置する、日本で最も古い「西区」と言われる大阪市西区をenocoなりの視点から、その
特性やネットワークをあぶりだすためのトークイベント。歴史から現在進行形のまちづくりまで多様
なゲストを講師に招き、7回シリーズで実施した。

2013年6月6日 vol.1 「西から文明開化の音がする～モダン大阪はじまりの地・川口」
ゲスト：堀田暁生（大阪市史編纂所所長）

2013年7月10日 vol.2 「西でつながり、西からつながり、文化が生まれる～新町・立売堀」
ゲスト：奥山天堂（コーディネーター／「欧州食堂millibar（ミリバール）」オーナー）

2013年8月8日 vol.3 「アメ村から西へ～日限萬里子を通してみる堀江」
江弘毅（編集者・著述家／140B）

2013年9月12日 vol.4 「町工場が集積する西のものづくり拠点～九条」
ゲスト：西工業会青年部

2013年10月5日 vol.5 「水都大阪、つぎの拠点は中之島の西端～中之島GATE」　
ゲスト：忽那裕樹（水都大阪パートナーズプロデューサー）

2013年11月7日 vol.6 「靭公園パークサイドのお洒落な街角～京町堀」
ゲスト：前波豊（デザインプロデューサー）

2013年12月11日 vol.7 「クロストーク：編集者がみる、西区という“まち”」
ゲスト：竹内厚（Re:s）、藤本和剛（Meets Regional）、松村貴樹（IN/SECTS）

参加人数：180名（のべ）

関連事業
 ▷2YEARS エノコジマ・クリエイティブ・カフェ

西区内には工場が集積するエリアもあるため、若手経営者（西工業会青年部）にも講師として登壇してもらった

居留地があったという歴史的なエリアから堀江や京町堀といっ
たファッショナブルなエリア、そしてものづくりがさかんな九条とい
うエリアまで、様 な々特徴がある西区で活動する人 と々の出会い
があり、当時まだ2年目のenocoを知っていただくいい機会とな
りました。西区長も毎回来場してくださり、その後の西区の魅力
発信に少しお役に立つことができたのではないかと思います。

通常であれば行政主導で標準的な土木インフラが整備されると
ころを、若手建築家の斬新なアイデアが採用されることになりま
した。岩瀬氏は土木設計に関する知識や実績はありませんでし
たが、アイデア検証委員会を設置し、土木設計施工を担う事業
者と連携するスキームとしたことで、そのアイデアを具現化するこ
とができました。設計時にも地域住民とのワークショップを重ね、
デザイナーと住民、そして行政が三位一体となって空間整備を
進めていきました。

6MONTHS

60  デザイン面を重視した新しい公共事業の実施体制をつくる

61  市民の意見を反映し、  
 先進的なデザインコンペスキームを構築する

62  施設周辺エリアの歴史や特性を楽しく学ぶ

63  地域のキーパーソンと仲良くなる

事業概要

 » 木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ
都市魅力を高める河岸の遊歩空間を整備するため、公募のコンペによってデザインアイデアを募集
した。アイデアがあれば誰でも応募できるように、応募資格要件を基本的に設けなかった。その結
果全国から40件の応募があり、公開プレゼンテーション審査を経て、若手建築家の岩瀬諒子氏に
よる「だんだんばたけでハマベをつくる―立売堀のマーケットプレイス―」が選ばれた。詳細設計は
別途土木設計を受託した事業者が行うが、岩瀬氏はデザイン責任者として継続して遊歩空間整備
に関わるようにした。

2012年9月28日～10月23日：コンペ募集期間
2012年11月9日～12月1日：enocoにて一次審査を通過した優秀作5作品の公開
2012年12月11日～2013年1月31日：  
 津波・高潮ステーションにて一次審査を通過した優秀作5作品の公開
2013年2月1日：公開プレゼンテーションの実施、岩瀬諒子氏の案を最優秀デザイン提案に決定
2013年3月2日～3月31日：enocoにて最優秀デザインプランの公開展示

実施のコツ！

 »コンペ要項に地域の想いを込める
コンペの実施に先立って地域住民を対象としたワークショップを重ね、地
域の想いを公募の要件に盛り込んだ

 » 個人での応募を可能にする
個人で活動している若手デザイナーにも門戸を広げることで、既存にはな
い斬新なアイデアが多数集まった

 » 実現可能性を見据えたスキームを用意する
コンペの選考は2段階とし、一次審査を通過した5作品については、土木
設計の専門家が技術やコストについて検証を行い、実現可能なアイデアへ
とブラッシュアップした上で、二次審査へと臨むというスキームを開発した

 » 最優秀提案をさらに発展させる
最優秀提案者はデザインだけでなく、地域を対象としたワークショップへ
の参加を義務づけ、意見交換を通じて地域の想いをデザインに反映するこ
とを求めた

最優秀賞の建築家・岩瀬諒子による案。「だんだんばたけ」のような構造になっている

実施のコツ！

 » ローカルを突き詰める
「府立」施設であるenocoにとっての地域を考えるにあたり「区」という単
位に注目し、区をさらにエリアに分け、西区が持つ多様な側面を知る手が
かりとした

 » 旬の動きもフォローする
「今」の西区を知るために「中之島GATE」など当時最新のまちづくりの動
きも取り上げた

6MONTHS
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普段の問題意識や業界に固有の言語の違いなどから、ラウンド
テーブルの最初の数回はクリエイターと行政の間に溝がありまし
たが、回数を重ねて課題が修練していくなかで、議論も活発にな
っていきました。クリエイターからは行政の常識を超えるアイデア
が出てきますが、行政側がそれは無理だと頭から否定せず、どの
ように応えられるかを考えることが重要です。行政の事業は1年
間の期間限定であるのに対し（実際は半年程度）、社会課題の
多くは1年で解決できるような簡単なものではないなど、単年度
事業としての問題も浮き彫りになりました。

6MONTHS

64  行政とクリエイターがまちの課題に対し  
 フラットにコミュニケーションする

65  クリエイターのアイデアを社会に実装する

事業概要

 » 西区文化・芸術創造型ラウンドテーブル
大阪市西区役所の公募型事業プロポーザルによって、enocoの指定管理者である長谷工コミュニ
ティ・E‐DESIGNプラットフォームグループが受託した事業のひとつ。西区を拠点に活動するクリ
エイターによって会議体を構成し、西区のまちが抱える課題を見出して、その解決のアイデアを考案
し、実際に反映するまでのプロセスをコーディネートする。初年度は防災対策の一環として事業化
されていた「浸水深サイン」が取り上げられ、「どうぶつものさし」がデザインされた。

［2013年度］
テーマ：防災対策
参加クリエイター数：7名

［2014年度］
テーマ：路上駐輪対策
参加クリエイター数：7名

［2015年度］
テーマ：若年層への「投票率アップ」「健康意識」「子育て支援」等の訴求
参加クリエイター数：6名

関連事業
 ▷3MONTHS 浸水どうぶつものさしのデザイン

実施のコツ！

 »ジャンルを横断する
多様な意見やアイデアを吸い上げるため、デザイナーやアートディレクター、
建築家、カフェオーナーや映画館の支配人など、様々なクリエイターで会
議体を構成した

 » 専門言語を通訳する
クリエイターには行政特有の言い回しや規制について説明し、行政にはク
リエイターの専門用語や考え方を伝える通訳者の役割をenocoが担い、
議論の活発化と円滑化に努めた

 » 部門横断的な情報を集める
西区役所の担当部局に行政側のキー局を担ってもらい、区内他部署や大阪
市の課題を横断的に聞き出したり、必要な情報を収集してもらうようにした

 »アイデアにとどまらない
ラウンドテーブルで出たアイデアは出来る限り尊重し、区役所とenocoで
協力しながら、実現可能な方法を模索していった

2014年度はプランターボックスを兼ね備えた自転車ラック「グリーンサイクルパーキング」をデザイン

̶enocoとの最初の関わりはどんなもの
だったんですか？

松原：enocoがオープンした年の8月に
区長が変わったんです。西区内にはクリ
エイターの事務所が結構あるということ
に区長が非常に興味を持たれ、何かでき
ないかなと。その当時ちょうど、区長が
使える予算が増額されるという状況にな
っていたんです。
高岡：統計を取っているわけではないん
ですけど、個人で活動されている建築家
が事務所を構えていることが多かったり、
阿波座や靱公園のあたりにクリエイティ
ブな仕事をしている方やデザイナーが多
かったりするんです。それを区長もなん
となく感じていらっしゃって、西区の活
性化につなげられないかということを思
っていたらしいんですね。
松原：区役所とクリエイティブな方々と
のネットワークや接点はなかなかないの
で、一緒に何かお仕事をしたいと思って
も、直接は難しいんですよね。その時に
架け橋になってくれる enocoができた
というのは、西区にとっても大きかった
です。
高岡：松原さんは西区役所にはどれくら
い？
松原：西区は今年で9年目です。この事
業を担当するようになったのが、enoco

ができてからなので4年目なんですね。
それまでは文化活動やまちづくりに関わ
ることはあまりありませんでした。 
大阪市役所の方には文化振興課があるの
で、そこが大阪市の文化的な事業全体を
やって、地域の住民の方と協働で文化活

動をするのは区役所、というもともとの
分担がありました。前市長の時から、市
民協働という言葉をよく使い出して、自
治会を中心とした連携だけではなくて、
NPOや自主的にまちづくりをやっている
ようなグループとも一緒にやっていきま
しょうよという動きがその頃からできて
きたんですね。その中でも西区は文化的
な活動は活発ではなかったので、やっぱ
りenocoができたことが一番大きいと思
います。
高岡：公募区長になって、どこの区も、
区の独自性を出さなくてはいけないとい
うことを強く意識されていたのだと思い
ます。

̶enocoは一番最初どういう存在でした
か？

松原：単に美術展をするところだけでは
ない、ということは聞いていたのですが、
その後視察にうかがった際にプラットフ
ォーム形成支援事業という斬新な事業を
やることを知り、今までにない施設だろ
うな、と感じました。  

そもそも大阪府と大阪市の連携が以前は
あまりなく、長く役所にいる人間として
は、こうして同じ方向性でやっているこ
とがすごく画期的だと感じます。

̶連携の実現には何か理由があったんで
すか？

高岡：enocoはこのエリア全体の再開発
事業としてスタートしているので、施設
自体「まちをつくる」というプロジェク

トでしたから、地元の西区との関係は重
要だろうと。西区内の文化施設としてこ
こがあるんだけれども、単なる文化施設
では生き残れないので、やっぱり地域に
貢献できるようなことをしていかなくて
はいけない、という危機感があったんだ
と思いますね。

̶西区ラウンドテーブルはどういうきっ
かけで生まれましたか？

松原：「クリエイターの方と意見交換でき
る場をつくってください」「行政的な施策
をデザイン的な視点で一緒に考えて欲し
い」ということを条件とする、どなたで
も応募していただける事業プロポーザル
だったんです。何組か手を挙げていただ
いた結果、enocoになりました。  

もともと西区役所の方で、アーティスト
やデザイナーといったクリエイターの方々
と何かできないかという話があって、一
方で区の防災担当が津波の浸水サインを
つくろうとしていたのですが、それをく
っつけられないか、オリジナルのものを
つくることからスタートできないか、と
いうところからだったように思います。
高岡：西区内で活動されている、デザイ
ナー、グラフィックデザイナー、建築家、
カフェオーナー、アーティストなどに集
まってもらい、月に1回ぐらいのペースで
会議体を運営し、西区の課題をクリエイ
ターの視点で見出して、それをどう解決
していったらいいのかを議論していくと
いう目論見がありました。最初は議論の
中から課題を引き出していくことが大事
でしたね。  

西区文化・芸術創造型ラウンドテーブル

松原真美 
（西区役所 まち魅力創造課 課長）

2016年6月15日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる
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ただ、集まってもらったクリエイターの
方々も、そういう行政との協働を経験した
ことがなかったんですね。デザイナーは
与えられた課題に対して回答を出すのが
仕事だから、課題を見つけるのは仕事で
はない、という意見も出ましたね。
松原：それが結構衝撃だったんですが、
一方で、「課題を解決する」「価値を変化
させる」、そういうことをデザインと捉
えていることがとても新鮮だなと思いま
した。
高岡：そうして津波浸水サイン「どうぶ
つものさし」のプロジェクトがはじまる
んですが、実際に土木工事で高低差を測
る機械を借りてきて、子供たちと一緒に
測定してもらいまちの高低差を色分けし
たり、高い建物を探して避難時にはどう
したらいいかを考えたり。昔から西区に
住んでいる人にヒアリングに行って、か
つての台風での水害の経験についてうか
がうようなワークショップをクリエイタ
ーで実施しました。
松原：デザインするにしてもプロセスが
すごく大事ということで、子供たちの意
見を聞くために小学校でワークショップ

できないか、という意見が出たんです。
結構調整が大変だったんですが、「良いこ
とだ」と思ってくれた担任の先生の存在
が大きくて実現することができました。区
役所だけだったら無理だったと思います。
高岡：ワークショップで出た気づきを持
って、そこからはグラフィックデザイナ
ーが作業として進めていくことになるん
です。危険を知らせるためには普通赤や
黄色といった強い色を使いますが、日常
に溶け込む色ながらどこか気になる、と
いう「動物」と「ブルー」という組み合
わせが出てきたんでしたね。

̶他の区役所でもラウンドテーブルみた
いなものはよくあるものなんですか？

松原：専門家が集まってのラウンドテー
ブルはあまり聞きませんね。自由参加で、
このお題で意見交換しませんか、という
「場」を運営する区はいくつかあります
が、クリエイターが集まって意見交換を
しつつ、課題解決につなげて行動を起こ
すという仕組みは、西区独特のものにな
ったんじゃないかな、と思いますね。

高岡：区役所で別の事業があった時に、
enocoを通さないでもクリエイターとの
協働が実現できるようになるといいな
と。それまでは持っていなかったチャン
ネルをenocoを介して広げていくこと
は、私たちとしても求めていることです。
松原：実際ありましたしね。市議会員選
挙の時、投票率を上げるための取組みを
一緒に考えてもらえませんかと。
高岡：選挙の投票率がすごく低く、それ
を区長が気にされていて。enocoを通
さずに直接デザイナーに依頼をされま
したね。

̶課題をあらかじめ制限することなく、
個々人が「私はこれが課題だと思ってい
る」と意見を出せる場所はとても価値が
あると思います。

松原：クリエイターの皆さんがどう思わ
れるのかなというところは気になります
ね。西区に住んでいたり働いたりしてい
る中で「こういうところが課題じゃない
の？」という気づきをいろいろと出して
もらい、その中で何かひとつみんなで解

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図

決に向けてやろう、というところまで行
くような仕掛けになればいいな、と今は
思っていますね。
高岡：結果的に3年間、enocoがプロポ
ーザルを取ってできたんですけど、一応
3年間をひとくくりとして、今年度（2016

年度）は事業としてはないんですね。む
しろ望ましい仕組みをどうつくっていけ
るのかを考える1年間にしようと思ってい
ます。
松原：1年目は「どうぶつものさし」とい
う、目に見える形でとても良い成果がで
たのですが、2年目3年目は難しかったん
ですね。すぐには解決できない、奥が深
い課題だったので。単年度という制限も
ありましたし。このままで終わらせるに
はもったいない積み上げができたので、
良い方向に向かうような仕組みづくりを
行えたらと思います。
高岡：2年目は不法駐輪対策でしたね。
松原：デザインで解決できるかというと、
難しい…

̶もちろんデザインでできることもある
と思うんですけどね。自分たちを縛る条
例をどうやって考えていくかということ
も1つのデザインだと言えるのではないで
しょうか。

高岡：それでいうと、区役所の職員の方
にとってもクリエイターの人たちにとっ
てもいろいろな気づきがあったと思いま
す。普段お互いに仕事をする機会がない
ので、行政の方々が使う言葉や、なぜこ
ういう仕組みや制度になっているのかとい
う背景を把握することができるというか。 

デザイナーの増永明子さんが良いことを
言ってくださったのですが、デザインを
大学なりで習った人間が全員デザイナー
になるわけではないわけです。その中で、
学んだことをどう生かせるのかと。例え
ば、役所で職員になって生かすとかもで
きる。そういうこともデザイナーの職域
として考えていかなくてはならない、っ
ていうのを考えるいいチャンスになった
とおっしゃっていました。

̶単年度で終わってしまうという問題点
に関しては、改善に向けた案や目処は立
っているんでしょうか？

松原：区役所から事業をお願いする委託
ではなくて、区役所とenocoで協定を結
びながらお互いのできることを役割分担
しながら、一緒に仕組みをつくっていく
ことはできないかと話しています。

̶enocoとの連携の結果、松原さんの視
点から見た成果をどう捉えていますか？

松原：「どうぶつものさし」が区民の方だ
けではなくて、様々なところからもすご
く良い取り組みだと注目されたことです
ね。ユニバーサルデザインにもなってい
て、外国の方でも子供でも読み取れる。
デザイン的な視点を加えることで、こん
なに注目度が上がるということを目に見
えて感じました。「うちにもどんどん貼っ
たら良いよ」とすごく協力的になっても
らっていますし。一度、区民まつりで防
災担当がアンケートを取ったんですけど、
認知度も高かったんです。

高坂：松原さんの動きに対して区役所内
での理解はあるんですか？
松原：担当者や自分の周りはすごく理解
があります。ただ、課題を抱えている担
当も自分たちの業務として考えてもらわ
ないと難しいのですが、良い例があって
もなかなか浸透はしない、というのも事
実で、いわゆる縦割りの弊害みたいなも
のもありますね。「デザイン」はそっちの
部署の仕事でしょ、と。自分たちの業務
にどう良い影響があるのか、ということ
がなかなか理解しづらいところはあるん
ですよね。
高岡：一番最後のプログラムでは、カン
フル剤的に、区役所のエントランスにこ
れを実物大で展示して、区民だけでなく、
職員になかば強制的に知ってもらう機会
をつくったんです。
松原：結構お子さんのいる若い世代の区
民の方にも見ていただけましたし、その
時は「今日で終わりなの？もったいない」
という声も職員からあがっていましたね。

松原真美（西区役所 まち魅力創造課 課長）
1989年大阪市役所入職。天王寺区役所で保育所の
入所関係事務等を担当。その後市民局指導課（現人
権啓発・相談センター）で人権啓発関係業務を、市
長室（現政策企画室）広報課で主にテレビ・ラジオ
を活用した市政情報の発信業務等を担当。2008年
西区役所に異動し、広聴・広報関係業務を中心に担
当。2013年4月から現職。まちづくりに関わる企画
や支援業務、区の広聴・広報業務、人権啓発関係業
務を所管する課を総括。
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開校当初は受講者の確保に苦労しましたが、徐 に々認知が拡が
り、4年目にして定員を超える応募が来るようになりました。参加
者は行政職員や社会福祉・教育系、学生やフリーランスなど多
彩で、夕方から始まる授業の後に、館長が受講生を率いて「夜
学」へと連れ出すことで、打ち解けたなかにも真剣な議論が交わ
されるようになりました。卒業生のなかにはグループを結成して
社会活動を始めたり、引き続きenocoを活用してeno so done! 
やプラットフォーム形成支援事業を業務改善に活用したりと、
徐々に具体的な成果が出てきています。

6MONTHS

66  創造性をもって社会課題の解決に取り組む人材を育成する

67  地域の課題を抽出し、その解決方法を提案する

68  参加者による継続的な活動を生み出す

事業概要

 » enocoの学校
若者層を主な対象とした、クリエイティブな発想で課題の解決に取り組む半年間の人材育成講座。
ソーシャルデザインとその周辺で活躍する多彩な人材を講師陣に迎え、その発想や思考方法を学
びながら、チームで大阪の課題に挑戦し、リサーチを踏まえて解決方法を提案、最後は社会に向け
てその成果をプレゼンする。

第1期「Be Creativeコース2013」
2013年9月13日～2014年3月21日（全20回／定員30名）
テーマ：「大阪を変える ー 水と光の首都『大阪』を国際都市にするには」

第2期「Be Creativeコース2014」
2014年8月29日～2015年3月28日（全20回／定員30名）
テーマ：「大阪の未来を考える」

第3期「ソーシャルデザイン入門コース2015」
2015年8月1日～2016年3月19日（全20回／定員30名）
全体テーマを設定せず、それぞれの興味関心・問題意識からテーマを抽出

第4期「ソーシャルデザイン入門コース2016」
2016年7月8日～2017年3月4日（全21回／定員20名）
全体テーマを設定せず、それぞれの興味関心・問題意識からテーマを抽出
（「まちづくり」「アート」「はたらく」「子育て」「マナー」）

受講人数：78名（のべ）

実施のコツ！

 » 館長ネットワーク力を生かす
enoco館長が校長を務め、そのネットワークを活かして魅力的な講師陣で
カリキュラムを編成した

 » 複数の学習方法を混ぜる
講義だけでなく、フィールドワークとワークショップ、そしてチーム作業によ
る演習課題など学習方法を組み合わせ、プレゼンテーションスキルの習得
にも力を入れた

 » 現場の声を聞く
最後のプレゼンテーションは公開とし、社会課題に取り組む行政職員や専
門家を講評に招くことで、リアルな批評と議論を実現した

 » 卒業生を大事にする
卒業生にはTAとして次期の学校運営に携わってもらい、卒業後の自主的
な活動をenocoがサポートすることで、卒業後も関係を維持してenocoの
輪が広がるようにした

enoco館長の甲賀が学長となり、授業やワークショップ時の指導を積極的に行っている

̶enocoとはどういう接点があったんで
すか？

林：水都大阪フェスのボランティアで出
会った人が「enocoの学校」の1期生で、
その方がこのプログラムを薦めてくれて
知りました。もともと実家が名古屋の方
なので、こっちに就職で来たけど知り合
いは会社の同期ぐらいしかいなかったで
すし、もっといろんな人に会ってみたい
な、ということで2014年の第2期に応募
してみました。  

もうひとつの理由はTACT/FESTのプロ
デューサーの甲賀さんが学長をされてい
ることですね。TACT/FESTで一度お会
いしたことがあったんですが、「あの甲賀
さんにまた会えるなら」ということで参
加しました。

̶名古屋から就職で大阪に来られたとの
ことですが、どういう業種の会社なんで
すか？

林：会社は電動アシスト自転車をつくっ
ている会社で、事業企画という名前の部
署でソーシャルメディアの分析をしてい
ました。会社に入ったのが2013年の4月
でした。

̶実際に授業を受けてみてどうでし 

たか？

林：「社会課題のクリエイティブな解決方
法を見つけよう」をテーマに講座を受け
たりワークショップをしたり、グループ
に分かれてアイデアをまとめたり発表し

たり、全20回のカリキュラムでした。僕
たちは「おせっかいLab.」というアイデ
アをまとめて、甲賀さんからの指導も受
けながら、なんとか最終のプレゼンテー
ションに間に合わせました。

̶甲賀さんから指導を受けたのは、どう
いうところだったんですか？

林：最初、実際に僕たちのグループが提
案したのは「おせっかい電車」というア
イデアでした。大阪に来る外国人観光客
と、大阪の人たちとの間に摩擦があるな
と思っていて、英語の分からない人にも
気軽に英語が喋れるように、何かガイド
を吊り下げたり貼ったり、電車の中を少
し変えて英語に触れられるようにしよう
という企画でした。電車を半分貸し切っ
て交流できるスペースにして、半分は普
通にみんな電車に乗っていると。英語は
ちゃんとした文法じゃなくても伝わるん
だな、というのがわかるようにというア
イデアだったんですね。割と具体的な企
画にできたなと思ったんです。  

ただ中間発表の段階で、甲賀さんに何が
「いいおせっかい」なのか考えないまま押
し付けちゃうのはどうか、という疑問を
投げかけられました。この提案で本当に
おせっかいしたい気持ちになるのか、も
っと行動に訴えかけるようなことをした
らいいんじゃないか、と。「おせっかいに
ついて研究をしてからそういう企画をや
るべきでしょ」と言われて。だったら研
究所ということにして、そこで得られた
ノウハウを企画に活かしていこう、とい
う話になりました。  

そして、大阪の人はおせっかいなのに、
それを活かせていないのは、英語ができ
ないことが1つの壁だと思ったので、それ
を解決するための後押しとして簡単なフ
レーズで外国人に対応する、というアイ
デアを提案しました。

̶おせっかい研究所のチームは何人でし
たか？

林：5人ですね。2期生は全部で3つグル
ープがあって、「お手紙食堂」という企画
をまとめたグループは印象に残ってま
す。同じマンションにいるのに交流がな
いために生まれる、老人の孤独死や鍵っ
子の問題を解決するために、マンション
の1階にご飯を食べられるスペースをつく
り、そこに郵便物が届いていたら配って
あげる、というアイデアでした。

̶「enocoの学校」に参加してenocoの
イメージはどう変わりました？

林：enocoは、水都大阪の事務所がある
場所、みたいな認識でした。でも「enoco

の学校」に参加して、館内のギャラリー
で展覧会やイベントが行われているのが
わかって印象が変わりましたね。

̶ネットワークも広がりました？

林：広がりました。水都大阪のボランテ
ィアでもだいぶ広がったんですけど、
「enocoの学校」ではさらに。おせっかい
研究所の活動を事業化しようと決断して
からもいろんな人と出会っていますね。

enocoの学校

林佑磨 
（大阪おせっかい研究所所長／enocoの学校2期生）

2016年9月21日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 松本拓（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる
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英語の監修をしてくれる人、最初に「3

フレーズでできる英会話」というイベン
トをさせてくれた縁活など。そのときに
来てくれた王子商店街の人と、その企画
を王子商店街で展開しようという話にな
ったり。

̶「おせっかい研究所」を法人化された
んですね？

林：いえ、実際にはまだ任意団体です。
この活動をしっかり事業化したいと思っ
て、2014年の9月に会社を辞め、2015年
の3月に「大阪おせっかい研究所」とし
て正式に立ち上げましたが、事業化には
まだまだです。

̶今実際にどういうことをされてるんで
すか？

林：今まで「3フレーズ英会話」の企画
をやっていたんですけど、4回やってみ
て、みんな働きながらなので「ちょっと
しんどいね」という話になったんです。
それと英語を教えるばっかりの団体にな

りつつあったんで、それは見直して「長
期的視点でやっていこう」となりました。
それでこの前の6月に、文の里商店街で
お弁当をみんなでつくろう、というイベ
ントをしました。おせっかいな人が多い
商店街との関わりを強めていきたいと僕
は思っていて、文の里商店街の事業部長
さんと一緒に進めていけたのはよかった
です。他にも直近では、9月に心理学の
専門家をお呼びして、おせっかいと心の
関係を勉強するようなイベントを行いま
した。  

ただ、おせっかいの定義や「どういうお
せっかいがいいのか」ということがまだ
ちゃんと言えてないんです。僕はおせっ
かい研究所の所長なんですけど、所長自
身が「何がいいおせっかいか」が分から
なくなってきてしまっている状況なんで
すよね。名刺には「相手が喜ぶおせっか
いを研究する」と書いているんですが、
本当にいろんな人が、いろんなおせっか
いのイメージを持ってるんですよね。な
ので、外部からも興味があると声をかけ
てくれるんですけど、うちの研究所と関
わってもらうか、というところの判断が

難しいんです。「自分たちの活動は今後こ
うあるべきだ」というメンバー間での共
有もできていない。1年経ってみて、ちょ
っとやばいなと感じてます。  

メンバーもモチベーションが下がってき
ているかもしれませんし。結局ビジネス
の方向にするか、ボランティアの方向に
するか。会社勤めしながらやっているメ
ンバーと僕みたいに会社を辞めてしまっ
ているメンバーとは立場が違うんですよ
ね。そして実際はお金は稼げてないわけ
ですよ。今、結構瀬戸際ですね。

̶enocoから新しい取り組みが生まれま
した、よかったです。だけじゃないです
もんね。

林：ただ、「enocoの学校」の講師にも来
られていた、「ハローライフ」という就職
支援活動を行っているスマイルスタイル
代表の塩山さんともお話をさせてもらっ
て、大阪府の就労支援事業にも巻き込ん
でもらったんですよ。東京からの移住希
望の人と一緒に商店街のツアー事業をや
ろう、と。今後の活動の軸にして、お金

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図

を稼げるところまで持って行きたいんで
すよね。  

一方で、事業とは関係なく、もっといろ
んな人が話せる場所も欲しいなと思って
ます。事業性を持ってやっていくところ
と、みんなでワイワイ語る場をつくると
ころ、その二つを進めていきたいなと思
います。

̶おせっかい電車のときにもあったコン
セプトですね。

林：enocoの学校で講座の後に「夜学」
というのをやってるんですよ。講師の方
と講義終了後に飲みに行くんですけど、
その時間が意外と大事だったりするんで
すよね。講義受けてるだけだと質問がで
きないことも多くて。「打ち上げ」や「飲
み会」じゃなくて、「夜学」と言ってしま
っているところが「enocoの学校」の隠
れた大事なところなんじゃないかなと。
松本：古今東西、どこでも本音で語れる
場はやっぱりお酒が入る場ですよね。そ
ういうところで思いがけないつながりが
できたりとか、縁が生まれたりとか。ど
んな飲み方をしたらいいかとか、誰を呼
び込むかとか、目的を考えるようになる
んですよね。単に飲むんじゃなくて場所
がツールになっていくというか。
林：今まで夜学やらなかった先生いない
ですもんね。
松本：フラットな立場で話し合いができ
るお酒の席も学びの時間なんですよね。
人との掛け合い、やりとりから出来事が
起こることもあって、クリエイティブ分
野の人は、なんとなくそういうことを感

じている気がします。習慣的なことだと
思うんですけど、そういうところと縁が
ない人から見たら「ただの打ち上げじゃ
ないか」みたいに思われるでしょうけど。
その良さを感じてもらいたいな、という
思いがあるんだと思いますね。
林：本当にそう思います。

林佑磨（大阪おせっかい研究所 所長）
1988年愛知県生まれ。就職のため、大阪に移住し
て4年。2014年にenocoの主催する「enocoの学
校」への参加をきっかけとして受講生の有志と「大
阪おせっかい研究所」を設立。おせっかいについて
研究することで、人がおせっかいになる要因を探り
出し、大阪のおせっかい文化の発信と普及に注力。
現在は「おせっかい診断」など、人が気軽におせっ
かいできるようになる仕掛けづくりを検討中。
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真っ白な万能塀に何か出来ないかと思い始まったプロジェクトで
す。タワーマンションも竣工し、壁画はすでに撤去されてしまいま
したし、参加してくれた子供たちも成長し、まちの様子はこの数
年で随分変わりましたが、この時制作したアニメーションがまち
の一つの記録として残っていけばと思います。

6MONTHS

69  新規住民と近隣の既存住民のための交流の場をつくる

70  工事現場の壁面を彩り、コミュニケーションツールへ変える

事業概要

 » DECO×enoco壁画プロジェクト
enoco北側のタワーマンションの建設工事にともなって設置されていた仮設塀に、東隣のマンショ
ン住民などとともにカラフルに絵付けされた磁石シートを使って、動物や植物、建物や道や川など
「enoco島という（想像の）まち」の壁画を描くプロジェクト。磁石シートを動かしてコマ撮りアニメを
つくる、アニメにあわせた物語と音楽をつくるという数回のワークショップを経て、最後に壁画やそれ
にまつわる創作物をお披露目する地域住民のためのお祭りを開催した。

2013年12月15日 vol.1 「ふしぎなenoco島をつくろう！」
2014年1月12日 vol.2 「ふしぎなenoco島のアニメーションをつくろう！」
2014年4月20日 vol.3 「ふしぎなenoco島のものがたりと音楽をつくろう！」
2014年8月2日 vol.4 「ふしぎな江之子島のまちをつくって、お祭をひらこう。」
参加人数：97名（のべ）

アーティスト：井上信太（美術作家、アートディレクター）、海上梓（アニメーション作家）、
小島剛（音楽家）、井上サトシ（音楽家）
主催：enoco、DECO（江之子島A＆Lマネジメント）

関連事業
 ▷4YEARS 江之子島まちづくり事業との協働

実施のコツ！

 » 磁石シートで遊びを生み出す
仮設塀の性質を活かし磁石シートを使って、住民や通行人がそれを動かし
て遊ぶなど多様な関わり方を促した。また、原状復旧も容易にできるよう
考慮した

 » 徐々に盛り上げる
壁画から派生するプログラム（アニメ、音楽など）をつくり、次第にまちの活
動が増えていく期待感を醸成した

 » 交流の機会を確保する
参加者を広く募り、新規住民がマンション内住民だけでなく近隣住民など
とも交流できる機会とした

マグネットシートを動かしてコマ撮りアニメを撮影。参加した子どもたちにも出演してもらった

1YEAR

71  アート・デザイン実践者とのネットワークをつくる
72  施設立ち上げ期の認知度向上・来館促進を行う
73  周辺地域と顔の見える関係をつくる

74  学生にアートの実践現場を提供し、社会との接点をつくる
75  将来的に美術教育や 

 アートマネージメントを担う人材を育成する

76  キャラクターを通じて 
 次世代を担う子供たちにも事業内容を伝える

77  ダム認知度向上や環境教育に活用できる広報ツールをつくる

78  市民による公共空間の自主的な運営の仕組みをつくる

79  空間整備事業を通じて 
 市民側からのコミュニティづくりを促進する
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事業概要

 »えのこじま凸凹ラジオ
enocoと隣接するマンションエリア（江之子島2丁目エリア）でのみ聴くことのできるローカルなミニ
FM放送局。周波数は89.2MHz。インターネット等での放送ではなく、実際にenoco北側タワー
マンションエントランス前から電波を飛ばして放送しており、ラジオ受信機でのみ聴くことができる
（一部の放送は後日Webサイトにて発信）。DJはenocoスタッフやenocoサポーターが務めている。
ラジオ自体は顔の見えないメディアだが、狭い範囲にしか電波が届かないため、聴くためにはenoco
周辺に来なければいけないという逆説的な状況を生み出すことで、ラジオを通して人が集うきっかけ
づくりを行っている。テーマは「みんなでつかう、みんなのラジオ」とし、住民や近隣施設などによる
番組放送も可能としている。

2015年11月23日開局
2016年6月～本放送開始
共催：江之子島A&Lマネジメント（DECOBOCO）
協力：毛原大樹（ラジオ・アーティスト）

［提供番組］
今月のenoco（週1回放送）　DJ：enocoスタッフ
ランチタイムラジオ（月1回放送）DJ：enocoスタッフ
オヤラジ！（月1回放送）DJ：enoco＆DECOBOCOスタッフ
夢をかなえる　おかねのはなし（月2回放送）DJ：ねこまね、メトロン（enocoサポーター）
チョビヒゲさんのアートな散歩、（月1回放送）DJ：チョビヒゲ（enocoサポーター）
ぼうさいラジオ（不定期放送）DJ：大西一輝（ゲストDJ：津波・高潮ステーション）
今月のDECOBOCO（不定期放送）DJ：DECOBOCOスタッフ
DOUBLE  GOOD RADIO（不定期放送）DJ：辺口芳典、水内義人
他、特別放送番組あり

関連事業

 ▷4YEARS 江之子島まちづくり事業との連携
 ▷1DAY えのこdeマルシェ
 ▷1DAY えのこじま文化祭

ラジオ型ブースをマンション前に設置し、顔の見える場所で放送を行っている

放送しながらまちを見守るというスタンスでゆるやかに運営して
います。ラジオブースが目立つため、放送していると住民の方に
も声をかけていただけるようになりました。顔の見えるメディアと
して、江之子島のまちの人々にこれからもっと活用していただけ
たらと思います。

クリエイターにも府民の方にも、とにかく一度来てもらうというこ
とが課題だった立ち上げ期。トークイベントは気軽に足を運びや
すいコンテンツのひとつですので、初動期に集中して開催しまし
た。「今後enocoとして何か連携・協働できる人や動きを拾う・
つながる」という観点からゲストをお招きしたのですが、1年目は
とにかく多様に、2年目はテーマを絞って、と趣向を変えて実施し
たのも、ネットワークが広がってよかったように思います。

2YEARS

71  アート・デザイン実践者とのネットワークをつくる

72  施設立ち上げ期の認知度向上・来館促進を行う
73  周辺地域と顔の見える関係をつくる

事業概要

 » エノコジマ・クリエイティブ・カフェ  
 （2013年度より「enocoクリエイティブカフェ」）
アートやデザインによる地域づくりや課題解決等、enocoの事業内容や目的に近しい分野で関西
を中心に活動するゲストを招いてのトークイベント。2年目からは「西区発見！」というシリーズを展
開した。

2012度～2013年度
計22回開催

［開催例（一部）］

2012年6月4日 「都市とアート・プロジェクト～実践の現場から」
ゲスト：林泰子（アートマネージャー）、吉澤弥生（社会学者／NPO法人 [recip]代表理事）

2012年8月10日 「まなざしのデザインから創造性の共有社会へ」
ゲスト：ハナムラチカヒロ（ランドスケープアーティスト）

2013年1月18日 「大阪と瀬戸内文化圏―瀬戸内国際芸術祭2013」
ゲスト：北川フラム（瀬戸内国際芸術祭総合ディレクター）

2013年3月2日 「万城目学と語る大阪近代建築の魅力
ゲスト：万城目学（作家）

参加人数：615名（のべ）

関連事業
 ▷6MONTHS 西区発見！

実施のコツ！

 » 今後のつながりを意識する
ジャンルを限定せず、大阪を中心に活発に活動しているクリエイターや協働
の可能性がある実践者などをゲストに招く

 » 気軽な雰囲気をつくる
平日の夜を中心に、仕事帰り等にふらっと立ち寄ってもらえるようにする

カフェ横スペースを活用し、カフェのドリンクを飲みながら聴くことができるようにした

実施のコツ！

 » ローテクであることを大切にする
インターネット配信ではなく、実際に電波を飛ばして発信する

 »アートと生活情報のバランスを保つ
アート情報だけでなく、生活に密着した情報（お金の話、防災の話など）
も発信する

 »自主制作番組を持つ
誰でもDJやディレクターになることができる仕組みとし、enocoサポータ
ーによる自主制作番組も放送している

 » 災害への意識を持つ
ラジオは災害時に有効なメディアであるため、隣接施設である「津波・高潮
センター」による番組も放送している
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事業概要

 » 安威川地域マスコットキャラクターの展開
安威川ダム完成までの間に、市民、特に児童や青少年がダムや周辺エリアに親しみを持つことがで
きるようにダムのマスコットキャラクターを制作した。キャラクターは一般に公募し、197点の応募
の中から最優秀作品を決定。安威川流域に生息するオオサンショウウオをモチーフにした架空の生
きもの「オーサン」というキャラクターが選ばれた。その後、「オーサン」がより親しみを持って市民に
受け入れられるように、参加型のプロセスを経て「絵本づくり」が行われた。具体的には、大学生と
ともに安威川流域の自然環境とダム建設の関係を防災の視点からリサーチし、その内容を元にディ
スカッションやワークショップを重ね、ストーリーを組み立て、小学校やフェスティバルなどで市民に
「オーサン」のイラストを描いてもらい、それらを組み合わせて絵本をつくった。

2013年度～2015年度
2013年9月～2014年1月：マスコットキャラクター公募
2014年4月8日　入賞作品表彰式
2014年度 大学生によるリサーチ等
2015年度 絵本づくりワークショップの実施、絵本の完成

関連事業

 ▷4YEARS 安威川ダム周辺整備基本構想（案）作成事業
 ▷4YEARS 安威川ダムファンづくり会
 ▷1DAY 安威川フェスティバル

絵本の表紙。読み聞かせなどを通して子供たちにダムや地域のことを知ってもらうツールとした

キャラクターづくりのプロセスから地域の子供たちに関わっても
らい、子供たちとともに成長し、変化するイメージをもってキャラ
クターをつくっていきました。キャラクターが登場する絵本をつく
ったことで、この先、読み聞かせなどを通して大阪府域全体へ広
げることができる教育ツールとなったと思います。

アーティストでもなく美術の先生でもない、“セミプロ”とも言える
学生という存在は、市民の方にとっては親しみやすい存在のよう
で、美術や文化施設と人をつなぐ良き媒介者となってくれました。
また柔軟なアイデアとこだわりで普段とは異なる展示室の使いこ
なしを見せてくれることもあり、施設活用の良いモデルケースづく
りにも役立っています。実社会での実践教育の現場を求めてい
る大学と、市民に開かれた場となり様々な人々の創造性や参加
度を高めていくことを目指す公立施設の連携は今後さらに強化
が必要だと考えています。

1YEAR

74  学生にアートの実践現場を提供し、社会との接点をつくる

75  将来的に美術教育や  
 アートマネージメントを担う人材を育成する

76  キャラクターを通じて  
 次世代を担う子供たちにも事業内容を伝える

77  ダム認知度向上や環境教育に活用できる広報ツールをつくる

事業概要

 » 大阪成蹊大学×enoco連携アートプロジェクト
大阪成蹊大学芸術学部表現教育コースの学生が、enocoスタッフのサポートを受けながらenoco
の展示室を活用する企画を立て、実際に展示するまでを体験するプログラム。美術を通じたコミュ
ニケーション力の養成に重点を置き、学校や地域社会における美術の実践方法を学ぶ「表現教育
コース」の授業の一環として実施。教員とも連携を取りながら公立施設という開かれた場所でのプ
ログラム実践を通して学生が社会と美術の接点を考える機会をつくる。

2015年度～2016年度

2015年2月9日～14日 エノコどこのこ？「アートのこども！！」展
2016年7月12～17日 
「かならず  いつも  そばに  ちかくに  ここにある  でも期間がある  たくさんの個」展

2017年1月10～15日 「ひょうきょうeno国」展
主催：大阪成蹊大学芸術学部、enoco

実施のコツ！

 » 学生のアイデアを活かす
enocoは場所の指定と実務的なアドバイスはするが、企画自体は学生のア
イデアを活かすことで学生の主体性と責任感を高める

 » いつも同じ会場を活用する
学生間（上級生／下級生）で情報やノウハウが蓄積されるようにする

 » 大学の授業の一環にする
大学と協定書を結び、授業の一環として設定することで学生が集中して取
り組むことのできる環境をつくる

会期中は学生が会場に待機。地域の子供がふらりと遊びにくる姿がよく見られた

実施のコツ！

 » 応募のための下準備を行う
公募を行う前に学校などでワークショップを行い、ターゲットとなる子供た
ちからの応募を促した

 » 学びのツールをつくる
子供たちがキャラクターを通じて環境教育を学べるツール（絵本）とした

 » 絵本づくりを学びの入り口にする
地域の子供たちが参加して絵本づくりに関わるとともに、自然環境や地域
社会について学ぶ機会を提供した

 » キャラクターが成長する
地域とともに、成長し変化するキャラクターブランドの構築を目指した
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近隣の自治会の理事会へ意欲的に参加し、工事の進捗報告や
疑問点について模型等を用いて説明を行い、様々な課題につい
て話し合うことでお互いが納得しながら事業を進めることが出来
ました。また、現地説明会や住民説明会を開催したことにより、
近隣住民を始めとする様々な方たちから意見を頂くことが出来
た。今後は、『木津川遊歩空間を楽しむ会』を中心に、木津川遊
歩空間の環境保全と緑化推進、及び地域住民や利用者同士の
交流促進を行い、地域全体の活性化を図っていきます。

1YEAR

78  市民による公共空間の自主的な運営の仕組みをつくる

79  空間整備事業を通じて  
 市民側からのコミュニティづくりを促進する

事業概要

 » 木津川遊歩道空間整備事業における制度設計補助
現地説明会や住民説明会を開催し、木津川遊歩空間の供用開始に向け、地域で活動をしている
人、緑に関する活動をしている人、クリエイター等の地域人材の発掘をさらに促進した。地域人材
のマッチング、交流のプラットフォームとして、木津川遊歩空間の維持管理・利活用のための任意団
体『木津川遊歩空間を楽しむ会』を発足した。当会では、花壇の植栽への散水といった維持管理
のほか、地域住民同士や利用者との交流、ヨガなど利活用のアイデアを実現していく。

2015年5月28日 第1回 現地説明会
参加者：20名
2015年12月19日 第2回 現地説明会
参加者：37名
2016年3月19日 オープニングセレモニー
参加者：87名

2016年4月1日『木津川遊歩空間を楽しむ会』発足

構成団体（2017年3月現在）：広教連合振興町会、特定非営利活動法人トイボックス、
大阪府立江之子島文化芸術創造センター

関連事業

 ▷5YEARS  木津川遊歩空間整備
 ▷6MONTHS 木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ
 ▷3MONTHS 木津川遊歩空間整備計画ワークショップ

実施のコツ！

 » モデルケースを意識する
公共工事に伴う市民参加について実施検討し、他地域にも応用が可能な
モデルケースとして手法をまとめ、発信する

 »まちづくりとして位置付ける
地域住民とクリエイターやNPO 等の協働によるまちづくりを進めるための
団体を発足した

 » 管理運営を同時に考える
今後の管理運営の体制構築検討をさらに進める

使いこなしの一事例「あおぞらヨガ」。今後、広場も含めた空間の活用を展開していく

3YEARS

80  親と子どもの新しい関係性や対話を引き出す

81  地域課題の解決の糸口を得る

82  文化芸術に関する都市施策の相談窓口として機能する

83  施設の認知度をアップし、ブランド力を強化する
84  地域のクリエイターとのネットワークを発展させる

1YEA
R
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事業概要

 » enocoのそうだん[eno so done!]
enocoでは2014年度から、「創造性による都市魅力の向上ならびに都市課題の解決を実現するた
めの拠点」となることを主たる目的に掲げ、中心的事業としてこのeno so done! を実施。アートや
デザインのクリエイティビティを活用した行政課題の解決や、ブランディング、シティプロモーション
といった都市施策のトレンドに取り組む市町村職員等にとって、enocoが身近な相談窓口となるこ
とを目指し、効果的なアドバイスや気付きを提供するプログラムを重ねて実施した。

2014年度 個別相談会（15回開催）
アドバイザー（順不同）：甲賀雅章、大南信也、忽那裕樹、塩山諒、渡辺豊博、茶谷幸治、河井孝仁、
日下慶太、中島淳、醍醐孝典、藤原明
2015年度 フォーラム（3回開催）
講師（順不同）：松下啓一、河井孝仁、中島淳、北澤潤、曽我部昌史、廣野研一、甲賀雅章、忽那裕樹
2016年度 相談会（1回開催）
アドバイザー（順不同）：河上友信、甲賀雅章、忽那裕樹
2016年度 大相談会（1回開催）
アドバイザー：古田菜穂子、影山裕樹、河上友信、甲賀雅章
2016年度 デザイン相談会（1回開催）
アドバイザー：鯵坂兼充、池田敦、タナカタツヤ、増永明子、山内庸資

上記の他、随時相談を受け付けている。随時の個別相談については、基本的にenocoスタッフが
アドバイザーとなり、必要に応じて専門家やクリエイターを紹介している。
（2015年度、2016年度で24件）

関連事業

 ▷1.5HOURS enocoのそうだん[eno so done!]個別相談会
 ▷3HOURS enocoのそうだん[eno so done!]フォーラム

個別相談会はクローズドで行い、じっくりと相談できる環境をつくった

様 な々事業を行っているenocoは、外部から「何をやっているの
かわからない」と言われ、大阪府の文化行政の基本姿勢を明確
に打ち出す意味でも、「文化・芸術による社会課題の解決」を前
面に打ち出して、事業にメリハリを付けるようにしました。その効
果か、2015年くらいから、普段からenocoに様々な相談が持ち
かけられるようになってきています。

親子で参加できるワークショップは親が主導して創作を行うとい
う状況がしばしば起こりがちです。このワークショップでは、親と
子が別 に々作業する時間を持つことにより、子どもからは親の普
段とは違う様子を見ることができて面白かったという声や、親は
子どもの成長や大人にはない柔軟な発想力を実感できたという
声が多数寄せられました。お互いの「こんなところがあるんだ」と
いう発見が、日常の親子関係の中に新しい視点をもたらすことに
なっていれば、と思います。

3YEARS

80  親と子どもの新しい関係性や対話を引き出す
81  地域課題の解決の糸口を得る

82  文化芸術に関する都市施策の相談窓口として機能する

事業概要

 »タチョナ×enoco企画「オヤトコエノコ」
親と子どもが互いに関わりながら作品をつくりあげる親子ワークショップシリーズ「オヤトコエノコ」。
アートを軸にしたワークショップを通して、親と子がそれぞれ一個人として協働作業に取り組み、互
いの考えや、日常生活ではなかなか見えない側面を見出すきっかけづくりを行った。2015年度、
2016年度には親子で参加するワークショップを実施し、2017年度には特別編として、子どもが普
段の生活の中で感じたり考えたりしていることを引き出し、そこから親世代を対象とするワークショ
ップを子どもたちだけで企画するというワークショップを開催した。

2015年1月31日 「モシモ人形」を作ろう！～ワタシのボクの分身人形～」
講師：菊川法子（立体イラストレーター）
2015年2月28日 「○まる  △さんかく  □しかく の絵本づくり」
講師：土居安子（一般財団法人大阪国際児童文学振興財団　主任専門員 ）
2015年3月7日 「カオ！カオ！＼ (^○^)／写真大絵巻！」
講師：池田朗子（美術家）
2016年1月31日 「わが家の…初級編／わが家の曲を作ろう！」
講師：かつふじたまこ（音楽家）
2016年2月28日 「わが家の…中級編／ワガヤ体操を作ろう！」
講師：キスヒサタカ(体操の師匠 )
2016年3月27日 「わが家の…上級編／わが家の…を作ろう！」
講師：SjQ（音楽ユニット）

［特別編］
2017年2月4日、2月18日、3月4日「ヒミツの子ども企画会議」
講師：小川百合（プランナー）

関連事業

 ▷5YEARS タチョナ×enoco

実施のコツ！

 » 親と子をあえて引き離す
親チームと子どもチームに分かれて作業をする時間をつくることで、親が創
作を主導することなく互いを客観視する機会をつくった

 » 親同士の交流を重視する
子どもの発達段階にあわせた複数のプログラムを展開し、同年代の子ども
を持つ親同士が交流できる機会をつくった

子どもがつくった人形のキャラクターを親が子どもにヒアリングして考え、お披露目。親の主体性や創造性も引き出す

実施のコツ！

 » 実務を重視
知識の学習で終わらない、実務に即した個別の事情に役立つ情報が得ら
れることを重視した

 » 相談だけで終わらない
相談に来て終わりではなく、その後も継続的にenocoがサポートできるこ
とを強調した

 » 成果を共有する
課題やそれに対する専門家のアドバイスをenocoに蓄積して、共有できる
ようにすることを考えた

3YEARS
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̶東さんとenocoとの関わりは？

東：2014年度にeno so done!で、シティ
プロモーションの専門家である東海大学
の河井孝仁先生がアドバイザーに来られ
たときに、相談にきたのが一番最初でし
た。ちょうどシティプロモーションに悩
んでいたところだったので、これだ！と。
クリエイティブな力が試されるのに、行
政としてそういうノウハウが非常に少な
いんです。とても勉強になりました。実
はそれ以降、河内長野市でプロモーショ
ンをやっている取り組みの大部分が、そ
の時に聞かせてもらった話がベースにな
っています。
高岡：当時河井先生のことはご存知で 

した？
東：全然知らなかったです。

̶東さんは河井先生のお話のどういうと
ころに面白さを感じたのでしょう？

東：私、都市魅力戦略課という部署の政
策戦略係長という肩書きなんですけど、
そこにはプロモーションや外向けの発信
に力をいれていこうという市の思いがあ
るんです。でも単に目立てばいい、単に
発信すればいいではダメだよねというの
が私たちの思いだったので、それで悩ん
でいたんです。その悩みと河合先生の話
とちょうどはまったんですよね。 河 内
長野市は「奥河内」と銘打って、大手広
告代理店の力を借りておしゃれな観光プ
ロモーションをやっています。モデルを
活用したイメージはとても評価が高く、
私も自慢なのですが、でもどれだけきれ

いに見せても市民がついていってない、
現実的な観光客の集客にはならない、と
いう意見があって。

̶イメージだけになってしまっていると。

東：そうです。それに対して、河井先生
が言ってくださった「地域参画総量」と
いう考え方に納得できたんです。つまり
街の熱量みたいなもの。それは人口を増
やすとか観光客を増やすとか、人数を増
やすことで地域のその活動量を増やすの
ではなく、人数が少なくてもひとりひと
りの活動量が増大していけば、街としては
活性化していくんじゃないかという考え方
です。河内長野市を気に入ってくれてい
る人たちの関わりを増やしていくプロモー
ションをしないとだめだという話ですね。
高岡：僕の印象では河井先生のアドバイ
スがあってからの東さんの動きがめちゃ
くちゃ早かったんですけど、その後の具
体的な動きとしてはどういう展開をして
いたのでしょう？
東：その後、市民の方々と一緒に、約１
年をかけて「都市ブランド検討会議」を
開催し、河内長野市のブランドメッセー
ジを考え、この街を愛するネットワーク
を広げましょうという取り組みを進めま
した。河井先生には講師として来ていた
だきました。そしてパンフレットをつく
りました。

̶ワークショップを行った、という感じ
ですか？

東：やってることはワークショップです。

広報に載せたりインターネットで情報を
出したり。すると興味が興味を呼んで参
加者が集まりました。学生ボランティア
募集、というかたちで近隣の大学にチラ
シを撒いたので、若い人たちも来てくれ
ました。テーマが若い人たちにも共感し
てもらえていたのかなと思います。今で
も結構来てくれるんです。実際は「就職
活動でこういうことをした経験がほしい」
という学生も多いですが。
高岡：社会活動をやりました、という。
東：そこで、今年はインターンという位
置づけにしてみたんですよ。そしたら十
数人来てくれて大変ではあるのですが、
せっかくなので「こういうことができた」
という経験を積んでもらいたいと思って
います。学生の発想は面白いんですよ
ね。当時来てくれた子たちがちょうど来
週イベントをするんですよ。河内長野市
のキャラクターでモックルというのがい
るんですが、その人形をつくるというイ
ベントです。
高岡：それは河内長野市が主催というか
たち？
東：そうですね。意外とモックル好きな
人が関心を持ってくれるんです。ゆるキ
ャラグランプリ何位！というのが重視さ
れて、そのためにどれだけ「バズらす」
かという話も多いんですけど、モックル
は河内長野が好きだと言ってくれる人の
シンボル。私は単なる順位じゃなくて、
好きだと思ってもらうことが大事だと思
っています。

̶都市ブランド検討会議は行政の中でど
ういう立ち位置なんですか？

enocoのそうだん[eno so done!]

東映道 
（河内長野市 総合政策部 都市魅力戦略課 政策戦略係長）

2016年8月22日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる

Project Related Interview05

東：当初立ち上げたときは一般的な講座
でしたね。講義形式として参加者を募集
しました。立ち上げた1回目、河井先生に
講演に来てもらったときに「参加人数が
多い」って言われたんですよね。30人く
らい参加してくれたんですが、「5人でい
い」と。ちいさな輪から広げていかない
といけない、と言われました。
高岡：東さんがファシリテーターみたい
な役周りをずっとされていたのですか？
東：私自身もしてましたし、他にも講師
を依頼しました。他にゲストとして『月
刊島民』を手がけている編集組織140Bの
中島敦社長も来てくれました。当時メッ
セージをみんなで考えていて集約するの
にすごく苦労してたんですけど、中島社
長の話がみんなの心にふっと落ちたんで
すよね。メッセージがある程度まとまっ
たんです。
高岡：そうやって市民の人に集まっても
らって会議をしていた一方で、行政内部、
たとえば都市魅力戦略課内の職員の人た
ちの意識の共有はできていましたか？
東：うーん、庁内自体はまだまだ。縦割
りの仕事からは逃れられない。たとえば

観光PRの部署が別にあってそこと連携
しながら進める必要があるんですが、現
実は難しいです。縦割り庁内の連携は課
題ですが、解決はなかなかできません。
今の都市魅力戦略課は広報的なポジショ
ンで、観光はもっとイベント的なことを
しています。どこの市町村でもそんな感
じじゃないでしょうか。意見交換や協力
体制はもちろん取れるんですけど、がっ
ちり一緒になれるかと言われたら、組織
の関係があってそう簡単にはできないで
すね。
高岡：一方で東さんは役所内部に留まら
ず、学会も立ち上げられているんです 

よね。
東：eno so done!に最初に来た時の一番
最後の話題が、公共コミュニケーション
学会という河井先生が主催されている学
会の話だったんです。一度自分たちが考
えているようなことを学会で発表してみ
たらどうか、と提案いただいたので、学
会でいろいろと意見交換させてもらいま
した。ただ、首都圏ですので関西でやる
機会がなかなかない。だから関西チーム
を立ち上げてくれないか、と河井先生に

請われて関西部会を立ち上げました。今
は公共コミュニケーション学会関西部会
として、年に何回か、意見交換やシンポ
ジウムの機会を持っています。それが、
eno so done!スペシャルの時の発表につ
ながるんです。
高岡：2015年度ですよね。そのときの
eno so done!は個別相談ではなく、フォ
ーラム形式にして、公共コミュニケーシ
ョン学会関西支部と一緒にやりましょ
う、という話になりましたね。メンバー
の方々に基調講演してもらいました。
高坂：めっちゃ動き早いですよね。
高岡：行政の方で、東さんみたいにババ
バッと動く人はそんなにいないと思い 

ます。
東：たまたまうまく進んだだけですよ。
いろいろと失敗や悩みは多いです。

̶課題だなと思われているものはなんで
しょう？

東：どうやって市民の愛着を増やしてい
って熱量をあげていくのか、ですね。最
初はコアな人が集まって、コアな人たち

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図
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事業概要

 » enocoニュースレター
enocoの広報誌として、2014年度から年4回（季刊）発行している。多岐に渡るenocoの事業や施
設について広く知ってもらうことを目的に創刊した。コンテンツは、特集4ページ／今後開催される
展覧会やイベント情報／展覧会・プログラムレビュー／イベントレポート／コラム／江之子島まちづ
くり事業の告知・レポートページ／カフェトーク/スタッフのつぶやきなど（2016年度現在）。非公式
キャラクター「エノケン」はこのニュースレターから生まれた。

2014年度～継続中
年4回発行（1月/4月/7月/10月）
編集：enoco企画部門
アートディレクション：後藤哲也（OOO Projects）
デザイン：小池一馬（OOO Projects）
表紙・特集ページデザイン：毎号異なるクリエイター
イラスト（エノケン、似顔絵）：タダユキヒロ
配布部数：12000～15000部
配布先：enoco、全国の美術館、アートセンター、関西圏のギャラリー、芸術系大学、大阪府立中
央図書館はじめ府内公立図書館、府内市町村文化部局・企画部局など

これまでのニュースレターはすべてenocoWebサイトからダウンロードが可能

これまでのenocoニュースレター。「enoco」のロゴ使用も必須ではない

なかなか見えにくいenocoの活動を多くの人に分かりやすく伝え
るために創刊しましたが、enoco側にとってもクリエイターや様々
な人（読者）との出会いがあるような内容にしたいと思っています。
毎号デザインが異なることで統一したイメージを持ってもらいに
くいのではないかという懸念も当初はあったのですが、3年目に
入り「ニュースレターでenocoのことを知った」という声や、「デ
ザイナーを紹介してほしい」という声が少しずつ寄せられるように
なってきており着実に成果が出てきているように思います。

83  施設の認知度をアップし、ブランド力を強化する

84  地域のクリエイターとのネットワークを発展させる

実施のコツ！

 » 毎回変わるクリエイター
表紙と特集ページは毎号異なるクリエイターに依頼し、デザイナー等との
繋がりをつくるとともに、毎号イメージが変わることによって読者の次号へ
の期待感を高める

 »クリエイターの自由を保つ
表紙や特集ページについて、記載内容はごくわずかな一部のみ統一してい
るものの、原則クリエイターの自由なアイデアでつくってもらっている

 » オープンな雰囲気をつくる
コラムやスタッフによるイベントレポート、専門家によるプログラムレビュー
など複数の視点からenocoの活動をなるべくニュートラルに紹介し、オー
プンで関わりやすい雰囲気を出す

 »さりげなくPRしてみる
enoco地下のON THE BOOKS店主によるコラム、表紙・特集クリエイ
ターによる地下のカフェでのカフェトーク等を掲載し、enoco内のショップ
のPRも行う

3YEARS

の熱量はとても高い。それを1から2、そ
して3や4にしていく展開のところで、さ
てどうしようかと課題に感じています。
私の中ではやっぱりコンテンツ。みんな
と一緒に何かをつくっていく、そしてそ
れをしっかり見せていくことが鍵かなと
思っています。
高岡：学会に関わっている地方自治体、
職員の人の間でのシティプロモーション
における課題というのは、皆さんある程
度共通しているものなんですか？
東：関西近郊に限定すると、住んでもら
う人をどのように増やすか、ですね。
高坂：移住・定住促進ということですね。
東：はい。互いに奪い合いをしているよ
うじゃ、関西全体で大きく変われない。
プロモーションにしても、例えば子供の
医療費は何歳まで無料とか、引っ越しし
たらいくらもらえるとかを打ち出しても、
比較対象になるだけで、それでは将来が
ないと思っています。それは河井先生も
おっしゃっているんです。比較だけで来
てくれた人はまた他に有利なところがあ
ったら出ていくだけ。そういう層に向け
てプロモーションをするのはあまりよく
ないよね、という意見はその通りだなと。

̶市内の市民に熱量をあげてもらう取り
組みと、外から来てもらうという2つの
側面はどういう関連性があるのでしょう。

東：自分たちのまちに愛着をもっている
取り組み自体が、外からくる人への求心
力になるんじゃないかとは思います。そ
れを拡張するにあたって、そういう良さ
を見せるようなコンテンツがあればいい

のかなと。そのときに、暮らしと遊びが
一緒になって、ここが楽しいというよう
な雰囲気をつくっていければいいんじゃ
ないかなと思っています。
高岡：ちなみに、河内長野市に限らずど
この行政でも同じ悩みでしょうけど、も
し東さんがこの年度末で異動になってし
まったらどうしますか？
東：全然気にしてないというか、路線が
変わっても私はいいと思います。次の担
当者がやりたいようにやっていけばいい
と思います。個人的には、公共コミュニ
ケーション学会関西支部の立場として関
わり続けることもできますし。自分がや
りたいことは自分でやればいいですか
ら。だから私が異動したら、また違う人
が違う風を吹かせてくれる、とずっと言
っています。もし継続を重視するなら行
政計画にするべきです。そういう働きか
けはすごくいいと思います。私の方も今
年の目標は、そういう推進プランをつく
ることでもあります。

東映道（河内長野市 都市魅力戦略課 政策戦略係長）
河内長野市に生まれ育って40数年、小中学生にな
る一男一女を育てながら、地域にどっぷりと根付く
市役所職員兼消防団員。1997年に河内長野市役所
に入庁。生涯学習推進室、商工観光課などを経て、
現在は市の宣伝マン、広報マンとして、人・自然・
歴史・文化が輝く河内長野市の魅力を多くの同志と
共に、知恵を出し合いながら、日々、地域の魅力を
発掘、発信し、愛着づくり、共感を広げるプロモー
ションに励む。
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4YEARS

vol.1
デザイン：後藤哲也
撮影：佐伯慎亮
特集：「enocoのこれまで  そしてこれから」
2014年4月発行

vol.2
デザイン：増永明子
撮影：森義之
特集：「まちをデザインするークリエイターと行政
が協働する、これからのまちづくりー」
2014年7月発行

vol.3
デザイン：市野孝洋
撮影：クロダユウイチ
エノコヤ制作：スエロ建築研究所
特集：「enoco×大阪府20世紀美術コレクション」
2014年10月発行

vol.4
デザイン・撮影：NPO法人Co.to.hana
特集：「場をつくる」
2015年1月発行

vol.5
デザイン：イガキアキコ
撮影：有本真紀
特集：「人がまちをつくるーわがまちカンヴァスと
enocoプラットフォーム形成支援事業」
2015年4月発行

vol.6
デザイン：三重野龍
特集：「進化するワークショップ」
2015年7月発行

vol.7
デザイン：中崎航
イラスト：ミヤザキ
特集：「study???」
2015年10月発行

vol.8
デザイン：峠田充謙（design tôge〈設計峠〉）
特集：「人と人とがつながる拠点 enoco『クリエイ
ティブルーム』の住人たち」
2016年1月発行

vol.9
デザイン：赤井佑輔（paragram）
特集：「今、ふたたびの江之子島“わがまち”観光」
2016年4月発行

vol.10
デザイン：高橋静香
アートワーク：野原万里絵
特集：「ひとりの人から広がる未来ーenocoが
手がけるソーシャルデザイン」
2016年7月発行

vol.11
デザイン：鰺坂兼充・米須清成（SKKY.Inc）
撮影（特集ページ内）：福家伸哉
イラスト：マメイケダ
特集：「デザイナーと歩むパブリックデザイン」
2016年10月発行

vol.12
デザイン：池田敦・阪口玄信
（G_GRAPHICS INC.）
特集：「大阪のまちとアートの12年ー大阪府が
手がける文化事業」
2017年1月発行

これまでのenocoニュースレター
※デザインについては表紙と特集ページのデザインのみ。撮影やイラストについても表紙・特集ページのみ。

85  クリエイティブな交流拠点を生み出す

86  クリエイターやまちづくり活動との協働機会を増やす

87  新旧住民が出会う場を用意する

88  アートやデザインが日常の中にある街をつくる

89  文化施設が培ってきた  
 公共空間活用のノウハウや理念を普及させる

90  アートやデザインを活用した課題への 
 取組み手法を地域に根付かせる

91  地域の文化や資源を保全し、完成後多くの人 に々 
 活用されるダム整備のコンセプトをつくる

92  専門家やファンワークショップの意見を反映し、 
 ニーズにマッチしたダム整備の方向性や課題を示す

93  公共事業がもたらす恩恵を引き出すための 
 プラットフォームを構築する

94  周辺住民だけでなくその地域に 
 魅力を感じている人との協働を生み出す
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事業概要

 » 江之子島まちづくり事業との連携
「江之子島地区まちづくり事業」再開発により、「阿波座ライズタワーズ マーク20／フラッグ46」と
いう２棟のマンション、「日生病院」（2017年末竣工予定）が建設され、「アート＆ライフスタイル」をコ
ンセプトに新たなまちづくりを進めている。先行してオープンしたenocoは、文化施設としてその一
翼を担い江之子島A&L（アートアンドライフ）マネジメントと連携して文化的なまちづくりに関わって
いる。都心回帰による人口流入の多い大阪市西区だが、2棟のマンションはあわせて750戸以上と
なり、多くの人が新たにまちに住み始めることになった。また現在、江之子島の南側にある日生病院
が再開発エリアの北半分に移転してくることにより、以前からの近隣住民の方も今後、江之子島に
通うことになる。新旧住民が行き交うことになるまちで、人と人、人と文化の出会いをつくりだす活動
を展開している。

2013年～継続中
共催：江之子島A&Lマネジメント（DEBOCOBO）

［現在の主な連携事業］
えのこじま凸凹ラジオ
えのこじま文化祭

関連事業

 ▷180YERS 江之子島と大阪 
 ▷1YEAR えのこじま凸凹ラジオ
 ▷6MONTHS DECO×enoco壁画プロジェクト
 ▷1DAY えのこdeマルシェ
 ▷1DAY えのこじま文化祭

「めぐる」をテーマにまち全体を回遊できるイベントを協働で年1～2回実施している

一番最初に新しい江之子島のまちの住民になったenoco。当初
の真っ白い工事の塀に囲まれた風景を思い出すと不思議な気持
ちになるほど、まちには多くの人が暮らし始めました。都心の大
きなマンションなので、住民の皆さんにはそれぞれの生活があり、
地域に深く入り込んでいくようなプロジェクトは正直難しいと思
います。ですが、マルシェを楽しみにしてくださっている方、ラジオ
放送中に手を振ってくれる小さなお子さん、enocoの裏側を秘
密基地のようにしている小学生たち。そういった様子を見守りな
がら、ひとつひとつのプログラムを実施していくことで、そこに当た
り前のようにアートやデザインがあり、ふと何かやってみようかな
という思った時に何かできることがあるという日常をつくっていく
ことができればと考えています。

開館当初のenocoは、イベントや展覧会のない日には人がいな
い寂しい施設でしたが、クリエイティブルームを設置したことで、
常に誰かがいる状況が生まれました。特に青少年のためのアー
トプロジェクトに取り組むタチョナとは、様 な々事業で協働するこ
とになりましたが、やはり近くにいるということでいろいろとやりや
すかったです。

4YEARS

85  クリエイティブな交流拠点を生み出す

86  クリエイターやまちづくり活動との協働機会を増やす

87  新旧住民が出会う場を用意する

88  アートやデザインが日常の中にある街をつくる

事業概要

 »クリエイティブルーム・クリエイティブ シェアルーム
時間貸しの多目的ルームとして想定されていた２階の部屋のいくつかを、2013年度から月貸しのテ
ナントスペースとして活用。創造的活動やまちづくりなどに携わる個人や組織を対象に、enocoとの
協働などを条件として入居者を募集し、常に館内にクリエイターがいる状況をつくった。ルーム7は
2m×2mのブースを設置し、4組が共同で使うシェアルームとした。

［クリエイティブルーム］（2017年3月まで）
ルーム9：TSP太陽株式会社
ルーム10：一般社団法人 水都大阪パートナーズ

［クリエイティブシェアルーム（ルーム7）］（2017年3月時点）
Touch on art（一般社団法人タチョナ）
クリエイティブハウスおくむら
Ashita wo Design
Toi Fleur

実施のコツ！

 »クリエイターが引き寄せる
創造的な活動を行う人が拠点を構えることで、その人や組織とつながる人
が訪れると考えた

 » 情報共有を生み出す
大阪のまちづくりやアート活動に関わる人や組織が入居することで、各分
野における最新の情報を共有し、気軽に協働できる状況をつくった

 » 入居者への特典をつける
月貸しにして安定的な収入を確保するだけでなく、入居者が会議や催しで
他のルームを借りてくれることを期待した。入居者には特典として、ルーム
の使用料を半額にした

什器はenocoで制作。個別のブースと共有のミーティングテーブルがあり、利用者同士で利用時間を調整している

実施のコツ！

 » 新規世帯の特徴をつかむ
子育て世代などの流入が多く見込まれるため、子供向け、家族向けのプロ
グラムを意識する

 » 周辺地域を意識する
隣接するマンション住民だけでなく、西区を中心とした近隣住民にも参加
してもらえるイベントやワークショップを開催し、新規住民と既存住民が行
き交う状況をつくる

 »きっかけをたくさんつくる
様 な々参加の深度を想定したプログラム構成とする（マルシェ：特技や仕事
を活かして出店する、ラジオ：趣味や特技を活かして番組を持つなど）

4YEARS
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この事業を通して、府内の様 な々場所に出かけると、多様な大阪
が見えてきます。同じ課題を抱えていても状況は違うので、その
都度適したサポートを行いますが、第3者であるenocoが入り、
少しの後押しをすることで前に進むことがほとんどです。サポー
トが終了した翌年に「今年はこういうことを行いました！」という
報告をいただくことが何より嬉しいです。

4YEARS

89  文化施設が培ってきた   
 公共空間活用のノウハウや理念を普及させる

90  アートやデザインを活用した課題への  
 取組み手法を地域に根付かせる

事業概要

 »カンヴァススキームの市町村展開「わがまちカンヴァス事業」  
 （略称：わがまちカンヴァス）
大阪府とenocoが「おおさかカンヴァス推進事業」や「プラットフォーム形成支援事業」で蓄積して
きた公共空間活用のノウハウや理念等を府域に活かし、府内市町村における地域課題への取り組
みを、アートやデザインを活用して技術的に支援する事業。毎年度市町村から応募を募り2～4件
を選定し、各市町村の課題や目標、状況にあわせて支援内容を決定し、半年～1年かけてサポート
を行うことで、市町村域の公共空間活用の促進、地域の活性化、魅力発信等を推進した。

2013年度～2016年度
共催：大阪府

［成果発表会＆次年度公募説明会］
2014年5月22日
2015年3月17日
2016年3月4日

関連事業
 ▷3MONTHS かたのカンヴァス

実施のコツ！

 » 丁寧にニーズを拾い上げる
市町村のニーズや課題を把握するために、まずヒアリングや調査を実施し
適切な課題設定を行う

 » 事業の自立を前提にする
1～2年後には市町村等が自立して事業を推進していくことを目指したアド
バイスやサポートを行う

 » チームをつくりだす
enocoが第3者として関わり、適切なメンバーが集うプラットフォームを構
築する

 » 話し合いの場をつくる
具体的な解決策やアイデアを抽出する協議の場づくりを行う

成果発表会と次回実施者を募る公募説明会を開催し、自治体同士の情報・ノウハウ共有も行った

2013年度
交野市 ................市民協働によるアートイベント「かたのカンヴァス」の実施
泉南市 ................泉南市立埋蔵文化財センターによる文化財活用を核とした地域の魅力発信イベント「せんなんカンヴァス」の実施
高槻市 ................「高槻アート博覧会」の更なる発展と継続的な運営に向けた方向性の検討

2014年度
大阪市住吉区 ...「異文化理解・多文化共生」の場づくりイベント「KOTATSU PICNIC」の実施
河内長野市 ........市民主導の地域づくりのための「奥河内100人会議」の実施
泉南市（継続） ....埋蔵文化財センターと大学との連携推進
高槻市（継続） ....「高槻アート博覧会」の更なる発展と継続的な運営に向けた方向性の検討

2015年度
泉大津市 ............多様な世代が参加できる市民文化祭の再構築と「ごかんのおまつり」実施
大阪狭山市 ........狭山池築造1400 年事業でのプログラム実施に関するアドバイス

2016年度
枚方市 ................モビリティマネジメント施策の発信について推進体制の立ち上げサポート
茨木市 ................「サイクリング×観光」をテーマとしたローカルツーリズム（地域観光）実施に関するアドバイス
大東市 ................市民協働イベントについてのチームビルディングと組織づくりのアドバイス

「せんなんカンヴァス」（泉南市/2013年度）

「KOTATSU PICNIC」（住吉区/2014年度）

「ごかんのおまつり」（泉大津市/2015年度）

「かたのカンヴァス」（交野市/2013年度）

「奥河内100人会議」（河内長野市/2014年度）

これまでの「わがまちカンヴァス」
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̶河田さんがenocoと出会ったのは？

河田：2013年です。大阪府の文化課（当
時）からの「わがまちカンヴァスという
事業をします」という照会に「やりたい」
と答えたのがきっかけです。私は泉南市
埋蔵文化財センターという資料館みたい
な施設で働いているのですが、ちょうど
その頃、空調工事のため2ヶ月休館中で、
入館者を取り戻す方法を思案していたの
で、「アート作品があるとようけ人が来る
んちゃうか」と正直そういう気持ちでし
たね。「アートとデザインを生かして ...」
とあったんですが、僕「アート」にしか
目がいかなかったのです。しかも頼むの
はタダや、とそんな軽い気持ちからです。

̶そのとき、enocoという存在はご存知
でしたか？

河田：全く知らなかったですね、その役
割も。なので、大阪府とenocoの支援が
決まり、ヒアリングが始まったのですが、
皆さん笑顔で聞いてくれるばかりで、一
向に話が進まなくて戸惑いました。
高坂：わがまちカンヴァスで相談に来て
も、最終的に決めて実行するのは河田さ
んなんですよね。何をやりたいのか、ど
うすればできるのかも考えてもらう。結
構突き放すんです ...。
河田：正直に言うと、何かを「やってく
れる」と思ってました。
高坂：そうですよね。最初はみなさん自
分がやらないといけなくなるとはあんま
り思ってないんですよね。「誰か紹介して
くれて、なんかやってくれて、こっちは

場所さえ用意すればいい」というイメー
ジだったりとか。だから河田さんには当
時1期生を募集していた「enocoの学校」
の受講を勧めたんです。

̶どういう感じの授業内容なんですか？

河田：座学もあるんですけど、グループ
をつくってひとつの課題に向かっていこ
う、というグループワークが主でした。
そして最後に「公開プレゼン」。3グルー
プあって、20人弱が参加していましたね。

̶河田さんにとって、授業はどういうも
のでしたか？

河田：まずグループでひとつの物事を進
めるという経験がなかったので新鮮でし
た。本業では担当は自分だけなので、1人
で決めています。だから「みなさんどう
しましょう」という合意形成を積み重ね
る難しさといったら ...。でもそれがとて
も大切なことだとあとで納得できました。
高坂：「せんなんカンヴァス」に向けての
ワークショップ3回と、「enocoの学校」
の中でのグループワークがほぼ同時並行
だったんですよね。泉南の方は一部河田
さんがファシリテーションしなくてはい
けない、学んでいることを即座に実践、
むしろ先行してやらなくてはいけない、
という感じだったと思いますが。
河田：しんどかったです。先輩職員の城
野に助けてもらっていたのですが、3回
目の当日にenocoから「はい、あんたら
やってね」と。驚きました。けど、それ
が良かったのだと今は感謝しています。

̶まさにいま自分が向き合っている問題
を現場だけじゃなく座学でも捉え直し
て、enocoのプログラムをうまく活用さ
れていたんですね。ワークショップ自体
は、どうでしたか？

河田：未経験のことを、いきなり、しか
もワークショップを仕切れと言われても
何が分からないのかも分からない状態で
した。ものすごい不安でしたね。でもど
うにかなったんです。「enocoの学校」で
の刺激や気づきを活かしながら、ひとり
でしょい込むのではなく、ワークショッ
プに参加していただいた住民の方と楽し
むことができたからだと思います。

̶実際、「せんなんカンヴァス」はどのよ
うなものでしたか？

河田：ワークショップの中で「泉南の何
がいいの？」という問いかけに「レンガ」
が挙がったんです。実は泉南地域は明治・
大正・昭和ぐらいまで、日本屈指のレンガ
産地。最盛期には日本中でつくられたレン
ガの5個に1個ぐらいが泉南地域でつくら
れていたほどだったんです。だから、今
でもそこかしこにレンガでできたものが多
い。住んでいる人は見慣れたまちの景観
ですが、泉南らしさ満点です。それを知
ってもらおうと、余っている当時のレンガ
でつくった「かまどベンチ」をつくって、
そのお披露目イベントを企画しました。

̶それまでもそういうイベントは行って
いたけれども、その時よりもやっぱりこ
の時の方が、人の入りが良かった？

わがまちカンヴァス事業／enocoの学校

河田泰之 
（泉南市埋蔵文化財センター）

2016年8月8日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる

Project Related Interview06

河田：「こんなに来るか」というほどの人
の入りだったのでびっくりしましたね。
それまでやっていた行事が、講演会とか
シンポジウムとか、はたまた体験学習と
か、小さいプログラムなので来ても100

人ぐらいなんです。その3倍くらいの人
が来て ...

高坂：どんな人がお客さんで来ていたん
ですか？
河田：子供、親子連れ、はたまた子供と
おじいちゃんおばあちゃん。明らかにこ
れまで来ない客層ですね。うちはいつも
の客層といったら年配の方が多かったん
で。あんまり見たことのない、馴染みの
ない方が来ていただけたんだなあという
思いはありますね。

̶この経験を経てどういう新しい取り組
みが広がっていったのでしょう。

河田：うちに来ていただく利用者の方を
増やしていこうという路線で、古代蓮を
植えて、育てて、そのまわりでいろんな
行事をしてみよう、という企画を間髪入
れずに始めました。この取組みは今年で

4年目ですが、今では事業の柱のひとつ
です。初年度は「とにかくお祭りやりま
しょうよ」とこちらから呼びかけていた
のですが、今では住民の方がアイデアを
出し、どんどん突っ走っています。うま
く合意形成を図ることができたのか、住
民発意の独立した企画が次々生まれてい
ます。

̶なんで蓮なんですか？

河田：きっかけづくりです。埋蔵文化財
センターの隣接地には海会寺跡という史
跡公園があり、館内には出土品を展示し
ているのですが、いきなり国史跡です、
出土品は国指定重要文化財なのです、と
説明を始めると小難しいだけなので。な
んで古代蓮？という質問から展示室にあ
る出土品の説明につながる方がすんなり
話を聞いてもらえるかなぁと。

̶そのお披露目イベントが「ハスフェス
タ」ですね。どれくらいの方がこられま
した？

河田：700人以上です。いろんな世代の
方が来てくれます。赤ちゃんを連れたマ
マさんもいらして「こんな人がセンター
に来てくれるんだ」と思っていたら、実
は一緒にやってくれていた子育て支援課
の貢献だったんです。「出前保育」という
市内各地の保育所でやるプログラムを年
間スケジュールの中で充ててくれてるん
ですよね。本当にみなさんにお助けいた
だいて。

̶協力のおかげですね。

河田：そうですね。これが「誰でもウェ
ルカム」で取り組むことのメリットだと
思います。  

いろんな人とやりましょう、という方が
はるかにいいものができるなと思いま
す。そしてもうひとつ大学と何かしまし
ょうということになったんです。阪南大
学という松原市にある大学ですけど、そ
この国際観光学部の和泉先生との雑談で
「学生を送り込むフィールドが欲しい」
とのことだったので、その場で立候補し
ました。

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図
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事業概要

 » 安威川ダム周辺整備基本構想(案)作成事業
淀川水系安威川の大阪府茨木市北部に建設する治水ダムである「安威川ダム」。 洪水調節、流水
の正常な機能の維持、下流河川の環境改善を行うが、ダム完成後も地域の文化や資源が保全さ
れ、多くの人々に活用してもらうことが目指される。そのために従来の行政主導型ではなく、より市
民府民のニーズにマッチした整備を目指しており、安威川ダム周辺整備について、上位計画（安威川
ダム周辺整備基本方針/2009年）に沿った各ゾーンの利活用に向けた基本コンセプト(案 )を作成す
るため、建築やランドスケープ、土木、アートなどの専門家で形成される専門家委員会を設置し、大
阪府安威川ダム建設事務所・大阪府文化課・茨木市北部整備推進課と協働しながら、周辺整備の
具体的内容について検討した。また、一般のファンワークショップの意見を反映しながら、整備の方
向性や整備にあたっての課題を示す安威川ダム周辺整備基本構想 (案 )（安威川ダム周辺整備検討
専門委員会まとめ）を作成した。

2013年～継続中
主催：安威川ダム建設事務所

関連事業

 ▷4YEARS 安威川ダムファンづくり会
 ▷3YEARS 安威川地域マスコットキャラクターの展開
 ▷1DAY 安威川フェスティバル

周辺整備検討専門委員会は設立前の準備会も設定し、現地視察などを行った

市民ワークショップやファンづくり会で出た意見を反映しながら
構想案を作成していくにあたって、周辺整備検討専門委員会と
市民ワークショップ、ファンづくり会の開催日程を調整しながら
進めていきました。enocoのネットワークを駆使し、さまざまな分
野の専門家を招集したことにより、色々な視点からの意見が抽
出できたことがひとつの成果だと思います。

91  地域の文化や資源を保全し、完成後多くの人 に々  
 活用されるダム整備のコンセプトをつくる

92  専門家やファンワークショップの意見を反映し、  
 ニーズにマッチしたダム整備の方向性や課題を示す

実施のコツ！

 » 各主体の意見を統合する
4回の委員会を通じて、周辺プランワークショップ（市民）、地元、ファンづく
り会、行政から出された意見と専門委員の知見を統合整理する

 » 課題を個別的に抽出する
各ゾーンの周辺整備の計画に対し、計画条件、整備条件、管理運営条件
に関する課題を抽出する

4YEARS

̶取り組みとしては何に着目したんで 

すか？

河田：タコツボです。泉南市は鎌倉時代
にタコツボをつくっていた、という遺跡
があるんです。そんな遺跡は日本中探し
てもこの戎畑遺跡だけ。実は世界的な遺
跡なんだよということをいろんな人に知
ってもらおう、と。2015年からは、住民
の方々が主体となって企画し、地元の漁
業協同組合や市内小学校の協力を得て実
施しました。阪南大学の授業でタコツボ
づくりをしてタコツボ漁をしました。結
局タコツボではタコは獲れなかった。で
もやってるみんなめちゃくちゃ楽しいん
ですよ。今年度からは市内のひとつの小
学校の5年生が毎年タコツボ漁をすると
いう授業の組み方をすることになりそう
です。地域に根付くというか、そのあた
りで評価してもらえたのかもしれないな
と思っています。

̶他にはどんな企画を？

河田：郷土かるたですね。市立図書館の
司書さん2人との雑談がきっかけです。
泉南市も堺かるたみたいな郷土かるたが
あったらいいね、と。で、国語の先生や
庁内の観光と人権の担当と、呼びかけに
応募してくださった住民の方と一緒につ
くりました。大半は学校などに配布し、
残りを販売したのですが即完売の人気で
した。でも面白いのはここからで、絶版
となった幻のかるたを今度は住民有志が
実行委員会を立ち上げ、寄付金を募って
再印刷したのです。泉南の「ええとこ」

をこのかるたを使って、普及していただ
いています。

̶蓮・かるた・タコツボ、が「せんなん
カンヴァス」で培われたプラットホーム
という考え方を展開しながら取り組まれ
てることなんですね。普段、企画の際に
意識されていることは？

河田：友達連れてきてください、とよく
言ってますね。あと、私自身もいろんな
人に「一緒にしませんか？」と声をかけ
ています。「誰でもウェルカム」で取り組
んだほうが、絶対いい結果になるので。
何より楽しいですし。
高坂：enocoもその後、泉南市から委託
をうけて、3時間で映画をつくる「ご近
所映画」というワークショップをやりま
した。60代から小さい子供まで、そして
子供についてくるお母さんまで参加して
くださって面白かったです。それは河田
さんのカンヴァス後の動きがあってこそ
だなと思いました。2カ所で2回やったの
ですが、リピーターもいらして。enoco

も多様な世代の交流を今やりたいなと思
っていて、意外といけるなと実験できま
した。
河田：リピーターいましたね。小学5年
生の女の子が2人、2回とも参加してくれ
ました。同じ内容だけど「いいの？」と
聞くと「同じだから参加したい！」って。
この時はプロの方に泉南市のためのプロ
グラムを実施していただけました。
高坂：「わがまちカンヴァス」で一緒にや
った方が自分たちで何かを起こせる人に
なって、そこで生まれたものが今度は

enocoにお仕事として依頼がくるという 

循環ができて、嬉しいなと思いました。
理想的ですね。

̶庁内や教育委員会の中でも、周りから
の反応とか、協力者が増えたとか、感じ
ることはありますか？

河田：部署の先輩にもいつも助けてもら
っていますし、プロジェクトごとに様々
な部署と連携できるようになりました。
カンヴァスの時は実感できなかったので
すが、その後はプロジェクトを実施して
いくために連携しやすくなっています。
連携することでアイデアやネットワーク
が広がり、できないと思っていたことも
業務として実施できるようになってきて
います。 

河田泰之（泉南市埋蔵文化財センター）
1994年、泉南市役所入職。当初は埋蔵文化財の発
掘調査を担当。泉南市埋蔵文化財センターの開設
後は、文化財の普及啓発事業（企画展や体験学習、
学校園への出前授業など）も担当。2013年からは、
大阪府文化課とenocoの支援をきっかけに、住民・
市民団体・庁内の関係部署などと連携しながら、文
化財の活用促進を目的とした事業を展開。
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事業概要

 » 安威川ダムファンづくり会
ダムは治水だけでなく、自然環境の提供や地域の活動の舞台になるなど、たくさんの恩恵をもたら
す可能性がある。その可能性を引き出すための会を「ファンづくり会」として活動を展開している。ダ
ムや周辺地域に魅力を感じて集まる人 を々「ファン」と名付け、ダム完成後によりよい環境を整える
ことや更なるファンを増やすことを目的に、ダム建設中の段階から地域づくりのアイデアを出し合い、
議論することにより、一層府民市民のニーズにマッチした地域づくりを行いダムや周辺地域の活用
や保全の取組みを進めるための活動を展開している。

2013年～継続中
主催：大阪府、安威川ダム建設事務所

構成団体：茨木市観光協会、大林組・前田建設工業・奥村組・日本国土開発特定建設工事共同
事業体、オプスデザイン、安威川上流漁業協同組合、茨木市環境教育ボランティア、NPO法人
nature works、淀川管内河川レンジャー、茨木芸術中心、大阪府茨木高等学校、NPOcobon、
bioa、大阪産業大学、大阪府立江之子島文化芸術創造センター [enoco]、いばらぼ北部応援隊、
千提寺 farm、大阪府、茨木市

関連事業

 ▷4YEARS 安威川ダム周辺整備基本構想 (案 )作成事業
 ▷3YEARS 安威川地域マスコットキャラクターの展開
 ▷1DAY 安威川フェスティバル

様々なステークホルダーが集まりファンづくり会を形成している

通常はダムが建設されてから周辺の利活用について検討がされ
ますが、安威川ダムではダムができる前からプラットフォームを構
築し、周辺の利活用について検討をしています。ファンづくり会の
メンバーを地元に限定するのではなく、クリエイターや大学、企
業も参画することで幅広い視点でアイデアが出たり、課題に対し
ての解決策も生まれています。

93  公共事業がもたらす恩恵を引き出すための  
 プラットフォームを構築する

94  周辺住民だけでなくその地域に  
 魅力を感じている人との協働を生み出す

実施のコツ！

 » 他地域との連携をつくる
山間部と市街地が連携しながらダム周辺の活用と保全を推進し、相互の
交流を図る

 » 継続性を重視する
ファンづくり会を通じて、継続的な運用を可能とする組織体制の検討をする

 » 活動を日常化する
“プロモーション部会”、“環境部会”、“アート・文化・教育部会”の3つの部
会を設置し、日常活動の運営を通して継続的な運営の仕組みを検討

4YEARS

安威川ダム周辺整備プラットフォーム形成支援事業の主な取り組み
・周辺整備検討専門家委員会
・ファンづくり会（本会、部会）
・安威川フェスティバルの企画会議・実施
・マスコットキャラクターワークショップ
・一般のファンを対象としたワークショップ

［一般府民対象ワークショップ「安威川ダム周辺プランワークショップ」］
2015年6月～11月（登録者：69名）
主催：大阪府 安威川ダム建設事務所、茨木市
協力：enoco
安威川ダム周辺プランに興味のある府民を募集しワークショップを開催。参加者から
出された意見に対し、周辺整備検討専門委員会が解析を行い、参加者にフィードバッ
クする方式を採用し、参加者と実務的学術的専門家との対話の機会をつくった。
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ー下村さんは土木のご専門なのですね。

下村：今は、2015年から市に出向してい
るのですが、もともとは、1983年に土木
の技術職として大阪府に入庁し、主に治
水や河川の環境整備に関わってきまし
た。最初の事務所が、1982年に大和川流
域で起きた大きな河川災害の復旧事業
を、5年間ほどでやりきろうというとこ
ろで、そこからずっと河川関係の仕事に
ついています。河川行政も高度経済成長
から安定経済になってきた頃に、汚れた
川をきれいにして、人々の目を川に向け
ようと親水空間へのアプローチを始めた
んですね。ただ、その頃は「地域」と一
緒に考えるという意識はなく、地域の人
に使ってもらえたらいいなという思いし
かありませんでした。これは、「行政がつ
くるので住民の皆さん使ってください」
という具合に、やっぱり行政目線なんで
すよね。  

私の意識の大きな転機になったのが狭山
池でした。狭山池は、2001年にため池の
ダム化の工事が完成していました。私が
2008年にダムを管理している事務所に
行って驚いたのが、市民のみなさんが狭
山池を地域のシンボル、誇りだと思って
活動していたことなんですよ。月に一度
のゴミ拾いをしたり、5月の連休に狭山
池まつりという催しをしたり、地域の人々
が自らの発意でいろんなことを始められ
ていたんです。まさしく地域の資産であ
り、地域をつなぐ場になっていました。
ちょうど2008年は、橋下徹さんが大阪
府知事に就任されて、「全てのハコモノを
ゼロベースで見直す」という話になり、

狭山池博物館も当時議論の対象になった
んです。地域の人々に「自分たちの狭山
池博物館や！」という思いが強く、地域、
市、府の3者での運営体制でやりましょ
うということで話がまとまったんです。
その時に、行政から言われたからやるん
じゃなくて、自分たちが好きだからやっ
ている人達がいる、ということをリアル
に知ったことが自分の中で大きかったで
す。  

ただ、どうやって共同運営していくのか、
というときに、最初会話が通じないんで
すよね。行政の言葉と住民の感覚が違う
んです。住民の方は、決めたんだからす
ぐ動くやろ、と思っているのに、行政は
チラシひとつつくるにしても契約して発
注してと時間がかかる。その齟齬はあり
ましたね。  

その後本庁に異動した際に、木津川の遊
歩空間のコンペの話があったんです。
我々が心配だったのは、デザイナーが提
案したデザインで、構造物としてちゃん
と安全なものが担保されるのかどうかと
いうところでした。デザイナーと設計コ
ンサルタントをマッチングさせれば、そ
こで担保できるなと考えていました。当
時の印象で残っているのは、（enocoPF

部門の）忽那さんから「ものづくりは、
プロセスを大切に！」と聞かされたこと。
はっとしました。私たちは土木インフラ
を整備するのに、計画をつくって、事業
化して、住民に提供するものだという考
えがあったんですが、一方でそれで造っ
た後に本当に使ってもらえるかなという
思いもあったんですね。そこで木津川で
は、整備プロセスに関わってもらうかた

ちでワークショップを行い、住民の方か
らいろいろな要望が出てきました。関わ
ることで住民も「自分たちができた後の
面倒見るやん」という思いに繋がってく
るんやなぁと。木津川はそんな感じで、
1年関わりました。

̶その後、安威川ダムの担当になってプ
ラットフォーム支援事業に取り組まれる
のですね。

下村：そうですね。安威川ダムは治水効
果のはっきりとしたわかりやすいダムな
ので、当時の知事にもそれを認めてもら
ったし、その検証手続きも終わらせまし
た。ダムはもともと流れていた川をせき
止めてつくるので、巨大な湖ができるん
ですね。地域の環境を大きく変えるの
で、自然環境の変化もあるんですけど、
そこに住んでいる人が集団移転するな
ど、地域のコミュニティそのものも変化
するわけです。  

そこでプラットフォーム形成支援事業の
話を、木津川でつながりがあった府の文
化課（当時）の方から聞いて、委託事業
としてやってみようと考えたんです。一
般的にダム建設ではコミュニティの再構
築が必要なことが多く、地域づくりは不
可欠で事業費として捻出することができ
ました。そこに住んでいる地域の方々に
も、ダム建設中からそのプロセスに関わ
ってもらって、一緒に将来的なつながり
を作る段階から始めないといけないなと
思って。で、enocoと連携して安威川ダ
ム周辺整備事業を始めました。  

ファンづくり会やAIGAWAニュースな

安威川ダム周辺整備事業／木津川遊歩空間アイデアコンペ

下村良希 
（大阪市港湾局 営業推進室 開発調整担当部長 / 前安威川ダム建設事務所所長）

2016年9月9日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる
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どで、いろいろなつながりをつくり、徐々
に広がりも見えてきて成果も出てきてい
ます。ですが、一方で行政の中であまり
理解されにくいというか、これをやった
からどういう成果があったかということ
を説明しづらい。結局つながっているの
は、「組織」というより「人」、なんです
よね。なので、事務所の中も含め組織の
中で、こういうことをやっている意味を
理解してもらうのは結構難しいと感じて
います。  

地域や下流域の人であれ、学生であれ、
ダムが完成した後も継続してこの地域に関
わる人、キーマンが出てきてほしいという
思いで、今は後任につなぎ託しています。
高坂：こういう取組みは、他の地域でも
行われているんですか？
下村：他の地域でも同じようにあると思
います。「公共空間をどう考えるか、どう
使いこなすか」という意識は日本全国で
徐々に高まっていますし、それはダムに
限った話でもないと思います。いろいろ
な公共空間で、地域がやりたいことをう
まくできるようにして、つながりを創る、
というのがプラットフォームだと捉えて

います。ただ、大切なのは、行政が上手
くサポートし、お互いにキーマンがいる
間にその地域の仕組みにしなくちゃあか
んのやな、と。

̶具体的にはどんな方法がありますか？

下村：ひとつやったことが、意識をして
もらう仕掛けです。工事発注方法に「技
術提案型」というのがあるんですけど、
ダムをつくり上げていくための施工方法
や品質管理方法について技術提案しても
らうんです。その中に、完成後の環境保
全の取り組みや、ダムができた後の地域
の賑わいづくりも提案してください、と
設定しておくわけです。そうすると、皆
さんよく考えてくれ、しかも「それをや
らなあかん」という意識が生まれるじゃ
ないですか。その点では、発注後スムー
ズに連携しやすかったと思いますね。あ
とは、やらされている感が無くなり楽し
めるようになれば完璧です（笑）  

また、enocoのノウハウを活かし、プラ
ットフォームの仕組みづくりに木津川な
どでの経験を使わせてももらいました。

地元の方との補償交渉もそれまでは複数
の地区があっても、個別にやってきまし
たが、6つの関係地区を一堂に集めてワ
ークショップをしたんです。地区ごとに
いろんな想いがあるのですが、ネガティ
ブなこともポジティブなことも、地域の
将来のことをみんなで語り合ってもらっ
たことは新鮮でした。この時、大阪府が
運営するのではなくて、外部のコーディ
ネーターに入って進行してもらったこと
は、要望型にならずに非常によかったと
思います。

̶木津川の時の、忽那さんからのプロセ
スが大切だという指摘がきっかけになっ
ているんですね。

下村：そこでだいぶ意識を変えさせられ
ました。狭山池での公共空間が地域の誇
りになり、地域のつながりを生み出すプ
ラットフォームになるという気づきと、
忽那さんの言葉がしっかりかみあいまし
た。いい経験をさせてもらいました。私
たち土木屋はトンカチ命、みたいな感じ
できましたから（笑）

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図
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̶下村さんのように、プロセスが大切で
関わってくれる人のつながりを意識する
という考え方は最近多くなっています
か？

下村：大阪府の中でも、2000年からア
ドプトプログラムというものがスタート
しました。最初は徳島県の神山町がやり
始めた先進的な地域おこしです。河川や
道路を地域の方に空間解放して、掃除し
てもらったり花を植えてもらったり、楽
しみながら一定の維持管理をしてもらう
という仕組みです。正直、行政も維持管
理費が浮いたらいいな、という発想がメ
インだったように思います。本来押し付
けではないので、当時も「やりませんか」
ということだったと思うんですが、大阪
府は2010年に「笑働OSAKA」というブ
ランディングをはじめました。府民協働
の原点に戻って、みんなで楽しくできる
ことに取り組もう、というイメージだっ
たんですね。それがきっかけでだんだん
うまくいっているように思います。 
当時の小川副知事が、地域防災、地域づ
くりに意識を持っている方だったんです
けど、各市町村に対して協働を促進する
担当が土木事務所の中にも必要だろうと
いうことで、地域支援課が2009年にで
きたんですね。ただ、本来は土木事務所
のどの部署だろうと、自分たちの業務の
中で地域とのつながりを考えてやってい
かなきゃいけないはずなのに、「笑働
OSAKAは地域支援課の仕事だから」と
いう意識が見られるようです。みんなが
外向きの意識をもった組織の仕組みにし
ないといけないな、と。ただ、徐々にそ

うした意識も増えていると思います。
高坂：下村さんみたいに行政の立場で関
わってくださる方は異動が常ですが、そ
の方が別の部局に異動された後でも一緒
にやりましょう、と言ってくださること
もあるんです。もちろん異動があること
でやりづらい点もありますが、人が異動
していくことで私たちが関わる分野が広
がっていくこともあるかなと思います。
理解者が全体の中で増えていくと多分
少しずつ変わっていくんだろうなと思い
ます。
下村：そういう意味では木津川の取り組
みでは、いろいろな人に対してその意義
や価値の認識が広がったらいいな、と思
っています。お金かかりましたけど、周
りの資産価値が上がったりとか、税収が
増えたりとか、回り回って利益がでるこ
ともある。だから、そういう投資をして
もいいんじゃないか、と認知されたらい
いなと思いますけどね。広場の部分はこ
れから整備しますけど、そのメンテナン
スを地域の方にやりがいをもってしても
らえるといいですね。やった価値もいろ
いろな形で情報発信できるから、楽しみ
にしているんです。
高坂：木津川は2016年度に広場も整備さ
れます。安威川ダムが完成するのはまだ
先なんですよね。
下村：ダムの完成は2020年の東京オリ
ンピックの年なんですよ。私はちょうど
その年に定年退職なんですよね。ちょう
ど完成を見て辞めれるかなぁと。その時
にうまく地域づくりの芽が育っていれば
いいなと思います。

下村良希（前安威川ダム建設事務所所長 / 大阪市
港湾局 営業推進室 開発調整担当部長（大阪府都市
整備部 副理事））
大阪市生まれ。1983年京都大学工学部土木工学科
卒業後、大阪府入庁。主に治水や河川環境関係の
事業に携わり、河川室ダム砂防課長、河川環境課
長、安威川ダム建設事務所長を経て、2015年より
現職。2009年富田林土木事務所にて狭山池博物館
三者協働運営委員会設立に関わり、公共空間が地域
づくりの核となり得ることを知る。その後、2012
年河川環境課にて木津川遊歩空間整備の設計のし
くみづくりに関わり、2013年安威川ダム建設事務
所にて、ダム完成に向けた地域の利活用プラットフ
ォーム形成に取り組む。

5YEARS

95  同じ地域内（大阪府と大阪市）で立場の異なる 
 文化施設同士の協働体制をつくる

96  建設予定の文化施設との将来的な機能分担や 
 連携について実証的に検証する

97  自治体が所蔵する美術作品を適切に管理し、有効に活用する
98  展示場所や活用機会を増やす

99  作品展示だけでなく、多様な活用方法を試みる
100  子ども向け・親子向けの実験的なアートプログラムを生み出す
101  地域性や地域課題を意識したアートプログラムを開発する

102  建築・都市系の各大学で行われている演習の成果を 
 行政施策の検討や基本構想等の立案に反映させる

103  大学間の横断的な活動を可能にするプラットフォームをつくる

104  計画から運用まで常に市民が 
 主体的に関わる公共空間整備を行う

105  地域の課題等に対して、住民を含めた多様な関係者が 
 連携協働しながら合意形成をはかる

106  アートやデザインの創造力で、社会課題を解決する
107  課題解決のための新たな行政手法を開発する

108  都市開発事業と文化行政が合わさった 
 新しい文化施設を生み出した

109  全方位的な事業を担いつつも「社会課題を解決する」 
 という方向性を持つことで独自性を獲得した
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5年間を通じて継続的に具体的な事業を共催することで、普段
から情報交換を行い文化行政等について課題を共有する関係
を構築することができました。同じ美術コレクションを有する公
立の文化施設ですが、指定管理と直営という運営形態の違いか
ら、それぞれのメリット・デメリットを体験を通じて学ぶ機会にも
なりました。今後はこれまでの事業の蓄積をベースに、2021年
度にenocoからほど近い中之島に新美術館が開館した時、
enocoとどのように機能分担を図って相乗効果をあげていくの
か、施設連携のあり方を検討していければと思います。

5YEARS

95  同じ地域内（大阪府と大阪市）で立場の異なる  
 文化施設同士の協働体制をつくる

96  建設予定の文化施設との将来的な機能分担や  
 連携について実証的に検証する

事業概要

 » 大阪新美術館建設準備室（大阪市）との連携
大阪新美術館建設準備室は、2012年度に心斎橋展示室を閉鎖したため、2021年度中の美術館
開館に向けた準備の中で、活動内容等を検討するための実践の場を求めていた。そこで大阪府市
連携のもと、enoco開館当時から大阪新美術館建設準備室（2012年度は「大阪市立近代美術館建
設準備室」）とは継続して協働事業を実施し連携体制を構築してきた。具体的な事業としては、双方
のコレクションを一体的に展示する展覧会、子供の美術教育や取り巻く環境をテーマにワークショ
ップとディスカッションを行うアートフォーラム、そして市民自らキュレーターとなってもらい、実際に
展覧会を企画・実施する市民キュレーターワークショップを実施してきた。互いの特徴や制約を補
い合うことで、単独では実施困難なことを試みてきた。

ザ・大阪ベストアート展－府＆市モダンアートコレクションから－（2012年度）　
会場：大阪市立近代美術館（仮称）心斎橋展示室

市民キュレーターワークショップ（2012～2015年度）
会場：enoco

アートフォーラム　〈こどもとアート〉の現場を考える（2012～2015年度）
会場： enoco

大阪新美術館×大阪府20世紀美術コレクション「大阪版画百景」  
―大阪の版画の歴史をたどる―（2016年度）
会場： enoco

関連事業
 ▷5YEARS  大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷3MONTHS 市民キュレーターワークショップ
 ▷2WEEKS  大阪府20世紀美術コレクション展
 ▷2DAYS  アートフォーラム　〈こどもとアート〉の現場を考える

実施のコツ！

 » 著名作品で知名度アップ
enocoは開館して間もなくで知名度も低く、訴求力のあるコレクションを有
し、専属の学芸員を複数擁する大阪市と協働することは、広報とスキルアッ
プの点で意義があった

 » 市民が主体的に関わる企画をつくる
通常の展覧会ではなく、市民に作品を投票で選んでもらう、子供の創造環
境を社会全体で考える、市民が自ら展覧会を企画するなど、市民が主体
的に美術に参画できることを重視した

 » 弱点を補い合う
大阪市側は直営のため予算執行の制約が大きく（ポスター制作をデザイ
ナーに発注できない、監視アルバイトを雇えない）、一方enocoは全体予
算とマンパワーに限界があるなど、双方の不足を補い合う形で事業を実施
することができた

アートフォーラムの様子。丸テーブルを囲んで交流しやすい雰囲気にした

̶enocoとの最初の関わりは？

植木：連携事業を最初に始めたのが2012

年。「市民キュレーター」が最初の事業
です。
菅谷：我々準備室として活動の場を求め
ていたんです。また当時の府市統合とい
う行政の大きな流れが後押ししていたの
ではないかと思います。大阪府の美術館
的機能の一端を担っていた現代美術セン
ターもenocoという形になっていて、そ
こと大阪市の新美術館建設準備室が連携
していったということでしょう。
高岡：府市統合で、大学や文化行政も一
緒にできるところはどんどん一緒にして
いくという流れでしたね。
植木：私たちとenocoとは極めて密接に
連動していて、当時私はまだいなかった
んですけど、2012年に「ベストアート
展」を開催しました。メイン会場は当時、
準備室がもっていた「大阪市立近代美術
館（仮称）心斎橋展示室」というスペー
スだったんですが、その中でいくつかの
連携が実現していきました。それが非常
に良かったんです。
高岡：enocoをサブ会場にしましたね。
「ベストアート展」というのは、市民に
「どの作品を見たいのか」というのをベス
ト100まで投票してもらう、という仕組
みでした。
植木：市民参加の実質的な手応えを感じ
られましたね。
菅谷：今となっては「enocoとやる」と
いうことですが、当時は大阪府との連携
というアプローチだったので、対応する
府の文化課（当時）と話をしたのを覚え

ています。しかし連携が進んでだんだん
お互いに慣れてきて、なるべく現場同士
ということで直接enocoとお話しするこ
とが多くなったと思います。
植木：それがだんだん定着したんですね。
enocoは指定管理だけど、施設としては
「大阪府立」とついているので、大阪市の
準備室としては当然、大阪府文化課（当
時）とも連絡を取り合っていました。そ
の一方で、現場的にはenocoとの連携が
進んでいきました。
菅谷：「府市連携」という言葉が使われる
までは、準備室としては「教育普及」と
いう言葉を使うことが多かったように思
います。府市連携という言葉には行政の
連携だけでなく、市民との連携という意
味も込めていました。また開館後に備え
て実際にやってみよう意図もありまし
た。そういった意味で「市民キュレータ
ー」を2012年から実施し、4年間計5回
やる中で、ある程度市民と連携する感覚
をつかめたというか。私たちも今後の開
館後に活かせる部分まで成長できたんじ
ゃないかなということで、2015年度で一
応一区切りつけました。
植木：実際、続けてほしいという声もあ
ったのですが、他にもいろいろなかた
ちの連携をやってみなければいけないと
いう思いもあったので、徐々にシフトさ
せていきました。enocoとの連携は市民
キュレーターではなくて、コレクション
の連携というかたちでも継続していけま
すし。  

心斎橋展示室という自前のスペースを閉
めてからはずっと外の会場を借りていて、
今年は芦屋市立美術博物館と連携しまし

たが、展覧会をenocoと一緒にやるのも
自然な形です。ただ、印象的なことです
が、enocoは府立のセンターでありなが
ら、かなり地域密着型ですよね。市立で
ある我々とは補完関係も取れのではない
かと思うんです。カバーするアートの領
域も、被るところとそうでないところが
ある。それから規模の大きさの違いもあ
ります。規模が大きいと小回りがきかな
い。結局自分たちだけで何でもやろう、
というのは10年前の考え方なんですよ
ね。美術館で全部抱える必要はないわけ
です。だから、美術館はある時はプラッ
トフォームで、ある時はハブで、ある時
は自分たちでやると。その時その時に応
じてやらなければいけないことがある。
大事なのはネットワークで、その繋ぎ方
の中で enocoとの関係をどうつくって
いくかということがとても重要です。
我々も基本設計という入口に立ったばか
りなので答えを見つけているわけではあ
りませんが、一緒に答えを見つけよう、
というコンセンサスはできている気はし
てます。
高岡：enocoは最初から江之子島のまち
づくり事業も担う、ということになって
います。日常的な感覚としては地域の方
に重きが置かれているようにも感じます。
菅谷：enocoの定義は詳しくは把握して
いないけれど、いわゆるアートセンター
と呼ばれる面が強いんだと思います。で
もそれは、もっと気軽に、というか、大
阪市内に4つか5つあってもいいと思うん
ですよね。
高岡：私たちの内部でも言っているのは、
新しいタイプの公民館、みたいなものが

大阪新美術館建設準備室との連携

菅谷富夫 
（大阪新美術館建設準備室 研究主幹）

植木啓子 
（大阪新美術館建設準備室 主任学芸員）

2016年9月9日 @大阪新美術館建設準備室

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

プロジェクト関係者に尋ねる

Project Related Interview08

5Y
EA

RS
5YEA

RS

100 101



ったですね。結局私たちは、思い込みだ
けで仕事をしていたのかしら、とまで思
ってしまったんです。私たちが信じてい
ることってなんだったんだろう、という
ぐらい自由というか。みなさん、表現し
たいものがいっぱいあるんですよね。私
たちにはないものが。かといって、彼ら
のような展覧会をやろうとは思わないん
ですよね。それは次元が違うというか、
上下ではなくて、私たちは私たちでやら
なくてはいけないことがあるというか。
でも今回のようなことをやれる機会を持
って、そこから学べるというのは大きい
ですよね。本当にありきたりな言葉です
けど。非常に勉強になりました。
高岡：そこにもenocoがあった意味はあ
って。オーソドックスな美術館だとそう
いうことはできないでしょうし、規模の
意味でも、市民キュレーターは1回5、6

人の市民相手に結構な時間を割くわけで
す。見ようによっては効率の悪い無駄な
ことをやってるんじゃないの、と評価を
されかねない。そういう中でenocoは割
と実験的なことを求められているように
思います。もちろん数字も言われるんで
すけど、まだやりやすい。
植木：美術館は敷居が高いとよく言われ
るじゃないですか。美術館というのはそ
ういう施設だからこそ、最初の立ち位置
がとても重要なんですが。ただ、enoco

はそれがないんですよね。だから、ある
意味ラボですよね。
高岡：今後、箱として新美術館ができて
くるじゃないですか。その時にどういう
連携や役割分担ができるのがいいのかと
いうのを、考えているところです。

菅谷：もちろん、館の運営そのものをし
っかりやらなくてはいけない、つまり多
くの方々に来てもらわないといけない。
その一方で大阪という地域の美術状況に
関しては責任を持っていかないといけな
いと感じています。その時に、どうして
も美術館の中だけに納まらないものがあ
るわけで。それは、美術館とは違う形態
であるenocoでしてもらわなくてはいけ
ないこともあるだろうし、逆のこともあ
るだろうし、そういう形での関係性が出
来ればと思っています。
植木：建物は大きいのが1つ、小さいのが
1つあって、コンテンツもそれぞれのもの
があって。それを俯瞰してみた時に最適
化を図っていくというようなパートナー
シップや関係性をつくっていけたらとは
思います。せっかくなら、大阪だからこ
れができたよねというようなことが示せ
るモデルのようなものも、2つの機関が
示せるとちょっとかっこいいかなと思い
ます。あとは「こうしなければいけない」
という関係にしないで、常に話し合って
共有していくことができたらと思いま
す。役割「分担」というか、これは私の
仕事ではないということではなくて、定
期的に情報交換してお互いにできるよう
な状況をつくるというのは面白いのでは
と思っています。展覧会を協力してやっ
てみましょう、とか、enocoがこれを展
示する時にはうちではこれを展示します
というレベルの連携ではなくて、アート
の状況に対して我々が今何ができるのか
ということを共有する連携ができればい
いですね。
高岡：私たちは運営を担う指定管理者の

人間ではありますが、大阪府と大阪市の
施設でそういう関係が築けるのは嬉しい
ですね。
菅谷：やはり人と人との関係が基礎にあ
ると思います。制度とか組織ということ
もありますが、柔軟に対応できるから。
人との関係がうまくいっていれば、結構
うまくいくんじゃないかなということを
感じるんですよね。長い間にはいろんな
ことがあると思うけども。
植木：あんまり個人の関係を持たせよう
とすると、その個人がいなくなった時に
全てを失ってしまうリスクがあるので、
そういった関係が築ける環境はつくって
おく必要はありますけどね。
菅谷：そうですね。新美術館が立ち上が
って最初の時期、3年間ぐらいの間に、
そんな環境づくりができるとよいと思っ
ています。

植木啓子（大阪新美術館建設準備室 主任学芸員）
英マンチェスター大学大学院、仏マルセイユ研究滞
在を経て、1997年よりサントリーミュージアム［天
保山］学芸員。グラフィックやインダストリアルデ
ザイン、建築などの展覧会を手がけ、2012年から
大阪新美術館建設準備室 主任学芸員（デザイン）。
現在は企業、行政、大学等とのデザイン連携と場の
創出に取り組んでいる。

菅谷富夫（大阪新美術館建設準備室 研究主幹）
1990年財団法人滋賀県陶芸の森学芸員、1992年大
阪市立近代美術館建設準備室学芸員。2013年より
現職。近代デザイン、写真、現代美術の分野を担当
する一方、新美術館整備のための準備を行う。担当
した主な展覧会は「美術都市・大阪の発見」「早川
良雄の時代」展など。著書に『都市デザインの方
法』（共著）、『デザイン史を学ぶクリティカルワー
ズ』（共著）など。

今enocoに求められているものだろう、
ということです。
菅谷：だから、そう考えると美術館像も
変わってはきていると思います。期待さ
れる部分ではありますが、有名作品を持
ったり借りたりというのは費用がかかる
ので、どうしても美術館は予算規模が大
きくなります。だから大阪市の施設とし
て、どうやって市民に還元していくかを
考えなくてはいけません。市民とどう接
するか、というか。ネットワークの連携
事業も大きな柱ですね。
高岡：そういう意味では、enocoとの連
携事業だけではなくて、他の部局との連
携も重要ですね。
植木：八方美人と見られてしまえばそれ
までなんですけど、連携することによっ
てさらに新たな連携の可能性が出てくる
んですよね。我々はアートとデザインと
いう分野にいますが、連携先がつながっ
ていって、最終的には今まで考えてもみ
なかった切り口が出てくることもあると
思うんです。連携してみないとわからな
いこともありますね。
菅谷：1990年の4月に美術館建設準備室

が設置されていますが、当時はまだグラ
ンドスタイルというか、最終的に学芸員
も20人以上抱えて、あらゆる分野のコレ
クションを持って、教育普及などもして、
出版もして、デザイナーも抱えようとい
う話もあったぐらいなんです。当時はそ
ういった計画はおかしくなかった。でも、
だんだん財政的にも苦しくなる中、単な
る縮小ではなくて、また「自分たちが持
てないから」ではなく、自分たちが必要
とするものを持っているところと連携す
ることによって、単に自分たちが内部に
その部署を持つよりはクリエイティブな
仕事の掛け算ができるだろうという考え
になっています。その時その時で協働し
ていく相手を変えていくというか。間に
合わせで毎回やるという意味ではなくて、
その方がよりいいものを提供できるんじ
ゃないかなと思いますし、時代の流れに
も適っているように思います。
高岡：新美術館建設準備室は何人いるん
ですか？
菅谷：現在、学芸員は6人です。それと
事務が3人。建築が3人です。これからも
うちょっと増やしますけどね。

高岡：市民キュレーターを4年やってい
て、お互いにそれなりに大変な事業だっ
たんですが、どういうところが今後の計
画につながる成果としてありますか？
菅谷：先ほどの「ベストアート展」の時
に「なんでこの作品が好きなんですか」
というアンケートを取ったんですね。す
ると、「亡くなった母と行った展覧会にこ
れがあったから」とか「今の夫とデート
で行った展覧会でこの作品を見たから」
といったお答えをもらったんです。美術
作品の美術史上の価値、学術的な価値を
あげた方は思った以上に少なかったんで
す。みんな個人的な思いとか、思い込み
も含めて、そうやって作品を見ているん
だということを実感できたんです。そう
いうことを知らずに、僕らは「これはい
い作品でしょ」と一生懸命解説を書いて
いたんですが、どうもそういうものだけ
ではない、と。学術的な研究は必要なこ
とです。でも、僕らが思っているのとは
違う美術の関わり方の世界があるんだ
と。市民キュレーターに学んだことも一
緒なんです。
植木：我々が学べることが非常に大きか

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図
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事業概要

 »タチョナ×enoco企画
学校等でのワークショップを得意とするタチョナともに、enoco独自の子ども向けアートプログラム
をつくる事業。2012年度に開催した大阪市立明治小学校（大阪市西区）での「パッケージイグルー」
ワークショップ＆展示より開始。当初は子ども向けの単発のアートワークショップを実施してきたが、
次第に地域性を意識したプログラムを展開するようになった。enocoがある西区は隣接のマンショ
ンをはじめ、「都心回帰」のマンション建設ラッシュによる子育て世代の流入が急増している地域で
あり、核家族も多いと見られる。今後も更に子どもの人口が増えることが予想されていることから、
enocoの核となるプログラムのひとつである。

2012年度～継続中
共催：NPOcobon（2015年度から一般社団法人タチョナ）

［実施プログラム］
2012年度 「パッケージイグルー」 ワークショップ＆展示 講師：三原美奈子（デザイナー）

2013年度
・タチョナ × enoco企画 子どもアートワークショップvol.1
「じぶんの分身をつくろう」 講師：池田郎子（アーティスト）
・タチョナ× enoco企画 子どもアートワークショップvol.2
中学生のための「アイデアをカタチにするワークショップ」 講師：中村征士 (アートディレクター )　
・タチョナ×enoco企画アートワークショップvol.3
へんな楽器 Kazoo（カズー）をつくろう！ 講師：激団モンゴイカ（ジャグバンド）
・タチョナ × enoco企画 子どもアートワークショップvol.4
「コンピュータでアニメーションを作ってみよう。」 講師：重田佑介（メディアアーティスト）
タチョナ×enoco企画アートワークショップvol.5
セルフポートレイト写真ワークショップ「未来の姿を写してみる」 講師：松本美枝子（写真家） など

関連事業

 ▷2MONTHS 《なんだこれ？》サークル
 ▷3HOURS 中学生のための「アイデアをカタチにするワークショップ」
 ▷3HOURS ご近所映画クラブ～3時間で映画をつくる～

「自分の分身をつくろう」ワークショップの様子。子どもたちが自由にのびのびと表現できる場をつくる

地域の学校でのワークショップ経験もあり、学校とのネットワー
クやノウハウを持つ最強のパートナー・タチョナとともに進めてき
たプログラムです。子どもを取り巻く状況、特にenoco近隣の状
況を踏まえたプログラム開発を意識しているのですが、アーティ
ストがすでにどこかで実施しているワークショップではなく、この
プログラムにあわせた内容を新しくつくっています。打ち合わせを
何度も重ね、リハーサルもするので、アーティストにとっても私た
ちにとってもハードなプログラムです。ここで生まれたプログラム
が他の地域に飛び火していくことも目標にしていて、2016年度に
は「オヤトコエノコ」を府内の自治体公民館にて実施するなどの
動きも生まれています。

府の財産であるコレクションの有効活用は公共施設としての使
命ですが、展示空間が小さく、大勢の集客が見込める有名な作
品があるわけでもないので、活用方法の工夫が必要でした。外
部への積極的な貸出や多様な活用展開はその方策のひとつで
すが、一方で作品のコンディション維持も重要であり、相反する
要請をどのようにバランスさせるのかは大きな課題です。

5YEARS

97  自治体が所蔵する美術作品を適切に管理し、有効に活用する

98  展示場所や活用機会を増やす

99  作品展示だけでなく、多様な活用方法を試みる

100  子ども向け・親子向けの実験的なアートプログラムを生み出す

101  地域性や地域課題を意識したアートプログラムを開発する

事業概要

 » 大阪府20世紀美術コレクションの活用
大阪府立現代美術センターの閉鎖に伴い、大阪府が所蔵する約7,900点の美術作品によって構成
された「大阪府20世紀美術コレクション」の管理・活用を継承。作品の活用機会を増やすため、館
内での展覧会開催や美術館等への貸出に加え、公共施設やオフィスビルのエントランスなど、不特
定多数の目に触れるパブリックな空間への貸出も積極的に推し進めた。

館内展示 展示室、エントランスホール
外部展示 大阪モノレール駅構内「モノレール美術館」
 大阪万博記念公園内「現代美術の森」
 大阪府庁本館「現代美術の回廊 ココア[COCOA]
 　The Corridor of Contemporary Art」
 大阪府庁新別館地下連絡通路展示コーナー（2013年度まで）
貸出業務 美術館への展示貸出
 公共施設や民間ビルのエントランスホール・ロビー等への展示貸出
その他 enocoアートキャラバン等

関連事業
 ▷40YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの形成
 ▷5YEARS 大阪新美術館建設準備室（大阪市）との連携
 ▷3MONTHS 市民キュレーターワークショップ
 ▷3MONTHS dracom「gallery (extra version)」
 ▷2WEEKS　大阪府20世紀美術コレクション展
 ▷2WEEKS eno co-labo.
 ▷2DAYS アートフォーラム〈こどもとアート〉の現場を考える
 ▷1DAY enocoアート・キャラバン
 ▷3HOURS 大阪府20世紀美術コレクション 連続講座/ミニコレクション展

実施のコツ！

 » 学芸員を配置する
大阪府のコレクションに精通した学芸員を担当スタッフとして配置し、大阪
府の研究員と連携を図りながら、収蔵品の管理と活用を進めた

 » 外に向かって展開する
enocoの展示空間だけでは活用の機会が限られるので、大阪府庁等の公
共空間への常設展示を行い、民間企業や病院等のエントランスホールな
どへの展示を提案するなど、できるだけ多くの場所で展示できるようにした

 » 異なる要素と掛け合わせる
多様なジャンルを扱うenocoらしい企画として、コレクション展示とパフォ
ーマンスのコラボや、コレクションを活用したワークショップの実施といっ
た、創造的な活用に力を入れた

「津高和一展～抽象のエスプリ」（2014年9月開催）。津高和一作品は90点ほど所蔵

実施のコツ！

 » 多様なテーマで継続的な参加を促す
単発でのワークショップだけでなく、テーマを設定し講師となるアーティス
トを変えながら実施するシリーズも展開し、より継続的に参加できる枠組
みをつくった

 » 同じ施設内で連携
共催相手のタチョナはenoco内シェアオフィスに入居し密な連携を取っている

 » 小学校への事前のリサーチ
子育て世代が急増する西区の状況についてもタチョナが持つ近隣の学校
ネットワークを使ってリサーチ等を実施した

 » 意外なクリエイターとも協働
新たなターゲット向けプログラム、子ども向けワークショップ経験のないク
リエイターと協働してのプログラム開発など実験的な要素を取り入れた

5YEARS
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なことないですね。もったいないと思い
ます。もっとみんな使えばいいのに。

̶ここに来る前は、西区との関わりはあ
りましたか？

小島：西区との関わりはなかったです
ね。cobonの事務所はもともとここから
東南の天王寺区にあったので。個人事業
に近い形だったので特定の事務所を持た
ずに、事業の兼ね合いとしてそこに居候
しているというような感じでした。

̶西区に対しては、それまでどういうイ
メージだったんですか？

小島：まちの真ん中、ですね。西区は中
央区のすぐ隣で、本当に中心に近いとこ
ろですね。

̶アートの拠点というイメージはありま
した？

小島：西区にもenocoにもアートの拠点
というイメージは持っていなくて。アー

トの拠点というと、ギャラリーのように
先鋭的な企画をバンバン打っているよう
なイメージがあるんですが、enocoは広
く府民に貸し出しているレンタルスペー
スみたいだなと思っていて。多分みんな
そういう認識が強いと思うんです。クリ
エイティブセンターに近い感じ。行って
いる事業に即して考えてみると、NPO 

cobon自体がキャリアや子どもの学びと
いった教育的視点から考えるNPOなんで
すね。「アート」も入っているけれど、そ
れはタチョナの事業だけで、ほぼ「子ど
もが考えるまちづくり」というものを大
きな中心として考えています。例えば僕
らがインキュベーション施設に入ったら、
教育の方に振れがちなんですけど、アー
トセンターに入っていることによって子
どもの教育とアートというものをダイレ
クトに結びつけやすいですよね。アート
と言った時に、ちゃんとアートセンター
にいるということが必然性を持つ。これ
はなかなかないと思います。

̶そういう共生の仕方というか。

小島：だからenocoの存在は僕らにとっ
て大きかったんですよ。他の場所をレン
タルオフィスとして借りるのとは意味合
いが違うんですよね。それに住所も、公
の施設から来ました、というと学校など
に入るハードルも下がりやすいんですよ。
高坂：お互いにうまく利用し合っていると
ころはありますね。私たちも学校に行く時
に、経験のある小島さんたちと一緒にやっ
ている、ということが強みになるんです。

̶関わってもらう人たちの変化、という
か、enocoができて変わったことはあり
ますか？

小島：子どものプログラムで面白いのは、
子どもは成長していくからすぐにニュー
カマーが入ってきて、すぐに抜けるんで
すよね。大人だったらずっといるじゃな
いですか。「enocoができた当初から来て
ます」とか。でも子どもはそうはいかな
いんですよね。初期のタイミングでよく
来ていた子どもはもう中学生ですし。
高坂：年齢があがって、部活などで忙し
くて来れないという子もいますからね。

インタビューネットワーク図インタビューネットワーク図

̶enocoとの最初の関わりは？

小島：2012年にはもうここにいました。
当時、おおさかカンヴァスのスタッフを
していてカンヴァスの事務所にいたんで
すよ。それでそのままここに。
高坂：カンヴァスはenocoに事務所があ
りますからね。
小島：そうですね。その前は、築港赤レ
ンガ倉庫とPiaNPOに拠点があったNPO

大阪アーツアポリアのアートディレクタ
ーをしていました。その経験があったの
で今個人としても動いているところがあ
って。現在はブレーカープロジェクトの
担当ディレクターもしています。
高坂：小島さんは2011年にタチョナ
（Touch On Art）を始めたんですよね？
小島：「中之島4117」という大阪市のアー
トインフォメーションセンターがあった
のですが、そこは団体であったり個人で
あったり、寄り合いで運営されていまし
た。で、その4117がタチョナという学校
への出張事業を始めることになって、子
ども向けのプログラムに長けていたNPO 

cobonが加わりました。
高坂：で、今は、cobonの中にあったタ
チョナが法人化した、と。
小島：cobonのタチョナという事業を、
2015年にそれだけ独立化させてつくった
んですよ。
高坂：「NPO cobonの中にあるタチョナ」
と「一般社団法人タチョナ」があるわけ
ですね。
小島： 同じ名称なんですが「非営利団体」
としての法人格を持つところと「株式会
社」や「任意団体」としての法人格を持

つところの名称を使い分けるというよう
な形に似ています。
高坂：イコールかと思ってました。
小島：違うんです。具体的に言うと中身
が違うんですね。NPO cobonの方は、
もともと「こども盆栽」という名前だっ
たので、ターゲットが子どもなんですよ。
最近は、世代的にいろんな人が交わるプ
ログラムを受けることもあるので、NPO 

cobonで大人も対象にしているのは少し
おかしな話やろう、と。それで一般社団
法人タチョナをつくって、大人も対象と
なる事業はそちらで受けています。事業
内容として分けているんです。その方が
僕らとしても動きやすい。市民講座や市
民活動をサポートする事業では一般社団
法人タチョナを使って、子どもの教育に
近いもののアートプログラムであるもの
はNPO cobonで受けているというわけ
です。
高坂：2012年にenocoがグランドオープ
ンした時に、小島さんたちと初めて協働
して。その時はまだcobon名義だったん
ですけど、近隣の小学校でワークショッ
プをしてつくったものをenocoで展示す
るという企画でした。
小島：前年にもやっているんですけど、
同じものを別の学校でもやってみようか、
という話になったんです。前年の「中之
島4117」での学校出張事業でenocoのす
ぐ近くにある明治小学校の先生と仲良く
なって、ここにenocoがあるから先生に
も声がかけやすかったんですよ。「学校で
つくってそれを地域で見せられるんです
よ」と。「やりませんか？」という話を持
って行って。

高坂：逆に私たちは当初学校へのチャン
ネルを何ら持っていなかったので、小島
さんたちが頼りでした。提案を受けて、
「そういう取り組みも大事だよね」という
ことで一緒にやったんだと思います。

̶それぞれにとって利点のある取り組み
になったわけですね。

高坂：そうですね。初年度のその取り組み
がスタートでしたね。そしてシェアオフィ
スができたのが2013年の4月でしたっけ？
小島：そう。その年の3月までカンヴァ
スの事務所がこのスペースにありました。

̶小島さんがenocoを知ったのはいつだ
ったんですか？

小島：ここの事業計画はずっと知ってい
ました。現美センター時代も知っていた
し、ここに来ることも知っていました。
ただ、シェアオフィスになるかならない
かという時点で、オフィス利用としてお
おさかカンヴァスで入ってきていたので、
このままオフィスで使えたらいいなとい
う思いはありました。

̶このままenocoを使いたいという思い
があったんですね。

小島：シェアオフィスにならなくても、
何かしらでこのスペースを使えないかと
思っていました。この場所は大阪の中で
も中心部なので、アクセスがすごくいい
んですよ。みんな「ちょっと遠い」とか
言うんですけど、僕にとっては全然そん

タチョナ×enoco

小島剛 
（一般社団法人タチョナ代表理事）

2016年9月21日 @enocoクリエイティブシェアルーム

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）
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事業概要

 » 大学間連携の設計演習による社会に近接した教育現場の充実と、地域
課題の解決や行政課題化に向けたプラットフォームのあり方検討事業 
（略称：大学間連携）
建築・都市系の各学部・学科で取り組まれている設計演習を、共通のテーマのもとで取り組んだ。
社会背景についての学習、フィールドワーク、中間エスキスの実施から展覧会の開催、プレゼンテー
ションからシンポジウムに至るまでの一連のプロセスを、大学を超えて共同で実施。演習の各ステッ
プで現実の社会課題に取り組む行政機関や専門家へのプレゼンや議論の場が設定され、学内の
バーチャルな課題ではなく、アクチュアルな実践となるようなプログラムとした。

［2012年度］
大阪市立大学と立命館大学の2校による課題の連携と合同展覧会の開催
参加大学数：2大学

［2013･4年度］
5大学による課題の連携と合同フィールドワーク、中間エスキス、展覧会＆シンポジウムの開催
参加大学数：5大学

［2015年度］
前年度のプログラムに加え、ミズベリング世界会議 inOSAKAでの作品展示及びプレゼンテーション
参加大学数：6大学

［2016年度］
「大阪・関西での『滞在』を考える」を共通テーマとして企画提案とプレゼンテーション
参加大学数：10大学（22グループ）

関連事業

 ▷5YEARS プラットフォーム形成支援事業

各大学の提案をまとめて展示するとともに、合同講評会とシンポジウムを同時開催した

大学教員と学生、そして行政機関が三位一体となって進めてき
たプロジェクトで、enocoのプラットフォーム形成支援事業がプ
ラットフォームの形成を担いました。2016年度に企画から協働
した大阪府企画室の狙いとしては、大阪の課題解決に関心をも
ってもらい学生の定住を促進するために、就職先となりうる在
阪企業との連携も強化しています。

102  建築・都市系の各大学で行われている演習の成果を  
 行政施策の検討や基本構想等の立案に反映させる

103  大学間の横断的な活動を可能にするプラットフォームをつくる

実施のコツ！

 » 事務局を受け持つ
各大学の教員と緊密に連携しつつ、プラットフォーム形成支援事業が事務
局の役割を担った

 » ゆとりを持つ
演習課題のテーマやスケジュールを完全に一致させるのは困難なので、大
学の事情に応じて参加できる緩やかなプログラムとした

 » 徐々に仲間を増やす
2大学間の連携から初めて、徐々に賛同者を増やしていった 

 » 学生の活躍の場をつくる
会場構成や成果のとりまとめなど、学生にも役割を与えた

 »フィードバックの下準備
行政機関等に予めリサーチを行い、現実の問題や取り組みを演習と関連
づけ、学生のリサーチや提案が行政にフィードバックされやすいようにした

5YEARS

だいたい来ても2～3年ですよね。行政並
みに入れ替わりがあります。
小島：だから、小学校高学年をターゲッ
トにしたプログラムは多かったんです
よ。2～3年というスパンでプログラムに
参加してくれて、そこでの学びをもって
進学する、というイメージで。
高坂：次にその兄弟姉妹が参加すること
はありますけどね。2014年の「なんだこ
れ？サークル」はそのいい例でしたね。
小島：アート的なパフォーマンスにはど
んなものがあるかな、と思った時に、そ
ういう「教科書」みたいなものをつくっ
て最初に配って「これやってみよう」と
促すことをしてみた。そして、子どもた
ちに場所を解放したんですね。
高坂：今は、それに参加してくれていた
子が中学生になって受験を迎えていた
り。enocoの地下の休憩スペースによく
宿題をしに来てくれることもあって、ちょ
くちょく顔出してくれていますね。でもワ
ークショップなどには忙しくてなかなか来
れない子もいます。ただ、「なんだこれ？
サークル」などに参加することで、enoco

に足を踏み入れるハードルが下がって日
常的に来るようになったと思うんです。

̶cobonとしてはそういう子どもたちが
遊べるような場所づくりのプログラムが
多いのですか？

小島：それはないんですよね。基本的に
はそのようにはつくっていなくて、立ち
上げてそこに集めることの方が多いです
ね。別に子どもの居場所をつくるわけで
もなくて、あくまでプロジェクトの中で

の成果、というか。居場所づくり的なプ
ログラムはこのケースだけですよね。 
そして、最近は、低学年でも参加できる
プログラムとして、親子向けのプログラ
ムを始めました。親子で参加できるプロ
グラムは世の中にたくさんあるんですよ
ね。ただ、つくるものに対して、親の意
向というものがだいぶ入りやすい気がし
ます。そこに何かできないかと思い、子
どもが自分の意思をもってできること、そ
して同時にそれを親がサポートするんじゃ
なくてひとりの人間として一緒につくるこ
と、その両方をあわせもって親子の対話
を生み出すことを目論む「オヤトコエノ
コ」というプログラムをつくっています。
高坂：子ども向けのプログラムは、教育
普及とか展覧会の連携プログラムとか、
手堅い感じでやることが多いと思うんで
すが、タチョナとの事業はお互いに実験
だと思ってやっています。特に高学年向
けは集客にも苦労するんですが、やって
みないとわからないことがあると思うの
で、集客よりも、実験する・開発すると
いう点を重視しています。「オヤトコエノ
コ」もマンション建設ラッシュで、子育
て世代の流入が増えている西区の状況も
踏まえた上での、新しい親子向けプログ
ラムとして考えています。
小島：一般社団法人をつくった理由でも
あるんですが、今は子ども・親子からさ
らに高齢者の福祉に興味があるんです。
このエリアに住んでいる人たちの層を意
識していますが、独居であったり、核家
族であったりする、様々な世代の問題を
なんとか拾い集めていけるプログラムも
考えています。

̶それは、子どもたちと高齢者とが一緒
になって行なうようなものですか？

小島：この半年ぐらい別のプロジェクト
で、偶然にも高齢者の役割が見えてきた
りすることもあったので、ミックスさせ
た方が良いんじゃないかと思っていま
す。高齢者だけでプログラムをつくるの
ではなくて、子どもや若い世代と組み合
わせることで高齢者のアクティブさを引
き出すことができるんじゃないかな、と。

̶今後の展開としてどんなプロジェクト
を考えていますか？

小島：市の塾代助成制度などを使って、
しっかりとしたアートの学びの場所をつ
くりたいと思っています。子どもたちが
利用するための手続きは難しいようです
が、使えるプログラムは広がっていて、
大阪市にしかないシステムだと思うので、
これを使わないともったいないですよ
ね。他には家庭や社会で様々な課題をも
つ子どもたちにもアートを学ぶことで
個々の自立や創意工夫を促し、社会性を
養えるような学びの場を提供したいと考
えています。

小島剛（一般社団法人タチョナ代表理事）
大阪音楽大学非常勤講師、音楽家。IT企業での勤
務の傍ら、即興音楽やコンピュータ音楽の音楽家と
して国内外で活動。退職後、NPO大阪アーツポリ
アにて大阪築港赤レンガ倉庫でのアートイベントや
ライブを企画。2011年から「NPO cobon」で小学
生向けのアートプログラムのコーディネートに関わ
り、2015年に一般社団法人タチョナを立ち上げる。
現在も音楽家として活動しながら、小中学校やアー
ト・センターなどで実験的なアートプログラムの企
画・コーディネートを行なっている。
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̶松下さんとenocoとの関わりは？

松下：大学間連携の事務局長をしていま
す。建築や都市系の大学では設計演習課
題というものが重視されていて、僕自身
も教えているのですが、せっかく学生が
一生懸命考えた計画でも社会との接点が
少ないため、学内の発表だけで終わって
しまってもったいないんですよね。もっ
と社会に近接させながら、うまくいけば
行政のパブリックコメントのオルタナティ
ブな提案にできるくらいのクオリティまで
高めることができないかな、と。それを
目指しているのが大学間連携ですね。

̶初年度から明確なミッションがあった
のですね。

松下：初年度の2012年は立命館と大阪市
大だけの参加でしたし、正直それほど明
確ではなかったです。設計課題の成果を
共有する合同展覧会ぐらいの意味合いし
かなかったんですね。参加大学が5大学
まで増えた2年目からは、課題に取り組
む最初から一緒にやっていこうというこ
とで、一緒に集まってフィールドワーク
もしました。
高坂：課題を共有するところからはじま
ったのですね。
松下：そうですね。発表の前に中間講評
会を設けてるんですね。そこで一度学生
に発表してもらって、他大学の先生に自
分のつくった内容を評価してもらいま
す。そして最終講評会でバージョンアッ
プさせて展示する、という流れですね。
「地域の課題」という部分に着目している

ので、2013年は西区長と福島区長にもお
越し頂いて、いろいろとコメントをもら
いました。  

その時の対象エリアは中之島GATEで、
西区、福島区、そして北区と色んな行政
区域にまたがっているんです。行政も区
の周縁部で他区にまたがるような場所に
は手をつけにくいのですが、そこをつな
ぐことで魅力的な場所になると考えたわ
けです。

̶そういった難しいエリアについて、各
大学で共通して設計演習課題にすること
ができるのですね。

松下：難しいところもありますね。
高岡：大学ごとにカリキュラムが違うの
で、課題やスケジュールをかっちりと合
わせるのは難しいとか。
松下：大学間連携では、いつも立地型と
テーマ型の2つ用意しています。この場
合、テーマ型は水辺、立地型は中之島、
特に中之島GATEと、なるべく幅を持た
せて連携しやすい方法を考えています。

̶プラットホーム形成支援事業のひとつ
に組み入れられたのがこの2年目で、こ
の年から府の予算もついているのですね。

松下：そうです。やっぱりお金も大事で
す。極力、行政等からのお金に頼らず自
立してうまく回るような仕組みをつくれ
ないか、今探っているところです。 
3年目である2014年のテーマは「エリア
マネージメント」で、少しアーバンデザ
インの視点を入れながら、エリアを運営

していくような提案を考えてもらう機会
にしました。この時の講評会とシンポジ
ウムに建築家の藤村龍至さんや、大阪市
の副市長に来ていただきました。地域に
も歩み寄りつつ、行政にも近寄りつつと
いうことを意識しましたね。  

2015年は「ミズベリング世界会議」とい
う、国土交通省の近畿地方整備局が主催
の水辺活用に関するシンポジウムの中
で、15提案の模型とパネルを3日間展示
しました。3日目にプレゼンテーション
の機会を設けて学生に発表してもらった
のですが、近畿地方整備局の方に絶賛い
ただきましたね。いろいろなことを考え
て、ここまで整理して、繋いでいくスタ
ンスは素晴らしいと。実際に実現できる
かどうかを調べるという動きにまで発展
しました。結局実現までは至らなかった
のですが、なかなか有意義な提案になっ
たと思います。

̶課題を見出して解決するという形の提
案が多いですか？

松下：そうですね。結構多様なので、実
際に提案を聞いてもらう相手もしっかり
と選んでいきたいと思っています。行政
職員や建築家を呼んでいるのですが、ま
だまだ社会へのフィードバックができて
いないんです。例えばどこかで展示をす
る、とか役所のエントランスホールで模
型を並べて見せる、とか。学生が一生懸
命つくった模型なのでなかなか迫力ある
し、わかりやすくつくっているんです。
そのクリエイティブさを社会に届けたい
と思っています。

大学間連携

松下岳生 
（大学間連携プロジェクト事務局長）

プロジェクト関係者に尋ねる

Project Related Interview10

2016年8月22日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

複数の大学から学生が一堂に会し、計画対象地とその周辺について、現在
進行形で進められているプロジェクトのレクチャーを受ける

enocoを拠点に、大学の混成チームで対象地のフィールドワークを実施

フィールドワークで感じた地域の課題や可能性を、チームで議論しながら
洗い出す

フィールドワークの結果を発表、参加者全員で共有していく

課題制作の途中段階で実施する中間エスキスの様子。他大学の先生や学
生から様々な意見が投げかけられ、計画を更に練り上げていく

完成した演習課題を集めた合同展覧会。各大学の先生にゲストとして建
築家などが加わり、ひとつひとつの作品についてクリティークが行われる

優秀作に選ばれた作品の最終プレゼンテーション。聴講している学生も他
大学の発表から多くのことを学び取る。行政職員も聴講に参加

学生によって運営チームが構成され、課題の制作だけでなく、様々な役割
が与えられる

プロセスの1例
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ら知り合えるというメリットがあるので、
その機会をうまく活用できるような仕組
みをつくりたいと思っています。  

自分の大学の先生だけに教えてもらうの
ではなく、他大学の先生も一緒になって
議論していくのは、おそらく先生として
は大変な部分もあると思うんですけど、
社会性が一層あがった提案につながって
いると思うんです。僕はすごい意味があ
ることだと考えています。

̶提案の実現を目指す取り組みがあって
も面白いですね。

松下：いままさに大学間連携での提案を
取り上げ、プラットフォーム形成支援事
業として行っているものがあります。例
えば大阪府のまちづくり施策で計画変更
が検討されているエリアにおいてステー
クホルダーでない大学及び学生が調査か
ら分析、提案を行いながら、ステークホ
ルダーと一緒に検討していくというもの
です。
高岡：こうした取り組みがプラットフォ
ームとして独立できたら、20年30年と
継続していくことは可能だと思います
か？
松下：お金があれば、ですね。だから稼
がないとダメだと思っています。稼げる
仕組みを整えないといけないのですが、
そこまでなかなか手が回ってないんです。
高岡：毎年の合同設計演習がベースとし
てあって、そこに具体的なプロジェクト
や依頼が入って来て、うまくマッチング
していくつかの大学で実際に関わっても
らう、というのが理想ですね。事務局は

大変ですけど。松下さんの視点から見た
課題はどんなものですか？
松下：続けていこうとすると予算がいり
ますから、そこですね。それから、プラ
ットフォーム形成支援事業などを活用し
て、行政とのつながりをこれからどうし
ていくかも課題ですね。
高坂：行政に近いところでありつつ、完
全に行政ではないというenocoの存在が
ポイントになるわけですね。
松下：そうですね。先にあげたまちづく
りのプロジェクトでは、行政が抱える課
題を、enocoが絶妙かつ程よい距離感で
丁寧にほぐしながら動いていただいてい
ますからね。そういう関係を組めるのは
ありがたいと思います。

松下岳生（大学間連携プロジェクト事務局）
NPO法人パブリックスタイル研究所事務局長、環
境デザイン事務所 素地 (soji)代表。ひとと自然との
より良い関係を提案するランドスケープのデザイン
からプログラム、またそれを支える仕組みづくりま
で、多岐に渡る活動を展開中。

̶そうした成果の「活用のされ方」のイ
メージについて、松下さんはどう考えて
いますか？

松下：学生提案は、法令も意外と細かく
押さえた実現可能性の高いものもありま
すし、行政の施策に対してクリエイティ
ブな視点を提供したり、オルタナティブ
案となるような活用のされ方もあると思
います。行政の基本構想の検討段階にち
ょうど学生の提案が重なったりすると、
うまく行政担当者の耳に入って反映され
るかも、と思ったりします。

̶2016年度のテーマは？

松下：今年は観光です。大阪府に定住促
進をはかるための滞在を考えるというテ
ーマなんですけど、大阪に滞在するとは
どういうことなのか、ということから考
え直すことが肝心だと思います。
高坂：それは今、大阪がインバウンドで
賑わっているという状況も踏まえてとい
うことですか？
松下：もちろん、それもありますね。あ

と今回ユニークなのは、これまでの成果
に大阪府の企画室という部署が興味をも
ち「一緒にやりませんか？」と声をかけ
てくださったことです。enocoのプラッ
トホーム形成支援事業の中で展開してき
た成果かな、というところはありますね。
「大阪・関西での滞在を考える観光定住促
進の切り札とは」というテーマで、学生
なら誰でも参加できるよう枠を広げて、
公募で作品・提案を募集しました。都市
系・建築系でない学生からの提案もあり
ました。
高坂：設計演習の中で「定住」を考える
のは面白いですね。
松下：例えば、病院への入院も滞在と捉
えるような提案があったり、あるエリア
一帯を民泊できるようにするため、どう
いう風に空間を変えるのが効果的かとい
う提案があったり。もちろん、観光の話
もあったりね。公募にして建築・都市系
でない大学・研究室も参加したことで幅
が広がりました。企画室としても、今回
の協働を通して、大学生の定住促進がで
きないか、つまり卒業後に東京で就職す
るのではなく在阪企業に就職する学生を

増やすことができないかという狙いも持
っています。

̶enocoとの協働は何がメリットになっ
ていますか？

松下：やっぱり、場所があるというのは
すごく活きていましたね。集まって話す
場所も必要になりますし、中間講評会の
ためにも場所がいりますし。だんだん人
数が増えていくと、そこそこ広い場所が
必要になりますし。こういうスペースが
あると非常に意義深いし発信もしやすい
なという気がしますね。

̶これから先の展開をどう考えておられ
ますか？

松下：学生のプラットフォームと企業の
プラットフォームがあって、学生の方は
学生主体でも回せるようにしたいです
ね。学生が講評してもらいたい人を自分
たちで選んだり、会場のデザインを考え
たり、ということですね。そして企業の
方は、優秀な学生と就職活動をする前か
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規制の厳しい水辺の土木構築物を、地域の声を取り入れながら
運営も含めてデザインしていく一連のプロセスは、関係者の数も
多く利害も様 で々、その調整には大変な労力を必要とします。何
より粘り強く合意形成していくことが大事ですが、ずっと継続して
関わることができ良かったと思います。

5YEARS

104  計画から運用まで常に市民が  
 主体的に関わる公共空間整備を行う

事業概要

 » 木津川遊歩空間整備
土木施策を担当する大阪府の西大阪治水事務所と文化施策を担当する文化・スポーツ課が連携
して、河川の遊歩空間整備支援をプラットフォーム形成支援事業として実施。enocoのそばを流れ
る木津川の遊歩道の一部の整備について、企画段階から地域の意見を積極的に取り入れ、コンペ
によってアイデアデザインを募集し設計に反映させた。完成後の管理運営を公民連携で行うため、
地域主体の運営体制づくりを進め、2016年4月には「木津川遊歩空間を楽しむ会」を結成した。

2012年度：木津川遊歩空間アイデアデザインコンペの実施
2014年度：活動コミュニティ形成のため近隣に説明とヒアリングを実施
2015年度：木津川遊歩空間一部完成・供用開始
2016年度：NPO主導による地域活動コミュニティの形成

主催：大阪府

関連事業

 ▷1YEAR 木津川遊歩道空間整備事業における制度設計補助
 ▷6MONTHS 木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ
 ▷3MONTHS 木津川遊歩空間整備計画ワークショップ

実施のコツ！

 »スタートからゴールまで伴走する
事業の立案段階から工事の完成を経て供用が始まるまで、長期間にわた
って継続してenocoが伴走した

 » キーマンを見つける
文化・スポーツ課と連携しながら、西大阪治水事務所のキーマンが社会実
験として前例のない事業を強力に推進した

 » 状況に応じてチームを編成する
設計段階、工事段階、そして供用開始と、各ステップに応じて外部の専門
家を招聘してチームで事業を進めた

 » 市民の位置づけを重くする
管理運営のステークホルダーの一員として市民が関わるスキームを構築
した

整備後の遊歩空間。2017年3月末には広場部分の工事も完了し、全体の供用が始まる予定

̶enocoと協働で行った木津川遊歩空間
のコンペティションについて教えてくだ
さい。

萩：大阪はもともと水の街で、区画整備
や高潮対策などが進んでいく中で埋め立
てをしたり防潮堤を高くしたり、もとも
と親しんでいた水辺の風景に背を向けて
行ってしまったという反省があるんで
す。水辺との調和を改めて図っていくべ
きなんじゃないか、という考えで進めて
います。  

キタは大人のまち、ミナミは道頓堀とい
う商業のまち。これらのエリアは経済的
にも恵まれてますから、言ってしまえば
「自然に賑わっていく」エリアです。対し
て木津川遊歩空間は職住連帯地域で少し
落ち着きのある雰囲気ですから、ここは
一線を画して、文化やアートを取り入れ
ながら綺麗に整備していこう、というこ
とを念頭に置いて計画してきました。今
回の遊歩空間より下流側からドームの北
側までのエリアでは何年も前から「コン
ペティションをして遊歩道を整備してい
こう」という話になっていました。ただ、
コンペ実施のときに東日本大震災が起き
てしまったんです。「その構造は本当に大
丈夫なの？」と見た目に住民の方が不安
を覚えて、地域との合意形成がうまくい
かず中止になってしまいました。 歴 史
を遡ると、阪神高速1号線辺り、四ツ橋筋
辺りを流れていた西横堀川から西の木津
川へ向かって、立売堀川という幅18mぐ
らいの堀が1.3から1.4kmほどあったので
すが、戦後の戦災瓦礫処理や区画整理で
基本的には道路や建物に、ということで

埋めてしまったんですね。木津川へ取り
つく手前に130ｍの一部区間だけは大阪
市の船のドックにしたいということで堀
を残していたんです。地元の人からは、
そこに水鳥が来たり亀がいたりと水辺環
境としては一定の寄与をしていたと聞い
ているんですが、我々は耐震事業を行わ
ないといけない中で、ここに杭を打ち、
さらには地盤改良もやっていかないとい
けないので施工延長をできるだけ縮める
ために、堀の部分をショートカットして
埋め立てました。大阪市には船を別の場
所に移してもらい、この埋め立てた土地
と一体で遊歩道空間を整備しよう、とい
うことになりました。ただ、普通に設計
しても面白くないので、デザイン案を募
集する形式のコンペを行いましょう、と。
そしてそのコンペの前に地域とのワーク
ショップを開催して、「どういう空間にし
ていきたいか」という地域の思いを反映
したデザインがなされるように行政も意
識しました。その段階からenocoも入っ
ていただいたんです。

̶そこで提案が選ばれたのが建築家の岩
瀬諒子さんだったんですね。

萩：はい。採用された後もワークショッ
プを重ね、岩瀬さんが住民の方と直接お
話しながら詳細の設計を詰めていきまし
た。そこに土木設計を専門とするコンサ
ルタントが入って技術的にサポートして
もらう、という体制でしたね。  

実は去年度、予算の問題で一部分しか供
用できなかったんですけど、今年度は幸
い広場部分の予算もいただくことができ

ました。市民の方にも「ここはどうなる
のか」という期待を持っていただいてい
ましたし完成が楽しみです。

̶この遊歩道の特徴はどんなところです
か？

萩：まずは居心地の良さ。水辺や光など
の恵まれた周辺環境と良く調和してい
て、全体的な形状や配置などの大きなス
ケールから、見通しの良いフェンス、か
わいいホース巻取機、舗装材の使い方、
プランターなど細かなスケールまでこだ
わって設計されていることで、空間全体
の居心地の良さを生み出している。 
これらを裏打ちしているのは、ワークシ
ョップやデザインコンペ等のスキームは
もとより、設計者が近接・中間・遠距離
と、ヒューマンスケールから鳥瞰までス
ケール横断的な視点を持って、緻密なリ
サーチ、スタディを繰り返し、メーカー
協力も得て実証実験もしながら全体デザ
インとディテールを全てコントロールし
てマッチさせていることが大きいですね。 
そのために大変な労力をかけられており、
相当な強い思いがないとできないでしょ
う。  

また、西区には水辺はたくさんあるけど
実は近づけるところはほとんどなくて、
ここは街中におけるとても貴重な親水空
間となっています。それから、ここをま
ちの新たな資源として地域の人々に愛着
をもって使いこなしていただくことも大
切で、そのためのこの空間で地域の人々
が1年を通じて自然を感じながら、西区ラ
イフのクオリティを高めていけるような

木津川遊歩空間整備

萩信之 
（西大阪治水事務所 防災対策課兼水都再生課）

田崎真吾 
（西大阪治水事務所 防災対策課）

プロジェクト関係者に尋ねる

Project Related Interview11

2016年8月22日 @木津川遊歩空間

聞き手：榊原充大 / 川勝真一（RAD） + 高坂玲子（enoco）
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行っていたんですけど。議論が少し止ま
っていた時に忽那さんが来たので、どっ
しり感が、安定感がありました。あの時
から風向きが変わりましたね。
萩：忽那さん岩瀬さんのコンビも息が合
っててとても良かったですね。

̶今後、どういうことが計画されていま
すか？

萩：先ずは3月末の完成を目指して広場
の整備を進めていきます。それから“使
いこなし”を充実させるための活動が始
まる予定です。その前段として、「木津川
遊歩空間を楽しむ会」という任意団体を
住民さん、enoco、NPO法人TOYBOX

の3者でつくっていただき、今はアドプ
ト活動をしていますね。清掃や水やり、
ヨガイベントなどをファーストステップ
として実現してもらいましたが、これが
発展していくイメージですね。季節ごと
に緑を育てたり収穫イベントを開催した
り、カフェでお茶をしたり、ヨガやコン
サートなど楽しんだりできるように展開
していく予定なので、地域のみなさんに
どんどん参加していただきたいですね。

̶こういった事業の今後の見通しはどう
ですか？活用されていきそうですか？

萩：デザインコンペを採用した事業がこ
れから出てくるかどうかは、関連する組
織や地域がいかに合意形成を取るかとい
うことも鍵になりますね。今回は事業発
足当時の関係者が真剣にまちづくりを考
え「ここは文化部門と協働していこうか」

と決断してデザインコンペが成立したわ
けです。
田崎：この遊歩空間は組織のトップの「水
都事業に力を入れるぞ」という大きな流
れの中で実施できたと思いますが、国交
省でこういうデザイン整備を行う際には
こうしましょう、というガイドラインが
できればやりやすいと思います。
萩：その点もアイデアコンペの審査員で
もある久保田先生や忽那さんなどが土木
学会で研究されています。「基本ルール」
みたいに浸透していけば良いなと思いま
すね。僕らのチームのメンバーも様々な
事業の経験はありますけど、ここまで地
域の方に喜ばれる事業はないと口を揃え
てますね。公共空間の整備のためのデザ
インコンペの条件として地元の思いを反
映しようという考え自体が浮かびづら
い。通常の広場や公園の整備事業ではコ
ンサルタントが絵を描いて、つくり、そ
こで市民の方が楽しく遊んでくれればい
い、というぐらいの感覚だったんです。
田崎：土木の本質は機能ですよね。この
遊歩道は安全に歩けるという機能だけで
はなくて、プラスαがある分コストがか
かるんです。土木の基本的な考え方でい
うと、機能さえ満たせばそれ以上の贅沢
はいらないよ、となるわけです。そのデ
ザインを導入する基準が今はないので、
プラスαのコスト分の必要性を説明しに
くくて。「土木行政的には贅沢品だよね」
と言われてしまいかねない。
萩：多少贅沢品でも、市民のための本質
的な「効果」が期待できて投資に対する
明確な意思決定ができればOKと思うん
ですけどね。それでまちが良くなれば多

くの方々に喜んでいただけるのではない
でしょうか。

田崎真吾（西大阪治水事務所 防災対策課）
2006年大阪府入庁。2006～2009度年枚方土木
事務所、2010～2012年度河川室勤務を経て、2013
年度より西大阪治水事務所。水都再生事業、木津
川遊歩空間整備事業、大阪ふれあいの水辺事業、南
海トラフ対策事業、防潮堤の耐震補強や鉄扉の補強
などを担当している。

萩信之（西大阪治水事務所 防災対策課兼水都再生課）
2002年大阪府入庁、2002～2005年度富田林土木
事務所、2006～2009年度タウン推進室勤務、
2010～2013年度事業管理室勤務を経て、2014年
度より西大阪治水事務所勤務。水都再生事業、木
津川遊歩空間整備事業、堂島川の遊歩道整備、橋梁
のライトアップ、南海トラフ対策事業、防潮堤の耐
震補強や水門の補強などを担当している。

場所づくりをしようという取り組みも始
めており、これも特徴といえますね。

̶事業中の地域とのやりとりで印象に残
っているのは？

萩：隣接するマンションの方からは事業
に関していろいろとご意見をいただくこ
とも多く、生活空間との距離も近いこと
から「敷地と遊歩道の間に目隠しフェン
スをつけてほしい」というご意見もあり
ました。「それではせっかくのお部屋から
の景色がもったいない」と思ったので、
河川敷地を上手く使って植栽で目隠しを
する提案をさせてもらいました。2階か
ら4階の全戸にアンケートをとって、最
終的に合意をいただけました。
田崎：その時は萩さんたちが行かれたん
ですけど、2階3階の各部屋に入らせてい
ただいて、各ベランダからの風景はどん
なものかも全部見て回りました。
萩：いろんなパターンの完成予想図もつ
くって、お配りして、仮でフェンスを建
ててみたりして「こういう風に見えるよ
うになりますよ」とみなさんに具体的に

お伝えしました。そこまでしないと想像
がつかないでしょうから。

̶それくらいキーポイントだったんで
すね。

萩：そうですね。豊かな自然環境との調
和が大切ですからね。

̶工事をする上で大変だったことは？

萩：事業を引き継いだときには契約上は
詳細設計が終わっていたので図面の通り
やっていくのかなと思っていたんですが、
施工しながら設計を随時修正していって
るところですかね。審査会でも委員の先
生方から「構造が複雑だから現場でデザ
イン管理をきっちりやらないと実現でき
ないよ」と言われていたんです。その言
葉が身に染みましたね。一時は毎週岩瀬
さんに大阪に来てもらって、長い時は10

日連続で来てもらったこともありまし
た。様々な施工業者やメーカー、コンサ
ルタントと寄ってたかって話し合ってな
んとか実現しています。

̶土木の工事でそんなに柔軟に対応して
いけるものなんですか？

萩：施工業者は一般の土木業者さんなの
で慣れていない分かなり大変そうでした
ね。本当によくやっていただけたと感謝
しています。
田崎：工事しながら図面をつくるなんて
初めてでしたね。

̶enocoプラットフォーム部門との関係
についてはどうでしたか？

田崎：うちはつくるのがメインなので、
デザインコンペを実施するとなると全く
ノウハウがなかったです。その点を
enocoにかなり補ってもらいました。本
当にありがたかったですね。
萩：（PF部門チーフの）忽那さんもマン
ションの方との会議に何度かお越しくだ
さいましたね。来てくださると雰囲気が
ガラッと変わって、関係性が良くなった
という印象はありますね。説得力ある
し、経験値あるし、「さすがやな」と。
田崎：それまで僕がマンションに月に1回
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硬直化してしまった行政の事業や地域の課題に対して、「文化」
という角度から切り込んで、ブレイクスルーをはかろうという事業
です。地域イベントの活性化から防災、河川空間やダムといった
土木インフラまで対象は様々ですが、常に地域を主役に考え、
enocoが離れた後も活動が持続することを何より大事に考えて
います。enocoの施設運営と一体的に活動することで、クリエイ
ターとのネットワークを活かしたり、enocoへ来た相談をプラッ
トフォーム形成支援事業で引き受けたり、蓄積したノウハウを相
互で共有できるなど、enocoだからこその成果をあげることがで
きました。外部資金の獲得源にもなります。

5YEARS

105  地域の課題等に対して、住民を含めた多様な関係者が  
 連携協働しながら合意形成をはかる

106  アートやデザインの創造力で、社会課題を解決する

107  課題解決のための新たな行政手法を開発する

事業概要

 »プラットフォーム形成支援事業
enocoの指定管理者である長谷工コミュニティ・E-DESIGNプラットフォームグループが実施する、
大阪府の委託事業。公共空間の利活用、地域の活性化、街づくりなど、単独の部局だけでは解決
が困難で複合的な行政課題 に対し、アーティストやデザイナー、府民、専門家などの多様な立場
の組織や人が「プラットフォーム」を形成して、行政主導ではなく、対等な立場で交流・対話を行
い、アートやデザイン等をツールとして、 解決策を検討し提案する官民共同の体制づくりを支援す
る。

[主な実施事業 ]
・公民協働による土木空間整備と継続的な活用の支援
・地域主体のまちづくり活動やアートイベントの支援
・アートを活かした防災プログラムの開発
・大学と社会をむすぶ連携プロジェクトなど

関連事業

 ▷5YEARS 木津川遊歩空間整備
 ▷5YEARS 大学間連携
 ▷4YEARS 安威川ダム周辺整備基本構想 (案 )作成事業
 ▷4YEARS 『安威川ダムの活用と保全』に資するプラットフォームの構築
 ▷4YEARS わがまちカンヴァス
 ▷3YEARS 安威川地域マスコットキャラクターの展開
 ▷1YEAR 木津川遊歩道空間整備事業における制度設計補助
 ▷6MONTHS 木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ
 ▷3MONTHS 木津川遊歩空間整備計画ワークショップ
 ▷3MONTHS かたのカンヴァス
 ▷1DAY 安威川フェスティバル
 ▷3HOURS Osaka Creative Forum

実施のコツ！

 » サポート役に徹する
我々が課題を解決するのではなく、地域住民等の主体が自ら課題を解決
したり、事業を実行できるようになる体制や環境づくりをサポートする

 »アートの力で分野を超える
アートやデザインといった「文化」や「創造性」を掲げることで、各行政機
関や部局の専門性を超え、横断的な取り組みが可能となる

 » 通年で取り組む
単発の事業ではなく、通年で各部局から相談を受け付け、複数の事業を
実施することで、ノウハウが蓄積されると共に、行政手法として確立する

 »クリエイターの活躍の場を広げる
クリエイターが、行政の事業に参画する機会を提供する

 » 施設運営業務と連携する
enocoの指定管理業務と連動させることで、相乗効果を発揮する

ワークショップの様子。外部のファシリテーター等の協力を得ながら、地域住民や関係者の合意形成をはかっていく

プラットフォーム形成支援事業のスキーム
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108  都市開発事業と文化行政が合わさった  
 新しい文化施設を生み出した

109  全方位的な事業を担いつつも「社会課題を解決する」  
 という方向性を持つことで独自性を獲得した

事業概要

 » 大阪府立江之子島文化芸術創造センターについて

［期間］
2012年4月（開館）～現在

施設名称：大阪府立江之子島文化芸術創造センター
開館年：2012年（平成24年）
所在地：大阪市西区江之子島2丁目1番34号
所管：府民文化部都市魅力創造局文化・スポーツ課（2016年度時）
指定管理者：長谷工コミュニティ・E-DESIGNプラットフォームグループ
館長：甲賀雅章
スタッフ：企画部門6名、施設管理部門3名、マネージャー2名、プラットフォーム形成支援事業3名
（2016年度） 
主要諸室：展示室（R1～4）、スタジオ（R5）、多目的ルーム（R6～12）、フリースペース、ライブラリー他
管理委託料：70,822千円（2012年度）、65,552千円（2013～2016年度）

実施のコツ！

 » 社会課題解決手法として文化芸術が認識されてきた
創造都市論を背景に、文化による都市再生やアートフェスティバルによる
地域活性化、アーティストやクリエイターのまちづくりへの参画など、社会
課題解決手法としての文化芸術の活用が注目されていた

 » 経験豊富な専門家のネットワーク
多岐に渡る事業を限られた予算のなかで効果的に実施する方策として、経
験豊富な多ジャンルの専門家がパートタイムで事業運営にあたる、ネット
ワーク型の組織が編成された

 » 時代の変化に対応したい行政側のニーズ
各地方自治体が文化芸術を活用した都市再生や地域創造、シティプロモ
ーションなどを施策に掲げるなか、門外漢の担当職員が見よう見まねで事
業を進めざるを得ない状況にあって、そのような地方自治体職員をサポー
トする公的機関のニーズがあった

プラットフォーム部門チーフディレ
クター
忽那裕樹（くつなひろき）
2012年～現在

プラットフォーム部門
石塚育代（いしづかやすよ）
2012年～現在

プラットフォーム部門ディレクター
濱本庄太郎（はまもとしょうたろう）
2012年～現在

統括マネージャー
北川好志（きたがわたかし）
2012年～現在

担当マネージャー
石川英樹（いしかわひでき）
2014年～現在

企画部門アートコーディネーター
福元葉子（ふくもとようこ）
2014年～2015年

企画部門アートコーディネータ―
峯恵子（みねけいこ）
2014年～2016年

施設管理部門
大津翔里（おおつしょうり）
2012年～2014年

企画部門（アルバイト）
岩澤豊子（いわざわとよこ）
2014年～2015年

館長
甲賀雅章（こうがまさあき）
2012年～現在

企画部門アートコーディネータ―
/広報
近藤美智子（こんどうみちこ）
2016年～現在

企画部門アートコーディネータ―
吉原和音（よしはらわおん）
2012年～現在

企画部門プログラムディレクター
松本拓（まつもとたく）
2015年～現在

施設管理部門
石井明音（いしいあかね）
2014年～現在

施設管理部門チーフディレクター
中嶋賢次（なかしまけんじ）
2012年～現在

施設管理部門
森田滋樹（もりたしげき）
2012年～現在

企画部門アートコーディネータ―
高橋真理子（たかはしまりこ）
2012年～現在

企画部門チーフディレクター
高岡伸一（たかおかしんいち）
2012年～現在

企画部門プログラムディレクター
高坂玲子（こうさかれいこ）
2012年～現在

スタッフ（2016年度末現在）

enoco（主に館の企画運営）

マネージメント

プラットフォーム形成支援事業

過去スタッフ
5年間の活動とその成果を振り返れば、次の5年間はenocoの
独自性を更に強く打ち出して唯一無二の存在を確立するべきこ
とは明確です。しかし府所蔵の美術コレクションの活用や江之
子島まちづくり事業との連携においても高い成果が同時に求め
られ、更に指定管理の予算は削減されてしまいました。次期5年
間の施設運営は、非常に難しい状況に置かれています。

5YEARS

「Be Creative!」をコンセプトに様々な事業を行っている

enocoの
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設立に至るまでの背景

大阪府立江之子島文化芸術創造センター（enoco）は、
「文化芸術の創造及び振興を図り、もって大阪の都市の
魅力の向上に資する」ことを目的に、大阪府の条例に基
づいて設置された新しい文化施設で、2012年4月に開
館した。文化芸術が府民の心を豊かにするだけではな
く、現実の都市の魅力向上に資するとした点に、この施
設の大きな特徴がある。その背景には大阪府の厳しい
財政状況下、2008（平成20）年に就任した橋下徹府知
事（当時）による全庁的な「財政再建プログラム（案）」に
よって、文化行政の大幅な見直し・縮小の方向性が打ち
出されたことがある。大手前にあった大阪府立現代美
術センターの閉鎖が検討され、このままでは府立の文化
芸術施設がゼロになってしまうとの危機感のなか、2010

（平成22）年3月に策定された「大阪文化振興新戦略
（第2次大阪府文化振興計画）」に沿った形で、従来の
「社会に支えられる文化」、つまり税金や公共によって保
護される文化ではなく、「社会を支える文化」、実際に社

会の役に立つ文化を標榜することで、文化行政の生き
残りをかけたのが、この江之子島文化芸術創造センタ
ーの設立であった。
センター設立にあたって2011（平成23）年2月に設置さ
れた「アートセンター構想検討会」では、イギリスのニュ
ーキャッスル／ゲイツヘッドやフランスのナントなど、文
化による都市再生を果たしたいわゆる創造都市や、「大
地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」といった地
域活性化手法としてのアートイベント、そして横浜市のド
ヤ街であった寿町の再生において、アーティストやクリエ
イターの果たした役割などを事例として挙げることで、文
化芸術が都市再生を牽引し、社会課題を解決すること
を示している。そしてそのような成功の背景には、地域
やクリエイター、そして行政などが協働するプラットフォ
ームが構築されていることを強調して、江之子島のセン
ターにその拠点としての役割を果たすことを求めた。

施設運営については、指定管理者制度による5年間の
期間が設定され、プロポーザルによって事業者が選定さ
れた。公募に対して4組の応募があり、審査の結果、株
式会社長谷工コミュニティと株式会社E-DESIGNの
共同企業体である長谷工コミュニティ・E-DESIGNプ
ラットフォームグループが選ばれた。長谷工コミュニティ
は主にマンション管理を業務とする長谷工コーポレーシ
ョンのグループ企業であり、E-DESIGNは建築の外構
や公園などのランドスケープデザインを主たる業務とし
ながら、大阪を中心にまちづくりや社会実験事業にも実
績のある企業である。なお、旧大阪府立産業技術総合

研究所跡地を対象とした再開発事業である「江之子島
地区まちづくり事業」では、長谷工コーポレーションを
含む企業JVが事業者に選定されたが、センターの指定
管理業務はこれとは切り離された独立の事業である。長
谷工グループは文化施設の指定管理の実績はなかった
が、「江之子島地区まちづくり事業」では再開発エリア
（マンション等）とセンターの有機的な連携が不可欠で
あることなどから、水都大阪2009などで大阪府市の文
化事業に実績のあるE-DESIGNと組むことで、指定管
理の獲得を目指した。

指定管理者の選定

指定管理者募集が2012（平成24）年1月23日に締め切
られた後、2月3日にプレゼンテーションによる審査が行
われ、4月1日の開館時にはオープニングイベントの実施
が求められるという、極めてタイトなスケジュールのなか、
施設の開館準備は進められた。
センターの主な業務として求められたのは、①展示室や
多目的ルームの貸館業務②大阪府所蔵美術作品の維
持管理と活用③「交流・対話・協働の拠点づくり」などを
目的とした自主事業の実施④前述の江之子島まちづく
り事業との連携・協働⑤プラットフォーム形成支援事業
（以下「PF事業」）という、多岐に渡る内容となっている。
なお、最後のPF事業については指定管理業務の一環
ではなく、別途大阪府から指定管理者に対して業務委
託として発注するという形態が取られた。PF事業だけ
切り離されたのは、指定管理業務は5年間の予算が予
め決められているのに対し、年度ごとに予算や実施内容、
協働すべき部署や市町村が変わっていくためである。
人員については貸館業務や日常の施設管理業務を長
谷工コミュニティが中心となって担い、企画事業や所蔵
品の管理については、学芸員資格をもったアートコーデ

ィネーターや、まちづくりや地域活性化に実績のある建
築家などによって新たなチームを編成し、別途発注され
るPF事業は主にE-DESIGNが担当した。また館長に
はあえて大阪府外から人材を招聘し、アジア有数のパフ
ォーミングアーツフェスティバルとして海外からも注目さ
れる「大道芸ワールドカップ in静岡」を立ち上げた、甲
賀雅章が着任した。
企画部門とPF事業の人員は館長を含め、アート、建築、
パフォーミングアーツ、そしてまちづくりと、多ジャンルの
専門家によって構成されたが、それぞれが既に異ジャン
ルや行政、地域との協働に経験のある人材で固めた。ま
た専従のスタッフが一人もおらず、全員が非常勤又はそ
れに類した契約形態になっている。これは人件費に割く
ことのできる予算が限られていることが第一の理由では
あるが、企画部門のスタッフが皆それぞれの分野におい
て別の仕事を並行して続けることで、そこで得られる経
験や人的ネットワークを、センターの運営にフィードバッ
クさせ、あるいはリンクさせることで、センターの運営を
活性化させる効果を期待したからでもある。

施設運営の概要と組織体制

enoco運営体制（2016年度）

enocoについて
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事業のサイクルは、毎年度冒頭に指定管理者が年間の
事業計画書を作成し、府の承認を得た上で事業を実
施、外部有識者によって構成される評価員会の評価を
年2回受けて、次年度へ向けた改善を図るという、いわ
ゆるPDCAサイクルになっている。評価はまず指定管理
者が自己評価を行い、それを受けて大阪府が府の事業
として評価を重ね、評価委員はあくまで大阪府に対する
評価を下す階層構造となっている。自主事業などの実
施内容は基本的に指定管理者の発案によるものが尊重
され、貸館によって得られる収入は指定管理者の収入と
して計上されるので、再投下によって事業内容を更に充

実させることも可能になっている。例えば当初は貸会議
室のように時間貸しを想定していた多目的ルームのいく
つかを、創造的活動やまちづくりに関わる個人・団体に
対して月極のオフィスルームとして貸し出すことで、安定
的な収入を確保すると共に、クリエイターの交流や協働
を促すことを目的に、2013年からクリエイティブルームと
クリエイティブシェアルームという事業を実施するなど、
事業は柔軟に変更されていった。
※PDCAサイクル：事業活動の方法のひとつ。P=Plan

（計画）→D=Do（実行）→C=Check（評価）→A=Act

（改善）のサイクルを繰り返すことで事業改善をはかる。

事業のPDCAサイクルと指定管理者評価委員会 enoco館内マップ

個 の々事業の具体的な内容や、PF事業の独自性につい
てはここでは触れないが、5年間の活動を概括すると、
最初の2年間はまさに模索の期間であったといえる。評
価委員会の評価も第3者の意見も、おおよそ共通して聞
かれたのは「何をしている施設かよくわからない」という
コメントであった。コレクションを活用したオーソドック
スな展覧会から実験的なイベントまで、また施設近隣の
まちづくり活動から大阪府内の広域に関わる事業まで、
そしてそれらがアートやデザイン、建築やまちづくりとい
った多ジャンルに拡散した結果、外部からみれば散漫な
印象になってしまった。その背景には限られた予算と人
員という問題があり、加えて評価委員会での評価項目の
全てで高評価を得ようとしたため、どの項目も凡庸な結

果となってしまい、施設の独自性を打ち出すに至らなか
ったということがある。
そのような反省のもと、3年目からはenocoの強みづくり
をテーマに掲げ、「アートやデザインによる社会課題解決
の拠点化」を目指すことを前面に打ち出して、事業内容
にメリハリを付けた計画に変更した。とりわけ府立の文
化施設という立場から、社会課題のなかでも特に市町
村が抱える課題や職員の悩みを重点的に扱うことで、他
の文化施設とは異なる独自の特徴を生みだそうとした。
その結果、4年目くらいから市町村の間を中心に認知度
も高まり、普段から地域活性化や文化事業の見直しな
どの相談が持ちかけられるようになり、評価委員会にお
いてもその点が大きく評価された。

enocoの強みづくり

事業評価の方法とサイクル
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忽那裕樹 
（enocoプラットフォーム部門チーフディレクター）

2017年2月6日 @E-DESIGN

聞き手：榊原充大（RAD）

̶enoco設立に至る経緯についておうか
がいできますか？

忽那：2009年が水都大阪のシンボルイ
ヤーということでひとつの節目になって
いるのですが、実はenocoに繋がるとい
う意味では2001年が重要です。当時、大
阪の都市再生のためには水の都としての
再生、つまり水辺の再生が重要だと決定
されたんです。これまでは経済界、大阪
府、大阪市がバラバラだったんだけど、
全部が協働してプラットフォームをつく
りましょうということになったのが、実
は2001年だったんです。  

そこでやっと府と市が一緒にやっていき
ましょう、という枠組みができたんです
ね。そして一番最初に議題に挙がったの
は船着場の整備。今、大阪は船着場が18

箇所あって、建物も河川に背中を向けて
いたのだけれど、それを表に向け、そこ
に人が関わる仕掛けをつくりましょう、
としました。それまではハード整備だけ
で終わっていたんですけど、そこにソフ
トをきっちり入れて「都市を徹底的に使
いこなそう」となったんです。つまり、
僕らが常に言っていることですね。 
魅力的な人たちと過ごしていれば都市に
愛着がわきます。市民の活動、アートな
どの活動、都市政策 ...バラバラだったも
のを一緒にして、その「一緒にできたこ
と」をプロモーションしていきましょう、
というのが2009年でした。そして「水
都大阪2009」が開催されます。僕たち
E-DESIGNもメイン会場である中之島公
園の会場計画などで関わりました。それ
までにも、水都大阪2009のプロデュー

サーでもある北川フラムさんが関わった
「大阪・アート・カレイドスコープ」な
ど、大阪の行政もいろいろな試みをして
いた。それが「ここで一気につなげてや
っていきましょう」という流れになった
わけですね。

̶アートと都市政策が並走したわけです
ね。

忽那：ひとつで考えてやってみませんか、
ということですね。実は2008年に当時
の府知事などの提案で、計画の見直しが
されたんです。その中で「ハードとして
残していくものがアートだ」という意見
もあり、一方で僕らはリソースを視覚化
できる力がアートにはある、ということ
を言いました。「潜在的な価値を可視化
するんですよ」と。アートによって地域
の資源を発掘して未来の可能性を描く、
そしてその先に規制緩和が起こり、水辺
を含めた都市再生の大阪の未来を見せる
ことができる、と。アートと都市を同時
に語らなければならないと、それが2009

年に起こった一番大きなことかもしれな
いですね。

̶そういった流れを経てenocoが立ち上
がってくるんですね。

忽那：2010年度に構想検討会というもの
があったのですが、その中で出てきたの
が、社会の問題をクリエイティブに解決
する拠点にする、ということですね。水
都大阪など都市の中でアートを展開する
ことに関わり、一緒に都市の問題を解決

することが語られることの意義が見え
た。特に僕の中では、「小さなまちづく
り」と「大きな都市計画」と言っていま
すが、分断されていたその2つを統合し
ないと、と思っていたんですね。enoco

はそれを結びつける拠点になるべきでは
ないかという思いがありました。

̶当時の大阪の行政の状況が施設の役割
を再検討させたわけですね。

忽那：そうですね。2009年ぐらいまで
は行政が主導で、経済界も頑張ってきた
という構図があったんですね。一方で民
間や市民側がつくったプラットフォーム
が持続性を持ちながらまちをつくってい
く方法はないのか、という議論も出てき
ていました。そして、そういった議論を
踏まえて、enocoの指定管理者のプロポ
ーザルが組まれたのだと思います。当時
の大阪で一番足りないところは市民をエ
ンパワーメントして何か起こしていく、
というところだからそれをなんとかしよ
う、という意見が大阪府の文化振興計画
の中に取り込まれていました。ですので、
そこを力強くするためにenocoがあるべ
き、というのが僕たちのプロポーザルの
内容でしたね。

̶そこを行政側もプロポーザルに組み込
むのは一つの決断ですよね。

忽那：大きな決断ですよ。都市政策やま
ちづくりをアートや文化が支えている、
という理念を盛り込んでるんですから。
なので、府民市民がしっかりプロセスを

enocoの人
開館からの5年間運営をしてきた（そしてこれからも）、enocoメンバー3人に聞く、
大阪のこと、enocoのこと、そしてこれからのこと
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なやつ」と言う人もいるんですが、1回で
もどう楽しんでもらえるかを真剣に考え
たことのある人たちは、アーティストの
やっていることを見て感動するんです
よ。「こんなやり方があるんや！」と。そ
れがプログラムの源泉だと思いますし、
enocoができる貢献だと思います。 

そこに参加した人たちの中から「これ真
似してええですか？」と言い出す人が出
てくる。その企画を自分たちだけでやっ
てみるんだけど、なかなかうまくいかな
くて、そうするとさらにアーティストの
ことをリスペクトするんです。「将来的に
はきちんとフィーを払ってアーティスト
を呼びなさいね」と言うんですが、そう
して楽しくリスペクトして、市民と専門
家がwin-winになるような仕組みをつく
っていくことに、enocoがやっているこ
とがつながっていったらいいなと思いま
す。これから先の5年は「シーズン2」と
呼んでいますが、それをもう少しみんな
に知ってもらいたい。僕らでなくてもそ
の仕組みをつくれる人をつくったり、出
会いをつくっていったりできたらなと思
ってます。

̶シーズン2の展望を最後に聞かせてく
ださい。

忽那：より多様なクリエイターやジャン
ルが関わるチャンスをつくっていきたい
ですね。医療、福祉など、クリエイティ
ブな問題解決の余地は世の中にまだまだ
たくさんあると思います。それをひとつ
ずつ形にしてちゃんと見せていきたいな
と思いますし、つくってきたものに関わ
り続けるような方法で、いろんな人たち
と一緒に考えていける場所をつくれたら
な、と思っているところですね。  

そして大事なのは教育だと思っていま
す。とりわけ「ソーシャル・エデュケー
ション」。その言葉は日本では「生涯学
習」と訳されて、少し意味合いも違った
かたちで輸入されてしまって、個人が教

育を受ける権利のようなことになってし
まったんですね。でもソーシャル・エデ
ュケーションはもともと、自分が引退し
ようが何しようが、最期まで社会に参画
できる機会を持つことが重要なんです。
歳をとってからもまちに誇りを持って関
わって、リスペクトされて、最期まで元
気に生きようと。それが本当の生涯学習
の目的なんです。社会参画するための勉
強の機会、とりわけ座学じゃなくてジム
トレーニング的に参加できるような機会
は死ぬまで提供されるべきなんですよ
ね。お年寄りが「保護の対象」じゃなく
て、元気に社会の中で機能してほしい。
そういうチャンスを社会の中でつくり合
おう、と。そういうことで、教育のプラ
ットフォームをつくっていきたいと思っ
ています。  

アーティストがちゃんとお金をもらって
教育プログラムに関わるのも理想です
ね。例えばフォトグラファーから写真を
しっかり学べる機会をつくるとか。写真
がうまく撮れるようになったら、その技
術をさらにのばせる場もつくれますし
ね。高齢者の方々でものすごい技術を持
っている人もいるのに、引退した瞬間か
ら全く使っていないのはあまりにももっ
たいない。だからその技術水準が下がら
ないようにするのと、その技術や知恵を
交換しあい、使える場所や後世に伝えて
いくチャンスをつくっていきたいと思っ
ています。

̶個人がどういう学びを得るかと言うよ
りも、自分が社会というコミュニティに
入っていくというかたちですね。

忽那：役割の持ち方だと思うんですよ
ね。人から頼まれるって、役割を与えら
れる、と思うかどうかだと思います。誰
かに何かを頼まれて、できるという仕組
みをまちづくりとか、いろんなところで
できるようにしていかないと、と思うん
ですよね。社会参画の機会を考えていき

ましょう、そういったプラットフォーム
の形成を支援していきましょう、という
ことが次のenoco役割だと思います。

忽那裕樹（enocoプラットフォーム部門チーフデ
ィレクター／E-DESIGN代表）
1966年大阪生まれ。庭園をはじめ公園や広場、大
学キャンパス、商業・集合住宅・病院などのランド
スケープのデザインとプログラムを国内外で展開。
また、パークマネージメント、タウンマネージメン
トを通して、地域の改善や魅力向上に様々な立場で
関わっている。enocoのプラットフォーム形成支援
事業を手掛けるとともに、民主導の水と光のまちづ
くり推進組織「水都大阪パートナーズ」のプロデュ
ーサーとして数々の事業の企画・運営も行ってきた。

共有できて、自分にもチャンスがあると
いうような社会をつくっていく、大きな
都市計画と小さなまちづくりが繋がり、
それが大阪の愛着と誇りのプロセスにな
る、と提案するチャンスをくれたんです
よね。  

大地の芸術祭や瀬戸内国際芸術祭など、
アートの視点からみた成果はもちろん素
晴らしいけれど、僕らは、それがより都
市というフィールドでどう活かされ、ど
う未来の都市をつくることになるのか、
というストーリーをつくり、クリエイタ
ーもアーティストももっと社会参加でき
る仕組みとつながりをつくって共有しよ
うという思いでした。

̶こうした新しいミッションに対応する
のも大変だったんじゃないですか？

忽那：そうですね。僕らの提案は、enoco

の指定管理とプラットフォーム形成支援
事業を一緒にやっていくというところに
重きを置いたのが特徴でした。指定管理
は、一般的に結局「ハコ」の運営ですよ
ね。そこにもっと外に出て行く仕組みを
つくってみよう、と。それを受け入れて
くれたのは大きかったなと思います。 

enocoは民間としては全然儲からない施
設ですが、民間も入るべきところなので、
「割が合わないよね」で終わらせてはいけ
ないという思いがありました。「enocoか
ら出て行く部隊」は、アートだったりク
リエイティブな問題解決だったりと専門
性がいるものですから、デザインだけで
なくパフィーミングアーツにも関わりの
深い甲賀さん、アートの分野で水都大阪
2009やおおさかカンヴァス、瀬戸内国
際芸術祭の現場にいた高坂さん、そして
近代建築の専門家でもあり、都市計画に
も通じている高岡さんといったアート系
と都市系の人たちが連携していくチーム
ビルディングをしました。プロポーザル
は「長谷工コミュニティ・E-DESIGNプ
ラットフォームグループ」というかたち

で提出しました。
̶そのねらいはどういうところにあった
んですか？

忽那：僕らはもともとランドスケープデ
ザインの会社で、まちづくりにも多く関
わっています。河川や公園をもっと使い
こなしてピクニックとかしたらええねん、
という都市を使いこなす活動をしている
んです。そんな中で誰も欲しがっていな
い施設をつくっても仕方ない、みんなで
カフェつくって利益をあげるとか、使い
こなす人たちが欲しい施設をデザインし
ないといけないという思いが強いんです
ね。そうしていつも「本当の公共とはな
にか」を市民と共有して進めています。
使いこなしの都市計画は、全部更地にし
て建て直すような時代じゃない今こそ、
必要な考え方だと思っています。

̶enoco5年間の成果をどう見ています
か？

忽那：まず前提として、僕らはデザイン
を「かたち」「仕組み」「プログラム」と
いう3つで考えています。今までは「か
たち」だけがデザインだと捉えられてき
たように思います。そういうわけで
enocoもそれ以外の「仕組み」と「プロ
グラム」の面からこの5年の成果を考え
てみたいと思ってます。

̶「仕組み」の方から教えてください。

忽那：日本は資源がない国だけど人がた
くさんいるので、アイデアを持っている
人やそのアイデア自体が活かされる社会
の仕組みをつくるということが、enoco

でやりたかったことです。そのいい例が
木津川遊歩空間整備だと思います。今ま
では一番安く入札してくれた専門業者に
発注する際に「市民参画でアイデア聞き
ましょう」みたいなことを依頼していた
わけです。その都市が世界に誇れるデザ

イン性の高いものをつくってください、
でも管理が大変だから住民にしてもらい
ましょう、その仕組みを考えてください、
と河川の技術者に頼んでいるわけです。
それは難しいですよね。  

そのときに、資格がないから提案できな
い、じゃなくて、専門家でない市民でも
「こうしたらどうか？」と提案したり、そ
のアイデアをみんなで共有したりするフ
ァーストステップがまず必要だと思うん
です。そして専門家には専門家の仕事に
集中してもらう。もちろんその前後に「ど
んなものをつくったらいいか？」を考え
る市民と専門家が一緒になって行うワー
クショップがあった方がいいと思います
が。そういう仕組み自体がアイデアを取
り込む社会づくりだと思うんですよ。そ
のやり方のひとつを木津川遊歩空間で提
示できました。  

そして現在この木津川の仕組みを国の仕
組みにしようとしているんですよ。プロ
ポーザル、アイデアコンペのガイドライ
ンをつくっています。「コンペだとめんど
くさいしお金かかるし」という声に対し
て「いやこういう形でやったらすぐつく
れるよ」と教えてあげるわけです。これ
はものすごい広がっていくと思います
よ。都市や地域が疲弊している今、新し
い風を入れていかないといけない。そし
てそれがenocoの役割だと思います。

̶木津川も、割と地域から見ると大規模
な整備であると思うんですけど、広い大
阪全体で見ると、まだスモールスケール
というか。そういったスケールから、仕
組みやガイドラインをつくって国レベル
でそれを参照できるようにするというこ
とですね。では「プログラム」の方は？

忽那：いろんなところでアーティストと
出会うのですが、彼らは例えば子どもた
ちのために真剣にプログラムを考えたり
するじゃないですか？アーティストのこ
とを「何するかわからんやつ」とか「変
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̶当初、静岡から大阪へ来たときのイメ
ージはどんなものでしたか？

甲賀：大阪は自分が持っていたイメージ
とは全然違ったんですよね。ひとつには
大阪人は言葉が乱暴で人間性も怖いイメ
ージがあった。それとド派手。でもいざ
新大阪に降りたつと「えっ？」と。ここ
大阪？日本で3番目に大きな都市だよ
ね？みんな暗い色合いの服を着ているし、
車内吊りポスターもセンスない。東京と
比べたらすごく地味じゃん、と。すごい
ところに来ちゃったなと最初は思いまし
た。大阪の派手なイメージは本当に一部
で、実際は違った。いろんな人と話して
いくうちに、大阪の人って意外とシャイ
なんだな、と。こちらから懐に入ってい
くと、みんなウェルカム。仲良くなれば、
飲んでいても実に明るい。シャイなラテ
ンだった。これは、とても僕にも似てい
るなと。食のイメージも全然違っていた。
上品ですよね、大阪料理って。コクがあ
って。ソースと粉もんのイメージしかな
かったし。大阪は損しているなって思い
ました。本質がしっかり伝わっていない。
伝えようとしていないのかもしれない。

̶大阪固有の環境について何か感じられ
ることはありますか？

甲賀：人にもよるけど、ものすごい硬い
面と、こんなことよくできちゃうなとい
う柔軟な面と、両面を持っている気がす
る。例えば、2015年の「おおさかカンヴ
ァス」で巨大な回転ずしが道頓堀に流れ
るというのがあったけど、僕から見たら
異常なんですよ。アートとしてどうかじ
ゃなくて、あれをアートのくくりのなか
で、しかも公共空間でやるのがすごいな、
と。行き着くところまで行っているな、
と。「これがアートだ！」と言えるのは、
ある意味で柔らかくて、すごいなと。突
き抜けていますよね。でも道路使用な
ど、細かな規制まで見ていくと意外な程

がんじがらめ。その境目が分からないん
ですよね。未だに。
高坂：厳しい状況だから突き抜けたいの
かも。enocoも普通のアートセンターで
はできないことを目指していますよね。
甲賀：そう考えると、enocoはもっと突
き抜けた方がいいと思う。もっと、冒険
や実験をするべきですね。

̶収益を上げるという目標も一筋縄では
いかないと思いますが、どう考えていま
すか？

甲賀：今もやっている行政相手の「eno 

so done!」は、ひとつの方向性だなと思
ってます。NPOを支援しようとか、民間
の活動の相談を受けようというのは結構
あるんですけど、行政の相談窓口という
のは全国的にあまりないんですよ。でも、
相談を受けた後のフォローをしていくと
ころまでは、まだ入り込めていない。こ
こが今後の課題だし、収益獲得の鍵を握
っているとも言える。本当の効果を出す
にはもう少しメンテナンスがいる。ただ、
これができたら、全国的にも画期的な公
共施設になると思いますよ。
高坂：あとは、コンテンツだけでなくマ
ネージメントやコーディネートにもフィ
ーを支払ってもらえるように動いていか
ないといけませんね。

̶甲賀さんは次の5年間でどんなところ
に力を入れていこうと思っていますか？

甲賀：行政の仕組み改革にまで働きかけ
られる運動体になる、というところまで
いけたらいいなと思っています。そうい
う運動体は民間だと出づらいのでパブリ
ックな施設が担えるとすごく面白いと思
います。そのやり方として、物申すとい
う方法もあるだろうし、フェスなどメッ
セージ性の強い形で出すという方法もあ
ると思う。アーティストとしての個人メ
ッセージではなくて、社会や地域との関

わりの中でのメッセージというか。あく
までも、Creative思考で大阪を素敵に変
え、新しい大阪を創ろうというのが、
enocoの役割だと思っているので。その
ためには、私たちだけでは力が弱いのか
もしれない。様々な公共施設や活動家た
ちとの連携をとっていく、関係性を深め
ていくことが必要だと思う。次の5年間
の僕自身の役割というのは、自らがプラ
ットフォームとして分散している大阪の
パワーを連結していくことかなと、思っ
ている。

̶今後大阪がこうなっていけばいいなと
甲賀さんが思い描いているビジョンを教
えてください。

甲賀：大阪に来て、外から見ていた曖昧
な大阪像は崩れたんですよ。だけど、ア
イデンティティがあるかというと、なか
なか見えない。僕はひとつの鍵として、
上方文化の骨頂である「粋（すい）」を、
もう一度読み解く必要があると思ってい
る。江戸時代、文化的中心地であった大
阪。陰翳に富み、優雅さを身上とし、衣・
食・住・性・美など、あらゆる文化、生
き方にまで影響を与えた上方文化。そこ
に未来の大阪が見えてくるような気がし
ていますね。

̶甲賀さんとしては、大阪発信で面白い
ことはまだ起こってないぞ、と。

甲賀：これからが創造的破壊とリデザイ
ンする5年間ですね。

甲賀雅章（enoco館長）
1951年静岡市生まれ。1991年株式会社シーアイセ
ンターを設立。広義の意味でのデザイン、文化戦略
を21世紀型経営の最重要資源として位置づけ、企
業、組合、商店街、地方自治体等の活性化における
コンサルティング活動を展開。1992年から大道芸
ワールドカップ IN静岡を立ち上げ、現在もプロデ
ューサーを務める。2009年地域・社会の問題をデ
ザイン思考で解決すべく、ソーシャルデザイン研究
所を設立。2011年4月から静岡県榛原郡川根本町文
化会館の事業パートナー。2012年からenoco館長。

̶まず甲賀さんがなぜenocoの館長にな
ったかという経緯を教えてもらえますか？

甲賀：2000年代の後半に、このあたり
の再開発の話があって、そのプロポーザ
ルコンペに東京の企画チームのクリエイ
ティブメンバーとして参加し、「アート＆
ライフ」というテーマを全面的に打ち出
して、採用されたんです。  

その後に、現在のenocoの指定管理者を
募集するという情報が入ってきたんで
す。それでプロポーザルに参加し、この
施設をまとめていくのは関西人よりも、
むしろ広範なネットワークを持った「よ
そもの」の僕のほうがいい、ということ
で企画提案の段階から館長候補になり、
今にいたります。

̶「Be Creative！」っていうenocoのコ
ンセプトはいつ頃から決まったんですか？

甲賀：最初から決まっていました。日々
の暮らしや社会環境の中にCreative発想
を浸透させたいと。この館が美術展示の
機能だけでも、デザイナーのための施設
でも意味がなく、もっと一般にも開かれて
いる施設であるべきだと。1人でも多くの
人がクリエイティビティの素晴らしさを知
り、自らもクリエイティブに物事を考えら
れるようになる。ひいては、地域や社会
が抱える課題解決にも繋がっていく、と。

̶それは、いつ頃から考えていたことな
んですか？

甲賀：Creative発想が企業の活性化に必

要であるという持論は、デザインビジネ
スを通してかなり前から持っていまし
た。それが社会変革においても重要であ
ると確信したのは、まちづくりに興味を
持ち、ヨーロッパなどの先進事例に触れ
た時からです。30年以上前になりますか
ね。1992年から25年間、僕は大道芸ワー
ルドカップ in静岡という国際的フェステ
ィバルのプロデューサーをやっています。
このフェスのひとつの特異性は、プロの
イベント会社に任せるのではなく、様々
な職業や年齢の市民ボランティアスタッ
フにより企画運営されている点です。
Creative 発想というのは、デザイナーや
アーティストといった限られた人々だけ
に与えられたものではなく、トレーニン
グ次第で誰にでも出来るということを実
感しました。そして、社会にもっとクリ
エイティブに物事を捉えられる人が増え
たら、社会はもっと素敵になるなと。

̶それは、大道芸ワールドカップが目指
していることと関係ありますか？

甲賀：そうだね。僕が大道芸を通して達
成したいことは、何人集客したとか、何
億円の経済効果とかよりも、静岡市の豊
穣化、つまり何十年後かに国際的な文化
創造都市「静岡」を誕生させることなん
です。文化創造都市には、クリエイティ
ブな市民が欠かせないと思っています。
これは、ヨーロッパの都市を巡ってみて
実感したことです。Creativeとは、従来
の仕組みや価値観に疑問を持ち、壊すも
のは壊し、新たな価値を創造していく思
考、行為だと思っています。地域が大胆

素敵に生まれ変わっていくには、それを
支える市民が必要なんです。その意味
で、大道芸ワールドカップは単なる一過
的なイベントではなく、都市デザインの
ひとつの戦略ツールなんです。誰もが文
化芸術の素晴らしさを享受できる仕組
み。ずっと言い続けている「まちは劇場」
なんです。今では週末の街角でパフォー
マンスが見られるようになりました。最
近では静岡市も政策の中心に据え、市を
挙げて取り組んでいます。

̶enocoの5年間を振り返って、はじめ
の思いと比べて現状はどうですか？

甲賀：僕が「これをしたいな」と思って
いたことを考えると少し時間的に遅れて
いる。もうちょっといろんなコトが起こ
っていてもおかしくなかったかな。一方
で、個人的には、本当に多くの様々なジ
ャンルの方とお会いできました。大阪に
来なければ、ダンスを始めることも役者
として舞台に立つこともなかったように
思います。ただ、やはりもっと多くの方
と会う頻度を増やし、間合いを詰めない
といけないですね。よそものだからでき
る役割があるような気がしているんです。

̶5年の蓄積ができてきたから、これか
らということですね。

甲賀：僕自身もenocoも5年間で社会的な
資本を蓄積したと思います。それを今後
もっとうまく紡いでいったらもっと面白く
なっていくと思いますけどね。それが、僕
に課せられた一番の使命だと思います。

甲賀雅章 
（enoco館長）

2016年12月2日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） +高坂玲子（enoco）
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enocoにとってみれば、僕の持っている
リソースをenocoに活用できるし、僕に
とってはenocoで得た知識や経験を他の
ところで活用することができる。人的な
ネットワークも広がる。結構危ういバラ
ンスではあると思うし、細かな部分では
不満もあるけど。指定管理の仕事は、次
期の業務が取れなければ突然に仕事を失
ってしまうリスクがあります。そういう
職場だから、セーフティネットという意
味でもenocoに100%で働くのは良くな
いと思っているんです。

̶チームのつくり方として面白いですね。

高岡：3～4年目ぐらいからできてきたも
のですが、なかなか面白いワークスタイ
ルになっているなと思っています。ただ、
それはある程度経験を持っている人たち
が集まらないと難しくて、全くの新人を一
から育成しますってなると、それはなか
なか難しい。施設としてのアウトラインが
しっかりあるわけではなく、そのアウトラ
インがぼやっとして、たまたま折り重なっ
たところがenocoっていう。プラットフ
ォームともつながるかもしれないですね。

̶そんなenocoの5年間の評価はもう既
に出ているんですか？

高岡：enocoはDANCEBOXの大谷燠さ
んを座長とする、外部委員で構成された
評価委員会が評価するというやり方で
す。2～3年目は、何をやっている施設か
良く分からんという評価でした。そこか
ら「社会課題を解決する文化の拠点であ
れ」というテーマが出てきて、後半の3

年はそこに特化しました。それも最初の
頃は評価委員会には弁護士や会計士の方
など文化に馴染みのない人も入っている
ので、例えばアートで社会課題を解決す
るとはどういうことなのかが分かっても
らえなかった。最後の4～5年目でやっ
と、そういうことかと理解をしていただ

けるようになって、結果的には現状のや
り方はすごくいい、と非常に高い評価を
いただきました。  

ただ行政の評価としては、評価が出るほ
ど予算が削られるというよく分からない
現象があって、「この予算でこれだけのこ
とができたのだから、まだ下げても大丈
夫でしょう？」と。予算を最終的に決め
るのは担当の部署ではなく財務の部署な
ので、そういう発想になりがちなんです
よね。実際、来年度からの5年間は予算
減ってるんですよ。評価委員会にあれだ
け評価されているのに。府の担当もいろ
いろ大変だとは思うけど、指定管理者が
それなりの成果を上げたのなら、次は府
の担当者が庁内でがんばってくれないと、
現場はやはり疲弊します。
高坂：根本的なところでアートやデザイ
ンは余剰的なもので「好きでやっている
ことだからお金はいらないでしょ」とい
う考え方があるのかもしれませんね。も
ちろん好きではありますが、あくまでも
仕事だし、社会に対する一つの役割だと
思っているのですが ...やはりなかなか理
解は得難いですし、パブリックな施設で
ある以上、そういった定量的な評価が定
まらないものに対して、予算を増やして
いくことは難しいとは思います。
高岡：なかなか根深いですよね。予算
10%カットしました、というのはわかり
やすく評価されますよね。でも予算を削
られると現場は人を切らないといけなく
なる。残った人も給料は上がらない。指
定管理制度が予算カットの手段となり、
その結果行政が自らワーキングプアを生
みだしている、ということははっきりと
言っておきたい。
高坂：評価しづらいけど必要なことを支
援し、仕組みとして落としこんでいく、
またそういう仕事をする人たちに報酬を
支払うことやプロとして活動する場をつ
くっていくことが、行政の重要な仕事で
もあるんじゃないかなと思います。
高岡：次期の指定管理を決めるプロポー

ザルは、結局、僕たちのチームしか出さな
かったんですよね。与えられている条件と
予算で事業計画を立てれば、利益が出な
いのは明らかです。求められている事業と
予算が全くリンクしていない。むしろ赤字
になるぐらいで。そんなのどこも手を挙げ
ないですよ。行政側には、それでもあそ
こは出してくれるだろう、そんな甘えもあ
ると思います。実際、僕たちも出すのを辞
めようかと、一時期真剣に議論しました。

̶enocoをやっているからこそ見えてき
た大阪の状況というのは何かありますか？

高岡：何だかネガティブなことばっかり
話しているので、最後に少しポジティブ
な話をすると、enocoであったりカンヴ
ァスであったり、水都大阪であったりと、
大阪って実際よくやってると思うんです
よね。それが見えているし、がんばって
いる人が身近にたくさんいるので、僕も
いろいろ言いながらもやっているところ
があります。もうちょっと、大阪を褒め
てくれてもいんじゃないかなって。

̶次の5年の展望は？

高岡：僕や高坂さんがずっとプレイヤー
として動いていくわけにはいかないんで
すよね。だから次の5年間では、この流
動的な組織運営のなかで、下の世代を育
てないといけないと思っています。enoco

は属人的なところで、みんなちょっとずつ
無理して頑張ってることでかろうじて成り
立っているので、次はそれが仕組みとし
て機能するようになればと思ってます。

高岡伸一（企画部門チーフディレクター）
1970年大阪生まれ。高岡伸一建築設計事務所主
宰。大阪市立大学都市研究プラザ特任講師。設計
活動と並行しながら、大阪をフィールドに建築スト
ックを活用した都市再生や、クリエイターと協働し
た地域課題の解決などに取り組んでいる。2016年
に設立された「生きた建築ミュージアム大阪実行委
員会」では事務局長を務める。主な著書に『生きた
建築 大阪』（共著、2015）など。

̶enocoとの最初の関わりは？

高岡：プロポーザルの提案書をつくる段
階から関わりました。僕は2006年から
大阪市立大学の都市研究プラザに特任講
師という立場で籍を置いているんですが、
北浜の近くに小さいスペースを大学が借
りていて、文化創造をテーマに、地域の
課題に地域と大学が一緒に取り組む「船
場アートカフェ」という実践型の研究プ
ロジェクトをやっているんです。周辺に
ある近代建築をうまく活用してイベント
を行い地域の魅力を発信するとか。僕の
専門は建築なんですけど、アートの力を
使って地域を元気にするみたいなことも
やっていたので、それで声をかけてもら
ったんだと思います。

̶enocoのオープン後はどういう役割を？

高岡：企画部門のチーフディレクターと
いう肩書きで、最近は大阪府との折衝係
みたいな感じですかね。館長は常時いる
わけではないので、企画チームの現場の
責任者という立場です。幾つかのプロジ
ェクトも受け持っています。

̶行政との折衝ではどういうところが最
も難しいなと感じますか？

高岡：enocoは指定管理という制度で運
営されているんですが、指定管理と業務
委託がどう違うかは、結構曖昧なんです
よね。指定管理は民間のノウハウを最大
限活かして、裁量のかなりの部分を現場
に託す、というわけなんですが、本当に

自由気ままにできるわけではない。最終
的には府の了解が必要になってきます。
その裁量の線引きをどこで引くか、それ
は府の担当者や決裁権者の考え方で変わ
ってしまうところがある。指定管理は5

年間ですが、文化の成果は出るのに時間
がかかるわけです。でも、行政の職員は
大体3年くらいで異動してしまう。そう
すると、5年間の方針を立てても、途中
で府側の考えが突然に変わってしまうこ
とがあります。これはenocoに限らず、
行政一般に言えることですけど。

̶業務委託的にならないように指定管理
を、という対策はどうできるんでしょう？

高岡：最終的な決定権は行政側にあるの
で難しいですよね。僕たちとしては基本
方針やプロジェクト毎に、その必要性や
効果をしっかり説明していくということ
ですが、違うと言われたらそれに抗う手
段はない。次年度からは新しい指定管理
の期間になるので、その前にきっちりと
僕たち指定管理者と大阪府との間で、話
をしておかないと、と思ってます。行政
の人ももちろん人間ですから、人によっ
て考えややりたいことは違うでしょうけ
ど、前任の考え方や、やってきたことが
リセットされるということが、結構起こ
るんですよね。なかなか行政と付き合う
難しさはあるし、現場レベルでも気心知
れた担当者が異動してしまって、新しい
人と信頼関係を再び一からつくらないと
いけないという状況は、どうしても出て
きますよね。

̶行政やクリエイターの間に入るenoco

のような役割が今後より重要になってく
ると思うんですが、高岡さんにとってそ
の目的は何でしょう？

高岡：大阪という都市が少しでも良くな
ればいいな、というのが根っこにありま
す。そのためには、行政の仕事にもっと
クリエイターが入ったほうがいいと思う
し。地域の人たちと行政の人たちもお互
いいらぬ誤解は解けたほうがいいし、一
緒にもうちょっとうまくできるんじゃな
いの？ということをいろんなところで感
じるので、それをつなぐ役回りができれ
ばと思っています。

̶高岡さんは生まれも育ちも大阪ですか？

高岡：そうです。今も住んでいます。で
も「大阪が好き」というよりは、自分が
暮らしている街だから、ですね。

̶5年間の中で変えていこうとした部分
はどんなところでしたか？

高岡：意識的に変えなければ、と思った
ことはないんですけど、振り返ってみる
と組織体制ですかね。enocoの企画チー
ムはフルタイムの人がいないんですね。
お金がないのが最大の原因なんですけど、
僕のように他の仕事をしながらenocoの
仕事をしている人もいるし、育児中で短
時間勤務をしている人もいる。いろんな
状況と職能を持った人たちがちょっとず
つ重なって、enocoを動かすという働き
方。これはなかなかいいなと思ってます。 

高岡伸一 
（企画部門チーフディレクター）

2017年1月26日 @大阪市西区某所

聞き手：榊原充大（RAD） +高坂玲子（enoco）
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110  大阪府の文化行政が社会や地域の課題解決という  
 独自の方向性を見い出した

111  都市整備や都市再生といった流れと連携しつつ、  
 都市の可能性を拓いた

概要

 » 大阪府の文化行政
大阪府の文化行政は、財政難という厳しい状況下において、2005年頃から都市の中でのアート
の実践を意識し、多様なステークホルダーとつながりながら、都市再生といったハード事業と、ア
ートやデザイン、まちづくりといったソフト事業を一体的に構想し、文化が社会に果たすべき役割
を追求してきた。アートやデザインによって社会や地域の課題解決に取り組み、都市の可能性を
拓いてきた。

［期間］
2005年～現在

ポイント

 » 継続的なネットワークの形
enocoの前身施設である大阪府立現代美術センター時代から、大阪で活
動する様 な々アーティスト・クリエイター、まちづくり団体・NPOといった人々
とのネットワークを築いてきた

 » 都市イベントを変化のきっかけにする
2009年に開催された大阪府・市・経済界による都市再生事業「水都大阪
2009」が大きな契機となり、アート・デザインを活用し都市の課題をクリエ
イティブに解決していく仕組みと拠点づくりが強化された

 » 拠点と事業の両輪
2010年以降、enocoと「おおさかカンヴァス推進事業」という「拠点」と「事
業」の両輪が生み出され、「水都大阪」等いった都市づくりとの協働の中
で、都市におけるアートの実践が展開されてきた

 »ノウハウやネットワークを地域に還元
広域行政として、蓄積されてきたノウハウやネットワークを府内の市町村に
も還元する仕組みづくりにも注力し、アートやデザインが地域の課題に活
かされる場を切り開いてきた

《大阪・アート・カレイドスコープ 『do art yourself～すべての人は表現者』》会場　撮影：八久保敬弘

《大阪・アート・カレイドスコープ2007「大大阪に会いたい」》
フェリチェ・ヴァリーニ「Vingt et une droites en spirale」（大阪府庁本館）　撮影：高嶋清俊

《水都大阪2009》ヤノベケンジ『ラッキードラゴン』　写真提供：ヤノベケンジ

enocoは2012年にアーティストやデザイナーなど創造的な活動を行う人々
の拠点施設として開館したが、大阪府が手がける文化事業は、enoco開館
以前の約10年間、主として都市におけるアートの実践を軸にして展開されて
きており、その延長戦上に enocoが存在している。
その歴史は enocoの前身組織である大阪府立現代美術センター（2012年
3月閉館、以下現美センター）時代に遡る。

行政とNPOによる協働
2005年度、現美センターにおいて大阪現代芸術フェスティバル《大阪・アー
ト・カレイドスコープ第3回 『do art yourself～すべての人は表現者』》が開
催された。それまでプロデューサー制度をとっていたこの事業における新たな
試みとして、大阪の8つのアート系NPOによる協働事業体（コンソーシアム）
が企画運営するという形態で開催され、「架空のアートセンターをつくる」と
いうテーマのもと、様 な々専門性や活動領域をもつ人 と々のネットワークを活
用しながら、現美センターを中心に展示、トークイベント等が実施された。

都市の中でのアートの展開
翌2006年度、《大阪・アート・カレイドスコープ》は再度プロデューサー制度を
とるが、その際越後妻有アートトリエンナーレなどを手がける北川フラム氏を
プロデューサーに迎え、大阪市内の船場エリア等に残る現役の近代建築等
で作品展示をするという新たな試みを行った。都市部において歴史的建築物
や場所を活用した展覧会は今でこそ一般的ではあるが、当時はまだそれほど
前例がない試みだったため、場所選定や使用交渉などに建築家や船場エリア
等でのまちづくり活動を行う人々の協力を得ながら進めることとなった。

ハード・ソフトが一体となった都市再生《水都大阪2009》
現美センターでの試みと前後して、2001年頃から大阪という都市を「水の都」
として再生する動きが大阪府・市・経済界等で始まり、その中で2009年をシ
ンボルイヤーとし《水都大阪2009》という都市再生イベントが開催されること
が決まった。その運営組織として、2007年に実行委員会が発足する。《水都
大阪2009》は「川と生きる都市・大阪」をコンセプトとし、アートと市民参加
を軸に展開されることになり、アートのプロデューサーに北川フラム氏が就任。
同年と翌2008年に北川氏とともに《大阪・アート・カレイドスコープ》を実施し
た現美センターがそのノウハウを活かすべく、アート部門の中核を担うチーム
として加わった。
《水都大阪2009》は、当時の府知事によって2008年に計画修正が提案され
たことにより、水辺を中心とした都市の景観整備というハード面と、アートを
活用した都市の魅力発信というソフト面の協働が強化されることとなり、これ
まで現美センターが形成してきたネットワークをさらに拡大するかたちで協働
者を得ていった。メイン会場となる中之島公園では「水辺の文化座」と題し
て、150組以上のアーティスト・団体による参加型プログラムが多数展開され、
アートによる多様な場の使いこなしが実施された。この《水都大阪2009》が
大きな契機となり、まちづくりや都市計画、建築といったジャンルで活動する
人 と々アートの実践者などが協働する仕組みやネットワークが形成され、大
阪府の文化事業はここから、アート・デザインを活用し都市の課題をクリエイ
ティブに解決していく仕組みと拠点づくりを目指して新たな局面を拓いていく
こととなる。

大阪のまちとアートの12年

北川フラム（アートディレクター/水都大阪2009プロデューサー）
大阪・アート・カレイドスコープの時に大阪のまちに入っていくと、様々な元気
のいいNPOなどの人 に々多数出会いました。アート、建築、まちあるき、水辺
での活動…別 に々動いているけれど、ひとつひとつは質が高く活発で、東京よ
りも数が多い。そういった人々の動きとともに、大阪が東洋のマンチェスター
と呼ばれた大大阪時代の近代建築、そして川・水辺といった資源を活用しな
い手はないと思いました。「水都大阪2009」では更に多くの人々に協力を呼

びかけ、様々なアーティストや団体による五感を使って
水辺を楽しむプログラムを展開しました。あの時の
密度や濃度が、その後の大阪の動きに繋がっている
のではないでしょうか。水辺に目を向け、まだら模様
のように存在する多様な都市の様相をアートの実践
の場としていくことで、都市の未来が拓かれる可能
性がまだまだ大阪にはあると思います。

Photo: Junya Ikeda

文化を取り巻く厳しい状況の中、文化芸術を保護し維持してい
くという観点ではなく、文化芸術が新たな価値をつくり、社会や
経済を牽引していくという観点から、アート・デザインが都市の発
展、地域課題の解決において重要な役割を担うことが期待され、
そのための仕組みや拠点づくりが行われてきました。

水都大阪2009のメイン会場（中之島公園）。アート、建築、まちづくり等、様々な人々が協働する場となった
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公共空間を使いこなし、アートで都市の可能性を拓く
《水都大阪2009》が開催された2009年、大阪府は独自の連携プログラムと
して、木津川護岸をアーティストの発表の場として活用し、人と川の繋がりを
生み、アートの力で新しい水辺の風景をつくりだす事業《木津川ウォールペイ
ンティング》を実施した。さらに翌2010年、活動領域を大阪府内全域に広げ、
大阪のまちをアーティストのアイデアや想いを実現できる場として活用するこ
とで、大阪の新たな都市魅力を創造・発信していく《おおさかカンヴァス推進
事業》（以下、《おおさかカンヴァス》）を開始した。アーティストやクリエイター
から制作したい作品と場所についてアイデアを募集し、大阪府内の様々な場
所での作品展示を行った。
《おおさかカンヴァス》は以降、まちなかの公共空間にかかる様々な規制やル
ールに挑戦しながら、アートが多様な場の使いこなし方、魅力の発掘を先導
して提示し、都市の新たな可能性を拓くこととなった。

水都大阪とおおさかカンヴァスの連携
「水都大阪」の動きは、2011年に府民市民が積極的に参加することを通じ、
互いに楽しみを分かち合い、水辺を使いこなし、水都大阪に愛着を持つ環境
を創造することを目標に《水都大阪フェス》として再始動した。2012年以降
は、この《水都大阪フェス》と《おおさかカンヴァス》が連携を強化し、アートや
デザインを活用した都市の魅力づくりを推進していく。
2013年には「水都大阪」を推進する民間事業者として一般社団法人水都大
阪パートナーズが発足、中之島西端の安治川沿いの埋立地を「中之島
GATE」として、新たな水辺の賑わいづくりと社会実験の拠点として位置づけ
た。その地で2013年に《おおさかカンヴァス》を開催し、5万人を超える人を
集め、まだ見えなかった場所の魅力を提示した（それがきっかけとなり翌年に
は大阪を代表する劇団「維新派」が野外公演を実施するという成果も生み出
した）。

アートやデザインを活用した社会課題解決拠点「enoco」
2012年、これまでの大阪府の文化事業の中で培ってきたネットワークを活か
し、アートやデザインの持つ力で社会課題や行政課題などの解決を試みる拠
点として、大阪府立江之子島文化芸術創造センター（enoco）が開館。同時
に、多様なステークホルダーとともにクリエイティブな発想で、都市・地域の課
題解決や枠組みづくりに取り組むべく、「プラットフォーム形成支援事業」も
開始し、enocoがそれを担うこととなる。大阪府は事業としての《おおさかカ
ンヴァス》と拠点としての《enoco》の両輪を抱えて、文化による都市の魅力創
造をさらに展開してくこととなる。

ネットワークとノウハウの拡がり
enocoは府という広域行政の施設として、enocoや《おおさかカンヴァス》に
蓄積されるノウハウやネットワークを活かし府内の自治体などが抱える課題
の解決のサポートも実施し、大阪府内の市町村等にもアートやデザインによ
る地域課題への取組みを水平展開していく。《おおさかカンヴァス》も2016年
までに7回開催、水都大阪との連携以外にも道頓堀川や万博記念公園など
大阪を代表するエリアの更なる魅力発信に寄与した。大阪府の文化事業は
こうして、都市の中でのアートの展開を軸に推進され、他の都市にはない独自
性を切り拓いてきた。なお、《おおさかカンヴァス》は2016年度末をもって事
業を終了する。

《おおさかカンヴァス2013》MuDA「MuDA特区」（中之島GATE）

《おおさかカンヴァス2010》Yotta Groove「イッテキマスNIPPON シリーズ“花子”」（中之島公園）

《おおさかカンヴァス2015》Class株式会社「ローリングスシー」（道頓堀）

112  国内外の20世紀後半の美術作品を中心とした  
 コレクションを形成した

113  コレクションを活用し、府民が現代美術に触れる  
 多様な機会を生み出した

概要

 » 大阪府20世紀美術コレクションの形成
大阪府では国内外の20世紀後半の美術作品を中心に、約7900点に及ぶ様々な美術作品を「大
阪府20世紀美術コレクション」として所蔵している。当初は大阪府が設立を計画していた「芸術文
化センター（仮称）」に収蔵される予定で、国内外の美術作品を収集してきたが、同センターの構想
が2001年に中止となり、2007年を最後に美術品の収集は行っていない。コレクションの管理と活
用は、大阪府立現代美術センターが担ってきたが、2012年3月に現代美術センターが閉館し、その
後2012年4月からはenocoがコレクションを管理・活用する業務を行っている。

［期間］
1974年～2007年

作品点数：約7900点
所蔵：大阪府
収蔵：enoco

関連事業
 ▷5YEARS 大阪府20世紀美術コレクションの活用
 ▷5YEARS 大阪新美術館建設準備室（大阪市）との連携
 ▷4MONTHS  dracom「gallery (extra version)」
 ▷3MONTHS  市民キュレーターワークショップ
 ▷2WEEKS 大阪府20世紀美術コレクション展
 ▷2WEEKS eno co-labo.
 ▷2DAYS アートフォーラム〈こどもとアート〉の現場を考える
 ▷1DAY enocoアート・キャラバン
 ▷3HOURS 大阪府20世紀美術コレクション 連続講座 / ミニコレクション展

ポイント

 » 展覧会と連携し収集する
コンクールや美術館と連携した展覧会を開催しながら、作品収集を行って
きた

 » 偏りをつくらない
関西を中心とした日本の作家の作品はもとより、欧米が主導する現代美術
の潮流に片寄らない、世界各国の多様な作家の作品を幅広く集めた

ヤノベケンジ（美術作家／おおさかカンヴァス審査員）
「水都大阪2009」は当時の府知事によって計画の再考を求められたのです
が、その時に船を改造し、実際に乗って大阪の川を巡ることの出来る作品「ラ
ッキードラゴン」をつくりました。これが人々のイマジネーションをかきたて、大
阪の街を新たな視点で見る起爆剤となったのではないでしょうか。それが契
機となり、その後の「おおさかカンヴァス」では、アーティストのアイデアを都市

の中で具体化できる仕組みがつくられました。カンヴァス
は他の芸術祭とは違い「都市の可能性を拓く役割を
アートがいかに担うのか」ということを問われます。ア
ートの専門家でない人でも行政のサポートを受けて
発表をすることができます。それにより今までにない
アートの価値観や概念を発明したプロジェクトと言
えると思います。

7900点ものコレクションは貴重な財産ではありますが、大阪府
には府立の美術館がないため、コレクション形成と並走するかた
ちで、いかに広く府民の方にみてもらうのかが問われ、試みがな
されてきました。現在のenocoでも他にはないコレクション活用
のかたちを模索しています。

40YEARS

具体美術協会に参加していた上前智祐など関西を拠点とする作家の作品も多い
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コレクションを大きく分類すると、絵画が全体の半分以上を占め、次に写真、
版画の順となっており、それらは主に「関西の現代作家コレクション」「世界
の現代美術」「現代版画コレクション」「現代写真コレクション」により構成し
ている。ここでは、代表的なコレクションについて紹介する。

114  次 と々解体の憂き目にある昭和初期のモダニズム建築が、 
 文化施設として保存・活用された

概要

 » 大阪府工業奨励館付属工業会館の変遷

［期間］
1938年3月（竣工）～現在

旧称：大阪府工業奨励館附属工業会館
建設年：1938年（昭和13年）
構造・規模：鉄筋コンクリート造、地上4階・地下1階
設計：大阪府営繕課（島野七郎）
施工：大林組
改修設計・施工：長谷工コーポレーション
工事種別：改修一部増築（建築基準法第86条の7及び令第137の2適用）
敷地面積：1866.50㎡
建築面積：668.48㎡
延床面積：2943.57㎡

ポイント

 » 昭和初期の先駆的な建築を今に伝える
工業会館は大阪に現存する昭和初期モダニズム建築として貴重であるの
みならず、当時の大阪府営繕課の先駆的な仕事としても重要な建築である

 » 戦禍をくぐり抜けた
旧大阪府庁舎をはじめ工業奨励館の施設のほとんどが空襲で失われたな
か、鉄筋コンクリート造の工業会館だけが戦禍をくぐり抜けた

 » 解体されずに放置された
大阪府立産業技術総合研究所が移転した後も施設が解体されずに放置
されたことが、結果的には幸いした（ただし廃墟と化した建築の損傷は激
しかった）

現代写真コレクション
1990年に大阪・鶴見緑地で「国際花と緑の博覧会（花博）」が開催された。
会場内での「花博写真美術館」では「花と緑と自然」「EARTHSCAPE/美
しい地球」というテーマで日本と海外の写真作品の展示が行われた。大阪府
は当時の出展委員会から作品の寄贈を受け、それらを花博写真コレクション
とした。主な作品として、海外ではE.アッジェ（フランス）、A.スティーグリッツ
（アメリカ）、E.ウェストン（アメリカ）、A.アダムス（アメリカ）、A.C.ブレッソン（ア
メリカ）など、日本では岩宮武二、秋山庄太郎、三木淳、入江泰吉などがある。
また大阪を拠点に戦後の写真界で活躍した岩宮武二、田中幸太郎、津田洋
甫については、花博写真コレクションとは別に購入と寄贈によってまとめて収
集している。

関西の現代作家コレクション
戦後から1970年代に関西を拠点として活躍した美術作家たちの作品を収集
してきた。作家からまとまった作品数の寄贈を受ける・購入するほか、「吉原
治良美術コンクール」の受賞作品や「今日の作家シリーズ」展（1978～2007
年）の作家などの作品も収蔵してきた。浅野竹二、伊藤継郎、須田剋太、津
高和一、上前智祐、井原康雄、金光松美、清水九兵衞、三尾公三、森口宏
一など、関西のみならず、関東や海外などでも活躍した作家の作品が多い。

1990年花博での展覧会のカタログ表紙。こ
の時の出展作品が寄贈され、「現代写真コレ
クション」の一部となっている

「今日の作家シリーズ」第1回「前田藤四郎版
画の50年」（1978年）の展示風景

現代版画コレクション
1974年、大阪府民ギャラリーが堂島に開設、その際、現代版画の収集と展
示を活動方針のひとつに掲げた。翌年、ビエンナーレによる現代版画コンク
ールを創設、受賞作品の収集をはじめた。第1回展の大賞賞金は20万円、２
回展（1977年）から30万円に、第10回展（1994年）からは50万円になった。
応募点数は約300～500点の中から50～100点の入選作品を選定した。第
14回展（2002年）を最後に現代美術コンクールに変更された。
主な所蔵作品として、浅野竹二、前田藤四郎、川西英、泉茂、吉原英雄、粟
津潔、池田満寿夫、横尾忠則、宇佐見圭司、井田照一などの作品がある。

世界の現代美術（大阪トリエンナーレ等）
1990年から2001年まで毎年、絵画・版画・彫刻とジャンルを変えながら「大
阪トリエンナーレ」という名の国際現代造形コンクールを計10回開催し、そ
れらの受賞作品を中心にコレクションを収集してきた。グランプリ（1点）は
1,000万円、銀賞（2点）各500万円、銅賞（5点）各150万円の賞金が主催
者賞となり（絵画の場合）、その他協賛の企業団体特別賞や、関西ドイツ文
化センター・デュッセルドルフ市特別賞としてドイツ留学賞などが授与された。
欧米の現代美術の潮流に片寄らない東欧・アジア・アフリカ・ラテンアメリカ・
オーストラリアなど世界各国の作家の作品が幅広く集められた。

第1回「現代版画コンクール」（1975年）の
展示風景

第1回の「大阪トリエンナーレ」（1990年）の
チラシ。1回目は「絵画」部門だった

コレクション紹介

80YEARS

大阪府工業奨励館付属工業会館

いくつもの困難な条件のなか、民間に土地を売却しながら工業
会館を残す手段としてはこの方法しかなかったのかもしれない
が、改修設計に際して専門家を正式な監修者に付けるなど、も
っとやりようはあったのではないかと悔やまれます。
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enocoの建物は、1938（昭和13）年に建
てられた大阪府工業奨励館付属工業会館
をコンバージョン（用途転用）したもの
である。工業奨励館の付属棟として、各
種工業団体を入居させて業界の連携を図
る目的で計画された。1938年といえば既
に戦局が進み、前年の鉄鋼工作物築造許
可規則等によって、国内の建築物の建設
が著しく制限されていた時期で、翌1939

年に竣工した大阪中央郵便局（現存せず）
あたりを期に大阪市内の建設活動はスト
ップしていく。御堂筋沿いに建設中であ
った日本生命新本館は建物の北半分を仮
の外装で一旦竣工させ（1938）、大阪駅
前の梅田阪神ビルは、当初8階建の計画
であったところを4階建、面積にして1/4

の規模で仮開業せざるを得なかった
（1941）。工業会館も当初の使用目的を変
更し、団体の入居や4階ホールに想定し
ていた技術者倶楽部の設置等を見送り、
施設の業務機能をここに集約することに
なった。しかし1階の工業図書館だけは予
定通りに設置され、本館にあった発明図
書館を移設し、合わせて鳥井信次郎から

寄贈を受けていた2万冊の工業図書を移
管して、広く一般の閲覧に供した。
工業会館を設計したのは、大阪府営繕課
に所属していた技手の島野七郎。島野は
1900（明治33）年に佐賀県で生まれ、
1925（大正14）年に京都高等工芸学校図
案科（現在の京都工芸繊維大学）を卒業
してすぐ大阪府営繕課に入っている。学
生時代、日本のモダニズム建築の先駆者
の1人である本野精吾に出会ったことが、
島野の建築デザインに大きな影響を与え
たとされる。工業会館の他には天王寺中
学（1929）や堺中学（1932）などを設
計し、工業会館竣工翌年の1939年に大阪
府を退職して大陸へ渡った。
現存する工業会館の建物は、大阪におけ
る昭和初期のモダニズム建築として貴重
な存在といえる。木津川に面して大きな
アールを取った南西角の外壁と水平連続
窓、そして屋上に設けられた塔屋のデザ
インに特徴があるが、同時代に建てられ
た中之島の朝日ビル（1931・現存せず）
や、西横堀川と長堀川が交差する四つ橋
にあった大阪市立電気科学館（1937・現

存せず）などと同様、全体のシルエット
が船舶をイメージさせるのが面白い。
大阪のモダニズム建築といえば、安井武
雄が設計した大阪ガスビル（1933）や、
竹中工務店の石川純一郎による前述の朝
日ビルなど、民間の建築家による建築の
他に、日本インターナショナル建築会に
所属していた伊藤正文や新名種夫を擁し
た大阪市建築課による旧大阪商科大学
（1933～34,伊藤）や前述の電気科学館
（1937,新名）などが知られるが、大阪府
営繕課にも西田勇や島野らが昭和の早い
時期にモダニズム建築を生みだしていた
ことは、もっと注目されていいだろう。
1945（昭和20）年の大阪大空襲によっ
て工業奨励館の本館は焼失して建て替え
られたが、工業会館は残って活用され続
けた。新たに建てられた新築部分とは、
建物北側にある階段の踊り場に開口を開
けて接続されていた。その後工業奨励館
は大阪府立工業技術研究所（1973）、大
阪府立産業技術総合研究所（1987）と名
称を変えつつ活動が続くが、1996（平成
8）年に和泉市へと全面移転した後に跡
地は放置され、建物はガラスが割れて外
壁のタイルが剥落するなど、廃墟のよう
な姿を長らく晒すことになった。
その後2007年に府有地を民間に売却す
る事業コンペが実施されることとなり、
工業会館はその建築的価値が認められ、
府所有のままアートセンターとして保
存・活用することが決定した。改修は事
業を実施する企業グループが担い、大阪
府に寄付することとされた。
新たなアートセンターの建築計画は、
7000点を超える大阪府の美術コレクシ
ョンを保管する収蔵室と展示室、会議や
ワークショップなどを行う複数の多目的
室などで構成され、事業者グループの一
員であった長谷工コーポレーションが大

工業会館のこれまで

阪府の定めた仕様に基づき設計・施工を
行い、2012年に大阪府立江之子島文化芸
術創造センターとして新たに開館した。
考えてみれば、元々江之子島に建てられ
た大阪府庁舎（1868）は、府庁の移転に
伴い1929（昭和4）年に大阪府工業奨励
館へとコンバージョンされ、旧府庁舎は
焼失したものの、その付属棟が次はアー
トセンターにコンバージョンされたこと
になる。増築を挟んで歴史的建築の保
存・活用が継承されたユニークな再生事
例といえるだろう。しかしアートセンタ
ーへのコンバージョンは、府の所有する
近代建築の保存・活用の先駆としては評
価に値するものの、改修設計としては問

題が多いと言わざるを得ない。最寄り駅
からのアプローチに対してエントランス
が背を向けていることや、展示室の真ん
中に柱が立つといった機能的な問題は、
既存建築の配置や構造上仕方がないが、
外内装共にオリジナルの部材や仕上げを
ほとんど撤去してしまい、新築同然に仕
上げてしまったことは、この建築の歴史
的価値と魅力を大きく損ねてしまった。
エントランスや階段部分にはオリジナル
の意匠がかろうじて残されたものの、新
しい部分との取り合いがうまく処理され
ておらず唐突な印象はぬぐえない。なお、
玄関扉の欄間に飾られていた、歯車や煙
突をモチーフにしたアールデコ風のガラ

スレリーフは額装して保存され、地下の
フリースペースに展示されている。
コンバージョンがうまくいかなかったの
は、設計・施工を担当した長谷工コーポ
レーションと大阪府の担当課の双方が、
歴史的建築の保存・活用ついての理解に
乏しかったことが原因だが、外壁タイル
の浮きが激しく鋼製建具の腐食もひどい
など、長らく放置したことによる損傷が
改修を更に困難なものにした。加えて開
発事業者に改修費用を負担させて府が寄
付を受けるというスキーム自体が、改修
コストの低減を優先する方向に作用した
ことは想像に難くない。

改修後の建物内部改修前の建物内部

放置され廃墟のようになっていた改修前の工業会館

※歴史写真提供：大阪府立産業技術総合研究所大阪府工業奨励館
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概要

 » 江之子島と大阪

［期間］
1868年7月15日（大阪開港）～現在

115  江之子島は大阪における近世と近代、あるいは  
 日本と西洋の結節点として歴史的な役割を果たしてきた

116  拠点機能が外部へ移転したことが、  
 21世紀の新たなまちづくりのフィールドを用意した

ポイント

 » 水運の要衝として発展した
そのため交易の拠点であり、大阪の近代化の中心地となった

 » 行政の中心から工業支援の中心へ
江之子島は明治からの約半世紀を行政の中心、第二次世界大戦を挟ん
で高度経済成長期までの約半世紀を、大阪の工業を下支えしてきた中小
工業支援の拠点として機能してきた

 » 一時の忘却を経て
一時、大阪の歴史や人々の記憶から姿を消すが、都心の広大な土地が長
らく大阪府の所有地であったことが、逆に実験的なまちづくりへの挑戦を
可能にした

近世の江之子島とその周辺

enocoがある江之子島はその名が示す通り、かつては川に挟ま
れた三角州だった。江之子島の西が木津川で、東側には百間堀
川という堀川が流れていた。百間堀川の対岸には、近世大坂の
三大市場のひとつといわれた雑喉場（ざこば）の魚市場があり、
1931（昭和6）年に中央卸売市場が設立して統合されるまで、
大阪の台所を支えていた。
大阪湾に至る安治川と、市中を流れる堀川の合流地点という立
地から、江之子島は幕府の監船や塩船などの繋留地として活用
され、木津川沿いには船大工が集まり、対岸の川口には、大坂
に入津する諸国の船舶を監視する船番所が設けられていた。

明治の近代化と大阪府庁舎の建設

大阪湾の玄関口として、1868（明治元）年に川口に外国人居留
地が設けられ、並木道と街灯の並ぶ道路が整備された、洋館の
街並みが形成された。居留地とその南に設けられた本田の雑居
地は、大阪における文明開化の中心地となり、カフェや西洋料
理のレストラン、本格的な中華料理店などが生まれ、文化人が
集まるエリアとなった。
しかし河口港である川口は水深が浅く、大型船の入港が困難で
あったことなどから、貿易の拠点は神戸港へと移り、外国商人
は次第に神戸の居留地へと移転していった。その後キリスト教
の各派が入れ替わるようにして教会堂を建て、川口は布教の拠
点となり、数多くのミッションスクールや病院が設立された。
1899（明治32）年の条例改正によって居留地は廃止され、規
模を拡大した学校などは川口から移転していったが、1920（大

江之子島の変遷

川口居留地の様子

空襲の傷跡が色濃く残る戦後の江之子島周辺。この頃はまだ「島」だった

正9）年に建て替えられた煉瓦造の川口基督教会が、その名残
をかろうじて今に伝えている。
一方、江之子島には1874（明治7）年に大阪府庁舎が建てられ
た。現在の中央区本町橋にあった西奉行所が最初の府庁舎とし
て使われたが、手狭であったため江之子島に2代目を新築する
ことになったものである。市街の西端であった江之子島が選ば
れた理由は、交易と西洋文化の玄関口であり、今後大阪湾に向
かって大阪が発展していけば、この地が大大阪の中心になると、
当時の府知事が考えたためと言われている。その意思を表すか
のように、府庁舎は正面玄関を西の大阪湾に向け、市街地に背
を向けて建てられた。
新庁舎は中央に列柱を配して屋根にドームを戴く煉瓦造石張の
2階建で、設計には造幣局の建設に携わったキンドルあるいは
ウォートルスが関わったと考えられている。明治一桁代の本格
的西洋建築としては最大級の規模を誇り、同時代に建てられた
他の都道府県庁舎の多くが瓦屋根の木造和風建築であったな
か、規模・意匠共に別格の存在であった。あまりの壮大さに当
時庶民からは「江之子島政府」と呼ばれ、多くの人々が物珍し
さに訪れたという。なお、1916（大正5）年には南北両翼部が木
造によって増築された。
大阪府に遅れて1889（明治22）年に大阪市が誕生するが、当時
は府知事が市長を代行したため府庁舎に間借りするところから
始まり、1899（明治32）年、府庁舎の北西に小さな洋館の市
庁舎が建設された。1912（明治45）年に堂島の木造仮庁舎に移
転するまで、大阪市役所は江之子島にあったことになる。加え
て1893（明治26）年から1934（昭和9）年までの間、西区役所
も江之子島に設けられていた。1926（大正15）年に新しい大
阪府庁が大手前に完成するまでの約半世紀の間、江之子島は文
字通り行政の中心地だったのである。

江之子島の中央に位置する府庁と対岸の川口居留地

空襲の傷跡が色濃く残る戦後の江之子島周辺。この頃はまだ「島」だった

歴史的にみれば、次の半世紀はアート＆ライフスタイルという、
文化と都心居住と医療が融合した、新しいまちづくりのフロンテ
ィアとなることが期待されていることになります。
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大阪府庁の移転と工業奨励館の設立

府の業務量が増加して江之子島の庁舎が手狭になったため、大
阪城の西の大手前にあった陸軍の土地を取得し、3代目の庁舎
を建設、大阪府庁は1926（大正15）年に移転した。当初大阪府
は、江之子島の旧庁舎とその敷地を売却する予定であったが、
大阪商工会議所などから存置の陳情などがあって方針を転換、
府内の各部課から活用を募った結果、内務部工務課から提案の
あった「工業奨励館」として用途転用することが決定、1929

（昭和4）年に改めて開館した。府庁の執務室であった部屋にヨ
ーロッパから輸入した工作機械や計測器などが並べられ、府下
の中小の工業者に対して技術指導を行い、大阪の工業の近代化
とその発展を推進した。そして1938（昭和13）年には、庁舎の
南に工業関連の図書室等を設けた工業奨励館付属工業会館が建
てられた。
これが現在のenocoである。

戦後の江之子島

1945（昭和20）年の大阪大空襲によって江之子島とその周辺
は焼け野原と化し、旧府庁舎をはじめとする工業奨励館の施設
は、付属工業会館を除いてほとんどが焼失した。その後旧府庁
舎の跡地に鉄筋コンクリート造の施設が新築され、1973（昭和
48）年に大阪府立工業技術研究所、1987（昭和62）には大阪
府立産業技術総合研究所と、再編整備によって名称を変えなが
らも施設は維持されたが、1996（平成8）年に和泉市へ全面移
転したことで、2000（平成12）年以降この土地は完全に閉鎖
され、敷地全体が仮囲いによって覆われた。
一方、江之子島周辺も戦後に大きく変化した。百間堀川に流れ
込んでいた堀川がまず埋め立てられていき、百間堀川も1964

（昭和39）年に埋め立てられて、江之子島は島でなくなった。
工業奨励館の敷地の南には復興都市計画街路として、築港深江
線（現在の中央大通）が大阪の東西を繋ぐ幹線道路として計画
された。幅80ｍの大道路が建設され、1964（昭和39）年には
弁天町～本町間で地下鉄が開通した（現在の中央線）。ちょう
ど江之子島が、地下鉄が高架から地下へと潜り込む地点となっ
ている。

enocoの開館とアート＆ライフスタイルの  
まちづくり

大阪府は遊休地と化した約1.5ヘクタールの土地を民間に売却す
る方針を固め、2006（平成18）年に「旧大阪府立産業技術総
合研究所跡地活用企画委員会」を設置、歴史と文化の視点から
府庁ゆかりの地にふさわしい魅力あるまちづくりを目指すとい
う方針のもと、アートと都心居住が融合する「江之子島アート
＆ライフスタイル」を開発コンセプトとして、2007（平成19）
年に「江之子島地区まちづくり事業コンペ」を実施した。その
際の条件として、昭和初期のモダニズム建築として貴重な元工
業奨励館付属工業会館とその敷地部分を府の所有としたまま残
し、事業者がアートセンターにコンバージョンすることが求め
られた。
コンペには民間4グループが応募し、審査の結果長谷工コーポ
レーション等で構成された企業グループが選定され、民間によ
る再開発が進むこととなった。分譲マンションの建設に先立っ
てまずアートセンターの改修が完了し、大阪府立江之子島文化
芸術創造センターと名付けられ、指定管理者制度による運営の
もと、2012（平成24）年にオープンした。enocoというのは、
オープン後に公募によって決められた愛称である。
その後2013（平成25）年に20階建187戸、2016年に46階建565

戸のタワーマンションが竣工し、西区全体の人口増の流れにの
って、江之子島2丁目も人の暮らす街となった。また2012（平
成24）年には事業計画の変更があり、敷地の北半分に総合病院
の日生病院が移転してくることが決定、350床の新病院が2017

（平成29）年中に完成予定である。江之子島まちづくり事業は
文化施設とマンション、そして病院が有機的に連携しつつ、ア
ート＆ライフスタイルをキーワードに、これまでにない新たな
まちづくりを目指している。

アート＆ライフスタイルをキーワードにしたまちづくりが進められている

大阪府立江之子島文化芸術創造センターへと生まれ変わった工業会館

閉鎖されていた頃の工業会館

昭和41年当時の工業奨励館

戦後に再建された本館部分

大阪府庁（明治７年建設、大正５年増改築）
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年度 江之子島とenocoの歴史・動き 大阪府の文化行政 大阪その他の動き

1868年
（明治元年）

• 大阪開港、川口居留地設置

1874年 • 江之子島に大阪府庁舎開庁

1889年 • 府庁舎内に大阪市役所設置

1899年 • 川口居留地廃止

1912年 • 大阪市役所堂島へ移転

1926年 • 大阪府庁大手前へ移転

1929年
（昭和4年）

• 旧庁舎を改修し、大阪府工業奨励館を開設

1938年 • 工業奨励館付属工業会館を新設 
（現在のenocoの建物）

1945年 • 戦災により大部分が焼失（工業会館は焼け残る）

1950年 • 本館の復興

1970年 • 大阪万博開催

1973年 • 大阪府立工業技術研究所に名称変更

1974年 • 現代美術センターの前身である府民ギャラリーが堂島
に開設

1980年 • 大阪府立現代美術センターが中之島に開設

1987年 • 組織再編により大阪府立産業技術総合研究所に
名称変更

1990年 • 大阪トリエンナーレ（国際現代造形コンクール）開始 • 国際花と緑の博覧会開催

1996年
（平成8年）

• 大阪府立産業技術総合研究所が和泉市に全面移転

2000年 • 大阪府立現代美術センターが谷町四丁目の府庁新別
館に移転

2001年 • 内閣官房都市再生本部によって「水都大阪の再生」が
都市再生プロジェクトに指定

2002年 • 水の都大阪再生協議会、花と緑・光と水懇話会設立

2003年 • 水の都大阪再生構想策定、大阪花と緑・光と水まち
づくり提言

2004年 • 現代芸術フェスティバル 
（大阪・アート・カレイドスコープ）スタート

2005年 • 現代芸術フェスティバル（大阪・アート・カレイドスコー
プ）2005『do art yourself～すべての人は表現者』

2006年 • 旧工業会館の保存・活用、現代美術センターの移転・
再構築について庁内の基本方針確定

2007年 • 江之子島地区まちづくり事業コンペ • 現代芸術フェスティバル（大阪・アート・カレイドスコー
プ）2007『大大阪に会いたい』

• 水都大阪2009実行委員会発足

2008年 • 現代芸術フェスティバル（大阪・アート・カレイドスコー
プ）2008『大阪時間』

2009年 • 木津川ウォールペインティングスタート • 水都大阪2009開催（大阪府・市・経済界）

2010年 • おおさかカンヴァス推進事業スタート • 水都大阪推進委員会設立

2011年 • 江之子島アートセンター構想検討会設置
• 江之子島アートセンター（仮称）検討会設置
• 指定管理者募集・選定

• 水都大阪水と光のまちづくり構想策定
• 水都大阪フェススタート

2012年 • 大阪府立江之子島文化芸術創造センター（enoco）開館 • 現代美術センター閉館

2013年 • 大阪アーツカウンシル設立 • 一般社団法人水都大阪パートナーズ設立
• 水と光のまちづくり推進会議設立

2014年 • おおさかカンヴァスが全国知事会主催の都道府県政策
コンテストで大賞受賞

2016年 • enoco1期指定管理者最終年度 • 「水都大阪のまちづくり」日本都市計画学会 
『石川賞』受賞

2017年 • enoco開館5周年 • おおさかカンヴァス推進事業終了 • 一般社団法人水都大阪パートナーズ解散

年表

enocoをより深く知るためのインタビュー
enocoをより深く知ってもらうため、いつもお世話になっている方々に「enocoと」の
関係性を聞いてみました。「そういえばどうだったっけ？」という基本的なことについて
エノケンに尋ねる「教えて、エノケン！」もあわせてどうぞ。
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̶enocoとの最初の関わりは？

後藤：デュッセルドルフの市の文化局とアーティストのエク
スチェンジプログラムをやったんですけど、日本からドイツ
に派遣したアーティストが日本での帰国展の際に選んだのが
enocoだったんです。
高坂：その3ヶ月後ぐらいにデュッセルドルフのアーティス
トが来て、enocoでやるというので、その後にまた展示をし
たんですよね。それが2013年でした。
後藤：無理にギャラリーやオルタナティブなスペースでやる
よりも、こういうセンターがあるならそれを使った方がいい
という思いがあって使わせてもらったんです。お金の問題よ
りも「その方が面白いんじゃないか」という。自然に発生す
るオルタナティブな動きだけじゃなく、パブリックな施設も
関わる海外交流ができるといいなあと思って。
高坂：当時はきちんと事業としての位置付けができなかった
のですが、元々、大阪府がドイツとのエクスチェンジをやっ
ていたという縁もあって、オファーがあったからには、そう
いった国際交流もやるべきでは、という思いはありましたね。

̶後藤さんは江之子島一帯の再開発に伴う「江之子島アート
＆ライフ事業」を進められていますが、そこではどういう役
割を担っているんですか？

後藤：所管である大阪府財産活用課とenocoの調整役という
か、プログラムを考えて理念を打ち出す、と言うよりは、調
整したり翻訳したりというのが僕の役割ですね。
高岡：なんせステークホルダーの数が多いんですよね。まず
大阪府、マンション開発をしているディベロッパー、出資者、
enocoの指定管理をしている長谷工コミュニティ。他にもコ
ンペを出したりとかプログラム考えたりする際にいろんなコ
ンサルが入っていてなかなか複雑なんですよね。
後藤：以前「これはまちづくりですか？」と言われたんです
けど、僕は全然そういう意識はないんですよね。それぞれの
施設・プログラムを運営している人たちとどう意思を揃えて
いくかがゴールですね。その最大公約数的な部分を地域の人
たちに還元していくというか。  

今後移転してくる日生病院、ディベロッパー、行政など、何個
「縦割り」があるんだという感じですが、そこをどうにか繋げ
ていくという課題に、楽しみながら取り組んでいる感じです。
高坂：enocoのまちへの関わり方としては、こういったエリ
アにある施設の使命として、考えていかないといけないなと
思っています。制限なども多少あるんですが。
後藤：あとはenocoではできないことを江之子島アート＆ラ
イフ事業が持っているスペースを使って行う、ということも
ありますね。
高坂：逆に、ご一緒したほうがいいこともあって、それは私
たちにとってもネットワークづくりに繋がるので、乗っから
せてもらっています。
後藤：アーティストがやりたいことを考えたときに、パブリ
ックな場所でやったほうがよいことは必ずあるので、その使
い分けを意識していますね。

̶後藤さんは、大阪のアーティストやデザイナーなどクリエ
イターとのネットワークをお持ちですが、大阪のクリエイタ
ーにとってenocoができたことへのリアクションはどのよう
なものでしたか？

後藤：斜に構える人が多いのかな、という印象はありますね。
行政がやっていることに対して関わることにあんまり積極的
じゃないというか。それはどの地域でもあるとは思うんです
けど。だからenocoをもっとうまく使える仕組みができたら
いいなと思ってます。いかに自分たちの文脈で使うことがで
きるか、ということが面白いと思うんですよ。  

enocoは色がないというか、めちゃくちゃダサいわけでも、
めちゃくちゃ格好良いわけでもなくて、ニュートラルな感じ
だと思うんですよね。やり方によってかっこよく使うことも
できるし、ダサく使うこともできる場所。そういう意味で可
能性がありますね。

̶後藤さんは施設の理念に対してどう感じますか？

後藤：理念は良いと思いますし時代に即していると思うんで
すけど、それがもっと広く知られたら良いなと思います。現

INTERVIEW

後藤哲也
（デザイナー/ 江之子島アート＆ライフ事業ディレクター）

2016年8月8日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

インタビューネットワーク図

美センターから文化芸術創造センターになって、現代美術だ
けを扱う場所ではなくなったがゆえに、デザイナーや建築家
などが入る余地ができましたし。機会を待っているんじゃな
くて、それを使うっていうのが大事。でもやっぱり「府立の
何とかセンター」である、という壁はありますよね。レンタ
ル利用はできるけど、自分たちの場所っていう思いにはなか
なか至らない、というか。
高岡：一方で、現代美術を専門にしている人からすると、そ
れは我々とは関係ないことをやっているという風に見られて
いる方もいるだろうし。行政と何かやることに対するアレル
ギーみたいなものはある気がしますね。

̶今後のenocoについてどんなことをお考えですか？

後藤：もう4年ぐらい関わりながらenocoがやろうとしてい
ることを理解してきた部分もありますが、個人的にはすごく
面白いと思ってます。できることを関係者に筋を通してその
中でやっていく、という現実的なところも良いなと。そうい
う意味では現代美術はここじゃなくてもよいんじゃないか、
と個人的には思っています。  

一方でもうちょっと「余白」があるというか、この部屋は誰
でも使ってOK、みたいなスペースがあったりするとより良
いのかなと。勝手にロゴがデザインされて、それが貼られ、
結果的に公式に採用されてしまった、というような、周りか
らのウイルスを取り入れるみたいなことがあるとみんなもっ
と使うんじゃないかと。  

不公平でないようにする行政的な配慮も必要だと思うんです
けど、どう考えても使わないだろっていうスペースを自由に
使ってよくするとか、プランを出したらenocoが検討してく
れるとかそういう懐の広さっていうか。もっと勝手に使うこ
とができて、「行政でこんなことできるの？」というようなこ
とがもっとあったらいいなと思いますね。

後藤哲也（デザイナー/ 江之子島アート＆ライフ事業ディレクター）
江之子島アート＆ライフ事業DECOBOCO、ならびに、OOO Projectsディ
レクター。主にグラフィックデザイン周辺の実践と研究を行いながら、江之
子島では太極拳から美術展まで、幅広いプログラムの企画・運営を行ってい
る。近畿大学文芸学部専任講師。大阪芸術大学デザイン学科非常勤講師。

もちろん、誰でも使えるで。入館にお金はいらん。地下にはカフェ
や古本屋があって、そこだけ利用するのでも構わへん。展覧会も無料のも
のが多くて、誰でもみることができるねんで。ボクもふらっと遊びにいって
るし、子供たちが宿題しに来てたりもするわ。展示室と多目的ルームはレン
タルもやってて、文化的な活動をしている人は、展覧会やイベントとか、発
表の場としても使えるで。会議や勉強会でも使える。各スペースの利用期
間・時間や料金はホームページに載ってるねんて。

enocoって誰でも使えるの？Q
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̶寺浦さんは大阪府の職員としてenocoの立ち上げから関
わっておられますが、enocoはどういう流れで今のようなか
たちになったのでしょうか。

寺浦：府政の見直し作業の一環で、現美センターの移転が検
討されるなか、もともと府庁舎があった江之子島エリア内の
歴史的な建物を活用し、機能を移転させることになりました。
ただ、芸術振興のみを軸とするのではなく、文化振興計画の
改訂とも連動し、文化が社会を支えていくための機能を持っ
たアートセンターが必要だという議論になり、2010年度に
「アートセンター構想検討会」にて、文化を社会に活かす活動
をプラットフォーム型で進める拠点づくりというコンセプト
が固まりました。このような方向にたどり着いたのは、2009

年に府市経済界が連携して「水都大阪2009」という、アー
トと市民参加を軸にした都市再生プロジェクトを開催したこ
とが大きかったです。この事業を進める中で、都市と人の多
様なリソースが見えてきたのです。市内各所を舞台に様々な
アートプログラムや社会実験を展開したのですが、まちづく
りやデザイン、建築など多様な分野の人が関わることで、大
きな成果を生み出しました。そういったステークホルダーや
リソースを活かしながら都市を再生していく拠点が必要だよ
ね、という議論が高まり、enocoの構想が固っていきました。

̶「水都大阪2009」があった2009年には、木津川ウォー
ルペインティングも実施されたんですよね。

寺浦：その前年に「水都大阪2009」のプラン見直しを府単
独で行い、新たな計画を提案しなければならない事態となり、
そこで始めて都市整備部門と文化部門がひとつのプロジェク
ト・チームとして一緒に検討する機会が生まれました。“水都
という都市魅力の発信”をするには、ソフトとハードを一体
的に検討・推進する、つまりは縦割りを乗り越える以外に方
法がなかったのです。そこで、当時の府知事から指示のあっ
た木津川ウォールペインティング事業についても、都市整備
部の遊歩道整備事業と連携し、一体的に進めることで、水都
の魅力をアップさせようと試みました。このような流れがあ
ったことから、「木津川遊歩空間整備事業」も、単なる整備事

業にせず、我々文化セクションと都市整備部門が組んで、地
域とも連携するプラットフォーム型で新しい仕組みづくりを
進めることになったわけです。

̶それまでは都市のインフラをつくる都市整備部と組むこと
はなかったんですか？

寺浦：なかったです。ただ、全国的に見ても、インフラ整備
に地域の人々も関わり一緒につくっていこうという流れが出
てきていたので、大阪は文化と組むことで新しい展開ができ
るのでは、ということで仕組みづくりを進めました。

̶日本での先行事例は何かあったんですか？

寺浦：プラットフォーム型の事例はいろいろあるのですが、
それを文化系部局が中心になって部局横断的に横串を刺して
動く仕組みをつくったところはないと思います。大阪府は
2009年度に文化振興計画を見直して、文化が社会に支えら
れるのではなく、文化が社会を支える、という視点を打ち出
しました。その計画を実現するために、enocoやenocoと一
緒にやっているプラットフォーム形成支援事業でいろいろな
課題解決をする事業をやっていきましょう、様々な分野にク
リエイティブな発想を入れることで、社会を変え、文化が社会
を支えていきましょう、という方向性が共有されていきました。

̶寺浦さんから見て、東京などと比べて、大阪の文化の特徴
というものは何かありますか。

寺浦：東京は人口と予算の桁がまず違いますね。ですので、
先進的なものでもニッチなものでも成り立つ土壌があると思
います。ですが、企業グループや組織で分断され、横のつな
がりが薄いということをよく聞きます。京都は美術館や芸術
系大学、ギャラリーなど、コンパクトな都市規模の中に文化
装置がしっかりあって、それらが連携しながら、マーケット
も受け皿もしっかりつくっていると思います。一方、大阪は
予算規模も小さいし、インフラ的なものも整っていませんが、
NPOや民間の分野で独自かつ自由な活動がとてもアクティブ

INTERVIEW

寺浦薫
（大阪府 都市魅力創造局 文化・スポーツ課 主任研究員）

2016年8月8日 @enoco

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

で、担い手同士の顔がそれぞれ見えている環境だと思います。
インフラが整っていない分、人やソフトが有機的につながっ
て活動できている、という印象を持っています。

̶実際にenocoも、大阪におけるソフトや人と人のつなが
りが体現されているように思います。

寺浦：囲い込み型ではなくプロジェクト型を基本とし、「ここ
で活かされるのはこのチーム」、とケースごとに判断・設計す
るという、公共的な視点とマインドが貫かれているからこそ
だと思います。

̶5年目に入り、これから先、enocoやプラットフォーム形成
支援事業がどういう状況になっていけばいいと思われますか。

寺浦：やはり市町村の武器になれたらいいな、と思います。
もともと府内の市町村から続々とenocoに相談が来る状況に
なれば ...と考えていて、実際にそうなりつつあるのが嬉しい
ですね。それと、文化とは直接的には関係ない部局、例えば
農政や土木、商工などといった分野の部局が、クリエイティ

ブな発想のもとに事業や制度を設計する動きが生まれて、そ
れが当たり前になっていけばいいなと思っています。
高岡：文化・スポーツ課のみなさんは、庁内営業というか、
他部局に対してこんな仕組みがあるよ、と働きかけや呼びか
けをしてくださっていますね。もちろん、市町村に対しても。

̶最後に、寺浦さんのモチベーションはどこからくるんで
すか？

寺浦：やはり仕組みづくりをしなければ、というところです
ね。アーティストやクリエイターといった職能を持った人が
都市の中にきちんと位置付けられて、力を発揮できる仕組み
や社会をつくっていきたいと思います。行政の役割はそうい
った仕組みを整備することにあると考えています。

寺浦薫（大阪府 都市魅力創造局 文化・スポーツ課 主任研究員）
大阪生まれ。1994年に大阪府に入庁し、文化施策の立案、府立現代美術セ
ンター企画運営、府立江之子島文化芸術創造センターの立ち上げ等に携わ
る。「大阪・アート・カレイドスコープ」、ヨーロッパとの芸術家交流事業
「ART-EX」、「水都大阪2009」、「おおさかカンヴァス推進事業」「プラット
フォーム形成支援事業」等を主担。

インタビューネットワーク図

地域の人が自ら課題を解決できるように環境を整える事業やで。
「プラットフォーム」っちゅうのは、「議論と合意形成の場」と「課題解
決の場」という2つの側面を持っとる。会議の場にクリエイターといった第
3者が入ることで、冷静に視野を広げた議論ができるようになるんや。そん
で地域の人たちが第3者と課題について議論し、自分たちでその解決策に気
付くということが大事なんや。運営する側としては答えを全く言わへんの
も、全て言ってしまうのもあかんし、第3者で入ってもらう人たちにもミッ
ションいうもんをうまく理解してもらわなあかんから、そのあたりのコ
ントロールは難しいところやな。

プラットフォーム形成支援事業ってなんだっけ？Q
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吉澤：一般的に、大阪は橋下府知事（当時）が来てから文化
行政が縮小したというイメージがあると思うんですけど、実
はもう少し前からなんです。まず2000年代の大阪のアート
シーンを考える上で、2001年の大阪市「芸術文化アクション
プラン」の果たした役割は見逃せません。「商業ベースに乗ら
ない実験的芸術こそ行政が支援するべきだ」と10年計画で複
数の事業を開始したんです。2002年には当時空き店舗スペ
ースが増えていたフェスティバルゲートに複数のNPOを招聘
し「新世界アーツパーク」として現代アートの拠点をつくり
ました。それから1年、2年と活動する中でいい感じになって
きたなと思ったら、3年目に市が財政難を理由に計画変更を
打診してきたんです。一方的な通達に現場も抵抗しましたが、
結果的に10年の予定が5年で事業は終わりました。
高坂：「現場の抵抗」というのは？
吉澤：まず公開シンポジウムを複数回設け、全国から文化政
策や芸術文化の専門家や地元の方々を招いて話し合う機会を
つくりました。自分たちの味方だけでなくさまざまな立場か
ら意見をもらって、どう動くべきかを具体的に考えていった
んですね。シンポジウムの記録も毎回発信して、大阪で起き
ていることをさまざまな人に検証してもらえるようにしまし
た。こうして材料を公にしながら市との交渉を試みたんです
が、対話は成り立たなかったです。

̶それが2002年から2007年の5年間だったんですね。

吉澤：フェスゲを出たのが2007年で、その時点で1つのNPO

は解散。ほか3つのNPOは新大阪でもう1年続けましたが、
その後は移転し、今はそれぞれ別の場所で活動しています。
そして少し時期が前後しますが、大阪府の方はというと、現
美センターで2005年に「大阪・アート・カレイドスコープ」
と題し、展覧会を8つの在阪NPOのコンソーシアムで企画運
営するという実験的な試みを行いました。これにはフェスゲ
に入っていたNPOも含まれます。また、そのコンソーシアム
にも参加していた私が所属しているNPO recipは2006～
2009年度の現美センターの指定管理を他社と共同受託して
いました。当時、府はNPOと組むということを意識的に進め
ていた印象があります。また2009年に「水都大阪2009」と
いう府市経財界の絡む大きな事業がありましたが、市の文化
政策は縮小傾向が続きます。築港ARC、そして中之島4117と
いうアートに関する情報スペースを運営する事業などはあり
ましたが、中之島4117も2012年度末で閉じてしまいます。
高坂：中之島4117の蔵書と什器の一部をenocoが譲り受けて
います。
吉澤：府と市、それぞれの事業が入れ替わる中で人材やリソ
ースのバトンがギリギリつながってきた感じですね。府にも
市にも美術の専門職の方がいますが、大阪には美術館がない
ということも、こうした苦境の要因として結構大きかったの
かもしれません。
高坂：ハコがないのでソフトや事業、人材というところにい

吉澤弥生
（共立女子大学文芸学部准教授／社会学者）

2016年9月1日 @大阪市内某所

聞き手：榊原充大（RAD） + 高岡伸一 / 高坂玲子（enoco）

INTERVIEW

ちゃうで。いわばアート・クリエイティブセンターやな。大阪府
は府立の美術館を持ってへん。ただ、大阪府20世紀美術コレクションち
ゅう美術作品を持っとる。enocoはその管理と活用もやっていて、そこは美
術館のような役割を担っているけど、レンタルルームの運営や社会課題の解
決にも取り組むとか、それ以外の機能も持っている複合施設やねん。ちなみ
に大阪には国立の「国立国際美術館」が中之島にあって、大阪市には「大阪
市立美術館」「大阪市立東洋陶磁美術館」という美術館がある。そんで
今、2021年の開館に向けて「大阪新美術館」が準備されとるで。

enocoって美術館なの？Q

かざるを得ないのかもしれませんね。それでなんとかギリギ
リつながってきている、と。
吉澤：現場としては、とにかく一貫性のある文化政策はいか
にして可能なのかが共有課題としてありました。そして2007

年に「アーツカウンシルをつくる会」という有志による組織
が発足します。これまで府市の文化事業に関わってきたNPO

のメンバーなどが中心となり、イギリスなどにある文化政策
の専門機関「アーツカウンシル」に関する勉強会を始めまし
た。1年間の活動を報告書にまとめた後は活動を休止していた
んですが、2011年秋に「アートNPOフォーラム」という全
国のアートNPOの集まりを大阪でやることになり、その受け
皿として集まったメンバーが「つくる会」のメンバーとほぼ
重なっていた。それをきっかけに再始動するんです。すると
直後、就任したばかりの当時の市長から、大阪府と市でアー
ツカウンシルをつくるという話が降りてきて、結果、2013年
に大阪アーツカウンシルができるわけです。2012年度には大
阪府と市からアーツカウンシルをつくるための実態調査とフ
ォーラムの事業を3つのNPOで共同受託し、活動を報告書に
まとめました。数年間の「下からの」アーツカウンシルの運
動が形になったわけです。enocoでもフォーラムをやらせて
もらいましたね。
高坂：現在は週1回、enocoのライブラリーに大阪アーツカウ
ンシルが詰めてくださってます。
高岡：拠点の事務所がないんですよね。トップの佐藤千晴さ
んも非常勤で、すごい宙ぶらりんな状態ながら「どこかに窓
口を持たなくてはいけない」という思いから週に1回enocoで
話ができるようにしているんです。
吉澤：アーツカウンシルの人が現場の人たちと直接話ができ
るというのは画期的です。親しみやすいというか、フラット
というか。こうしたアーツカウンシルのあり方はなかなかな
いでしょうね。さきの「つくる会」ですが、アーツカウンシ
ルができた後は「大阪でアーツカウンシルを考える会」とし
て活動しています。enocoとも協働で勉強会を企画運営して

いましたね。
高坂：各地のアーツカウンシル関係者を呼んでネットワーク
をつくる勉強会をしていました。吉澤さんは、現在は東京に
拠点を移されていますが、東京から見た大阪はどうですか？
吉澤：東京に行ってから、事業報告書の重要性や記録調査の
方法論についてのレクチャーの依頼を受けることが多いです。
そこでは、大阪では現場レベルで事後リサーチや検証報告書
を自発的につくっていたという話をします。理不尽に事業が
中断されたり、予算が減額されたりといったことが続くので、
自分たちで事業の成果を説明しなければ、という身体になっ
たんでしょうね。「報告書つくり癖」というか。そうした現場
発信の報告書が事業に影響しているかどうかは精査が必要で
すが、そういう点では大阪は先を行っている気がします。全
国的には2020年のオリンピック・パラリンピックに向けて
地域アーツカウンシルが設置されはじめていますが、それが
終わってからが正念場でしょうね。そこでは大阪のこの2000

年以降の経験が参照されるだろうと思います。そして行政と
仕事をするというのは大変なことが多いですが、市民社会や
民主主義の実践として重要な経験だと思います。大阪の事業
現場には「公共」を背負って活動をしていた人が多いので、
報告書つくり癖だけでなく、市民社会とか自治とか民主主義
といったことに意識的な人が多いようにも思います。

吉澤弥生（共立女子大学文芸学部准教授、NPO法人地域文化に関する情報
とプロジェクト [recip]理事、NPO法人アートNPOリンク理事）
大阪大学大学院修了、博士（人間科学）。近著に対談「芸術生産の現場から
考える ―労働・キャリア・マネジメント」『社会の芸術／芸術という社会』
（フィルムアート社、2016）、単著『芸術は社会を変えるか？』(青弓社、 
2011)、調査報告書『続々・若い芸術家たちの労働』(2014)、共著『アート
NPOデータバンク2016-2017』（アートNPOリンク／文化庁）

インタビューネットワーク図
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̶まずenocoのB1Fに入居された経緯から教えてください。

米田：前のお店を天満橋でやっていたのですが、家賃が高く
移転を考えていました。それで仲の良いお客さんに移転する
かもと話をしていて、その話が回り回ってenocoの人に届い
て、という感じですね。
吉原：ここのオープンはいつでしたっけ？
米田：2012年の10月です。
吉原：ちょうど4年くらいということですね。その間、家は
西区ですか？
米田：家はもともとこの近所で、通っていました。

̶米田さんは生まれも大阪なんですか？

米田：生まれは奈良です。高校を卒業して大阪の専門学校に
実家から通っていました。専門学校を卒業してから大阪のア
パレルの仕事に就いて、実家から通勤して。そこを辞めてか
ら24歳か25歳でなぜか大阪に引っ越したんです。そのときは
北区でした。特に何しようとは決めていなくて、とりあえず
出たら何か面白いことができるかなと。たまたま住んでいた
近所の古本屋さんがアルバイトの募集をしていたので、とり
あえず働こうと思ってそこに入ったのがきっかけで。
吉原：独立したのは？
米田：2009年です。西区に引っ越すのも同じ年でした。

̶その時西区はどういうイメージでした？

米田：いいイメージですね。それまで天満に住んでいたので
すが、奥さんの提案で西区に引っ越すことになりました。

̶エリアを変えて西区にお店を出して変わったことはどうい
うことが一番大きいでしょうか？

米田：土地的なことで言えば、正直天満橋もここも変わりは
ないのですが、前のお店がビルの2階だったのでうちを目指
してくる人しか入ってこなかった。ここは地下ですけどオー
プンになっているので全く知らない人も増えたり、雑貨を扱

っていることもあって本に興味のない人も来て本を見てくれ
たり、間口は広がりました。天満橋時代の常連さんは移転し
たらやっぱり離れてしまったんですが、こっちはこっちで常
連さんがついてくれています。ここは交通アクセスを考えた時
に、お客さんからしたらちょっと手間らしいんですけどね。

̶enocoに来たあとにどこかに寄っていこうとはなかなか
思わないですもんね。

米田：それが西区の課題ですよね。西区は西長堀の方まで含
めても人は増えてきていて、新しいお店が新町からちょっと
ずつこっちに伸びてきているんです。でもこのあたりの物件
めっちゃ高いんですって。不動産屋の人もここ2年くらいで
上がっていると言っていて、あげても需要があるようになっ
てきているみたいです。  

ここに移転する時に気がかりだったのは、阿波座近辺は本屋
がなかったこと。今でこそひとつできているのですが、それ
もここができてからだし。昔からここは古本屋がなかったら
しいんです。同業者のおっちゃんに「大丈夫か？」と心配さ
れたくらいで、すごい不安でした。

̶地下1階にいるとenoco全体としての動きはどういう風に
見えてきますか？

米田：案内を見なくても今どういう展覧会を上でやっているのか
はお客さんの層でわかりますね。でも、それくらいです。

̶米田さんはenocoと組んでマルシェをやっていますが、
その話はどこからスタートしたんですか？

米田：enocoの吉原さんから最初話をもらいました。
吉原：前の駐車場がもったいないなといつも言ってたんです
よね。土日になっても人通りがあまりなくて。それでマルシ
ェやろうというだいぶ気楽なノリで、2015年の5月に始まり
ました。

̶1回目のマルシェの手応えはどうでした？

米田雅明
（ON THE BOOKS店主）

2016年10月15日 @ON THE BOOKS（enocoB1F）

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子 / 吉原和音（enoco）

INTERVIEW

米田：よかったですよ。土曜日の11時から17時までで1000人
くらいきました。どっちかというと地元の人の方が来ている
んです。
吉原：そこからイベント関連のオファーが増えましたか？
米田：マルシェがきっかけで増えましたね。マルシェで知っ
てもらって、阪急百貨店がフェアで古本市の企画をしたいと
いうことで、うちがまとめ役としてやりとりしていました。
今年は3回やったんですが、結果が怖くもある。まとめ役が
嫌なんですね。

̶全国的にマルシェは増えているんですか？

米田：めっちゃ増えてます。3年くらい前から増えてきてい
るんですけど、今年の9月10月11月が今までとはケタが違う
という話になって。今がピークじゃないですかね。

̶これから先enocoとどういう連携の仕方をしていこうと
思っていますか？

米田：マルシェが一番いい形でできていると思うんですけど、

共通点が難しいですね。うちとenocoが協力してやるメリッ
トを探し出すのが。無理矢理な部分もある気がしていて。変
にべったりというのも好きじゃなくて、各々に共通点があれば
何か一緒にやったらいいというくらい。協力して何かをするこ
とを目的にすることがあまり好きじゃないかもしれないです。
吉原：こちらもそのほうがやりやすいですけどね。

̶米田さんご自身はこれからどう展開していこうと思われて
いますか？

米田：お店自体をでかくしたいとは思っていないんです。古
本屋自体に細々と長くやっているイメージがあるんですけど、
あの感じが理想です。あくまでも仕事なので儲けは大事です
けど、自分の生活の方をもっと充実させたいと思っています。

米田雅明（ON THE BOOKS店主）
2009年2月に天満橋に店舗をオープン。ハイソな立地だったため家賃に苦し
む。捨てる神あれば拾う神あり。ひょんなことからお声がかかり2012年10
月にenocoに移転し現在に至る。アパレル～町の古本屋での経験を生かし、
アートやサブカルといった好奇心をくすぐる古本屋を邁進中。

インタビューネットワーク図

大阪府大阪市の西区にあるねんで。結構街の真ん中に近くてアク
セスもすごいええんやけど、その割に「ちょっと遠いなぁ」って言われ
ることも多いねん。あんまり目的地にするところがまわりにないからかもし
れんな。でも大きな郵便局も近くにあるし、いろんな市の施設もあるし、大
阪市中央卸売市場も靭公園にも近い。人間の足やったら歩こうと思えば国立
国際美術館からも歩けるで。自転車があれば梅田にもちゃっと出れるし、よ
う考えたらなかなかええところやな。ほんでよく「島にあるん？」と聞かれ
るけど、昔はほんまに島やってん。でも今は川が埋め立てられて、陸続
きになってるで。

enocoってどんなとこにあるの？Q
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̶岩淵さんとenocoの最初の接点は？

岩淵：高坂さんから声をかけてもらったんじゃないかなぁ。
開館した時点では知っていましたけど、知っている人がいる、
くらいの理解でしたね。高坂さんとはもともとは「水都大阪
2009」や「おおさかカンヴァス」などのアートの文化事業
で知り合った人でした。

̶enocoができる前はどんなことをしていましたか？

岩淵： 28歳くらいから36か7まで、2001年から2010年ごろ
まで10年弱アーティストとして活動をしていました。自分が
アーティストをやっていた頃は、アートの現場に公共のお金
が落ちてきて、なおかつ目の前に問題があって、でも誰もま
だ整理できていない中でみんながそれなりの熱量をもって動
いている、そういう時期でした。  

アーティストを辞めたのは、アートマネージメントの考え方
が広まって、アートそのものの位置づけがだいぶ変わったこ
とが大きな理由。自分はもともとフリーランスで、編集者と
してのチャンネルを持っていたので、「自分を社会で機能させ
るなら別にアートじゃなくてもいいや」と。  

当時の大阪には、アートという旗印のもとになんとなく人が
集まっていて、場合によっては行政からのお金で成り立って
いる、そういう「ホットスポット」があった。そのホットス
ポットとの距離の取り方をみんなが持っていたと思います。
それで、その後の個人の動きや文化行政の話や、その間に立
っている人たちをなんとなく見ていて、enocoもそういう流
れの中で現れて、最初は西の方に何かできたんだというぐら
いの認識でしたね。
高坂：もし私がenocoにいなかったら似たような認識だった
かもしれません。
岩淵：ホットスポットのひとつであるフェスティバルゲート
は10年間やる、と立ち上がったのに「途中で終わり」となっ
ていろいろな議論がされていた。みんなアートの社会的意義
に目覚めて、振り上げた拳を戻せないような状態でしたね。

̶アートの社会的意義が大阪で高まりを見せたのはその時期
なんですか？

岩淵：そう思いますよ。ただ、なぜその頃の話をせざるをえ
ないかというと、2000年より前の記憶がみんな無いんです。
文脈が切れている。色んなことがガラッと変わってしまって、
みんなその前のことを思い出せない。どうしても振り返った
ときにその話になってしまうというだけで、結果的にその時
期に何かが起こったように見えるだけなのかも。

̶enocoが一定の方向性を持った施設であることを打ち出
していたことをどう見ていましたか？

岩淵：シェアオフィス機能があってそこでいろんな人が仕事
をしているけど、場としての、熱量がたまっていく理由があ
るとは思えなかったですね。あと、アートやクリエイション
で問題解決をしたいけど解決する問題がない、問題解決のた
めに問題を探しているような印象。立地も含めて「問題解決」
という言葉が宙ぶらりんで、これはなかなか難しいことをや
ってるなと。  

問題が無いのに問題解決をするとなると、問題を仮定してそ
れを解決するモデルというかサンプルをつくるしかないんで
すよね。僕へのお題は最初、普段展覧会をやっている場所に
映画館をつくるという話だったので、いわゆる映画館ではな
く新しい地域の場として、ワークショップができたり、アー
カイブ機能があったり、上映機能があったり、サロンが行わ
れたり、作家の発表の場となったりするような、映像が真ん
中にある地域の複合施設をギャラリーの中に仮設でつくると
いう企画にした。そこに問題解決の可能性はあるけど、困っ
ている人はその時点ではいないので一応サンプルとして。

̶それで生まれたのが、「えのこじま仮設映画館」ですね。
岩淵さんがその前年にenocoでやった「なんだこれサーク
ル」のいきさつは？

岩淵：2013年の年末にタチョナの小島さんから声がかかり、
「子どものワークショップをやってほしい」と言われたんです。 

INTERVIEW

岩淵拓郎
（編集者／メディアピクニック）

2016年11月9日 @radlab.（京都市）

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）

「なんのワークショップをしたらいいのか」と聞いたらそれ
を決めたくないんだという話になって。確かに、アーティス
トがやるワークショップは作家のデモンストレーションにし
かなっていなくて、クリエイションの部分が何ひとつ明け渡
されてないという議論があって、わかるわかると。そうやっ
て生まれたのが「なんだこれサークル」。2ヶ月くらい続きま
したが、enocoでできたことは本当によかったと思うんで
す。というのは子どもが集まってくる状況がありながら、地
域を向いていない施設だとしたらあまりにも着地点がなさす
ぎてできなかったと思うんです。実験的にやってみることが
できた。
高坂：実際どうでしたか？
岩淵：すごく良かったですよ。まだ誰もやっていないけど、
確実に新しくて核心的なワークショップの雛形がつくれたな
という手応えがありました。2017年の2月には小島さんとバ
ンコクに呼ばれて、現地のアーティストと一緒に「なんだこ
れ？サークル タイ版」をやってきます。enocoは子どもたち
が都会っ子なのも地域性があって楽しかったです。
高坂：あとから見返すと「なんだこれサークル」はenocoの
転換期にありますね。

岩淵：ワークショップをはじめいろんなかたちでアートと触
れる機会は増えてるし、それを使って問題を解決しようと考
える人もたくさんいるけど、肝心のアートをどう味わうかっ
ていう一番面白い部分に軸におく事業はほとんどない。アー
トをちゃんと味わえるようになるために自分でもアートをや
ってみる、そういう視点が抜け落ちているんじゃないかと考
えてました。でも、小島さんから何をするか決まってないワ
ークショップの話がきたとき、子どもたちと一緒に表現と鑑
賞を行き来しながらアートそのものを模索するような実験が
できるんじゃないかと思った。仮設映画館のときも思いまし
たけど、実験をする枠がenocoにはずっと残っているなと。
そういう場としては機能していると思います。

岩淵拓郎（編集者／メディアピクニック）
1973年兵庫県宝塚市生まれ／在住。元美術家。現在はフリーの編集者とし
て、主に文化・芸術などに関する書籍やプロジェクト、イベントなどの企画
と編集を手掛ける。編著に『内子座～地域が支える町の劇場の100年』（学芸
出版社、2016）ほか。2001～2015年、京都造形芸術大学教員。2012～2014
年、宝塚映画祭総合ディレクター。一般批評学会メンバー。趣味は料理 (ｷﾘｯ

インタビューネットワーク図

クリエイティブっちゅうのは「創造的」っちゅう意味やねんて。や
からクリエイティブセンターは広く「創造的なことにまつわる場」ってい
うくらいに捉えるのがええかもしれん。ただ、「創造的なこと」はだいぶ広
く捉えることができるから、クリエイターによる作品を展示する、アーティ
ストによるワークショップをやってる、イベントのためにレンタルされて
る、起業するために活動しとる人を応援するとか、それぞれの施設によって
「クリエイティブ」の意味がちゃうように思うわ。ひとつの機能に特化せん
複合的な空間やったりすんのもその名前がつけられる理由かもしれんな。

クリエイティブセンターって何？Q
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高坂：2013年に大阪アーツカウンシルができて4年目になり
ますね。

̶アーツカウンシルに着任される前にはenocoとの関わり
はありましたか？

佐藤：全くなかったです。着任前は文化部の新聞記者だった
んですけど、enocoのことはほとんど知らなかったと言って
いいですね。enocoがまだ始まったばかりの頃は情報発信も
あまりされていなくて。3年目ぐらいからはっきりし出した
かな、という印象ですね。
高坂：「eno so done!」が始まった頃ですね。
佐藤：芸術という看板から自由になったかな、と。enocoは
最初から「Be creative！」というコンセプトを掲げていて。
アート畑にいる人にとって「クリエイティブ」という言葉は
あまり好まれる言葉じゃないと思うのですよね。デザインの
人であったり、ビジネスの人であったり、という印象で。だ
から文化芸術創造センターという名前に対して、「あれ？」と
いう感じはしました。

̶齟齬があった？

佐藤：そう。ただ、文化全体の潮流というか、アートとデザ
インの境界線がどんどんなくなってきましたよね。クリエイ

ターがアーティストになるとか、アーティストがクライアン
トワークをしたりするっていう。どっちにも乗り入れるし、
区別をしない人も出てきていると。だからあまり違和感なく
なってきたかなと思います。  

あとは、プラットフォーム形成事業もひとつここの特色とし
てあって。最初は「なぜアートセンターで？」というイメー
ジだったのが風向きがガラッと変わって、それがひとつのア
ートの役割だし、アートセンターのやるべき仕事だし、と流
れが変わってきているなと思います。

̶では、実際に佐藤さんがenocoと接点を持ち始めたのは
いつですか？

佐藤：アーツカウンシルに入ってからですね。enocoは大阪
府が持っているほとんど唯一無二の府立施設なので活用して
います。アーツカウンシルは審議会という仕組みなんですが、
委員は会議があるときに集まるものだ、という発想なので固
定スタッフも雇用できませんし、事務所のような場所もない
んです。それだと市民やアーティストに会う場所も時間もな
いので、2年目からenocoを金曜日の午後に借りて、「何か用
事や相談のある人は遊びに来てね」という設定にしました。
2年目からウェブサイトもつくって情報発信をしています。

̶現場にいる方と直接お話しする、接触する機会をつくろうと。

INTERVIEW

佐藤千晴
（大阪アーツカウンシル統括責任者）

2016年12月2日 @enocoライブラリー

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）

美術展の図録や美術関連の雑誌、文化芸術に関する資料なんか
が揃ってて、誰でも自由に読んだり見たりすることができるんや。貸

出はしてへんねん。でもいろんな本があって眺めてるだけで楽しいところ
や。ライブラリーにある本や資料は2012年3月末に閉館した大阪府立現代美
術センターや、アートインフォメーションサポートセンター「中之島4117」
っちゅうところが持っていたものを引き継いでんて。ほんで今は、大阪アー
ツカウンシルの統括責任者である佐藤千晴さんが週に1回ライブラリーにお
って、誰からでも相談を受ける環境をつくってるらしいで。ボクもい
こかな。

enocoのライブラリーってどうやって使われているの？Q

佐藤：そう。enocoだって毎日開いていて、毎日誰かがいて、
人がいるから人の出入りがあるわけで、週に1回だけというの
はすごく微弱ですよね。ないよりはマシですが、これで足り
るかといったら大間違いなわけで。常設拠点化を目指してい
るんですけど ......

̶アーツカウンシルはどんなことをしているんですか？

佐藤：府と市の公募型助成金の審査がアーツカウンシルの仕
事のひとつです。助成事業の現場にもよく足を運びます。ほ
かに府・市の文化事業の評価、「調査」「企画」というミッシ
ョンもあります。セミナーやサロンなど、異分野のアーティ
ストやプロデューサー、制作者が交流する場づくりにも力を
入れています。そのために、事業や活動の現場に足を運び、
いろいろな人に会うことが大事な仕事なんです。
高坂：つなぐ役割なんですね。アーツカウンシルはenocoに
関して評価をするということはあるんですか？
佐藤：enocoは外部の評価委員会がきちんとあって、会計や
経営といった視点も含めて見ていると思うのでアーツカウン
シルがやる必要はないと考えています。ご意見番としてアド
バイスや意見を述べたりすることはありますが。  

ただ、府では指定管理者として、例えば墓地も病院も文化施
設もすべて同じ尺度で評価されるので、それに対してはenoco

が自分たちで評価軸をつくり、目標を設定し、自己評価をす
るということが必要になってくるのではないかと思います。
そこで何かノウハウを共有できることはあるかもしれない。
アーツカウンシルに限らず、文化の拠点を今、行政が運営し
ていくというのは非常に難しいこともありますからね。
高坂：運営上の難しさもありますが、文化活動をされている
人の中には、行政の組織・施設ということで苦手意識を持つ
人も少なからずいますよね。現場と繋がらないといけない立
場としては悩ましいです。
佐藤：大阪府が「文化行政」を全国で一番早く始めたといわ

れていますが、基本は民間が文化を支えてきた街なんですよ
ね。でも今、民間も苦しい。だから民間も、行政も、アーテ
ィストも力を合わせないと大阪は沈んでしまう。なので行政
も使いみちがあるよ、例えば地域や学校と関わる時は行政っ
て力になるよ、こういう時は行政とやってみるといいよ、と
いう情報開示ができるといいなと思います。好きなことを思
いきりやりたいのなら行政とも距離をとる ...など、いわば適
切な行政との付き合い方、でしょうか。そういう情報ネット
ワークをアーツカウンシルが広げていけたら。
高坂：enocoが施設としてあって、そこに出入りするアーツ
カウンシルが情報とネットワークを持っていて、それを共有
したり、一緒にアップデートしたりできるといいんでしょう
ね。
佐藤：例えば、アートと演劇はつながりがあるようで両方つ
ながっている人は意外と少ない。それにenocoは演劇はある
けれど、例えば古典芸能やクラシック音楽とのつながりはほ
ぼないでしょう？そういうところをアーツカウンシルが繋い
でいけたらいいのかもしれません。交流が生まれなくても、
お互いの活動は知っているという状態になるといいですね。

佐藤千晴（大阪アーツカウンシル統括責任者）
1962年東京生まれ。1985年朝日新聞社に入社。徳島支局を振り出しに大阪
本社・東京本社学芸部などに勤務。クラシック音楽や宝塚歌劇を中心に、生
活文化や街についても取材を重ねた。2013年4月に退社、同年6月に新たに
設立された大阪アーツカウンシルの統括責任者に公募で選ばれた。14年から
毎週金曜午後はenoco 4階ライブラリーで「アーツカウンシル出張所」を開
いている。

インタビューネットワーク図
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̶雨森さんはBreakerProject（以下、ブレーカー）を立ち上げ
られて13年目ですが、設立までの経緯を教えてください。

雨森：ブレーカーの原点は1990年前後、私自身が芸術大学で学ん
でいた頃まで遡ります。大学に入って初めて現代美術を知って、
人生観がガラッと変わるっていう経験をしたんですね。いろんな既
成の概念から解放されたというか。だからもっと多くの人が現代美
術に出会える機会をつくれば、世の中はいい方向に変わっていくん
じゃないかと。漠然とですけど、そういうことを考えていました。
一方で、作品を制作して展覧会で発表して、終わったら作品が大
学に戻ってきて、廊下や屋外に放置されていたりする。観に来る
人は、関係者がほとんど。そういった状況を見て、あまりにも社会
との接点がない、という違和感を持ち始めたのも学生の頃です。 

卒業してから設計事務所に勤めている時に、アートスペースを立
ち上げることになり、展覧会の企画をするようになりました。屋
外の展示として初めて取り組んだのが、地元の人によって毎年開
催されている高瀬川の「桜まつり」と連携した企画です。川の中
に作品を設置したりその周辺でパフォーマンスをしたんですが、
足を止めてくれる人も多かったし、面白がってくれる人にも出会
えて。外に出て行くことの重要さを感じました。その数年後、大
阪市では2001年に芸術文化アクションプランができて、その一環
として現代美術のインフラをつくっていこうという動きがあった中
で、フェスティバルゲートの空きスペースを活用した拠点づくり
事業があり、その一環でremoというNPOの活動を始めました。
ちょうどその頃にremoとは別の事業として、かねてから温めてい
たドリームプランとして大阪市に提出したのがブレーカーの企画
書です。それがフェスティバルゲートの市民還元プロジェクトに
位置付けられて、2003年よりスタートしました。

̶2000年代の大阪のアートシーンはどうでしたか？

雨森：フェスティバルゲートにNPOが誘致されたのが2002年。
この場所ができたおかげで人が集まってくるっていうか、流れが
できたんじゃないかなと思います。remoのほかに、ダンスボック
スやブリッジ、ココルームといったスペースがあって、様々なジ
ャンルで実験的なことをやっている人たちが集まっていました。
公設民営での手法で、それぞれの活動が独立して行われていると

いう理想的な創造活動の拠点だったのではないでしょうか。ただ
その当時、ブレーカーのようにまちに出て活動する組織やプロジ
ェクトは関西にほとんどなかったと思います。

̶10年以上大阪で地域の方とアーティストとの間に立って活動
を続けて来られて、一番変わったことは何でしょう？

雨森：プロジェクトが断然やりやすくなりました。5年目、6年目
ぐらいから急にハードルが下がったというか。「ようわからん」と
言いながらも、協力してくれる人が増えていきました。継続して
いくことで、私たちのような存在が、まちと共存できている実感
が持てるようになりましたね。  

ただ、まちにどのような変化がありましたか？という質問もよく受
けるんですけど、実際には目に見える数値化できるような変化は
ありません。例えば数年前から取り組んでいる「西成こどもオー
ケストラ」に参加している子供たちが大人になる頃、何か変わっ
ていくんじゃないかと密かに期待してます。既に数人の子供たち
や大人の小さな変化は日々の活動の中でもありますしね。

̶「種」が蒔かれることの意義は間違いなくありますよね。

雨森：こういったことを同じ地域で30年続けて、人の意識や場所
がどう変化していくのか、その効果や成果をみるためには、やり
続ける必要があると考えています。実践研究でもあるんですよね。
その意義を実証するためにも。

̶雨森さんにとってブレーカーは場をつくっていこうという意識
が強いのか、作品をつくっていくということを主眼に置かれてい
るのか、どちらでしょう。

雨森：アーティストの表現活動としては、場そのものが作品であ
ったり、いろんな人が関わってつくるプロジェクトであったりもし
ます。それぞれの作家にとって必然性のある表現活動をこの地域
で行っていくことで、場が生まれたりする。その結果として、kioku

手芸館「たんす」があったり、旧・今宮小学校の作業場があるの
かなと。ブレーカーとしては、地域の人に関わってもらうことを重
視しているので、単に「参加」してもらうだけでなくて、さまざま

INTERVIEW

雨森信
（BreakerProjectディレクター）

2016年12月24日 @旧・今宮小学校作業場（西成区）

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）

な関わり方については常に意識して考えています。最初からプラ
ットフォームをつくるんだという意識があったわけではないんです
けど、そういうことなんだなというのはやりながら見えてきました。

̶enocoについてはどう見ていますか？

雨森：ブレーカーももっと、まちづくり系の人と組めばもっと可能
性は広がるのかなと思うんですけど、お互いに敬意を持っていな
いと本当の意味での協働は難しいと思っていて、課題のひとつで
はあるんですが ...。そういう点でenocoはどんなかんじですか？
高坂：手法や考えも違ったりすることもあるので大変なことはも
ちろんありますが、今は互いに理解して一緒にできていると思い
ます。やはり現場にいる人が大事ですね。
雨森：現場ではどういうニーズや課題があって、という視点にた
った仕組みが必要であって、トップダウン的にフレームがつくら
れると、現場の人が思うように動けない状況に陥ってしまう危険
性がありますよね。だから枠組みづくりには、現場が分かってい
る人も関わっていく必要があると思います。

̶展示場所としてenocoを使われているのはなぜでしょう？

雨森：助成金を受ける際に、公共の文化施設で成果発表をするこ
とが条件に課されることがあるんです。以前大阪市の新美術館建
設準備室が持っていた心斎橋展示室で展覧会をやったことがある
んですけど、その連携がうまくいったんです。というのは、美術
館という場所で発表することによって、ブレーカー側はこれまで
にない発信力を得ることができたのと、地域の人にとって自分た
ちの関わっていることが美術館という名のつく場所で展示される
ことが誇りとなった。美術館なんて普段行かない地域の人たちが
美術館に足を運ぶことになったり、現代美術の展覧会としては、
予想以上の入場者数になったようで、美術館側にもメリットがあ
ったわけです。そういう経緯があって、地域に根ざして活動する
アートプロジェクトが美術館やアートセンターといった文化施設
と連携していくことも重要だと考えるようになりました。今後もお
互いにメリットを共有できる方法を探りながら、積極的に関わっ
ていけたらと思います。

インタビューネットワーク図

雨森信（BreakerProjectディレクター）
大阪市立大学文学部特任講師、成安造形大学客員准教授。2002年 -2007
年、NPO法人記録と表現とメディアのための組織 [remo]の立ち上げ、企画
運営に携わる。2003年より大阪市文化事業として「BreakerProject」を始
動し、既存のシステムにはおさまりきらない独自の表現活動を展開するアー
ティストとともに、新たな表現の場を社会のなかに開拓する。

課題解決拠点として打ち出した文化施設っちゅうところちゃうか
な。作品を展示したり発表したりすることだけやなくて、アーティスト
やデザイナーのクリエイティブな視点を、あらゆる課題解決に使っていくっ
ちゅうことをどんなプログラムにも組み込んでやっていこうという方針を持
った施設は、ボクが知るかぎり例がないんとちゃうかな。特に「府」という
広域行政体として、市町村の課題を一緒に考えて解決しようとしたり、市町
村が自分たちで自立できるような技術移転や担い手づくりまで一緒にやろう
としたりする機関は他にはないんとちゃうか。それがenocoのあたらし
さやと思うで。

enocoのあたらしさって何？Q

160 161



̶大谷さんが最初にenocoに関わるのはいつですか？

大谷：まだ工事が始まる前の2009年くらいに建物を見学さ
せてもらいました。初めてenocoの建物を見た時は「いい建
築物だな」と思いました。阿波座や対岸の川口のあたりは
1980年代後半に、倉庫などを改装してアトリエにしたりショ
ップにしたり、といったまちづくりが進んでいたんですよ。
今はそういったスペースはなくなっていますが。僕自身も出
入りしていたことがあったのですが、こんな建物があるのは
知らなかったです。ですが、川がそばにある地域のにおいの
ようなものは昔から感じていました。

̶大谷さんはNPO法人ダンスボックスを立ち上げられ、
2002年頃にはフェスティバルゲートに入居されるんですね。
大谷さんから見て、当時の状況はどうでしたか？

大谷：フェスティバルゲートは当時としては画期的な行政と
NPOの協働でした。「評価の定まらないアートこそ行政は支
援するべきだ」という芸術文化アクションプランに沿って、
3つのNPOがフェスティバルゲートに入って、1年遅れてコ
コルームが入居しました。ジャンルは違いますが、それぞれ
ご近所さんで活動していて、いい意味で影響し合っていまし
た。新しいかたちの大阪のアートセンターが始まるな、とい
う空気がありました。短い期間でしたけど。

̶そして、2011年にはenocoの指定管理者選定委員を務め
られています。様々な提案の中で現行チームの案はどう見え
ましたか？

大谷：総合的に考えて、現行のチームは考えがよくまとまっ
ているなと思った。他のところもすごく特化しているなと思
うところもあったけど、総合点で良かった。あとはチームと
しての成熟度や結束力みたいなものがありましたね。

̶その後も指定管理者評価委員を務められるわけですが、
enocoの「地域課題に取り組む」というテーマについて大谷
さんはどう思われていましたか？

大谷：そのテーマは僕の中でも大きなポイントでした。府の
施設でありながら地域とどう関わっていくのか。地域住民た
ちをつないでいく時にアートはどう機能していけるのか、と
いう問題だと思います。
高坂：評価委員会の中でも、府立の施設だけど「地域」と言
う時に、どこを意識するのかということは頻繁に議論がされ
ていましたね。「私たちにとっての地域はどこか」と考えた時
に、ひとつは西区ということが出てきました。ちょうど公募
区長が開館の年に就任されたことも大きかったです。
大谷：ダンスボックスも新長田にきて8年目になるんですけ
ど、その中で4回区長が変わっているんです。歴代面白い区
長で、公演もよく見てくださっています。そういった体制が
変わっていく中でローカリティとどう関わるかは重要ですね。 
enocoは公立ですが、うちは半公立なんですよ。使用料を神
戸市に払っています。事業予算はゼロなので、助成金や補助
金を集めています。もちろん厳しいですが、自由度が高いん
ですよね。ただやはり、パブリックな側面を持つ施設として、
地域に対しての信頼度をどうやって深めていくのか、相互の
関係をどうやってつくっていくのかっていうのは考えなけれ
ばいけないと思います。

̶enocoの5年間をどう見ていますか？

大谷：もともとは現代美術センターの代わりになるような大
きなギャラリーという感覚だったのが、そうではなく、ただ
作品を展示をする場所ではない、地域の人たちが参加する枠
組みが大事だ、という意識を生みだしたのはひとつ成果だと
思います。ただ、enocoは使える場所が少ない。展示室を全
部使ってダンスをするとか、もう少し思い切ってやってもい
いんじゃないかなとは思います。ただ、施設自体の管理や大
阪府のコレクションの管理活用といった継続していかないと
いけない業務もあり、限られた予算とスペースにしては面白
いことをやって頑張っているなとは思います。  

一方で僕らが持っているのは劇場とスタジオとレジデンスで
きる一軒家なんですけど、enocoと比べても圧倒的に床面積
が狭い。じゃあどうしたら地域と連携できるかを考えた時に、
他の場所を使っていくしかない。そうすると逆に地域が主催

大谷燠
（DANCEBOXエグゼクティブディレクター）

2017年1月11日 @ダンスボックス（神戸市長田区）

聞き手：榊原充大（RAD） + 高坂玲子（enoco）

INTERVIEW

する催しものに我々が参加するんですよね。もちろん僕らだ
けでなくて「国内ダンス留学」として受け入れている10人く
らいの学生らも地域に入る。アウトリーチとして学校などで
ダンスを教えて、インリーチとして劇場体験やバックステー
ジツアーもやるんです。夏休みなんかはほぼ毎日子供たちが
来ていますよ。公演がある日は「今日は公演あるんよ」って子
供に言うと、隅の方に居てくれていたりとか。そんな具合です。
高坂：enocoも最近は小学生が地下のスペースで宿題をして
いたりしますが、まだ絡みは少ないんですよね。そういうひ
らき方は課題ですね。
大谷：ダンス留学生には18歳の子もいるし、スタッフなら僕
が一番年上で60歳を過ぎている。年齢層が幅広いんですよ
ね。子供たちもいろんな大人たちと付き合う機会を持てるん
です。今の子供たちって、核家族で地域社会もなく、学校と
家と塾の往復が多く、非常に狭い価値観の中で暮らしていま
す。子供たちの文脈を増やすこともアートができることだと
思います。  

ダンス留学生の子たちも5期目なんで、卒業してからも7人ぐ
らいまだこのエリアに住んで、ここから東京とか海外の仕事
に行くんですよね。地域課題の少子高齢化に対して、少しは

寄与できているかなと思います。交流人口を増やすというこ
とですが、もしかしたら今後ここがコンテンポラリーダンス
の街になっていくかもしれないですし。だから、施設の中だ
けじゃなく施設の外に何をどう残していけるのかは重要です。
地域の人が自慢できるように新しい財産をつくっていく、と
か。アートって何も意味がないところに意味があって、それ
をなくすと社会が面白くないものになると思うんです。常に
実験性とか前衛性っていうものをアートは持っていないとダ
メだし、同時にそういうものと古典的なものがうまくコラボ
レーションできる場所があればいいなと思います。そして、
へたらずに、地域にしっかり目を向けながら関わっていくこ
とが大事ですね。

インタビューネットワーク図

1年間運営するのに9000万円くらいかかってるらしいで。大阪府
からの予算が約6700万円やから残りは展示室や多目的ルームの貸館など
の収入を充ててるらしい。公共施設では、貸館は直接行政の収入になること
が多いんやけど、enocoは指定管理者の収入になるから、施設運営に再投下
できる仕組みになっとるらしい。一番お金のかかる経費はスタッフの人件費
で3000万ぐらい。府の美術品を管理する収蔵庫もあるから、その温湿度管
理のための光熱費、警備費、保険料なんかも比率としては大きくなるわな。
enocoが主催してる展覧会やイベントに使える予算は実際のところ広報の予
算も含めて毎年800～900万円ぐらいやねんて。あ、ボクはenocoの飼
い犬ちゃうからエサ代はかからんで！

enocoってどれくらいのお金がかかっているの？Q

大谷燠（DANCEBOXエグゼクティブディレクター）
大阪生まれ。1996年に大阪でDANCE BOXを立ち上げ、多数のコンテンポ
ラリーダンスの公演、ワークショップをプロデュース。2009年4月、神戸・
新長田に拠点を移し、劇場≪ArtTheater dB 神戸≫をオープン。新進の振付
家・ダンサー・制作者を育成する「国内ダンス留学@神戸」や、「KOBE-
Asia Contemporary Dance Festival」など国際交流事業のほか、アートに
よるまちづくり事業も多数行う。2015年KOBE ART AWARD受賞。神戸大
学、近畿大学非常勤講師。
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アーツカウンシル 文化芸術に対する助成や評価を軸に、政府や行政と一定の距離を保ちながら芸術文化
の振興や支援を行う専門機関。1946年に英国で誕生し、その後、欧米各国や韓国、シ
ンガポールなどでも取り入れられ、日本では芸術文化振興基金で「日本版アーツカウンシ
ル」の試行が始まっており、地域アーツカウンシルとしては東京、横浜、沖縄、静岡、新潟、
大分で設置が進んでいる。大阪は大阪府市が共同で設置した諮問機関「大阪文化振興
会議」の専門部会として「大阪アーツカウンシル」が2013年に設置された。

P.148、P.154

アート ギリシャ語の「テクネ（techne）」、またラテン語の「アルス（ars）」を語源とし、自然に対置
される人工のもの、技術・技を意味するものであった。日本語では「芸術」と訳されること
が多い。enocoは、いわゆる視覚芸術、美術だけでなく、建築、音楽、パフォーミングアー
ツ、イラストレーション、工芸、写真、映像・映画、ラジオやテレビ、ファッション、文芸、食
などの領域も幅広く「アート」として捉えている。

P.26、P.36、P.97、P.101、
P.114、P.123、P130、
P.146、P.148、P.152、
P.154、P.156、P.158

アートセンター 文化芸術の拠点。ハードとしては展示室やホール、多様な用途で使える部屋、ライブラリ
ーなどを兼ね備えた複合施設、ソフトとしては美術だけではない複数のジャンルを扱う拠
点であることが多い。 設置者は地方自治体、民間団体、大学などの教育機関など多岐に
渡る。一般に美術館（▷「美術館」の項を参照）が美術作品や資料の収集、保存、展示、
調査研究を担う一方、アートセンターはコレクションを持たずに活動をすることが多いが、
enocoは大阪府所蔵の美術コレクションの管理活用も行っている。

P.97、P.102、P.116、
P.130、P.154

アドプト アド（ダ）プト・プログラム。市民と行政が協働で進めるまち美化プログラムのこと。アドプ
トとは英語で「養子にする（Adopt）」の意味。市民が公共空間の清掃、除草、花植え、違
法広告撤去などを行い、行政がこれを支援する制度。1985年にアメリカ・テキサス州で
行われた、高速道路周辺の清掃を沿道住民に依頼した「アドプト・ア・ハイウェイ」が起源
とされている。日本では1998年の徳島県神山町が最初の事例となっている。

P.92、P.111

委託 行政が、ある事業やサービスを民間の企業や団体に依頼すること。行政側は事業を民間
に委託することで、民間の能力をいかしたサービスを市民に対して提供できるというメリッ
トがある。しかし、天王寺区がデザイナーへの委託を無給としようとした一件など、行政側
と民間側に齟齬が起こり、円滑に事業が進まないケースもある。なお、「業務委託」は契
約に基づく個別の事務または業務の執行を委託、「指定管理者制度（▷「指定管理」の項
を参照）」は「管理代行」（行政処分の一種）により公的施設の管理権限を指定を受けた
ものに委任するという違いがある。enocoは館の運営は指定管理者制度をとっているが、
プラットフォーム形成支援事業に関しては業務委託という扱いである。

P.59、P.92、P.114、P.116、
P.128

異動 人事異動。組織の中で職員の配置・地位や勤務状態を変えること。1年を通して時期を
問わず実施されるものであるが、日本では年度末を中心に実施される。行政職員はジェ
ネラリスト養成を目的として平均3年程度での異動が多く、担当者と議論や交渉を積み重
ね、協働関係を築いていたとしても、異動によって担当者が変わり、対応や方針が変わる
こともしばしば発生する。なお、土木や建築、農業などといった特定分野の専門家として
採用される技術職の職員もおり、その場合、他分野への異動は基本的にはない。enoco
を所管する大阪府文化・スポーツ課には文化芸術の技術職としての研究員がいる。

P.76、P.92、P.128

enoco的キーワード解説
enocoの5年を整理する中で、そしてenocoと関わり
のある方々とのお話の中で、見えてきたキーワードから
50をピックアップして、enoco的な解説を加えました。
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インターン 将来のキャリア形成や職業理解のため、学生などが企業や組織で一定期間、実際の職務
につくこと。大学で単位認定制度を導入し推進していることが多く、enocoでも夏休み期
間を中心に学生インターンを数名受け入れ、10日間程度で実際に文化施設の運営、文
化事業の企画運営を体験する機会を設けている。希望する学生に対しては、通年での研
修も受け入れている。

P.76

NPO 「Non-Profit Organization」の略で非営利組織のこと。1998年に特定非営利活動促
進法が施行されて以降増加し、2015年度末には5万件を突破した。行政とNPOはそれ
ぞれ非営利で公益性の高い分野を担うことから、地域や市民の主体性を活かす取り組み
に際して協働が推進されることも多い。大阪では、アートNPOが大阪市の文化事業によ
って誘致され活動していた（▷「フェスティバルゲート」の項を参照）など、活発に特色のあ
る活動を行っているNPOが多いと言われており、行政とアートやまちづくりNPOとの協
働も早くから行われている。

P.72、P.101、P.102、
P.130、P.148、P.156、
P.158

エリアマネージメント 国土交通省の定義によれば「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させる
ための、住民・事業主・地権者等による主体的な取り組み」のこと。地域に新しいものを
付与したり刷新したりする「開発」や「再開発」ではなく、「管理・運営」へと力点が移った
現在的潮流を象徴する語のひとつ。「官」の主導ではなく「民」に権限を与え、一定のエ
リアを対象にして行われる点も重要である。

P.107

おおさかカンヴァス 2010年度～2016年度に実施された、まちをアーティストの発表の場としての「カンヴァ
ス」に見立て、大阪の新たな都市魅力を創造・発信する大阪府の文化事業。公共空間に
作品を設置することにより、公共空間（▷「公共空間」の項を参照）にかかる様 な々規制や
ルールに挑戦しながら、アートが多様な場の使いこなし方を提示し都市や地域の魅力を
発掘・発信することや、アーティストがそのアイデアや想いを都市を舞台に実現するための
サポートを行うことを目的としている。enocoではこの事業で蓄積したノウハウを府内市
町村に水平展開していく、「わがまちカンヴァス事業」を大阪府とともに実施している。

P.84、P102、P.123、
P126、P.130

課題 求められている状態に現状が到達していないことを「問題」の定義とする。通常はその原
因を取り除くことが必要とされるのに対して、「課題」は、その問題の中でも、特に今後改
善などを行うことによってその状況をよりよいものに変えていけると捉えられる物事。2015
年に経済産業省が「職場や地域社会で多様な人 と々仕事をしていくために必要な基礎的
な力」を「社会人基礎力」とした。その中の一つが「課題発見力」で、「現状を分析し目的
や課題を明らかにする力」と定義した。しかし、明示されていたり明示し得たりする「課題」
のみが課題なのかは問うていかないといけない。

P.52、P.58、P.59、P.62、
P.75、P.86、P.114、P.128、
P.146、P.150

官民 官庁、いわゆる行政側と民間企業や団体のこと。この二者を対比させて表現する時に使
うことが多い。また、官庁と民間企業が共にチームを組み事業に取り組むことを官民協働
と呼ぶ。官民が連携して公共サービスを提供する形式を「PPP（Pablic Private 
Partnership）」と呼ぶ場面も増え、その手段として、公共施設などの設計・建設・管理運
営に民間の資金やノウハウを活用する「PFI（ Private Finance Initiative）」や「指定管
理者制度（▷「指定管理」の項を参照）」などがある。

P.48、P.114

キーワード 解説 参照

教育普及 博物館・美術館において、収集・保存・研究・展示以外の方法で、鑑賞者と作品・資料の
橋渡しをする活動を指す。日本の美術館では、1980年代以降、学校外教育や社会教育
への関心の高まりから「開かれた美術館」を目指し、鑑賞教育を中心とした教育普及活
動が広がりを見せ、教育普及を主に担当する学芸員やエデュケーターという専門スタッフ
を置く美術館も増えている。社会における市民参加の増大が進んでいる近年は、鑑賞教
育に留まらない、より能動的で双方向な教育普及活動が展開されている。

P.97、P.102

クリエイター 創作者、制作者の意味。enocoにおける「クリエイター」は美術分野のアーティストも「ク
リエイター」として総称することが多い。また、クリエイティブ領域を生業・活動フィールド
としている人だけでなく、従来の既成概念や仕組みに縛られず創造的思考を持って行動
をする人も「クリエイター」であるとしている。enocoの「Be Creative!」というスローガン
は社会や地域に「クリエイター」を増やし、社会を変えていこうという姿勢を表している。

P.18、P.34、P.50、P.59、
P.79、P.82、P.114、P.123、
P.128、P.144、P.154

現場 物事が実際に行われている場所。一定の計画や設計図をもとに実践が行われる場所の
ことでもあり、プロジェクトや事業の最前線であるとも言える。そこではさまざまな人が動
き、実際のものがあり、ことを起こしていく場である以上、計画段階では想定されなかった
出来事が起こることも多い。アートプロジェクトやまちづくりにおいては、ノウハウを持ち有
機的に動くことのできる現場人材の存在が必要不可欠である。計画や設計はそういった
現場のあり方を見据えて作成され、現場はその計画や設計を更に改善・発展させる場と
してあることが理想的である。

P.92、P.111、P.128、P.156

現美センター 大阪府立現代美術センターの略。enocoの前身施設でもある。「府民ギャラリー」（1974
年～）を経て、1980年に中之島で開館。2000年に大手前の府庁新別館に移転し、
2012年3月末日にて閉館。現代美術に関する府民の知識及び教養の向上に資するため、
大阪府20世紀美術コレクションの管理活用（現在はenocoに移管）の他、「現代美術コ
ンクール」などの公募展や新進作家を紹介する展覧会企画、海外との芸術家交流事業、
「大阪・アート・カレイドスコープ」などの現代美術振興事業を主として行っていた。

P.102、P.116、P.130、
P.133、P.144、P.146、
P.148

広域 複数の基礎自治体を包括編成した都道府県のことを指す。市町村は「基礎自治体」と呼
ばれる。基本的に市町村の区域を超える業務は広域自治体で、地域住民の暮らしに密
着した業務は基礎自治体で担うが、その役割分担やあり方についてはさまざまな検討が
なされている。enocoは広域自治体である府の施設ではあるが、自らが位置する地域に
密着した活動を重視し、そのノウハウやネットワーク（▷「ネットワーク」の項を参照）を府
内の市町村に提供し、市町村が抱える課題の解決のサポートなどを行うことを施設の大
きな役割と位置づけている。

P.116、P.130

公共空間
（パブリックスペース）

道路や公園、河川など、民間所有ではない公有地だけでなく、民間の所有であっても、駅
やビルのアトリウム、ホテルや病院のロビーなど、不特定多数の人々が比較的自由に出入
りすることのできる空間を含む場合が多い。近年、規制緩和によって公共空間の活用の
幅を広げる取り組みが都市再生の手段として積極的に行われている。例えば、道路や公
園の管理・運営を沿道地権者によって構成される民間組織に任せる「BID（Business 
Improvement District）」という欧米の制度や、小さな規模で実験的に新たな使い方を
試みる、タクティカル・アーバニズムと呼ばれる社会実験的手法に注目が集まっている。

P.46、P.84、P.92、P.100、
P.110、P.111、P.126、
P.130
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市民協働 複数の主体が目標を共有し、共に力を合わせて活動すること。市民協働という場合は、市
民と行政が対等な立場で地域課題の解決や活性化に取り組むことを指す。従来の市民
参加や市民参画では、あくまで主体は行政であり、常に行政のお膳立てした枠組みに市
民が加わることで活動が進められるのに対し、市民協働においては、市民も公共の主体
として、行政と対等に責任をもって活動に取り組むことが成功の鍵となる。enocoが取り
組むプラットフォーム形成支援事業は、まさにそのような市民協働を実現する試みである。

P.14、P.47、P.59、P.86

水都大阪 2001年に政府の都市再生プロジェクトに指定され、大阪府・市・経済界で「水都大阪」に
よる都市再生を目指すことが決まり、水辺のシンボル空間や船着場の整備などが推進さ
れた。2009年にはシンボルイヤーとして「水都大阪2009」が開催され、市民参加とアー
トを軸にソフト面からも水辺の賑わいを生み出した。そこで育まれたネットワークや仕組
みを継続していくためにオール大阪での推進体制が築かれ、2013年には民主導の事業
推進組織「水都大阪パートナーズ」が設立、行政や企業と連携しながら「水都大阪フェ
ス」の開催、社会実験や水辺の使いこなしの提案などの多様な実践により更なる都市ブ
ランドの醸成がはかられている。

P.63、P.123、P.130、P.146

ステークホルダー 日本語では「利害関係者」と訳され、企業、行政、NPOといった組織の利害に直接的・間
接的な利害関係を持つ者を指す。20世紀初頭に使われていた「賭金（stake）の保管者
（holder）」という狭い意味から、1990年以降「利害関係者」という現在の広い意味で使
われるようになった。enocoでは多様なステークホルダーが集まり、それぞれの活動に関
わる課題を抽出し、課題に対する解決策を検討する、あるいは具体的な活動へと発展さ
せるプラットフォーム（▷「プラットフォーム」の項を参照）の構築に力を入れている。

P.91、P.107、P.110、
P.130、P.144、P.146

成果 ある取り組みを行った後に得られたよい結果のこと。「アウトカム」と呼ばれることもあり、
事業の区切りとなる年度末には「成果物」として報告書などが作成されることが多い。事
業を行う際にはどのような成果を得たいのかを決めることが重要とされ、そこから事業の
枠組みや計画、評価手法（▷「評価」の項を参照）を検討する必要性が求められつつある。
マーケティングの現場では、想定した成果を達成するためのプロセスを管理するために「KPI
（Key Perfomance Indicator）」や事業全体の想定した成果を管理する「KGI（Key 

Goal Indicator）」などの言葉が使われ、他分野にも流通しつつある。

P.13、P.28、P.59、P.107、
P.148、P.158

縦割り 主に行政組織における、上下関係に基づく組織編成のこと。部局と官職によって表され
た責任範囲の完全なツリー構造で、他部局への関与は責任の所在や予算の執行が不明
瞭となるため基本的に歓迎されない。行政の事業において、複数部局の事業の集約や、
連携による相乗効果が発揮されにくいのはこの硬直した組織体制のためである。大阪府
の文化行政では、どのような事業からも独立し、また結びつけることもできる「アート」を、
縦割りを横断していくための「ツール」と位置付けている。部局間を繋いでいくこのような
行為は、「横串を刺す」とも言われる。

P.59、P.76、P.92、P.144

単年度 日本では、通常4月から翌年3月末までの1年間を1年度として数える。国や地方自治体に
おいては、通常、前年度の秋（10月頃）から次年度の予算編成の作業を始める。各部局
が次年度の事業計画をもとに予算を立て、財政を担当する部局と首長がそれを査定し、
3月の議会の議決でもって決定される。そのため、あるプランを来年度に実行するために
は、秋までに予算が算出できるだけの計画をまとめる必要がある。1年を超えて継続する
事業であっても、年度を跨いだ予算執行が難しい上に、1年度毎に成果を求められること
が多いため、長期的な事業展開の妨げになることもある。

P.52、P.59

キーワード 解説 参照

コーディネーター 物事が円滑に行われるように、全体の調整や進行を担当する人。例えば市民協働（▷「市
民協働」の項を参照）といっても、一般市民と行政職員をひとつの部屋に入れただけでは
何も始まらない。物事を進めるためには両者の価値観や姿勢を理解しつつ、共感と連帯
を生みだしていくつなぎ手の存在が不可欠である。文化拠点においても、まちづくり団体
においても、組織や地域をつなぐコーディネーターの育成と確保は急務とされている。

P.27、P.92

コンサル 企業や行政など、個人・組織に問わず相談を受け、そこにある課題に対して解決策や具体
的な案を提示することを「コンサルティング」と呼ぶ。受けた相談内容の解決や発展に関
して専門的な見地からアドバイスを行い、状況の改善や望ましい目標の実現に向けて支
援する。またその業務を行う人のことを「コンサルタント」と呼ぶ。

P.92、P111

コンペ 「コンペティション」の略称。建築においては「設計競技方式」とも呼ばれる。発注者が要
項を満たす提案を不特定／特定多数から募集するための仕組み。具体的な案をもって
選定がなされるため、提案者は過去の実績を問わず選定される可能性がある。実際に実
現が見込まれている「実施コンペ」に対して、まずアイデアを募集してから実現が目指され
たり目指されなかったりする「アイデアコンペ」がある。また別の仕組みとして「プロポーザ
ル（▷「プロポーザル」の項を参照）」もある。

P.56、P.92、P.111、P.123、
P.138、P.144

資源 人が生活をより良くさせる源泉として、働きかけの対象となりうる事物のこと。リソース。
まちづくりにおいては、地域にある潜在的なもの・こと・人、そして場所を「地域資源」と捉
え、見過ごされてきた潜在的な価値に光を当てて再評価し、あるいはそれらを有機的に
組み合わせて地域の活性化につなげることが重要とされる。景観や自然といった資源、
歴史的・文化的な資源など、何を資源とし、それをいかに価値付け、いかに活用するかが
鍵である。

P.47、P.89、P.111、P.123

実験 実際に試み、あらかじめ用意していた考え方が有効かどうか調べること。都市計画などの
過程で行われる「社会実験」は、計画している内容がその地域、場所に対して実際に有効
かどうかを試す実験である。また、芸術作品などにおいて革新的で独自性のある表現に
対して「実験的な試み」として評されることもある。

P.36、P.38、P39、P.101、
P.102、P.110、P.152、
P.158

指定管理 指定管理者制度、または指定管理者自体を指す。2003年施行の地方自治法の一部改
正により、公の施設について、民間のノウハウを活かすことでサービス向上や経費節減を
図るべく、管理・運営を民間事業者に委任できる指定管理者制度が開始された。enoco
も設置当初から指定管理者によって運営されている（指定期間：5年）。指定管理者制度
による課題は多々あるが、とりわけ長期スパンでの活動が必要な文化芸術・まちづくり分
野においては、指定管理者が交代となった場合、現場でのノウハウやネットワークの蓄積
がリセットされてしまう危険性がある。

P.97、P.116、P.128、
P.130、P.154、P.158
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キーワード 解説 参照

フィールドワーク 実地調査、野外調査のこと。特に文化人類学で用いられる。調査者がある土地に出向き、
その土地にある事物に実際に触れたり、人と話すことにより情報を収集する行為。複数の
人が集まってフィールドワークを行い、得た情報を持ち寄り、より多角的にその土地につ
いて理解する手法としても用いられる。アーティストが創作活動の一環としてフィールドワ
ークを行い、得た情報や着想から作品の制作を行うことも多い。

P.27、P.62、P.105、P.107

フェス フェスティバルの略称。祭典。お祭り。文化芸術分野においては、一定期間に集中的に
多数の作品展示を行う、多種多様なプログラムを展開するイベント・芸術祭などを指すこ
とが多い。enocoにおいても多様なジャンルのコンテンツを集約させるイベントを「フェス
ティバル」を称して実施している。また市民や地域団体など個別の主体が行っている活動
を、開催日と場所をあわせて実施することで祝祭性を高め、多様な主体の参画を更に促
進したり、回遊性を向上させたりする取組みを「フェス」と呼ぶ、「安威川フェスティバル」
「水都大阪フェス」などもある。

P.20、P.35、P.63、P.126、
P.130

フェスティバルゲート 大阪市浪速区にあった第三セクターによる都市型遊園地を含む娯楽施設で、1997年に
オープンしたが数年で経営不振となり、2007年には閉鎖された。本ドキュメントで出てく
る「フェスティバルゲート」は、大阪市の「芸術文化アクションプラン」（2001年）によって、
2002年から、施設内の空き店舗にアートNPO（のちに2つの任意団体も加わる）を誘致
し、10年計画で現代芸術の実験的・先駆的活動を行う「新世界アーツパーク事業」が実
施された拠点のことを指している。なお大阪市による事業の見直しに伴い、これらのNPO
は2007年で撤退・移転（1つは活動終了）を余儀なくされた。

P.148、P.152、P.156、
P.158

フォーラム / 
シンポジウム

公開討論会のこと。フォーラムは古代ローマの「公共広場」、シンポジウムは古代ギリシア
の「饗宴」に由来し、シンポジウムはあるテーマのもとに専門家などが講演や報告を行っ
た後、質疑応答や意見交換を行う形式をとることが多く、フォーラムは、全体での討論会
が主となることが多い。展覧会やイベントから派生してフォーラムやシンポジウムが行われ
ることもよくあり、あるテーマについて新しい知識を得たり、考えを深める機会として設定
されることもある。

P.14、P.16、P.26、P.28、
P.105、P.107、P.148

プラットフォーム 日本では駅の「ホーム」として一般に理解されている言葉。「話者や演技者などが立つ演
壇や舞台」という意味とともに「意見を公表するための機会」という意味を持ち、後者のニ
ュアンスで使われる機会を目にすることが増えてきた。ある課題を解決していくために、市
民、行政職員、アーティストやデザイナーなどといった専門家など多様な視点を持つ人々
を集め、対等な立場で交流・対話を行い、主体的に解決に取り組むための会議や合意形
成の場のこと。ネットワークが生まれる場所や交流の場所という広義の意味で使われる
場合もある。

P.46、P.84、P.91、P.92、
P.97、P.105、P.107、
P.114、P.116、P.123、
P.146、P.154、P.156

プログラム ある物事の進行についての順序や、組み合わせなどのこと。構築された計画の内容を指
す。教育プログラム、国際交流プログラムなど、プロジェクトや展覧会などに付随して行わ
れるイベントや事業を指すこともある。

P.20、P.22、P.25、P.35、
P.36、P.38、P.86、P.101、
P.102、P.123、P.144

プロジェクト 組織や団体を超えて、様 な々人材が集まり大きなひとつの目標に向かって動いていくこと。
ある計画やビジョンを達成するためには、具体的な実践を「プロジェクト」として現場で重
ねていくことが重要である。組織よりもプロジェクトを単位として考える、あるいはまずは
実行を重視する姿勢を強調する意味で、「プロジェクトベース」ということもある。

P.28、P.50、P.52、P.66、
P.70、P.107、P.128、
P.146、P.156

キーワード 解説 参照

デザイン ラテン語で「指示する、表示する」という意味を表す「designare」を語源とする。実用面
などを考慮した造形作品の製作や、視覚的に訴えかける図案や模様などの要素の考案
だけでなく、課題解決や目的に向けて具体的に立案・設計することがデザインの重要な
役割である。人によって「デザイン」の定義は様々であり、アーバン・デザイン (都市計画
) 、建築デザイン、インテリア・デザイン、グラフィック・デザイン、工業デザイン、ファッショ
ン・デザイン、コミュニティ・デザインなど、分野にあわせて多様な言葉の使われ方をして
いる。

P.48、P.50、P.52、P.56、
P.79、P.111、P.114、
P.123、P.126、P.144

都市再生 高度経済成長期の急激な経済発展とそれに伴う都市化の進展は、環境破壊や交通、福
祉といった深刻な諸問題を21世紀に残し、産業構造の転換への対応が遅れグローバリ
ゼーションによる都市間競争の激化に晒される中、持続可能な都市の再生は国家の最
重要戦略のひとつとなっている。文化芸術の文脈では、日本に先立ち都市再生が課題と
なった欧州の「欧州文化都市」など、文化芸術の創造性を活かした都市再生が世界各地
で試みられ、国内でも文化庁が「文化芸術創造都市」の取り組みを行っている。enocoは
このような「創造都市論」を背景に、「大阪の都市の魅力の向上に資する」ことを目的に
設けられた文化施設である。

P.116、P.123、P.130、
P.146

ネットワーク 個々の人、もの、ことのつながり。特に情報の交換を行うグループのことを指す。複数のコ
ンピューターを結び、データなどを共有した上で、情報処理の効率化を図るシステムのこ
とを指す言葉であるが、人や団体が情報共有をするつながりを指す言葉としても使われ
る。文化芸術の分野では、「京都文化芸術コア・ネットワーク」や、「舞台芸術制作者オー
プンネットワーク（ON-PAM）」など、関係者のネットワーク自体を団体として総称するこ
ともある。enocoでは情報共有のみならず、ある地域における意志決定や、プロジェクトベ
ースでチーム編成を行う際の母集団としてのネットワークのあり方を模索している。

P.34、P.63、P.68、P.79、
P.97、P.116、P.128、
P.130、P.144、P.154

美術館 美術品を主たる対象とする専門博物館の一分野であり、日本における所轄法令は博物館
法である。美術作品を中心とした文化遺産や現代の文化的所産を収集・保存・展示し、
またそれらの文化に関する教育・普及・研究を行なう施設である。enocoは大阪府の美
術コレクションを収蔵し、管理・活用を担い、そのための学芸員も配置しているが、博物館
法制度上の博物館（美術館）、相当施設、類似施設にはあたらない。

P.42、P.96、P.97、P.133、
P.156

評価 価値や効果を定めること。評価の手法には定量評価と定性評価の2種類がある。定量評
価では、数値やデータによって統計を取った上で判定する。一方、定性評価では、インタ
ビュー調査などによって、数値で測定できない質的な評価を行う。文化芸術事業は入場
者や参加者、収益の多寡ではなく、その事業の質を評価することが重要である。しかし、
定性評価ではその妥当性を関係者以外と共有することが難しいため、参加者数やアンケ
ートによる満足度といった定量評価を採用しがちである。客観的指標に基づいた、文化
芸術事業の特質に沿った定性評価の手法を確立することは、文化施設や文化行政にと
って極めて重要な課題になっている。

P.28、P.116、P.128、
P.154、P.158

ファシリテーション /
ファシリテーター

企業や学校、地域のコミュニティなどの組織の会議などで、参加者の発言や行動を引き
出して、協働を促進すること。たとえば、質問によって参加者の発言を促して議論を深め
るきっかけをつくったり、話の流れを整理し参加者同士の相互理解を助けることなどが挙
げられる。こうした手法や技術を持ち、その役割を担う人をファシリテーターと呼ぶ。

P.27、P.76、P.86、P.114
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キーワード 解説 参照

プロポーザル 「技術提案方式」と呼ばれる場合もある、発注者が複数の提案者から技術提案を求め、
必要に応じてプレゼンテーションやヒアリングを行って選定する方法。その内容は、対象
プロジェクトの設計業務に関する設計体制、実施方法、プロジェクトに対する考え方など
である。コンペティションと異なり（▷「コンペ」の項を参照）、設計委託にふさわしい「人」
を選ぶ方法であるため、具体的な「案」を求めることはしないのが本来の形である。提案
者の過去の実績なども判断材料となる。

P.59、P.116、P.123、
P.126、P.128

プロモーション もともとは「販売促進」など民間の企業活動で使われてきた用語だが、近年「移住者促
進」や「観光振興」など、都市間競争が激しくなる中、「シティプロモーション」として全国
の市町村が地域資源の発掘やその発信に取り組んでいる。本来は地域住民のまちへの
関心を高め、街への愛着や誇り、いわゆる「シビックプライド」を醸成していくことが肝心
であるが、近年は大手広告代理店などが参入し、対外的な話題先行のプロモーションを
競うなど、持続可能性の点で問題も多い。

P.13、P.14、P.76、P.91、
P.123

ボランティア / 
サポーター

元々の語義は自らの意志で参加する志願兵のことで、転じて「自主的に社会活動などに
参加し、奉仕する人」を指す。アートプロジェクトやまちづくりの活動においては、予算・人
手不足が常である現場の運営に、活動の主旨に賛同し協力してくれるボランティアの存在
が欠かせないため、「サポーター」と呼ぶことも多い。近年は特に、「手伝う人員」としてで
はなく、地域の人々/クリエイターやアーティスト/来場者といった様々な人 を々つなぎ場
をつくりだしていく、プロジェクトの中心を担う存在としてのボランティアのあり方、そしてそ
の育成とマネジメントが重視されている。

P.47、P.63、P.69、P.76

まちづくり ある地域に存在する資源を基に、まちの活力と魅力を高め、そこに住む住民の生活の質
向上を実現するために行う一連の連続的な活動のこと。市民ないし住民が主体性を持つ
ことがまちづくりのポイントとして挙げられる。行政や専門家が主体となり計画・事業を進
めるトップダウン型の都市計画に対して、まちづくりは住民の発意や参加によって計画・事
業を進めるボトムアップ型のシステムである。また住民が主体となることから、限定した地
域、より身近な居住地域を対象にした取り組みが多い。

P.48、P.59、P.72、P.83、
P.111、P.114、P.123、
P.138、P.144

ラウンドテーブル 日本では「円卓会議」として使われることもある言葉。数人による小規模な会合や、身分
や肩書きなどによる席順を定めない会議のこと。複数の参加者がテーブルを囲み、あるテ
ーマに即して自由に意見を交換する場で、ファリシテーター（▷「ファシリテーション/ファ
シリテーター」の項を参照）が進行を行う。象徴的な意味合いで用いる場合もあるため、
必ずしも円形になった配置で会議を進めるわけではない。

P.52、P.58、P.59

リサーチ 広く「何かを調査すること」を指す。ただ疑問を解消するというわけではなく、ある目的の
ために行われる調査のことを「リサーチ」と呼ぶこともある。例えば建築の場合、一般的
に、ある建物を設計するために敷地の状態や周囲の環境などを調べることをリサーチと呼
ぶことが多い。アートの分野では、アーティストが作品制作の前段階として行う下調べや
フィールドワーク、インタビューなどを総称してリサーチと呼ぶこともある。また近年では、
建築やアートをひとつの手段として用いて、地域社会の資源や課題をリサーチするという
実践も増えている。

P.39、P.62、P.105、P148

ワークショップ 日本では「参加体験型講座」を指す用語で、参加者が実際に手を動かし、体験しながらあ
るモノゴトを進めていくことを指す。美術館などで行われる教育普及事業などでは、ワー
クショップが盛んに行われている。まちづくりにおいては、地域社会の様 な々立場の人が参
加し、課題を解決するための計画を立て、進めていく共同作業、およびその合意形成の場
として用いられる。いずれも講師・ファシリテーター（▷「ファシリテーション/ファシリテー
ター」の項を参照）の役割が重要であり、近年では、大学等にて「コミュニケーションの場
づくりの専門家」としての「ワークショップ・デザイナー」の養成講座なども開催されている。

P.11、P.12、P.19、P.38、
P.39、P.42、P.44、P.45、
P.46、P.62、P.74、P.76、
P.86、P.89、P.92、P.101、
P.102、P.152

enoco事業一覧 2012.4-2017.3
enocoが5年間の間に実施した主催・共催事業の一覧です。タイムス
パン別事業紹介などでは紹介しきれなかった事業も多数。このような
多種多様な事業の積み重ねによって、今のenocoがあります。そして
最後に、年表形式でこの5年を振り返りました。
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開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2012年度

2012 4月1日～4月15日 Opening Festa 「創造しい人々」 複合型イベント

2012 4月21日 オリジナルテンポワークショップ 「日常の演劇」 WS

2012 4月25日 オリジナルテンポ×ベトンタンツ 国際共同制作「オーディション・フォー・ライフ」 パフォーマンス

2012 5月4日 ドキュメンタリー 「プロジェクトFUKUSHIMA！」 上映会＆トーク トーク 協力：プロジェクトFUKUSHIMA! 
実行委員会／大阪市立大学都市研
究プラザ／ブレーカープロジェクト実
行委員会

2012 5月23日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ 
「FLAG ART EXCHANGE 2012」～ドゥーニャ・エヴァース

トーク 主催：FLAG ART EXCHANGE 
2012 Düsseldorf × Osaka

2012 6月1日、6月3日 「江之子島でダンス！」 ～ワークショップと新作プレビュー～ WS /
パフォーマンス

共催：セレノグラフィカ

2012 6月14日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ「都市とアート・プロジェクト～実践の現場から」トーク

2012 6月23日 エノコジマ・ワークショップ・ラボ「おいもコロコロ土のいろ もようコロコロ土のあ
と」～土絵具とローラースタンプ作り～

WS

2012 7月13日～9月30日 コタケマン「セルフ島えのこ島」 滞在制作

2012 7月15日 Stefan Goldman × .es [ dotes ] ライブパフォーマンス ライブ 主催：ギャラリーノマル、共催：ドイツ
文化センター

2012 8月10日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ 「まなざしのデザインから創造性の共有社会へ」トーク

2012 8月11日～25日 エノコジマ・ワークショップ・ラボ 「RE COLLECTIONS（リコレクションズ）」 WS / 展示

2012 8月18日～29日 劇団KIO×劇団コープス 国際共同制作プロジェクト パフォーマンス 共催：一般社団法人KIO、劇団コー
プス

2012 8月17日 エノコジマ・ワークショップ・ラボ 劇団コープス「空の飛び方！」ワークショップ WS 共催：一般社団法人KIO、劇団コー
プス

2012 8月26日 セルフ祭 3 × プロジェクトFUKUSHIMA! ～奇人たちアレヤコレヤと島流し～ イベント 共催：セルフ祭委員会

2012 9月4日～9日 大阪市立大学・立命館大学合同設計演習展 水都大阪のリバイタリゼーション 展示 主催：大阪市立大学大学院工学研
究科都市系専攻有志、大阪市立大
学工学部都市学科・建築学科有志、
立命館大学理工学部建築都市デザ
イン学科有志　　

2012 9月9日 えほんpicnic 2012 「お部屋で作ろう編」 イベント 主催：西区役所、西区魅力伝道師の会

2012 9月5日～21日 PIKA☆ドラム教室 WS

2012 9月8日 PIKA☆太愛鼓ワークショップ WS

2012 9月22日 エノコジマ・ワークショップ・ラボ 「大きな布に描く！～えのこじまのタープをつくろ
う！ ワークショップ～ ー [RACOA]おとながつくるプログラム第一弾ー」

WS

2012 9月25日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ特別編 / 
【緊急開催！】開幕直前！旅手帖beppu編集長が語る混浴温泉世界・別府の旅

トーク 主催：別府現代芸術フェスティバル
「混浴温泉世界」実行委員会

2012 10月9日～28日 Be Creative Festival2012 複合型イベント

2012 10月9日～28日 100 OSAKA　vol.1 展示

2012 10月9日～28日 大阪府20世紀美術コレクション エノコジマ•セレクション 
～ザ •大阪ベストアート展関連作品を中心に～

展示

2012 10月9日～28日 コタケマン×淀川テクニック 展示 共催：大阪府

2012 10月9日～28日 ニシハラ★ノリオ「カブリモノ・ギャラリー」 展示

2012 10月12日 エノコジマ ブランディング会議＆愛称公開審査会 フォーラム

2012 10月12～14日 Monochrome Circus「Dance in Building」 WS /
パフォーマンス

2012 10月13日～28日 タチョナ「パッケージイグルー」展 展示 共催：NPO cobon　

2012 10月13日～28日 「大阪！しでかす観光」上映 展示

開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2012 10月13日 創造人を肌で感じるツアー 肌感～hada kan～「鯵坂兼充の原点・大人の10年
散歩 ～ itohen～星ケ丘まで～」

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 10月14日 アートパレード×セルフ祭 イベント

2012 10月19日 エノコジマ クリエイティブフォーラム＆ハプニングパーティ フォーラム /
パーティー

2012 10月19～21日 エノコジマ古書ノ市＆約100人の本棚展 イベント

2012 10月20日 肌感～hada kan～ 「演劇人・中立公平の一期一会 ～大阪そして世界・空間が
つくられるまで～」

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 10月27日 セレノグラフィカ「絵を踊る/絵と踊る」 パフォーマンス

2012 10月27日 肌感～hada kan～ 「江弘毅といく 街場めぐり in 神戸元町 ～飲んで、食べて、
話そか～」

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 10月27日 キュレターズTV カンファレンス 
サービス・イノベーション オブ アート ＆ ガラパーティー

フォーラム /
パーティー

主催：キュレーターズTV

2012 10月28日 KIO「DOLLS」 パフォーマンス

2012 10月28日 江之子島デコボコかたち探検 土からつくるクレヨンとフロッタージュ WS

2012 11月20日～25日 市民キュレーターによるミニ展覧会 展示  主催：大阪府、大阪市

2012 12月1日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ 「七味まゆ味が魅せるグリム童話」 トーク

2012 12月15日 肌感～hada kan～ 「村上美香さんと巡る大阪ミナミ」 イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 12月21、22日 日本の空間デザイン展2012 展示 /
フォーラム

共催：日本の空間デザイン展2012実
行委員会

2012 12月22日 エノコジマ•ワークショップ •ラボ 「poRiffでつくる ○△□ ～オリジナルバックをつ
くる編～」

WS

2012 1月18日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ 北川フラム「大阪と瀬戸内文化圏̶瀬戸内国
際芸術祭2013」

トーク

2012 1月19日 サルサガムテープ Art and Rock ライブ

2012 1月20日 エノコジマ・ワークショップ・ラボ 岩村原太「観光会～睦月の会」 WS

2012 1月26日 肌感～hada kan～ 「ケイオス澤田充さんと行く中之島と…」 イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 2月1日 木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ 公開プレゼンテーション イベント 主催：西大阪治水事務所

2012 2月1日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ「アートとデザインが大阪のまちを変える～enoco
によるプラットフォーム形成支援事業の取り組み～」

トーク

2012 2月9日 府市連携アートフォーラム 〈こどもとアート〉の現場を考える フォーラム /
WS

主催 大阪市、大阪府 

2012 2月15日 肌感～hada kan～ 茂木美佐 「ジェラートに魅せられて～美味しさの秘密は、楽
しむことから～」

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 2月17日 エノコジマ・ワークショップ・ラボ 岩村原太「観光会～如月の会」 WS

2012 2月23日 肌感～hada kan～ 田中宏幸 「吉本・笑いの王国とその魅力を見続けて ～笑い
の殿堂となんばをぶらっといこか～」

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 2月25日 肌感～hada kan～ 山﨑紀子 「下町アートシアター“シネ・ヌーヴォ” ～舞台裏
見学と九条下町ぶらり飲み～」

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2012 3月2日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ 「万城目学と語る大阪近代建築の魅力」 トーク

2012 3月12日～24日 韓国の演劇界におけるベルトルト・ブレヒト―上演作品写真展 2006～2011 展示 主催：科研費プロジェクト「ブレヒト、
ヴァイゲルとベルリーナーアンサンブ
ル」、大阪ドイツ文化センター

2012 3月14日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ 「デザインの旅人 甲賀雅章『ボクはお金より感
動がほしい』」

トーク

2012 3月15日 エノコジマ・クリエイティブ・カフェ 「IRON ∞ MAN ～お楽しみ会 !?～」 トーク

2012 3月15日 絵本のチカラを広げよう ～絵本の魅力にふれてみませんか～ トーク 主催：西区役所

2012 3月16日 エノコジマ・ワークショップ・ラボ 岩村原太 「観光会～弥生の会」 WS
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開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2012 3月16日 国際シンポジウム 「ドイツ、韓国、日本におけるブレヒト」 シンポジウム 主催：科研費プロジェクト「ブレヒト、
ヴァイゲルとベルリーナーアンサンブ
ル」、大阪ドイツ文化センター

2012 3月17日 大阪市現代芸術創造事業 Breaker Project 音とあそぶ・音でつくる・音を発見す
るワークショップ～ 「大友良英 子どもオーケストラ」

WS / ライブ 主催：ブレーカープロジェクト実行委
員会

2012 3月20日 「大阪アーツカウンシル」 報告・シンポジウム フォーラム 主催：大阪府・大阪市

2012 3月24日 grass roots music workshop presents　アールの日 WS / ライブ 主催：Grassroots Music 
Workshop

2013年度

2013 4月5日～14日 みかえりenocoの一年展 2012 ～Be More Creative! 展示

2013 4月5日 開館1周年記念パーティー パーティー

2013 6月1日 enocoワークショップラボ 「enocoのつかいこなし講座：舞台照明編」 WS

2013 6月2日 GrassRoots music workshop ドックの日 WS/ライブ 主催：Grassroots Music 
Workshop

2013 6月6日 enocoクリエイティブカフェ 「西区発見！」 vol.1 
西から文明開化の音がする ～モダン大阪はじまりの地・川口

トーク

2013 6月15日 enocoワークショップラボ 「enocoのつかいこなし講座：アナログ&デジタル音響
（PA）編」

WS

2013 6月22日 En concert at enoco ライブ 主催：小島剛

2013 6月30日 タチョナ × enoco企画 子どもアートワークショップvol.1 
「じぶんの分身をつくろう」

WS 主催：NPO cobon

2013 7月2日～13日 FLAG ART EXCHANGE Düsseldorf × OSAKA 「二つのおかげでの領収書」
水内義人 報告展

展示 主催：FLAG

2013 7月10日 enocoクリエイティブカフェ「西区発見！」vol.2 
「西でつながり、西からつながり、文化が生まれる ～ 新町・立売堀」

トーク

2013 8月1日～11日 Be Creative Festival 2013 複合型イベント

2013 8月1日～11日 100 OSAKA vol.2 U35 展示

2013 8月1日～11日 eno co-lab. vol.1 ふるさかはるか「木版風景：木はわたしの鏡」 展示

2013 8月1日～11日 「FIELD TRIP PROJECT / 遠足プロジェクト」展 展示 主催：遠足プロジェクト実行委員会
（大地プロジェクト、高校生カフェ）

2013 8月1日 「TACT/FEST 2013」連携プログラム：劇団コープス「ひつじ」 パフォーマンス 主催：TACT/FEST2013

2013 8月2日 「enocoの学校」説明会＆記念セミナー「大阪のど真ん中で、愛を叫んでみない
か！」

2013 8月3日 遠足プロジェクト シンポジウム：アートが境界線を越えるとき ～ 遠足プロジェクト
の可能性

シンポジウム 主催：遠足プロジェクト実行委員会
（大地プロジェクト、高校生カフェ）

2013 8月3日 enoco“女子”ものづくり蚤の市 イベント

2013 8月4日 「夏休み親子まわしよみ新聞」 WS 共催：DECO（江之子島A&Lマネジ
メント）

2013 8月4日 「Wonder Town ツアー × 遠足プロジェクト」 イベント 主催：遠足プロジェクト実行委員会
（大地プロジェクト、高校生カフェ

2013 8月4日 タチョナ×enoco企画 アートワークショップvol.2 
中学生のための「アイデアをカタチにするワークショップ」

WS 主催：NPO cobon

2013 8月8日 enocoクリエイティブカフェ 西区発見！vol.3 
「アメ村から西へ ～ 日限萬里子を通してみる堀江」

トーク

2013 8月9日 100 OSAKA 交流パーティー パーティー

2013 8月10日 「TACT/FEST 2013」連携プログラム：トークセッション 「アートが次世代に残せ
るもの」

トーク 主催：TACT/FEST 2013

2013 8月10日 タチョナ×enoco企画 アートワークショップvol.3 
へんな楽器 Kazoo（カズー）をつくろう！

WS 主催：NPO cobon

開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2013 2013年8月28日、
31日、9月1日

シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 オープンキャンパス 講座 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 実行委員会、阿倍野区民
センター指定管理連合体

2013 8月31日 タチョナ× enoco企画 アートワークショップvol.5 
セルフポートレイト写真ワークショップ『未来の姿を写してみる』

WS 主催：NPO cobon

2013 9月7日 アーティスト・サポート事業 enoco [study?] #1友枝望ワークショップ「置物コラ
ージュ～置物をいじってみよう！」

WS

2013 9月7日 アーティスト・サポート事業 enoco [study?] #1友枝望 中間レビュー トーク

2013 9月12日 enocoクリエイティブカフェ 「西区発見！」vol.4 
町工場が集積する西のものづくり拠点 ～ 九条

トーク

2013 9月13日～
2014年3月21日

enocoの学校第1期「Be Creative コース2013」 講座

2013 9月15日 タチョナ× enoco企画　アートワークショップvol.4 
「コンピュータでアニメーションを作ってみよう。」

WS 主催：NPO cobon

2013 9月17日～22日 第1回大阪インターカレッジ・パブリックスタイル・ワークショップ 「水都大阪再生：
水辺からのリ・デザインー建築都市系５大学が描く「水都大阪」のオルタナティブ・
ビジョン」

展示 主催：大阪インターカレッジ・パブリッ
クスタイル・ワークショップ実行委員
会 共催：NPO法人パブリックスタイ
ル研究所（RIPS）

2013 9月21日 「水都大阪再生：水辺からのリ・デザインー建築都市系５大学が描く「水都大阪」
のオルタナティブ・ビジョン」公開プレゼンテーション＆シンポジウム

シンポジウム 主催：大阪インターカレッジ・パブリッ
クスタイル・ワークショップ実行委員
会 共催：NPO法人パブリックスタイ
ル研究所（RIPS）

2013 9月17日～29日 FLAG ART EXCHANGE Düsseldorf × OSAKA カティア・ストゥーケ＆オリ
バー・ジーバー展 
Fax from the Library　Do you never feel the need to be another?

展示 主催：FLAG

2013 2013年10月2日
～2014年7月26日

シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 第1期生（ベーシッククラス） 講座 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 実行委員会、阿倍野区民
センター指定管理連合体

2013 10月5日 enocoクリエイティブカフェ　「西区発見！」vol.5 
西区発見！」vol.5「水都大阪、つぎの拠点は中之島の西端～中之島GATE

トーク

2013 10月5日～19日 アーティスト・サポート事業enoco [study?] #1 友枝望 「CLUSTER」 展示

2013 10月19日 対極メカノ・アコースティック・ナイト – ノルウェー / オーストラリア ライブ 主催/企画：Tribal Market 

2013 10月24日～11月2日 西区水辺のワクワク広場「ふしぎな生きものをつくろう！」展 展示 主催：西区役所

2013 11月7日 enocoクリエイティブカフェ 「西区発見！」vol.6 
靭公園パークサイドのお洒落な街角～京町堀

トーク

2013 11月9日 木津川遊歩道空間整備 だんだんカフェ WS 主催：大阪府（文化課、西大阪治水
事務所）

2013 11月12日～12月1日 大阪府20世紀美術コレクション 浅野竹二 展 展示

2013 11月13日 「大阪府20世紀美術コレクション 連続講座」vol.1 
（1）浅野竹二 ユーモアとペーソス 20世紀を生きた京都の超俗の版画家

講座

2013 11月15日 Osaka Creative Forum新しいパブリックの形はここにある：
プラットフォーム形成支援事業の試みと可能性

フォーラム 主催：大阪府

2013 12月3日 市民キュレーターによるミニ展覧会 展示 主催：大阪新美術館建設準備室

2013 12月7日 チチ松村・バンジョー祭り連載100回記念 ワケもなく、バンジョー好きが集まる会 
～同時開催：乙女バンジョー祭り～

ライブ 主催：Grassroots music 
worksho

2013 12月11日 「大阪府20世紀美術コレクション 連続講座vol.1 
（2）須田剋太　具象と抽象 司馬遼太郎と歩き描いた『街道をゆく』

講座

2013 12月10日～22日 大阪府20世紀美術コレクション 須田剋太 「司馬遼太郎と歩き描いた『街道を
ゆく』」

展示

2013 12月11日 enocoクリエイティブカフェ 「西区発見！」vol.7 
クロストーク：編集者がみる、西区という“まち”

トーク
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開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2014 5月17日、6月14日、
7月5日

dracom×enoco workshop 『gallery』の声 WS 主催：dracom

2014 5月22日 わがまちカンヴァス事業成果発表&平成26年度事業説明会 フォーラム 主催：大阪府

2014 6月12日 eno so done! 2014  第1期 相談事業 主催：大阪府

2014 6月21日～7月5日 FLAG ART EXCHANGE Düsseldorf―OSAKA 報告展
「あなたがほしい i want you」

展示 主催：FLAG

2014 6月26日 eno so done! 2014  第1期 相談事業 主催：大阪府

2014 6月28日 TACT/FEST 2014 特別企画 
Talk Battle about the Arts 「アートで何ができんねん!?」

フォーラム 主催：TACT/FEST2014

2014 7月3日 学びと情報共有の場 『考えるための勉強会 Vol.2』 トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2014 7月10日 eno so done! 2014  第1期 相談事業 主催：大阪府

2014 7月24日 eno so done! 2014  第1期 相談事業 主催：大阪府

2014 8月7日 eno so done! 2014  第1期 相談事業 主催：大阪府

2014 8月5日～7日 シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 
夏季WS 俳優教育の最高峰ロシアから学ぶ [演技ワークショップ ]！

WS 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 [TCL大阪 ]

2014 8月8日 アートフォーラム ＜こどもとアート＞の現場を考える
「キッズ☆ファンタスティックミュージアム」

WS 主催：大阪新美術館建設準備室

2014 8月19日～30日 アートでつむぐ、5つのストーリー 
―5人の市民キュレーターによる、大阪府20世紀美術コレクション展―

展示 主催：大阪新美術館建設準備室

2014 8月27日 文化庁文化芸術創造都市振興室 第4回クリエイティブcafé トーク 主催：文化庁文化芸術創造都市振
興室 
共催：大阪府府民文化部都市魅力
創造局文化課、大阪市経済戦略局
文化部文化課

2014 8月28日 eno so done! 2014  第1期 相談事業 主催：大阪府

2014 8月29日～2月28日 eno so done! 2014  第1期 相談事業 主催：大阪府

2014 8月31日 サロン文化大学のランドスケープサミット1 団地とビルの秘密を探るお話 トーク 主催：サロン文化大学

2014 8月31日 こども熱帯音楽祭2014 ライブ 主催：大阪市立大学 
共催：NPO法人cobonタチョナプロ
ジェクト

2014 8月31日、9月3日、
6日

シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 オープンキャンパス 講座 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 [TCL大阪 ]

2014 9月10日～14日 第2回大阪インターカレッジ・パブリックスタイル・ワークショップ 
水都大阪再生：まちのつかいこなしのデザイン 
建築都市系５大学が描く「水都大阪」のオルタナティブ・ビジョン

展示 主催：大阪インターカレッジ･パブリ
ックスタイル･ワークショップ実行委
員会 
共催：大阪府都市魅力創造局文化
課、NPO法人パブリックスタイル研
究所（RIPS）

2014 9月10日 第2回大阪インターカレッジ・パブリックスタイル・ワークショップ 
水都大阪再生：まちのつかいこなしのデザイン シンポジウム

シンポジウム 主催：大阪インターカレッジ･パブリ
ックスタイル･ワークショップ実行委
員会 
共催：大阪府都市魅力創造局文化
課、NPO法人パブリックスタイル研
究所（RIPS）

2014 9月18日 eno so done! 2014  第2期 相談事業 主催：大阪府

2014 9月20日 enoco Workshop LABO. 「額装のいろは」 WS

2014 9月23日～10月5日 大阪府20世紀美術コレクション 津高和一 展 ～抽象のエスプリ～ 展示

2014 9月26日～28日、
10月3日～5日

dracom×大阪府20世紀美術コレクション 
dracom祭典2014「gallery (extra version)」

パフォーマンス 主催：dracom

2014 9月30日～10月2日 dracom×大阪府20世紀美術コレクション特別展 『gallery』の声 展示

開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2013 12月15日 DECO×enoco 江之子島壁画プロジェクトvol.1 「ふしぎなenoco島をつくろ
う！」

WS 主催：DECO（江之子島A＆Lマネジ
メント

2013 12月20日～22日 あごうさとし演劇公演 複製技術の演劇 ̶ パサージュⅢ パフォーマンス 主催 :あごうさとし  

2013 1月8日 「大阪府20世紀美術コレクション 連続講座vol.1 
（3）上前智祐 具体美術協会と上前智祐 集合と稠密のコスモロジー

講座

2013 1月9日～25日 大阪府20世紀美術コレクション 
「上前智祐展 ̶時を刻む̶ 点描 • マッチ • 縫い • 版画」

展示

2013 1月9日～25日 大阪府20世紀美術コレクションによる『具体』作家展 展示

2013 1月12日 DECO×enoco 江之子島壁画プロジェクトvol.2 「ふしぎなenoco島のアニメー
ションをつくろう！」

WS 主催：DECO（江之子島A＆Lマネジ
メント）

2013 1月25日 enocoワークショップ・ラボ 「美術品梱包講座：絵画・額装の日」 講座

2013 1月26日 enocoワークショップ・ラボ 「美術品梱包講座：彫刻・陶芸・機材の日」 講座

2013 2月4日～15日 大阪府20世紀美術コレクション 「三尾公三『FOCUS』表紙原画展」 展示

2013 2月12日 「大阪府20世紀美術コレクション 連続講座」vol.1 
（4）三尾公三 70年代具象絵画の変貌、エアーブラッシュと雑誌フォーカス

講座

2013 2月9日～4月6日 タチョナ×enoco企画 アートワークショップvol.6 
《なんだこれ？》サークル　

WS 主催：タチョナ

2013 2月15～16日 アートフォーラム 〈こどもとアート〉の現場を考える WS / フォーラム 主催：大阪新美術館建設準備室

2013 2月15日～3月2日 大阪市現代芸術創造事業BreakerProject 「ex・pots 2011-2013」  展覧会 展示 主催：ブレーカープロジェクト実行委
員会

2013 2月22日 藤田陽介×Open Reel Ensemble コラボレーション公演 『未知ナル集合体』 
Tour 2014

ライブ 主催：藤田陽介

2013 3月2日 『霧はれて光きたる春』上映会＆クロストーク / 記者発表会 イベント 主催：一般社団法人 ブリコラージュ・
ファウンデーション

2013 3月11日～22日 大阪府20世紀美術コレクション
「前田藤四郎 関西モダニズム版画の誕生と変遷」

展示

2013 3月12日 「大阪府20世紀美術コレクション 連続講座vol.1 
（5）前田藤四郎 関西モダニズム版画の誕生と変遷

講座

2013 3月21日 enocoの学校「Be Creative コース2013」第1期生 
大阪活性化計画 公開プレゼンテーション

イベント

2013 3月21日 enoco2周年記念パーティ パーティー

2013 3月22日 肌感 ～hada kan～ 2014 
第1回：関西発！チアリーダーズクラブ！女性リーダー石原由美子の元気と魅力に
迫る

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2013 3月23日 肌感 ～hada kan～ 2014 
第2回：本から本への旅。～スキを集めてイマをつくる～ 中川和彦を読もう

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2013 3月28日 学びと情報共有の場 『考えるための勉強会 Vol.1』 トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2013 3月28日 第2回 「アールの日」 by 村片和彦＆渡辺三郎 ライブ/WS 主催：Grassroots Music 
Workshop

2013 4月6日 肌感 ～hada kan～ 2014 
第3回：舞台～映画まで創造の世界。大阪の新しい見方。制作人谷口仁則のひら
めきに触れる一日。

イベント 共催：株式会社インプリージョン

2013 4月6日 タチョナ×enoco《なんだこれ？》サークル発表会 イベント 主催：タチョナ

2014年度

2014 4月11日 サロン文化大学のアニメ界隈ニュース トーク 主催：サロン文化大学

2014 4月13日 もちより！！！一般批評学会 トーク 主催：一般批評学会

2014 4月27、5月11日 タチョナ×enoco子どもアートワークショップvol.7 「？を自動販売機で売ろう！ 」 WS 主催：タチョナ

2014 5月11日～8月17日 自動販売機はじめました。 展示 主催：タチョナ
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開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2014 3月21日 タチョナ×enoco企画
～ご近所映画祭～3時間で映画をつくる＆ご近所映画を観る

WS 主催：小島剛（NPOcobonタチョナ
プロジェクト）、共催：NPOremo、
NPOcobon

2014 3月26日 eno so done! 2014 第3期 相談事業 主催：大阪府

2014 3月28日 enocoの学校 第2期公開プレゼンテーション：「大阪の未来を考える」 イベント

2015年度

2015 4月24日～5月16日 大阪府20世紀美術コレクション
「マイク•カネミツ / 金光松美 － ふたつの居場所」

展示

2015 5月9日 enocoWorkshopLABO. 「作品写真の撮り方ーみんなのカメラの「？」を解決！」 WS

2015 5月16日 えのこdeマルシェ 「春の古本市」 イベント

2015 6月25日 学びと情報共有の場  『考えるための勉強会 Vol.4』 「なぜ大阪はアーツカウンシ
ルだったのか」

トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2015 7月25日 アートでつなぐみんなの実験場 [えのこじま仮設映画館 ] プレイベント
「remoscope」

WS

2015年 8月1日～3月19日 enocoの学校 第3期 「ソーシャルデザイン入門コース2015」 講座

2015 8月1日～30日 アートでつなぐみんなの実験場 [えのこじま仮設映画館 ]　　　　 複合型イベント

2015 8月1日 [えのこじま仮設映画館 ] オープニング スペシャル上映会& トーク
「映画館」という存在のこれから

トーク

2015 8月2日、9日 大力拓哉・三浦崇志 「エノコトコトコムービー部」 WS

2015 8月4日～6日 映画館をつくろう – 映画館製作部 – WS

2015 8月4日、8月12日 映画のしくみ工作部 WS

2015 8月12日、8月19日、
8月26日

妄想映画祭の公開ミーテイング トーク

2015 8月6日 SCOPP 「みんなでつくろう！コマドリアニメーション」 WS

2015 8月8日 林勇気 「遠くをみるために」 WS

2015 8月22日 この夏、みんなが撮った写真を持ち寄って上映する会　 イベント

2015 8月22日 「KANSAI ご近所映画クラブ～大阪編～ 「3時間で映画をつくる！」 ＆ 「ご近所
映画をみる」

WS 主催：一般社団法人タチョナ 
共催：NPOremo

2015 8月22日 えのこdeマルシェ 「おとなの夜市」 イベント

2015 8月26日 アートフォーラム 〈こどもとアート〉の現場を考える 「キッズ！ファンタスティックミュ
ージアム-こどものためのワークショップ-」

WS 主催：大阪新美術館建設準備室

2015 8月27日 学びと情報共有の場 『考えるための勉強会 Vol.5』 
「基礎自治体におけるアーツカウンシルの限界と可能性～町内会だってアーツカウ
ンシル !?」

トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2015 8月28日～31日 シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 演劇ワークショップ / レクチャー WS / トーク 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 [TCL大阪 ]

2015 8月28日 とびだせ！一般批評学会　THE MOVIE トーク 主催：一般批評学会

2015 8月29日 ジョナス・メカス《ウォールデン》上映会 イベント

2015 8月29日 アートフォーラム 〈こどもとアート〉の現場を考える 
こどもとアートの現場のつくりかた -トーク＆ディスカッション-

トーク 主催：大阪新美術館建設準備室

2015 8月30日 エノコトコトコムービー部作品上映会 イベント

2015 9月4日 Osaka Creative Forum 『新しいパブリックはいかに持続可能なものとなるのか』
―まちが魅力的であり続けるためのプラットフォームとは？―

フォーラム 主催：大阪府

2015 9月5日 eno so done !スペシャルバージョン 「都市の価値創造作戦会議」 フォーラム 共催：大阪ガス

2015 10月11日 ミズベリング世界会議における大学間連携の提案プレゼンテーション フォーラム

2015 10月22日 学びと情報共有の場 『考えるための勉強会 Vol.6』 
「これからのアーツカウンシル東京」

トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2015 10月31日 安威川フェスティバル2015 イベント 主催：安威川ダム ファンづくり会

開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2014 2014年10月1日
～2015年7月24日

シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 第2期生（ベーシッククラス） 講座 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 [TCL大阪 ]

2014 10月2日 eno so done! 2014 第2期 相談事業

2014 10月24日 Osaka Creative Forum  「まちの魅力のつむぎ出しかた 
ーまちが魅力的であり続けるためのプラットフォームとは？ー」

フォーラム 主催：大阪府

2014 10月25日 enocoディスカッション シンガポールの事例に学ぶ、クリエイティブなまちづくり トーク 共催：大阪ガス

2014 11月1日 アートフォーラム ＜こどもとアート＞の現場を考える トーク＆ディスカッション フォーラム 主催：大阪新美術館建設準備室

2014 11月6日、7日、
2月6日

enocoわがまち文化コーディネーター講座 
～アートやデザインを活用した地域づくりの担い手育成プログラム～

講座

2014 11月12日 eno so done! 2014  第2期 相談事業 主催：大阪府

2014 11月16日 安威川フェスティバル2014 イベント 主催：安威川ダム ファンづくり会

2014 11月20日 eno so done! 2014  第2期 相談事業 主催：大阪府

2014 11月21日～12月5
日

大阪府20世紀美術コレクション 齋藤眞成展 [パラレル] 展示

2014 11月25日 学びと情報共有の場『考えるための勉強会 Vol.3』 トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2014 11月29日 アーティスト・サポート・プログラム enoco [study?] #2 堀川すなお 中間発表 トーク

2014 12月11日 eno so done! 2014  第2期 相談事業 主催：大阪府

2014 12月13日 サロン文化大学のランドスケープサミット2 聖地とビルの秘密を探るお話 トーク 主催：サロン文化大学

2014 1月10日～24日 アーティスト・サポート・プログラム enoco [study?] #2 堀川すなお
「解釈と行為 SEEING AND PRACTICING」

展示

2014 1月10日～24日 MuDA EXHIBITION 展示 /
パフォーマンス

主催：MuDA

2014 1月13日～24日 OPEN YOUR BOX
―5人の市民キュレーターによる大阪府20世紀美術コレクション展―

展示 主催：大阪新美術館建設準備室　

2014 1月17日 サロン文化大学のランドスケープサミット3 
高低差とビルの秘密を探るお話

トーク 主催：サロン文化大学

2014 1月29日 eno so done! 2014 第3期 相談事業 主催：大阪府

2014 1月31日 タチョナ×enoco企画 オヤトコエノコ「モシモ人形をつくろう！～ワタシとボクの
分身人形～」

WS 主催：タチョナ

2014 2月5日、12日、19日、
26日、3月5日

シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 オープン講座 講座 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 [TCL大阪 ]

2014 2月7日 enoco Workshop LABO. 「美梱のいろは」 WS

2014 2月19日 eno so done! 2014 第3期 相談事業 主催：大阪府

2014 2月21日 クリエイター交流会 「こたつ会議」 パーティー

2014 2月26日 eno so done! 2014 第3期 相談事業 主催：大阪府

2014 2月28日 タチョナ×enoco企画 オヤトコエノコ 「○まる △さんかく □しかく の絵本づくり」 WS 主催：タチョナ

2014 2月28日 サロン文化大学のランドスケープサミット4 
関東のビルと関西のビルの秘密を探るお話

トーク 主催：サロン文化大学 

2014 3月7日 タチョナ×enoco企画オヤトコエノコ「カオ！カオ！＼ (^○^)／写真大絵巻！」 WS 主催：タチョナ、DECO（江之子島
A&Lマネジメント）

2014 3月14日 第17回 KAMO（Konohana Arts Meeting for Osaka） 
都市で楽しむアートとは?

トーク 主催：KAMO(Konohana Arts 
Meeting for Osaka)

2014 3月17日 「わがまちカンヴァス事業」成果発表・平成27年度募集説明会 フォーラム 主催：大阪府

2014 3月18日 クラウドファンディングセミナー@enoco イベント 主催：大阪府、FAAVO大阪

2014 3月19日 大阪市現代芸術創造事業BreakerProject  「地域に根ざした創造活動拠点の
実験 2014-2015」 ラウンドテーブル 「地域資源を活用した創造活動拠点」

フォーラム 主催：ブレーカープロジェクト実行委
員会

2014 3月20日～4月4日 眼と心とかたち 「学芸員N」が出会った大阪府20世紀美術コレクション 展示
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開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2016 6月～ えのこじま凸凹ラジオ（FM凸凹）定期放送開始 その他 主催：DECOBOCO

2016 6月21日～7月10日 Private Talk 展示 / トーク 主催：DECOBOCO

2016 7月8日～3月4日 enocoの学校第4期 [ソーシャルデザイン入門コース] 講座

2016 7月12～17日 大阪成蹊大学 × enoco連携アートプロジェクト 2016
「 かならず いつも そばに ちかくに ここにある でも期間がある たくさんの個」

展示 共催：大阪成蹊大学芸術学部

2016 8月25日 eno so done! 2016 #1 （個別相談会） 相談事業

2016 8月27日 えのこdeマルシェ 「おとなの夜市」 イベント

2016 9月1日～18日 大阪府20世紀美術コレクション須田剋太展
-『街道をゆく』挿絵原画 海外のみちをゆく -

展示

2016 9月11日 アーティスト・サポート・プログラム enoco [study?] #4 クロストーク・募集説明会 トーク

2016 10月8日 eno so done! 2016 #2 「enocoの大相談会」 相談事業 /
フォーラム

2016 10月16日 安威川フェスティバル 2016 イベント 主催：安威川ダム ファンづくり会

2016 10月22日 大学間連携プラットフォーム形成支援事業2016 「大阪・関西での 『滞在』を考え
る 最終講評会」

トーク 主催：大阪府

2016 11月11日 Osaka Creative Forum 「パブリックスペースが開く、都市の未来」 フォーラム 主催：大阪府

2016 11月12日 eno so done! スペシャルバージョン 都市の「価値創出」作戦会議 トーク 共催：大阪ガス

2016 11月23日 えのこdeマルシェ 「読書＆食欲の秋」特集 イベント

2016 11月23日 えのこじま文化祭 2016AW イベント 主催：DECOBOCO

2016 12月13～25日 パブリック・リデザイン 展示

2016 12月17日 パブリック・リデザイン シンポジウム「公共とデザインのこれまでとこれから」 シンポジウム

2016 12月14日、15日、
20日～22日

eno so done! 2016 #03  「デザイン大相談会」 相談事業 主催：大阪府

2016 12月17日 大阪芸術事情・事情聴取 トーク 主催：大阪市

2016 12月17日 enocoクリスマスパーティー イベント

2016 1月10～15日 大阪成蹊大学×enoco連携アートプロジェクト2016 「ひょうきょうeno国」 展示 主催：大阪成蹊大学芸術学部

2016 1月18日～2月11日 大阪新美術館×大阪府20世紀美術コレクション 「大阪版画百景」 展示 主催：大阪新美術館建設準備室

2016 1月21日 アーティスト・サポート・プログラムenoco[study?]#4 冬木遼太郎 「顔のこうかん、
役割のこうかん」

WS

2016 1月27日 アーティスト・サポート・プログラムenoco[study?]#4 冬木遼太郎 中間発表＆レ
ビュー

トーク

2016 2月4日、2月18日、
3月4日

enoco × タチョナ企画  「ヒミツのこども企画会議」 WS 主催：一般社団法人タチョナ

2016 2月25日 えのこdeマルシェ 「世界旅行」 イベント

2016 3月4日 enocoの学校 第4期 公開プレゼンテーション 「新しい大阪の魅力（スタイル）を
創造する」

イベント

2016 3月11日～26日 アーティスト・サポート・プログラムenoco[study?]#4 冬木遼太郎
「A NEGATIVE EVAGINATE」

展示

2016 3月17日 KIITO×enoco×BRITISH COUNCIL フォローアップサロン フォーラム

2016 3月25日 enoco × タチョナ企画  「ヒミツのこども企画会議」によるワークショップ WS 主催：一般社団法人タチョナ

2016 3月25日 enoco5周年フォーラム 「創造のテーブル 2017」 フォーラム

2016 3月25日 クリエイティブパーティー パーティー

開催年度 日程 プログラム名 ジャンル 主催・共催（enoco以外）

2015 11月21日 えのこdeマルシェ「古本市 [アートブック特集 ]」 イベント

2015 11月21日 えのこじま凸凹ラジオ（FM凸凹）開局記念放送 イベント 主催：DECOBOCO

2015 11月26日 学びと情報共有の場 『考えるための勉強会 Vol.7』 
「国として取り組むアーツカウンシル」

トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2015 11月29日 アーティスト・サポート・プログラム enoco［study?］ #3湯川洋康・中安恵一 
中間報告会＆レビュー

トーク

2015 12月4日 eno so done! 2015 連続フォーラム 「市民協働」 フォーラム 主催：大阪府

2015 12月15日～26日 5人の市民キュレーターによる大阪府20世紀美術コレクション展
「あなたをうつす5つの鏡」

展示 主催：大阪新美術館建設準備室

2015 12月21日 eno so done! 2015 連続フォーラム 「戦略的広報」 フォーラム 主催：大阪府

2015 1月10～30日 アーティスト・サポート・プログラムenoco[study?]#3 湯川洋康・中安恵一 
「流暢な習慣」

展示

2015 1月22～24日 enoco×KIITO×BRITISH COUNCIL スペシャルセッション
「課題解決に向けたアートとデザインの役割と可能性」

フォーラム /
WS

主催：デザイン・クリエイティブ・センタ
ー神戸 [KIITO]、ブリティッシュ・カウ
ンシル

2015 1月27日 クラウドファンディングセミナー Vol.2 フォーラム 主催：大阪府、FAAVO大阪

2015 1月30日 えのこdeマルシェ 「都会の冬に、ちび火とマルシェ。」 イベント

2015 1月30日 大阪成蹊大学×enoco連携アートプロジェクト2016 エノコどこのこ？
「アートのこども！！」プレワークショップ

WS 主催：大阪成蹊大学芸術学部

2015 1月31日 タチョナ×enoco オヤトコエノコ2016　 
親子でつくるワークショップ わが家の「・・・」 初級編 / わが家の曲を作ろう！

WS 主催：一般社団法人タチョナ

2015 2月9日～14日 大阪成蹊大学×enoco連携アートプロジェクト エノコどこのこ？
「アートのこども！！」

展示 / WS 主催：大阪成蹊大学芸術学部

2015 2月21日 えのこじま凸凹ラジオ「ラジオ番組をつくろう！」ワークショップ WS 主催：DECOBOCO

2015 2月25日 学びと情報共有の場 『考えるための勉強会 Vol.8』 
「どうする、大阪アーツカウンシル」

トーク 主催：大阪でアーツカウンシルを考え
る会

2015 2月28日 タチョナ×enoco企画 オヤトコエノコ2016　 
親子でつくるワークショップ わが家の「・・・」 中級編 / ワガヤ体操を作ろう！

WS 主催：一般社団法人タチョナ

2015 2月28日 京都造形芸術大学アートプロデュース学科 × enoco 
「わたしたちがみた当世美術館事情10 2015年度美術館調査」 
報告会＆フリーディスカッション

フォーラム 主催：京都造形芸術大学アートプロ
デュース学科

2015 3月1日～12日 大阪市現代芸術創造事業 Breaker Project 　 
草本利枝 写真展+連続トーク 「二シナリにfenceはないと猫は言う」

展示 / トーク 主催：ブレーカープロジェクト実行委
員会

2015 3月4日 「わがまちカンヴァス事業」 成果発表・次年度募集説明会 フォーラム 主催：大阪府

2015 3月4日 eno so done! 2015連続フォーラム 「アートは都市に何をもたらすか」 フォーラム 主催：大阪府

2015 3月19日 enocoの学校 第3期 ソーシャルデザイン入門コース公開プレゼンテーション
「創造思考で未来を変える！」

イベント

2015 3月20日 公開井戸端会議 「えのこじま凸凹ラジオのあそびかた」 WS 主催：DECOBOCO

2015 3月20日 大阪水の回廊を巡る enoco船上パーティ パーティー

2015 3月27日 タチョナ×enoco企画 オヤトオエノコ2016　 
親子でつくるワークショップ わが家の「・・・」 上級編 / わが家の…を作ろう！

WS 主催：一般社団法人タチョナ

2016年度

2016 2016年4月～
2017年2月

シアター・コミュニケーション・ラボ大阪 第3期生（ベーシッククラス） 講座 主催：シアター・コミュニケーション・
ラボ大阪 [TCL大阪 ]

2016 5月14日 えのこdeマルシェ 「特集 古本と園芸」 イベント

2016 5月14日 えのこじま文化祭 2016SS イベント 主催：DECOBOCO

2016 5月21日 タチョナ×enoco企画 おとなとこどものワークショップ 
「ストーリーテリング・イン・サウンド ー英語でコミュニケーションする音楽ワーク
ショップー」

WS 主催：一般社団法人タチョナ

主な協力事業（主催・共催事業外でenocoが支援・協力を行った事業 [一部 ]）

1 ） 中之島GATEにおける劇団・維新派「透視図」公演のための許認可申請協力（2014年10月）

2 ） 大阪府精神障がい者地域交流事業　芸術・文化交流展に実行委員メンバーとして協力（2013年度、2014年度）

3 ） 泉南市「市民居場所づくりのためのアートプログラム」の企画・運営への協力（2016年8月）
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enocoとenocoのまわりの5年間（年表）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2年目／2013（H25）

enocoの学校、enoco[study?]など現在も続く事業がスタートする。 
大阪市西区役所との連携、プラットフォーム形成支援事業の市町村展開もスタートし、地域への関わりが増えた。 
隣接するマンションの一部も竣工し、江之子島まちづくり事業（A&L）との協働が始まる。

・ クリエイティブルーム/シェアルーム開始
・ わがまちカンヴァススタート
・ 水都大阪パートナーズ、 
 大阪観光局設立

・ 西区ラウンドテーブル開始 ・ アーティスト・サポート・プログラム 

 enoco[study?] 開始
 ■ 大阪アーツカウンシル始動

・ Be Cretive Festival 2013

・ enocoの学校開始
・ Osaka Creative Forum開始
・ カフェリニューアル（「ninOval cafe」に）

 ■ 隣接するマンション[マーク20]入居開始
 ■ 水都大阪フェス2013, 

 おおさかカンヴァス2013開催

・ DECO×enoco壁画PJ開始  ▲ 企画部門6名体制に（3名加入）  ▲ 企画部門5名体制に（1名産休）・ 安威川ダムファンづくりの会発足
・ どうぶつものさし完成

 ▲ 企画部門5名体制に（1名産休）

事業が整理され、館のミッションが伝わり出し、自治体等から様々な相談が舞い込むようになってきた。
木津川遊歩空間の一部供用開始、隣接するタワーマンションの竣工を見越して、地域の文化拠点を目指すべくマルシェを開始。

4年目／2015（H27）

・ えのこdeマルシェ開始
 ■ 大阪都構想住民投票

 ▲ 企画部門5名体制に ・ えのこじま仮設映画館開催
 ■日生病院建設工事着工
 ▲ 企画部門6名体制に（1名加入）

 ■ 水都大阪フェス2015開催 ・ 木津川遊歩空間一部供用開始・ KIITO・BCとの 

 連携フォーラム実施

 ■ 北側のタワーマンション  

 [フラッグ46] 入居開始
・ えのこじま凸凹ラジオ開局 ■おおさかカンヴァス2015開催 ・ eno so done!フォーラム開始

これまでの活動やネットワークの蓄積を活かして、「パブリック・リデザイン」プロジェクトを実施。
5年の指定管理者期間の最終年度。次期指定管理も引き続き担うことが決まる。

5年目／2016（H28）

・ えのこじま文化祭（まちびらきイベント）
 ▲ 企画部門1名入替

・ パブリック・リデザイン開始
 ■ 水都大阪フェス2016開催

 ■おおさかカンヴァス2016開催
 ■中之島漁港リニューアルオープン

・ アート・キャラバン開始
・ 次期指定管理者候補決定

・ ドキュメントブック「enocoと」発行
・ 5周年フォーラム
・ 木津川遊歩空間広場供用開始
・ 指定管理1期終了

社会課題に取り組む拠点としての活動を強化していく。中心事業として相談事業「eno so done」がスタート。
またニュースレターも創刊し、活動の周知に力を入れ始めた。スタッフ体制も強化される。

3年目／2014（H26）

・ ニュースレター創刊

・ 「木津川遊歩空間を楽しむ会」発足

・ eno so done!開始  ▲ 企画部門６名体制に ・ オヤトコエノコ開始  ■中之島漁港オープン・ ライブラリー常時オープン開始
・ どうぶつものさしグッドデザイン賞受賞

 ■ 水都大阪オータムフェスタ2014, 

 おおさかカンヴァス2014開催
 ■中之島GATEでの維新派公演開催
 ▲ 企画部門7名体制に

・ クラウドファンディングセミナー開始
 ▲ 企画部門6名体制に

・ 安威川フェスティバル開始

1年目／2012（H24）

開館1年目の初動期のため、場所の使い方の事例提示、ネットワーク構築が中心。
ジャンルは幅広く展開し、来館促進や活動の基盤づくりを意識した。

・ 市民キュレーターWS開始
・ 大学間連携開始

・ 4月1日開館　
・ オープンイベント開催
・ クリエイティブカフェ開始

 ▲ 館長1名/企画部門3名/ 

 施設管理部門3名でスタート

・ 西区公募区長就任

■ ・・・ enoco周辺の出来事
▲ ・・・ スタッフ体制について

・ 木津川遊歩空間アイデアコンペ審査・ グランドオープン/ 愛称が「enocoに決定」
・ Be Creative Festival2012開催
・ タチョナ×enoco、肌感開始
・ 古本屋ON THE BOOKSオープン

 ■ 水都大阪フェス2012, 

 おおさかカンヴァス2012開催
 ▲ 企画部門4名体制に

・ アートフォーラム開始
・ wedding cafe circleオープン
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僕の前に道はない
僕の後ろに道は出来る

私は高村光太郎の道程のこの一節が好きである。
私自身の座右の銘のひとつである。

このドキュメントは、普通に考えれば、enocoの5年間の足跡である。
しかし、私自身は、
「過去の延長線上に未来はない！」と常々思っているので
足跡を単にたどるつもりはないし
記録を残すこともあまり得意ではない。

Be Creat ive!をスローガンに掲げ、5年間私たちは活動を展開してきた。
アーティストやデザイナーといった、
いわゆる、一般的にクリエイターと呼ばれる人たちのための施設にはしたくなかった。
より多くの人々がCreativeの素晴らしさを享受できる施設を目指し
様々な事業を企画、実施してきた。

私は、誰もが、Creativeに物事を捉えられるようになった時、
日本の都市や人々の暮らしは素敵に変わると信じている。
言い換えれば、創造性の大切さという点において
日本人の意識レベルは低いように思う。
これは、教育の責任かもしれないし
戦後の日本社会が個性よりも画一を求めてきた結果でもある。
効率主義で作られた社会から生まれ変わるには創造思考が必要なのである。

では、Creativeとは、創造思考とは一体何なのか？
私は、「壊して創る行為」のことだと信じている。
今までの通念や概念、仕組みや価値感に囚われることなく、
未来をイメージしてから今するべきことを考える。
創造思考の基本は Forecast ingではなく Backcast ingである。
継続することにまずは疑問を持ち、その行為や方法論を検証してみる。
あるいは、設定した未来の社会成果達成に向けてある仮説を立て、実験してみる。

このドキュメントは、そういった観点から見れば、
創造思考から生まれた活動の、ある種の実験ノートとも言える。
私たちは､ 紆余曲折しながらも実に多彩な事業を展開してきた。
もちろん、それぞれには設定した評価基準があるわけだが、
全てが成功したとは言えない。
私はそれで良かったと思っている。

過去の様々な成功事例をひもとき、今に合わせて実施すれば、
成功打率は上がる。
しかし、それは私たちがやるべきことだろうか？
「Creativeの力で社会や地域が抱える課題を解決する」ことを
ecocoの Impact（社会成果）に掲げた以上、
私たちには、常に新しい創造活動が求められていると思っている。

あとがきにかえて。

新しいことに成功を求めるには、実験が必要だ。
新しいスキームを確立するには、実験が必要だ。
Creativeとは、ある意味恐れない実験的行為の上に成り立つ。
失敗は大切な宝物である。失敗がなければ新たな発想も起こらない。

このドキュメントには、
様々な言葉、キーワードが散りばめられている。
それらを紡いでいくことで、
ある事業や活動のひとつのヒントになっていくと思う。
もちろん、それらを編集し、アイデア化し、企画に高めていくのは、
このドキュメントを読んでいるCreativeな皆さんに他ならない。

このドキュメントに登場する様々なジャンルの多様な人々は
enocoの財産目録と言っても言い過ぎではない。
私の手元には関西在住の800人を超える名刺がある。
1年間で少なくとも160人を超える人々と会ったことになる。
もちろん、全ての人とお付き合いがあるわけではないが。

この5年間の活動は、
ある意味、社会資本を形成していくための旅であったのかもしれない。
しかし、スタッフが一丸となって蓄積してきた社会資本も
まだまだ、活かされているとは言えない。
資本は上手に使わなければ、価値を創造することにはならない。
まさに宝の持ち腐れである。
次の5年は、今までのCreativeな実験的行為を通して得たノウハウと
蓄積された社会資本をさらに増やしつつも、積極的に活用し
誰からも求められるCreativeな運動体になっていかなければならない。

その先に社会資本が文化資本にも経済資本にも醸成していく可能性がある。

そのためには、私たち自身が「もっと、Creativeに」ならなければならない。
Creativeに物事を考えられる人々を増やしていかなければならない。
そして、様々なステークホルダーとのCo-creat ionを積極的に
推進していく必要があるだろう。
その活動は、大阪に限らず、関西、
あるいはアジアという広がりを見せていくのかも知れない。

まずは、５年後の私達のあるべき姿、達成すべき成果を
スタッフと議論し、共有することから始めることにしよう。

館長　甲賀雅章
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enocoと -江之子島文化芸術創造センターのつかいみち -

2017年3月31日発行

発行者：大阪府立江之子島文化芸術創造センター
 （指定管理者：長谷工コミュニティ・E-DESIGNプラットフォームグループ）
 大阪府大阪市西区江之子島2丁目1-34
電話：06-6441-8050
メール：art@enokojima-art.jp
ホームページ：http://www.enokojima-art.jp

編集：RAD（川勝真一、榊原充大）、enoco（高坂玲子、高岡伸一）
デザイン：中崎航
イラスト：タダユキヒロ 
写真クレジット：特記なき場合はenoco提供
印刷・製本：泰和印刷株式会社

建築や都市のリサーチを専門とする私たちに、enoco

の5年間の活動のドキュメントブックをつくっても
らえませんかという話が来たとき、高岡さんや高坂
さんの懐の深さに驚きつつも、建築的な知見がどの
ように文化芸術施設のドキュメンテーションで展開
できるのかを考えてみたいと思い引き受けました。
私たちのenocoへの関心は、軸足を文化芸術にしっ
かりと置きつつ、都市再生・まちづくり、そして社
会の課題解決に取り組む姿勢を明確に打ち出してい
ることにあります。マンション管理を主な事業とす
る長谷工コミュニティとランドスケープデザイン事
務所のE-DESIGNが指定管理者となり、運営メンバ
ーにはアートの専門家のみならず、大阪の近代建築
史に詳しい建築家がディレクターとして存在すると
いう運営体制も興味深いところ。文化芸術を個人の
趣味性や内面の豊かさのみの問題とせず、都市の中
でそれがどのように展開できるのか。そして都市再
生やまちづくりに内在する文化や創造性に注目する
ことで都市がどのように変化していくのか。このよ
うな問いに対する意識がenocoにはあるように感じ
ます。示唆に富んだ気づきや答えを本書の中で多く
見出すことができるでしょう。

編集方針については、時系列に並べたりテーマに分
けて紹介したりするような、一般的な記録集の手法
は取らずに、「タイムスパン」と「ネットワーク」 に
よってenocoの活動の整理を試みてみました。建築
や都市計画では、同じ対象について様々なスケール
（縮尺）の図面を描きますが、どの図面も意味や役割
が異なります。小さいスケールは「どのようにつく

るか」ということを目的としている場合が多く、対
して大きなスケールは「その建物がどのように環境
の中に置かれるか」を理解するためのものになりま
す。このように、同じ事象を扱っているにもかかわ
らず、スケールによって読み取ることができる意味
は異なってきます。
これをenocoの5年間に置き換えると、事業全体を
見るか、もしくはその事業を構成するひとつのプロ
グラムにフォーカスするかによって、異なる成果や
役割を見出すことができます。金太郎飴のようにど
こで切っても一緒ではなく、時間のスケールによっ
て異なる断面が見えてきます。そこに適切な意味や
役割が与えられ、それらが関係付けられることでよ
り大きな目的を達成することができます。事業の一
つひとつがより大きな目的に向かうための手段であ
り、同時に完結した目的を持っています。この複数
のスケールからなるタイムスパン別の事業をそれぞ
れに関係づけているのが、enocoを取り巻く人と組
織からなるネットワークです。enocoがこれまでに
つくりあげてきたこのネットワークは、分野、立
場、関わり方問わず、極めて膨大なものです。その
全体像を見ることはできませんが、インタビューで
はそんなネットワークの一端を垣間見ることができ
るでしょう。

また、本書にはenocoが5年間という時間をかけて
培ってきた運営のノウハウや知見を広く共有し、社
会の中で役立てたいという思いを込めています。事
業を考える際、それによって達成したい成果と、そ
こに対してどの程度のリソースが必要になるかを考

えます。そのときにお金や人材と同様に、時間も重
要なリソースのひとつとなるでしょう。単年度毎に
予算が執行されるenocoのような施設ではなおさら
事業スパンは重要です。タイムスケールとその成果
を軸に事業を紹介することで、例えば3時間で何が
達成できるのか、またある成果を生み出すためには
どれくらいの時間が必要か、ということが見えてき
ます。それを具体的な事業計画の参考にしてもらえ
ればと考えました。そのためなるべくenocoの成果
の記載は一般性を持つようにしています。また事業
を成功させるコツを提示することで、様々な状況に
合わせてアレンジしてもらえるように心がけていま
す。さらには、enocoの5年間にとどまらず、さら
に大きな時間のスケールにまで引いた視点を持ち込
むことで、enocoを含んだより大きな視野からも理
解ができるように考えました。このドキュメントブ
ックが、今後の文化行政、そしてクリエイティブな
まちづくりに少しでも役立つものになることを願って
います。

最後に、私たちにこのような機会を与えてくださっ
たenocoの皆さん、そしてインタビューにご協力い
ただいた皆さん、ふわっとしたイメージをデザイン
に落とし込んでくださった中崎さん、イラストを快
く引き受けてくださったタダさん、文字起こしや校
正などに協力してくださった野澤美希さんに感謝を
表します。ありがとうございました。

2017年３月吉日
RAD（川勝真一、榊原充大）

開館から5年間という最初の指定管理期間の終わり
が見えてきて、「つくらないかん」と思い続けてきた
ドキュメンテーションに、ようやくとりかかること
になりました。enocoはこれまでたくさんのクリエ
イターの方とお付き合いをしてきましたが、「なにを
やっているかようわからん」と言われることも多い
enocoを、第3者として客観的に捉えなおしてもら
いたいという思いで、あえてこれまで一緒に仕事を
したことのないRADに編集をお願いすることにしま

した。反対にデザインは、enoco初期から関わりの
ある中崎航さんにお願いをすることで、新旧の視点
から見たenocoが浮かび上がってくることを狙いま
した。あわせて、中からの視点と、関係者を含めた
外からの視点を交え、様々なスケールやスパン、ネ
ットワークの重なりで構成された事業を解きほぐす
作業を重ね、時にその複雑さに悩み、時に改めて見
えてくることに驚き、私たちの悲願である（！？）
ドキュメントブックが出来上がりました。

これまでenoco「と」関わりのあった皆さま、本ド
キュメントブックの制作にご協力いただいた皆さま
に改めて感謝いたします。これからも様々な「と」
を生み出すべく、次の5年に向かいたいと思います。

高坂玲子（enoco企画部門プログラムディレクター）

編集後記




